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常時白い噴煙をなびかせている浅間山の南麓にひろが

る御代田町では、水田経営の合理化 。生産の向上を目的

とする県営圃場整備事業が昭和54年から実施されていま

す。

一方この通称小田井・御影地区は、御代田町・佐久市。

小諸市の二市町にかかる地域でありますが、遠く奈良 。

平安時代を中心とする大集落「鋳師屋遺跡群」をいだく

場所でもあり、圃場整備事業に伴うその破壊が懸念され

ました。そこで関係各部局の話し合いがもたれ、この遺

跡群について発掘調査による記録保存をとりおこなうこ

とで折合いがつきました。

御代田町では、佐久考古学会長由井茂也氏を発掘調査

団長とする発掘調査団にお願いし、昭和59年の野火付遺

跡の調査を皮切りに、昭和60年には前田遺跡の発掘調査

を進めてまいりました。翌昭和61年に発掘調査が実施さ

れたのが本十二遺跡であります。

十二遺跡の18,000m2に もおよぶ調査区からは、奈良・

平安時代の竪穴住居址 。掘立柱建物址の70棟余の検出を

み、その中からは貴重な遺物も続々と出土しております。

その結果をまとめたのが本発掘調査報告書です。本書

が、御代田町の黎明を知るうえでのささやかな一助とな

ることを願ってやみません。

本調査・報告にあたり深いご理解 。ご協力を賜りまし

た皆様に厚く御礼申し上げ序とさせて頂きます。

日召禾日63∠午 3月

御代田町教育委員会

教育長 /Jヽ  林  正 人
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1 本書は、長野県北佐久郡御代田町大字御代田所在の鋳師屋遺跡群十二遺跡の発掘調査報告書

である。

2 本発掘調査は、北佐久地方事務所の委託を受け、御代田町教育委員会が実施 した。

3 本発掘調査の概要については、第 I章に記してある。

4 本発掘調査報告書作成の作業分担は以下のとおりである。

◎ 遺 物 復 原 伴野有希子、小山内玲子、角張憲子、鳥居 亮。

◎ 遺 物 実 測 鳥居 亮、小林美智明、茂木勝等、古越敏彦、角張憲子。

◎ 遺 物 拓 本 熊田すみ子、高山玲子、茂木勝等、小山内玲子、伴野有希子。

◎ 遺物 トレー ス 鳥居 亮 (土器 )、 角張憲子 (石器 )。

◎ 遺構他 トレース 鳥居 亮。

◎ 遺 物 写 真 鳥居 亮。

◎ 遺物観察表作成 堤  隆。

◎ 版  組  み 熊田すみ子、高山玲子、茂木勝等、小山内玲子、角張憲子。

5 本書に使用した航空写真は、巻頭図版 1は 17mた っのこが、他は帥協同測量社が撮影したもの

である。

6 本書の本文編は、第H章 1を除き、堤  隆が執筆 した。

7 本書の本文編は、第H章 1「御代田町の自然環境と地質」については、長野県小諸高等学校

樋口和雄先生に玉稿を賜った。厚 く御礼申し上げる次第である。

8 本書の付編については以下の各位より玉稿を賜った。厚 く御礼申し上げる次第である。

◎ 付編 1 帯広畜産大学 近藤錬三先生  ◎ 付編 3 榊 パ リノサーヴェイ

◎ 付編 2 佛 パ リノサーヴェイ     ◎ 付編 4 奈良教育大学 三辻利一先生

9 本書の編集は、御代田町教育委員会の責任のもとに、堤  隆がおこなった。

10 本調査 。本報告書作成に際しては、以下の方々から貴重な御助言・御配慮を得た。御芳名を

記して厚 く御礼申し上げる次第である。順不同・敬称略 )

梅村弘、田中正二郎、笹沢浩、戸沢充則、岡本東三、西山克己、桐原健、声部公一、大田喜幸

宮下健司、川島雅人、林原利明、諏訪間順、諏訪間伸、樫田誠、坪井清足、新田浩二、林幸彦

羽毛田卓也、高村博文、小山岳夫、三石宗一、郷道哲章、福島邦男、村沢正弘、丸山散一郎、

大上周三、山下誠一、花岡弘、石上周蔵、小平和夫、近藤尚義、岩崎直也、中田英、自田武正

寺島俊郎、木内捷、原明芳、織笠昭、伊丹徹、斎藤孝正、宮崎憲二、山口英男、辻本崇夫

目



例

1 遺構の名称

H → 竪穴住居址  F → 掘立柱建物llL  D → 土墳  M → 溝状遺構

2 遺構のナンバーは、時代別 。時期別になっておらず、ランダムである。

3 挿図の縮尺

竪穴住居址 =1:80  掘立柱建物址 =1:80  カマ ド=1:40  土器=1:4

以上が基本的なものである。これ以外についても挿図中にその縮尺を明示してある。

4 図版の縮尺

遺構写真の縮尺については統一されていない。

遺物写真の縮尺については、土器が 1:3、 これ以外の遺物ついては挿図の縮尺と同一にし

てある。

顕微鏡写真については、挿図中にスケールを入れるか、その縮尺を明示してある。

5 遺構面積の計測にはプラニメーターを用い、 3回の計測の平均値を面積 として示した。

6 出土遺物一覧表 〈土器〉の法量は、上から回径・器高・底径の順に記載 し、無記載は不明、

( )は推定値、〈 〉は大幅な推定値を示す。単位はcmで ある。

7 出土遺物一覧表 〈鉄器・石器〉の法量は、無記載は不明、( )が現存値、 ( )がない場合

は完存値を表す。単位は、cmo gで ある。

8 遺構の層序説明は本文中に記した。

9 土層の色調、遺物胎土の色調については、『新版標準土色帖』の表示に基づいて示した。

10 挿図中におけるスクリーントーンは以下のものを表す。

(1)遺構

遺構断面 =斜線 ただし、切 り合いによる破壊部分は斜線を逆方向にした。

カマ ド=網点 (太) 火床 =網点 (細 )

(2)遺物

土器断面   須恵器断面 =網点 (太)  灰釉陶器断面 =網点 (細 )

土器内外面  黒色処理 =網′点 (太)  赤色塗彩 =網′点 (細 )灰 釉範囲 =斑′点

石器外面   使用痕範囲 =網′点 (細 )
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H-35号住居址出土遺物F-67号掘立柱



図版 百八十  H-35・ 36号住居址出土遺物       図版 百九十八 H-63・ 64・ 65号住居址出土遺物

図版 百八十一 H-36・ 37号住居l■出土遺物       図版 百九十九 H-65。 66・ 67号住居址出土遺物

図版 百八十二 H-37・ 38。 39号住居址出土遺物     図版 三百   H-67・ 68号住居址出土遺物

図版 百八十三 H-39。 40。 42号住居址出土遺物     図版 二百一  H-69号 住居址 。F-35・ 40。 58号掘立

図版 百八十四 H-42・ 43号住居址出土遺物               柱建物l■ 。I-1号井戸l■出土遺物

図版 百八十五 H-43・ 44・ 45号住居址出土遺物     図版 二百二  M-1号 溝状遺構・表採遺物・整理作業

図版 百八十六 H-46号住居址出土遺物         図版 二百三  古銭・石器

図版 百八十七 H-47・ 49号住居址出土遺物       図版 二百四  石器

図版 百八十八 H-49号住居址出土遺物         図版 二百五  石器・鉄器

図版 百八十九 H-49・ 50・ 51・ 52号住居址出土遺物    図版 二百六  鉄器

図版 百九十  H-52号 住居址出土遺物         図版 三百七  土器細部写真

図版 百九十一 H-52・ 53・ 55号住居址出土遺物     図版 二百八  土器細部写真

図版 百九十二 H-55号住居址出土遺物         図版 三百九  土器細部写真

図版 百九十三 H-55。 56号住居址出土遺物       図版 二百十  土器細部写真

図版 百九十四 H-56・ 57号住居址出土遺物       図版 二百十一 土器細部写真

図版 百九十五 H-58号住居址出土遺物         図版 二百十二 土器細部写真

図版 百九十六 H-58・ 59号住居址出土遺物       図版 二百十三 土器細部写真

図版 百九十七 H-59。 60・ 61号住居址出土遺物
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1 発掘調査の概要

(l) 調査に至る動機
長野県北佐久郡御代田町大字御代田 。佐久市大字小田井 。小諸市大字御影新田にかかる一帯小

田井・御影地区において、水田経営の合理化を目的とした、長野県営圃場整備事業が昭和54年 よ

り実施された。

一方、この地区においては、鋳師屋遺跡群として埋蔵文化財の包蔵が確認・周知されており、

その保護問題が表面化してきた。このため、その原因者である東信土地改良事務所と保護部局で

ある長野県教育委員会、御代田町 。佐久市 。小諸市の各教育委員会の三者において話し合いがも

たれ、該当する遺跡について緊急発掘調査を実施 し記録保存を行なうことで折合いがついた。

第 1図 十二遺跡発掘調査対象区 (網点)(|:10′ 000)



I 発掘調査の概要

これを受けて、昭和57年の小諸市教育委員会による曽根城遺跡の発掘調査を皮切 りに、昭和59

年には野火付遺跡 (御代田町)。 鋳師屋遺跡の一部 (佐久市 )、 昭和60年には前田遺跡の一部 (御

代田町・佐久市)の発掘調査が実施された。翌昭和61年に発掘調査されたのが、本十二遺跡 (御

代田町)と 鋳師屋遺跡 。前田遺跡の一部 (佐久市)である。

(2) 発掘調査の概要
1 遺 跡 名  鋳師屋遺跡群 十二遺跡

2 所 在 地  長野県北佐久郡御代田町大字御代田字下十二

3 発掘期間  昭和61年 4月 14日 ～昭和61年 8月 26日 (昭和61年度 )

4 整理期間  昭和61年 8月 27日 ～昭和62年 3月 31日 (昭和61年度 )

昭和62年 4月 3日 ～昭和63年 3月 31日 (昭和62年度 )

5 発掘理由  昭和62年度小田井・御影地区長野県営圃場整備事業に伴い、十二遺跡の破壊が

予想されるため、緊急発掘調査を実施 し記録保存を行なう。

6 発掘方針  広大な調査対象区について、居住域 。生産域・墓域等全体の検出に努める。

7 費用負担  調査費用総額のうち、72.5%は 原因者である農政部局 (北佐久地方事務所)が

負担し、残 りの27.5%に ついては文化財補助事業として文化財保護部局が負担

した (国庫補助金50%、 県補助金15%、 町費35%)。

8 事 務 局  ◎ 教育次長 市川誠、桜井定巳    ◎ 社会・同和教育係長 萩原茂

◎ 社会 。同和教育係  内堀篤志、堤  隆

9調 査 団

顧  問  古越顕助 (御代田町長) 原田正夫 (前教育長) 小林正人 (教育長 )

参  与  桜井為吉、田村泉、内山俊雄、柳沢恒二郎、小林五郎、山本宣夫、大井源寿

内堀達人、 (故)堀篭源、 (御代田町文化財審議委員 )

団  長  由井茂也  (佐久考古学会会長 )

副 団 長  尾台卓一  (前御代田町文化財審議委員長 )

担 当 者  堤  隆  (御代田町教育委員会 )

調 査 員  白倉盛男、井上行雄、大井今朝大、羽毛田伸博 (佐久考古学会 )

鳥居 亮、菅谷みのぶ、下角圭司

補 助 員  伴野有希子

協 力 者  小林美智明、大田和子、茂木勝等、高山玲子、今井みさ子

熊田すみ子、角張憲子、小山内玲子、田村祐子、古越敏彦、高地正雄、

イ



1 発掘調査の概要

桝形カズヨ、山口ひろ子、茂木千代子、花里きしの、鈴木五郎、桜井和人、

萩原フサ、並木ことみ、遠藤しずか、田中夏江、橋詰けさよ、井出百合子、

重田文枝、飯田すえの、尾沼けさと、甘利隆志、小沢さよ子、竹内安子、

並木吉二郎、山口晴子、関口康、碓井勝子、宮沢節子、尾台久美子 (一般)

柳沢晃、奥田一寿、渡辺一也、小松千浩、若林京子、広岡恵美子 (高校生)

(3) 発掘区の設定と遺構の検出
本調査の対象区については、第 1図に示したとおりで、図の網点部の約 11万 m2が該当すること

になる。

この広大な調査の対象区を、鋳師屋遺跡群全体のなかで把握できるように、国家座標第Ⅵ‖系を

用い、25m四 方のグリッドを設定した。したがってグリッドのX軸は真北を指すようになってい

る。また、グリッド名は、野火付遺跡 。前田遺跡に継続する名称 となる (第 2図 )。

調査は、広大な調査対象区について居住域 。生産域・墓域等全体の検出に努めるという発掘方

針に則 り、まずは自然地形と遺跡の範囲をみきわめるため、重機により南北の試掘 トレンチを入

れてみた。その結果おおよその自然地形と遺跡の範囲をとらえることができたので、つぎに遺跡

全部分の表土を重機によって除去 した。

調査地区については、便宜的に区分けをして把握 した。グリッドのへ列以前で、32列以降を第

I区、29列以降を第H区、22列以降を第Ш区、15列以降を第Ⅳ区、15列未満を第V区 とした。な

お、このなかで、第H区ネ 。ノ・ハー31列近辺は、圃場整備対象区外であるため調査を実施 しな

かった。

遺構は、第 I・ H区において検出された。その概要は以下のとおりである。

第 I区 面積 9000m2 竪穴住居址 42軒  掘立柱建物址 57棟  土疲  3基 溝  1基

第H区 面積 8800m2 竪穴住居址 29軒  掘立柱建物址 18棟  土疲  3基

計  面積 17800m2 竪穴住居址 71軒  掘立柱建物址 75棟  土壌  6基 溝 1基

なお、遺構の名称については、第 IoH区 あわせて遺構ごとに通 し番号 とした。

第Ⅲ・Ⅳ・V区は、前田遺跡より続 く低地で、竪穴住居址・掘立柱建物址の他、水田等の生産

遺構 も検出されなかった。ただしこの地区において、水田存在の可能性を考えるためプラントオ

パール分析 。花粉分析等の自然科学分析をおこなった。その成果は付編として掲載 してある。

本遺跡の第 I区は、さらに西へ延び、西屋敷の集落にかかるものと考えられる。また、第 I区

第H区の南側は、昭和60年 に調査を実施 した前田遺跡第Ⅳ区へと続いている。第H区北側は、浅

い谷をはさんで昭和62年 に調査を実施 した根岸遺跡へと続いている。
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(4) 発掘調査の経緯
昭和6!年

4月 10日

発掘調査開始。バ ンヽクホ~の搬入。バ ンヽク

ホーにより、遺跡の範囲確認のための試掘 ト

レンチをあける。

第 I区において住居址 2軒 を確認。

4月 15日

バ ン`クホ~に より第I区 を拡張開始。ヌ。ネ。

ノー32・ 33グ リッドにおいて、住居址 2軒、

掘立柱建物址 5棟を確認。

4月 18日

作業員を徐々に投与。遺構調査開始。 H―

1号住居址・F-3号掘立柱建物址の調査。
4月 30日

本日までに住居址 5軒、掘立柱建物址 6棟

の調査終了。

5月 3日

休日ではあるが、調査期限にせまられてい

るため、第 I区プラン確認作業を行なう。

5月 10日

調査開始より1カ 月経過。これまでの確認

遺構は住居址28軒、掘立柱建物址30棟。

本日までに住居址 9軒、掘立柱建物址10棟

の調査終了。

5月 24日

ブル ドーザによる第 I区押し土。H-27・

H-37・ H-39号住居址等の調査。
6月 3日

第 1区プラン確認作業を行なう。

調査区西端の湧水がかなり激しく、作業が

困難をきたす。

6月 10日

第H区プラン確認作業を開始。

I-1号井戸址の調査。
6月 14日

第 I区航空写真撮影のための精査。

第 I区航空写真撮影。

6月 28日

第H区プラン確認作業の継続。

第 I区、住居址・掘立柱建物址の調査継続。

7月 3日

雨天のため、焼失家屋であるH-58号住居

δ

第 2図 パックホー搬入

第 3図 バックホーによる試掘開始

第 4図 発掘調査区 (第 I区 )

第 5図 激しい湧水の中での調査
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址の調査のみをおこなう。

作業員による作業は中止。

7月 14日

第H区プラン確認作業の継続。

第 IoH区、住居址・掘立柱建物址の調査
継続。

7月 23日

文化庁岡本東三調査官 (現千葉大学)。 県教

育委員会文化課小林牟指導主事視察。

7月 27日

梅雨明け。

第 I・ H区、住居址・掘立柱建物址の調査

継続。

7月 30日

長野県埋蔵文化財センター樋口昇一調査部

長・自田武正調査研究員視察。

8月 1日

明治大学戸沢充則教授視察。

第 I・ H区、住居址・掘立柱建物址の調査

継続。

8月 2日

小田原市教育委員会諏訪間順氏視察。

8月 3日

台風上陸。遺跡の低地部が水浸しとなる。

8月 7日

第 I区航空写真撮影のための精査。

前奈良国立文化財研究所長坪井清足氏視察。

8月 10日

十二遺跡現地説明会。

8月 11日

第 1・ H区、住居址・掘立柱建物址・土墳
の調査継続。

8月 23日

第 I・ H区航空写真撮影。

8月 26日

器材撤収。

発掘調査終了。

8月 27～ 30日

発掘調査の残務整理。

9月 ～11月

前田遺跡遺物整理のため、十二遺跡の遺物

整理等すべての作業中止。

12月

遺物整理再開。

第 6図 発掘調査区 (第 I区 )

第 7図 井戸址の調査

第 8図 竪穴住居址の精査

第 9図 遺物出土状態の実測
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土器の註記・復原をおこなう。

昭和 62年

1月

土器の註記・復原 。実測をおこなう。

2月

土器の註記・復原・実測をおこなう。

3月

土器の註記・復原・実測をおこなう。

4月

根岸遺跡の調査開始日 (4月 15日 )前 まで

遺物整理をおこなう。

4月 15日 ～8月 1日

根岸遺跡・広畑遺跡発掘調査のため遺物整

理中断。

8月 2日

遺物整理再開。土器復原、土器拓本、土器

実測をおこなう。

9月 12日

遺構 トレース。土器復原、土器拓本、土器

実測をおこなう。

9月 25日

住居址・カマ ド、 トレース終了。
10月 13日

住居址原稿執筆開始。遺構 トレース。土器

復原、土器拓本等継続。

10月 26日

遺物 トレース開始。

11月 16日

遺物一覧表校正。遺構・遺物 トレース。

器復原、土器拓本等継続。

12月 23日

住居址原稿執筆完了。遺構・遺物 トレース。

土器復原、土器拓本等継続。

1月 8日

遺構・遺物 トレース完了。

2月 29日

遺物写真撮影完了。原稿執筆完了。

3月 31日

発掘調査報告書刊行。

第 10図  出土遺物の復原

第H図  出土遺物の実測

第 12図  出土遺物写真撮影

第 i3図  ワー ドプロセッサによる原稿執筆
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遺跡の環境





1 御代田町の自然環境と地質

(|) 自然環境
御代田町は活火山浅間山 (海抜2560m)の南麓に位置する。

浅間連峰は分水界で北麓の水は大平洋に流れる。東側は軽井沢町で群馬県境はやはり分水界とな

っている。南には八風山、森泉山、平尾富士の低い山稜があり、西佃Jは浅間山の裾野で小諸市に

接 している。山麓のなだらかな斜面は南西方向に傾き佐久平へと続いているが、十二遺跡はこの

山麓斜面から平坦な佐久平へと移る境界に位置し標高は768～ 771mで ぁる。

御代田町はそのほとんどが火山の噴出物で覆われている。町の南部を深い谷を刻んで南西方向

に流れる湯川の南部は志賀凝灰岩で約300万年前の第二紀鮮新世の噴出によるものであり、北側は

浅間山の最近の噴出物に覆われている。  ′

年間降水量は軽井沢の約1300mmか ら1000mmを 割る小諸・佐久へと漸減する中間にある。夏期に

は東寄 りの風も多くなるが年間の卓越風は西寄 りの風である。被害を生ずるような風は台風が西

側を通過する時に、低平部を吹 く東風と、山麓を吹き降 りる北寄 りの風である。日照時間は 5月

に極大、 7月 に極小を示す。霧は 6・ 7・ 8・ 9月 と夏に碓氷峠を越える滑昇霧が多いのが特徴

である。

表土は黒土が多く、母材は火山灰でとくに後述する追分火砕流に覆われた地域は1281年の噴火

による火砕流堆積物で、粗粒の黒土からなり肥沃度の低い土壌であった。農家の努力によって土

壌改良がすすみ高原野菜の産地となっている。

植生は現在、人工林のアカマツとカラマツが多いが、かつてはブナやコナラ等の落葉広葉樹林

であった。昭和34年、57年のそれぞれ 7号、10号台風により彩しい風倒木の被害に見舞われた。

特にカラマツは根張 りが浅いからであるが、カラマツの一斉林は生態系が単純になり、自然環境

を貧しいものにしている。治山・治水・水源涵養の機能の改善 と生態系の多様性を求めて広葉樹

林の良さが見直されてきている。町では農業と精密工業が主要な産業となっている。

(2)地  質
浅間山は本州中部を横断するフォッサ 。マグナと呼ばれる大地溝帯の東の縁に位置している。

また、浅間山はプレー トの沈み込みに関係する火山フロントの屈曲点に位置する。すなわち、大

平洋プレー トがューラシアプレー トの下に沈み込んでできる那須火山帯と、フィリピンプレー ト

Iθ



H 遺跡の環境

にかかわる富士火山帯との交点に位置

するので、浅間山はユーラシアプレー

ト、大平洋プレー ト、フィリピンプレ

ー トの二つのプレー トが接触する特異

な位置にあることになる。

浅間火山群は西より東へ、黒斑山、

前掛山、釜山、石尊山、小浅間山と続

くが、最も古い山体は黒斑山である。

黒斑山の西には更に古い高峰、籠ノ登、

三方ケ峯等の鳥帽子火山群が連なって

いる。第15図、第 1表は浅間火山の成

長史を示す。黒斑山は、かつて富士山

型の成層火山で標高は約2900mに達 し

ていたものと思われる(第 15図 a)。 石

尊山はこの黒斑山の寄生火山として生

じた溶岩円頂丘である。

黒斑山はおよそ23,000年 前に水蒸気

爆発により山体の東半分が崩壊 した。

(第 15図 b)

この時の崩壊堆積物は黒斑山を構成

する岩塊が雑多に入り混ったもので、

数十メー トルを超すブロックもあり爆

発の規模が大きかったことを示してい

る。佐久市岩村田の西方、中佐都地区

の「流れ山」がそれで塚原泥流と呼ば

れている。軽井沢に達 したものは塩沢

b

水蒸気爆発

(山体崩壊 )

23000 Y R R

前掛山

軽石流の発生

d

BR13600 Y

追分火砕流

(カ ルデラ生ずる )

A D l108
A D 1281

釜

山

前
掛
山

黒
斑
山

現 在

第 15図  浅間火山の変遷

岩暦流と呼ばれ、やはり「流れ山」がみられる。この山体崩壊の年代は佐久市根々井の湯川の右

岸から採取した木片の放射性炭素14法により求めたものである。塩沢岩暦流は湯川を堰止め南軽

井沢地区に一時的な湖をつくった。御代田町では、この時の崩壊堆積物の厚さは20mを 超えてい

るものと考えられるが、その後の噴出物に覆われていて見ることはできないが、久保沢川では厚

さ約30mの 第 1軽石流を刻む谷壁の下に塚原泥流が姿をみせている。水蒸気爆発のあと、西イ貝]に

残されたのが現在の黒斑山であり、南西側に剣ケ峰が残った。山体崩壊の規模は1888年の磐梯山

Iイ

黒斑山
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第 6図  浅間火山の地質図 (|:100′ 000)(荒牧  962)に 準拠
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1

のそれを通かに凌ぎ、1980年のセント・

ヘレンズに匹敵する第一級のものであっ

た。

黒斑山の大崩壊のあと、離山の噴火が

おこり南軽井沢一帯に雲場火砕流が拡が

った。いまからおよそ二万年前のことで

ある。そのあと、あまり間隔をおかずに

粘性の高いマグマの噴出があり厚い溶岩

流を流し緩傾斜の盾状火山ができた。こ

れが仏岩溶岩流である。

仏岩溶岩流は前掛山の噴出物に覆われ

ているが、断層運動で生 じた仁、岩の崖や

大窪沢の崖でみることができる。ここに

はガラス質の黒曜岩がみられる。時を同

じくして軽石 と火山灰の噴出のあと溶岩

円頂丘の小浅間山が生 じた。 (第 15図 C)

仁、岩溶岩流と小浅間山の生成が終って

御代田町の自然環境と地質

第 1表  浅間火山の編年

|:|〔 [l流    }

舞台溶岩流

追分火砕流

B― 降下スコリア・軽石

C― 降下軽石

D― 降下軽石

古滝火砕流

H― 降下軽石

※
1783A.D。 (天り]3年 )

1281A.D.(弘 安 4年 )

1108A.D。 (天仁元年 )

※
約4500(Y.B,P。 )

軽

石

流

＜

石

＜

流

軽

流

石

下

石

軽

降

軽

２

恋

ｌ

第

妻

第

ｒ

リ

ｌ

ｋ

糸り11000 (Y. B. P.

約13600(Y.B.P.

位、岩溶岩流 ― 小浅間円贋丘 ― 白糸降下軽石

塚原泥流 (水蒸気爆発 )

黒班山

約23000(Y.B.P.)

から数千年の休止期を経て大噴火がはじまった。

爆発のエネルギーは大きく、多量の軽石が成層圏まで吹き上げられたぎこの噴出物は上空の偏

西風によって東方に流され北関東の広い範囲に板鼻黄色軽石層 (Y.P)と 呼ばれる軽石の堆積層を

つ くった。更に大量の軽石が噴出され、火山灰 とともに高速で斜面を流下する火砕流となった。

数次にわたる噴出により厚い堆積層ができたが、特に多量の噴出をみたものに第 1軽石流、第 2

軽石流の名前がつけられている。その噴出年代は、それぞれ、約13600年 前と約11000年 前であっ

た。 (第 15図 d)第 1軽石流は第 2軽石流よりも規模が大きく、南軽井沢一帯では湯川が堰 とめ

られて浅い湖水となったし、佐久平でも千曲川が堰 とめられて大きな湖が出現 した。軽石流は地

表の凹凸を埋め、なだらかな斜面をつ くっている。十二遺跡はこの第 1軽石流の上にのっている。

第 1軽石流は湯川の谷を埋め対岸にも厚い堆積層を残しているが、湯川の右岸では軽井沢町から

御代田町にかけて切 り立った崖をなしている。南の滑津川の右岸にも、また、小諸市小原の千曲

川右岸にもみごとな崖をみることができる。軽石流堆積物の中には炭化 した木片があり、周縁部

では炭化吹な
い木片も認められる。10～ 20mの 高さの垂直に近い崖をもった田切地形は堅 くしま

っていない軽石流が流水や霜等による侵食を受けたものである。

軽石流の噴出のあと、数千年におよぶ休止期を経て前掛山の活動がはじまった。東麓一帯に分

17



H 遺跡の環境

布する降下軽石、火山灰堆積層は

約10層が識別されるという。その

うち最上部のものは1783年 (天明

3年)の活動によるもので、この

降下火砕堆積物は「A」 層と略称

されている。

北麓には吾妻火砕流、鎌原火砕

流、鬼押出溶岩流などが流下した

が、南麓では火山弾、軽石、火山

灰等の降下があっただけであった。

活動のようすを伝える詳細な記録

が残されている。
第17図 追分火砕流・軽石流の分布概念図

これより前の本格的な活動は軽

石 と褐色スコリアの「 B」 層を堆積させた。この噴火は前掛山の活動のなかで最大規模のものの

一つであった。噴出された多量のマグマは 5～ 600度以上の高温の黒色スコリア質の岩塊や火山灰

となって秒速50～ 60mの速さで山腹を流れ下った。これが追分火砕流である。前掛山の南斜面を

流下した追分火砕流は石尊山に衝究し、三分 したあと下流で再び合流し、東西幅 7 kmも の広い範

囲に展開した。信越線をすぎるあたりからは地形にそって谷を埋めながら流下 し湯川に達 し一時

堰 とめた。国道 18号 を小諸から登っていくと馬瀬口をすぎるあたりで田切地形がなくなっている。

これは軽石流に刻まれた谷地形を追分火砕流が埋めたためである。平均の厚さは 8mと されてい

るが谷筋に近いところでは30mも の厚さが確認されている。追分原一帯は透水性が良いので濁川

以外に目ぼしい河川は存在しないが、御代田町や小諸市の水田のために御影用水堰等が江戸時代

初期から開削されている。濁川源泉の湧水は追分火砕流堆積物中から湧出している。この水は二

酸化炭素を多量に含むが鉄分 も多く酸化鉄の沈澱物が赤いので、源泉付近に血の池と呼ばれる池

をつ くり、濁川の名もそこからきている。追分火砕流は蛇堀川に沿っても流下し小諸市加増まで

到達 している。

この噴火については次の二つの記述がある。

‖08年 (天仁元年 )

上野国司進解状に云わく「国中高山存 り、麻間峰と称す。 治暦年間 (1065～ 1069)よ り峰中煙

出で来 り其後微々たり、今年七月十一日より猛火山嶺を焼き、其煙天に沖し、砂礫国に満つ。

猥炉積庭国内田畠之に依 り滅亡す。 一国災未だ斯の如きことあらざるなり稀に之あり、怪なる
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1 御代田町の自然環境と地質

により記し置く所なりと」 (中右記)

「八月十五日寅卯時許東方天色甚赤し」 (中右記)  「九月二日、天晴早旦東方天甚赤し、此

七八日許此の如し、誠に寄となし尋知すべきか」 (中右記)

1281年 (弘安四年)

六月九日暮方、山より西黄なる雲出で、人倫草木迄金色の光となる。 同夜、四ツ時より山焼出

し信州追分小諸より南四里の間灰降り、今に其跡残れり、北は山の麓まで押出し、今に其虎を石

どまりと云う。 此辺亡村多し。 (浅間焼大変記)

これ等古文書の記述や「 B」 スコリア堆積物が覆う遺跡の特徴などから、この噴火の発生年代

は1281年説から1108年説へと揺れ動いてきた経過があった。放射性炭素による年代測定では、蛇

堀川沿いの二つの測定値と軽井沢町三石での測定値の平均値は837年であり、1950-837=1113A.

Dの値を示した。

軽井沢町追分と二石からの測定値の平均は700年で、1950-700=1250A.Dと なる。これ等の値

は、それぞれ、1108年 と1281年に近い値である。すなわち、追分火砕流は1108年 (天仁元年)と

1281年 (弘安四年)の二回の噴火によって形成されたことがわかる。噴火の前には、小諸の清水

駅から軽井沢長倉駅を経て碓氷峠へと続く東山道があったものと思われるが、最初の1108年の噴

火で埋められたので、迂回を余儀なくされたに相違ない。鎌倉時代の「宴曲抄」に鎌倉から善光

寺参詣の道順が記されているが、軽井沢町の離山から、おそらく湯川の左岸を通って佐久市の桜

井を経て望月から東部町の海野宿への道のりは、追分火砕流を避けたためと思われる。

本稿は東京大学地震研究所荒牧重雄教授の「浅間火山の地質」地学団体研究会1968、 と「軽井

沢町誌」自然編、軽井沢町誌刊行委員会1987、 を参考にさせていただいた。放射性炭素14法によ

る年代測定は表 1の ※印以外のものは、20個 を超える試料について京都産業大学理学部、山田治

教授に測定をお願いしたものである。

(樋口和雄 )
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2 十二遺跡の歴史的環境

日本列島における人類の歴史は、今や確実に遡 りつつある。そして日本の歴史の出発′点であり、

また最 も長かった時代が旧石器時代である。

旧石器時代の遺跡は、長野県においても数多く発見されている。この佐久地方では、野辺山高

原を中心とする八ケ岳東麓に分布 している。しかし、佐久の平野部、および浅間山麓一帯におい

ては、旧石器時代の遺跡は現在のところ未確認である。

この十二遺跡の存在する浅間山南麓は、前項でも記されているように浅間火山の噴出物で覆わ

れている。第16図 にみる第 1軽石流 (B.P13600y)。 第 2軽石流 (B.Pl1000 y)。 追分火砕流 (A.

Dl108 y.A.D1281y)が それである。したがって 1万年以上前の旧石器時代の遺跡を探すとなる

とこれらの噴出物が除かれた場所でなければならない。このような条件の悪さに災いされて、旧

石器時代遺跡の存否が本地域においていまだ確認されないのである。

さて、続 く縄文時代の遺跡は、御代田町でも数多く発見されている。

そのなかで、もっとも古 く位置付けられるのが、早期の楕円押型文土器の破片を出土した塩野

地籍の滝沢遺跡である。これ以外には、現在のところ縄文時代早期の遺跡は確認されていない。

また、縄文時代前期の遺跡も確認されていない。

縄文時代中期になると、浅間山南麓の標高900m内外にみられる湧水地帯に沿って、集落が形成

されるようになる。昭和60年に発掘調査が実施された大沼遺跡 (御代田町教育委員会 1985)、 昭

和62年に発掘調査が実施され中期後半の埋甕等が検出された広畑遺跡を筆頭に、西荒神遺跡 。東

荒神遺跡・西城西遺跡 。西城東遺跡等が散見される。

一方、浅間山南麓と相対する八風山北麓の湯川沿いにも、縄文時代中期から後期にかけての遺

跡が点々と残されている。軽井沢町の茂沢南石堂遺跡もそのうちのひとつである。茂沢地区より

湯川をやや下ると、御代田町豊昇地区にいたる。この豊昇地区には、宮平遺跡が存在 している。

宮平遺跡は、古 くから出土遺物の豊富さで人々の関心をひいていた。昭和 5年には、日本にお

ける旧石器文化存在の可能性をいちはや く説いていたことでも知られるN・ G・ マンローも、こ

の遺跡を訪れている。昭和56年には、農道舗装事業に際し宮平遺跡の発掘調査が実施され、中期

後半から後期にかけての竪穴住居址27軒が検出されている。

さて、縄文時代に続 く弥生時代の遺跡は、現在のところ御代田町においては確認されていない。

冷涼な気候の御代田においては、当時の生産基盤であった稲作も対応できず、したがってその集

落もみられないということになろうか。
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2 十二遺跡の歴史的環境

>
ヽ

!(H-61 1) 2(H-61 2) 3(H-60 1) 4(H-65 1)

第18図 前田遺跡出土初期須恵器 (|:4)

古墳時代になると当地においても集落が形成されるようになる。

古墳時代中期の住居址 5軒が本遺跡に隣接する鋳師屋遺跡群前田遺跡 (第20図 10)に おいて検

出されている。このうちのいくつかの住居址からは、 5世紀後半の所産と考えられるいわゆる初

期須恵器 4′点が出土している(第 18図 )。 奈良教育大学三辻教授による胎土分析によれば、このう

ち、 1・ 2が猿投産、 3・ 4が陶邑産であるという結果がでている。

続く古墳時代後期の住居址は、同じ前田遺跡において数多く認められている。水稲耕作の技術

等が向上し、佐久の平野部より冷涼な本地域へと耕地が拡大してきたのはこの頃だったのであろ

うか。

さて、いわゆる終末期古墳が本遺跡の周辺に散在している。

その北隣には、根岸古墳 (30)。 後原 1。 2号墳 (6・ 7)(佐久市教育委員会1972)と 、やや

離れて下原古墳群 ね 代田町教育委員会 1975)が、南隣には野火付古墳 (13)(小諸市教育委員

会 1983)と 、やや離れて咬月古墳 (25)が存在している。

さて、奈良 。平安時代にあってこの地域は、信濃国佐久郡に属することがわかるが、「禾日名妙」

によればこの佐久郡には、臭鐘・笑将・笑鼻・鶴幕二書箔・荊爺・義蓮・ふ活の八郷がみえる。

このうち本地域は小沼もしくは大井郷に属する地域ではなかったかと考えられる。

この時代になると、本地域には飛躍的に集落が拡大する。

本遺跡を含めた鋳師屋遺跡群は、この奈良。平安時代を中心とする集落址で、野火付 (9)r鋳

師屋 (8)。 前田 (10)。 十二 (11)・ 根岸 (12)ψ

されるものである。

この 5遺跡は、県営圃場整備事業によって破場

たため、本昭和62年度までに発掘調査が実施さ才

がおさめられた。本報告書もその成果の一部である。       第19図 野火付遺跡神功開宝
昭和59年度に発掘調査のなされた野火付遺跡では、奈良 。平安         (|:|)
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第20図  十二遺跡 (網点)と 周辺の遺跡分布 (|:10000)



2 十二遺跡の歴史的環境

第 2表 十二遺跡と周辺の遺跡地名表

番

　

号
遺  跡  名 地在所

旧
石
器

縄

文

弥

　
生

古
　
墳

歴
　

史

中

　
世

考備

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

宮 ノ 反 遺 跡

長 野 原 遺 跡

長 野 原 塚 古 墳

下 前 田 限 遺 跡 群

後 原 遺 跡

後 原 1号 墳

後 原 2号 墳

鋳 師 屋 遺 跡

野 火 付 遺 跡

前 田 遺 跡

十 二 遺 跡

根 岸 遺 跡

野 火 付 古 墳

野 火 付 遺 跡

曽 根 城 遺 跡 群

曽 根 城 遺 跡

近 津 遺 跡 群

周 防 畑 遺 跡 群

芝 宮 遺 跡 群

長 土 呂 遺 跡 群

栗 毛 坂 遺 跡 群

跡 坂 遺 跡 群

島 原 古 墳

中 金 井 遺 跡 群

校  月  古  墳

唄 坂 遺 跡

小 田 井 城 跡

児 玉 遺 跡

池 尻 遺 跡

根 岸 古 墳

小諸市大字御影字宮ノ反

″  平原字大豆田
″   長野原

佐久市大字小田井字前田原

″    字後原

″    字鋳師屋

御代田町大字御代田字野火付
″    字前田原

佐久市大字小田井字前田原

御代田町大字御代田字下十二

″   字根岸

小諸市大字御影字野火付

曽根城

佐久市大字長土呂字北近津

字周防畑

字北上中原

字長土呂

大字小田井字笹群

″    字跡坂
″    字下金井
″    字中金井
″    字校月
″    字唄坂

御代田町大字御代田字城の内

字児玉

字池尻

字根岸

○

○

○

　

　

○

○

○
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○
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昭和59年度発掘調査

昭和57年度発掘調査

昭和″年度発掘調査

昭和59年度発掘調査

昭和59年度発掘調査

昭和60年度発掘調査

昭和61年度発掘調査

昭和62年度発掘調査

昭和56年度発掘調査

昭和57年度発掘調査

昭和45年度発掘調査

昭和53年度発掘調査

新発見
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H 遺跡の環境

時代の竪穴住居址15軒が検出された。その竪穴住居址 1軒

からは神功開責 1′点も検出されている(第 19図 )。 また、そ

の翌年に発掘調査された前田遺跡では奈良 。平安時代の竪

穴住居址。掘立柱建物址がそれぞれ100棟をゆうに越えて検

出されている。その中からは円面硯 1点 も検出されている

(第 21図 )。

第21図  前田遺跡円面硯 (|:4)

この他、野火付遺跡では、特筆すべき発見がなされた。平安時代初頭と考えられる埋葬馬 5頭

が検出されたのである (第 22図 )。

ところで、この時代には、本遺跡の北方には「延喜式」記載の御牧・塩野牧、東方には御牧・

長倉牧が存在していたものと考えられる。また官道として整備された東山道が本地域のいずれか

を通過していたものとみられ、その駅のひとつである長倉駅が本地域に設置されたという説もだ

されている (一志 1957)。 ちなみに長倉駅では駅馬15頭がおかれたという。

その歴史的環境を鑑みるとき、野火付遺跡において発見された埋葬馬 5頭は、その御牧や駅に

関連する馬ではなかったかとも考えさせられるのである。そして、その馬を埋葬したと考えられ

る本集落の住人もまた、それら御牧や駅の運営に携わっていたであろう可能性も想定された (堤

1987)。

いずれにしても、このような歴史的環境は、.本遺跡群の成立に深く関与することが十分に考え

られ、今後とも注意がなされなけれ

ばならない。

さて、13～ 15世紀にかけての遺構

と遺物が、野火付遺跡と前田遺跡か

ら検出されている。

遺構は、200基以上にもおよぶ竪穴

状遺構、遺物では貿易陶磁である青

磁・白磁、渡来銭等である。

中世においては、本遺跡の南には

八条院領大井庄の直営田である佃が

存在していたといわれている。これ

らの遺構 。遺物は間接的なりとも佃

に関連 して残された可能性もある。

以上、歴史的環境について簡略に

ふれてみた。
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第22図  野火付遺跡埋葬馬配置概念図







十二遺跡における層序は、第23図に示してある。

1は 第 I区 ノー33グ リッド付近の土層断面図、 2は第 I区 ヒー36グ リッド付近の土層断面図、

3は第Ⅲ区ノー26グ リッド付近の土層断面図、 4は第V区ハー10グ リッド付近の土層断面図であ

る。以下、 1～ 4の順に層序説明を行なおう。

1 第 1区ノー33グ リッド付近

I層 は、黒色 (10YR 2/1)の 水田耕作土で、厚さ20cm前後を測る。H層 は、パミス・スコリア

を全く含まない、やや粘性のある黒褐色土層 (10YR 3/1)で、厚さ20cm前後を測る。Ш層は粘性

のあまりない褐色ローム層 (10YR 4/4)で、厚さ40cm前後を測る。Ⅳ層は、十二遺跡の基盤をな

す灰黄褐色 (10YR 5/2)の 第 1軽石流 (Pl)で、B.P13600年 の年代があたえられている。

2 第 1区 ヒー36グ リッド付近

I層 は、褐灰色 (10YR 5/1)の 水田耕作土で、厚さ15cm前後を測る。H層 は、粘性のある水田

床土の黒褐色土層 (10YR 3/1)で 、厚さ15cm前後を測る。Ш層はパミス・スコリアをあまり含ま

ない黒色土層 (10YR l.7/1)で 、厚さ30cm前後を測る。Ⅳ層は、粘性のあまりない褐色ローム層

(10YR 4/4)である。いずれも本Ⅳ層上面が遺構の確認面となっている。

3 第Ⅲ区ノー26グ リッド付近

I層 は、褐色 (10YR 3/1)の 現水田耕作土で、厚さ15cm前後を測る。H層は、粘性のある水田

床土の黒褐色土層 (10YR 2/2)で 、厚さ12cm前後を測る。Ш層はパミス・スコリアをあまり含ま

ない黒色土層 (10YR l.7/1)で、厚さ10cm前後を測る。Ⅳ層は、粘性のある褐黄褐色シルト層 (10

YR 4/2)で、厚さ12cm前後を測る。V層はパミス・スコリアを含まない黒色土層 (10YR l.7/1)

で、厚さ12cm前後を測る。

Ⅵ層はパミス・スコリアを含まない粘性のある黒色土層 (10YR 2/1)で、厚さ 8 cm前後を測

る。Ⅶ層は粘性のある黒色土層 (10YR 2/1)で、厚さ10cm前後を測る。プラントオパール分析お

よび花粉分析の資料サンプルNQ lは本土層より採取している。Ⅵ‖層はパミス・スコリアをあまり

含まない黒色土層 (10YR l.7/1)で、厚さ5 cm前後を測る。Ⅸ層はザラザラとした黒色砂質層 (10

YR l.7/1)で 、厚さ10cm前後を測る。本層は第 I・ II区の旧河川の覆土に対応できるものと考え



られる。

X層はパミス・スコリアを含まない黒

色土層 (10YR l.7/1)で 、厚さ8 cm前後

を測る。プラントオバール分析および花

粉分析の資料サンプルNQ 2は本土層より

採取している。XI層 はザラザラとした黒

色砂質層 (10YR 2/1)で ある。

4 第 V区ハー10グ リッド付近

I層 は、黒褐色 (10YR 2/2)の 現水田

耕作土で、厚さ12cm前後を測る。H層 は、

粘性のある水田床土のにぶい黄褐色土層

(10YR 4/3)で 、厚さ 5 cm前 後を測る。

Ⅲ層は鉄分の浸透の激 しい暗赤褐色

砂利層 (5YR 3/6)で 、厚さ20cm前後を

測る。Ⅳ層は、黒褐色砂層 (10YR 3/2)

で、厚さ10cm前後を測る。V層はにぶい

黄褐色シルト層 (10YR 4/3)で、厚さ8

cm前後を測る。Ⅵ層は灰黄褐色シルト層

(10YR 4/2)で、厚さ 2 cmを 測るのみで

ある。

Ⅷ層は黒色砂層 (10YR 2/1)で 、厚さ

10cm前後を測る。Ⅵ‖層は、ⅥI層 よりやや

粘性のある黒色砂層 (10YR 2/1)で、厚

さ 5 cm前後を測る。Ⅸ層は、Ⅶ層よりや

や粘性のある黒色砂層 (10YR 2/1)で 、

厚さ8 cm前後を測る。

X層は黒褐色砂利層 (10YR 2/3)で 、

い粘性のある黒褐色土層 (10YR 3/2)で 、

NQ 4は本土層より採取している。

Ⅲ 層  序

第 I区 ノー33

グリッド付近

第 I区 ヒー36

グリッド付近

0  -

02 -

m ―

06 -

∝  ―

lm―

12 -

|

第Ⅲ区ノー26

グリッド付近

4 第 V区ハー10
グリッド付近

0  -―

02 -

∝  ―

06 -

08 -

lm―

12 -

|   |
第23図  十二遺跡各地区土層断面図 (|:20)

厚さ15cm前後を測る。測層はパ ミス・スコリアを含まな

プラントオパール分析および花粉分析の資料サンプル

なお本遺跡においては、年代決定のための有効 な鍵層 となる浅間の火山灰、 A(A.D1783)・ B

(A.Dl108)。 C(4世 紀前半)は検出されなかった。
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1 竪穴住居址

(|) H一 1号住居址
住居址 第24図

H-1号住居址は、第 I区ネー33グ リッドにおいて検出された。南北3.4m東西4。 6m隅丸長方

形を呈し、床面積14。 lm2を 測り、南北軸方向はN-8° ―Eを指す。壁高は、25～ 30cmを測る。壁

溝は、西北コーナーおよび東北コーナー。東壁の南半分において認められる。床面は、貼り床で

はないが全体に硬質なものである。

ピットは、住居址の中央よりやや西よりにPlが検出されたのみである。・Plは 、35× 30cmで深さ

25cmを測る。 Plの周囲には、10個ほどの礫が散在していた。

遺物は、 1の須恵器蓋が東北コーナー、 2の土師器高不はカマ ド前、 5の砥石は西南コーナー

のそれぞれ床面直上より出土した。

覆土は、 4層 に分層された。 I層 は黒色土層 (7.5YR 2/1)で パミスを含み、H層は暗褐色土

層 (7.5YR 3/3)で パミス・スコリアを多く含み、Ш層は黒色土層 (7.5YR l.7/1)でパミスを

含み、Ⅳ層は暗褐色土層 (7.5YR 3/3)で パミス 。スコリアを多く含む層であった。

い|Oヽ

Ａ
一

バ
一

“

l
Qヽ

0     1m

U

の
や   ｀

饒 o

|ビ

第24図  H― 1号住居址実測図 (|:80)
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カマ ド 第25図

カマ ドは、住居址の北壁中央に存在 し

ている。

本カマ ドは、左右両袖の一部をとどめ

ていた。袖は、僅かにロームの混じる灰

白色粘土層 (4層  10YR 7/1)に よって

構築されていた。また、火床には軽石製

の支脚が残置されていた。火床部は、図の

薄い網点部分である。

本カマ ドの覆土は、 3層 に分層された。

1層 は灰白色粘土層 (10YR 7/1)で、天

井部の崩落層と考えられる。 2層 は黒褐

色土層 (7.5YR 3/2)で 、若千のカーボ

ンを含んでいた。 3層 は黒色土層 (7.5

YR l.7/1)で、カーボンをよく含み、若

Ⅳ 遺構と遺物

第25図  H― 1号住居址カマ ド実測図 (|:40)

第 3表  H― 1号住居址出土遺物一覧表 〈石器〉

＞
、

０５〇一

口図番号 器 種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重量 備   考

5 砥  石 砂 岩 (125) (555) 一部欠損

|[::::::::::::ll
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第26図  H― 1号住居址出土遺物 (|:4)



1 竪穴住居址

第 4表  H― 1号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

図

号

挿

番 器種 法量 器 形 の 特 徴 整調 備   考

‐

一
π

蓋

須
つまみ部は偏平なボタン状を呈する。

面

面
外
内

ロク●ヨコナデの後、天丼部回転ヘラケズリ
ロクロヨコナデ
(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色 (7.5
Y7/1)完 形

２
つ

皿
土

197 底部は偏平な丸底を呈するもの と思われ
体部はゆるやかに外反す る。
あ るいは高椰の杯部か。

外面 口辺部ヨコナデの後、体部から底部にかけて
ヘラケズリ

内面 黒色研磨 (一部黒色とならない部分もある)

胎土は不良で砂
粒を多く含み浅
黄橙色GⅣ R8/3)

３
つ
高 杯
(土 )
楡等与13霧告保
外反し、脚部は短く太

外面の一部には赤色塗彩が観察される。
衡I ]ξ
]]:券
71樹撃信i::]↑「高『1 胎土

は砂粒を多く
含み、にぶい橙色
(75YR7/4)
lili「争形

４

回

甕

須

〈34.4〉
俣層粛震ET橋覇1分をL、で督万13電
やおに底部へと続 く器形を呈す る。

胴部格子叩 き、日縁部 ヨコナデ
胴部には青海波文が認め られる。
□縁部 ヨコナデ

面

面

外

内
胎土は砂粒を多く
含み浅黄橙色
(7.5YR8/4)

千の焼土を含む層である。

遺 物 第26図

遺物の出土量は、総 じて少ないが、須恵器では蓋 。甕、土師器では不 。高不・甕、石器では砥

石が検出されている。

1は 、扁平なボタン状ツマ ミをもつ完形の須恵器蓋、 2は内面黒色研磨のなされた土師器不、

3は外面に赤色塗彩のなされた土師器高不、 4は、外面に平行叩き、内面に青海波の当て具痕の

認められる須恵器甕である。

この他、図示しえなかったが、外面平行叩きの認められる土師器甕があった。

5は、砂岩の砥石で、 4面のすべてが研砥に供されたものである。半分を古 く欠損する。

時 期

本住居址は、八世紀第 I四半期、十二遺跡第 I期に位置付けられよう。

(2) H-2号 住居址

住居址  第27図

H-2号住居址は、第 I区ノー33グ リッドにおいて検出された。南北4.15m東西4.45mの 隅丸

方形を呈し、床面積14.6m2を 測り、南北軸方向はN-11° 一Eを指す。壁高は、45～ 50cmを 測る。

壁溝は認められない。床面は、貼り床ではないが全体に硬質なものである。

ピットは、住居址の中央よりやや東よりにPlが検出され、住居址の中央よりやや西よりにP2が

検出された。Plは 35× 20cm深 さ30cmを測り、P2は 25× 25cm深 さ40cmを測る。Pl中 には安山岩礫

数個が落ち込んでいた。P2の 周囲の床面直上にも安山岩礫が認められた。

遺物は、 1の須恵器蓋がカマ ド東袖部分より、 3の須恵器不がカマ ド斜め前床面より20cm浮 い

て出土した。



覆土は、 6層 に分層され、

プライマリーな堆積状況を

示していた。 I層 は灰黄褐

色羊層 (10YR 4/2)で小粒

パミスを若千含み、H層 は

褐色土層 (10YR 4/4)でロ

ーム粒子をよく含み、Ш層

は黒色土層 (10YR l.7/1)

でパミスを少量含み、Ⅳ層

はにぶい黄褐色土層 (10

YR 5/4)で ローム粒子を

よく含み、V層は灰黄褐色

土層 (10YR 4/2)でパミス

をあまり含まない、Ⅵ層は

にぶい黄褐色土層 (10YR

6/4)でローム粒子をよく含

む層であった。

ヵマド 第28図 第27図  H-2号 住居址実測図 (|:80)

り

一
Ｅ

一Ｅ

一
Ｄ

0     1m

カマ ドは、住居址の北壁中央に存在

している。 本カマ ドは、左右両袖の

一部 と、天丼部の一部をとどめていた。

袖は、面取 り軽石 と安山岩礫を芯に、

カーボン・黒色土粒子の若千混じるに

ぶい黄橙色粘土層 (6層  10YR 7/3)

を貼って構築されていた。また、火床

には安山岩製の支脚が残置されていた。

カマ ドの前には、カマ ドの構材と考え

られる面取 り軽石 2個がみられた。

本カマ ドの覆土は、 5層 に分層され

た。 1層 は灰褐色粘土層 (5 YR6/2)

で、天丼部の崩落層と考えられる。 2

層は黒褐色土層 (5 YR3/1)で、若千

解

10

IQ０
、

０５。一
99

第28図  H-2号 住居址カマ ド実測図 (|:40)



1 竪穴住居址

8

1Ocm

第29図  H-2号 住居址出土遺物 (l:4)

第 5表  H-2号 住居址出土遺物一覧表 く土器〉
図

号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

一
冗

蓋

須

3.9
2.3
12 4

つまみ部は中央のくばんだ皿状を呈する
内面にはかえりをもつ

外面 ロクロョコナデの後ほぼ全面に回転ヘラケズ
リ

内面  ロクロョコナデ  (ロ クロ左回転 )
曽欄 T
6/1)
ほ:』睛主形

２
つ

蓋

須
167

つまみ部の形状不明
内面にかえ りを有す る

面

面

外

内

ロクロヨコナデの後、天丼部回転ヘラケ ズリ
ロクロヨコナデ
(ロ クロ右回転 ) 麒 穣

３
つ

不

須
やや丸味をおびた平底から、ゆるく変換
し外反する体部へと続く。

外面

 業藷墨 F●
ヨコナデ。底部回転ヘ ラキ リ

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y7/1)

４

回

杯

須

〈151〉
4.3
〈H.0〉
底部には高台が貼り付けられる。

外 面

筋プ轟

`男

星果島F。
底部回転ヘラケズリ

ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内面

胎土は比較的精選

湛賓譜抄IF
５
ｍ

坪

土

(r2. o)
体部は丸味をおびて外反する。

外面 口辺部 ヨコナデ。
体部～底部ヘラケズリ
ヨコナデ。内面

胎土は砂粒を含
みにぶぃ橙色
(7.5YR7/4)

６

回

甕

土

153
口縁部はくの字状に外反 したのち、ほぼ
垂直に胴部へと下降する。肉厚。

面
面
外
内
□縁部 ヨコナデ。胴部縦のヘラケズリ
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は精選されず
砂粒を多く含む。
に
`長

おヽ薩〔L
(5YR7/4)

７

回

甕

土

(21.2〉

暑鸞爵置↑
反 し、胴上部のも、くらむ器形

供需 日糠繋]]す『:侶撃員フ,3fガ
キ。 胎土は比較的精

選 され浅黄橙色
(7.5YR8/3)

８

回

甕

土
(41

底部平底。肉薄。
面
面
外
内

ヘラケズリ
ヘラナデ。

胎土は比較的精
選 され橙色

(5YR6/6)

%



Ⅳ 遺構 と遺物

のカーボン・焼土を含んでいた。 3層 は橙色土層 (5 YR6/6)で焼土層、 4層は明褐灰色粘土層

(5 YR7/1)で若千の焼土を含み、 5層は層 (7.5YR l.7/1)で 、カーボンをよく含み、若千の

焼土を含む層である。

遺 物 第29図      ′

遺物の出土量は、総じて少ないが、須恵器では蓋・不・高台付不 。甕、土師器では不・甕が検

出されている。

1・ 2は 、カエリのある須恵器蓋で、 1は皿状ツマミをもつものである。

3は 回転ヘラキリの須恵器杯、 4は須恵器高台付不である。

5は土師器不、 7・ 9は、土師器甕である。このうち 7・ 9の甕はやや肉厚なもので、 7の外

面胴部にはヘラミガキがなされている。

時 期

本住居址は、八世紀第 I四半期、十二遺跡第 I期に位置付けられよう。

(3) H-3号 住居址
住居址  第30図

H-3号 住居址は、第 I区 ノー33グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、掘立柱建物址 F-4に 北壁西半分を切られている。

本住居址は、南北4.2m東西4.4mの隅丸方形を呈し、床面積13.4m2を 測 り、南北軸方向はN―

8° 一Wを指す。壁高は、40～ 50cmを 測る。壁溝は認められない。床面は、貼り床ではないが全体

に硬質なものである。

ピットは、住居址の第Ⅳ区中央よりPlが検出され、住居址の第Ш区中央よりP2が検出された。

Plは 25× 25cm深 さ30cmを 測 り、 P2は 30× 30cm深 さ20cmを 測る。

覆土は、 5層 に分層され、プライマリーな堆積状況を示していた。 I層 は黒褐色土層 (10

YR 3/2)で細粒パミスを若千含み、H層 は明黄褐色土層 (10YR 5/8)で ローム粒子・パ ミス・

スコリアを多く含み、Ⅲ層は黒褐色土層 (10YR 3/2)で パミス・スコリアをよく含み、Ⅳ層は黒

色土層 (10YR 2/1)でパミス・スコリアを含まない、V層は明黄褐色土層 (10YR 5/8)でロー

ム粒子を多く含む層である。また、本住居址の覆土中には、20cm前後の礫が10個ほど散布してい

た。

カマ ド

本住居址は、カマ ドをもたないものであった。

遺 物 第31図

θδ



〇

第31図  H-3号 住居址出土
遺物実測図 (4:5)

土器の出土量は、きわめて少

なく、須恵器では不・甕、土師

器では不 。甕の破片数十片が検

出されたのみにとどまり、いず

れも図示しえなかった。

その中には、畿内系暗文を有

する土師器不の破片も認められ

た。

0     1m

このほか、第31図 1の黒曜石

の有茎石鏃が、第Ш区覆土中よ

り出土している。

時 期

本住居址は、伴出遺物がきわ

めて少ないため、その時期決定が非常に困難

である。

なお、本住居址は、掘立柱建物址 F-4に

3号住居址実測図 (|:80)

-3号住居址出土遺物一覧表 〈石器〉

第30図  H―

第 6表  H

爾図番号 器 種 材 質 長 さ 厚 さ 重量 備   考

l 石 鏃 黒曜石 有茎

切られているものであり、 F-4よ り古い時期のものといえる。また、その占地をみると、H一

2号住居址 ときわめて近接 しているため、両者が共存していた可能性は考えられず、したがって

本住居址は、H-2号 住居址の存在 していた八世紀第 I四半期以外の所産 とみることができる。

そのような遺構の切 りあい関係 と、僅かな遺物から、本住居址は八世紀第Ⅱ四半期、十二遺跡

第Ⅱ期に位置付けることが妥当かと考えられるが、とりあえず所属期不明としてお く。

●
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Ⅳ 遺構 と遺物

(4) H-4号 住居址

住居址 第32図

H-4号 住居址は、第 I区 ノー33グ リッドにおい

て検出された。本址は、非常に小形であるゆえ、居

住施設としてよいものかどうか問題が残るが、ここ

ではとりあえず住居址と呼称した。

本址は、南北3.3m東西2.8mの小形の隅丸長方形

を呈し、床面積5.2m2を 測り、南北軸方向はN-16° 一

Eを指す。壁高は、10～ 15cmを 測る。壁溝は認めら

れない。ピットは認められなかった。なお、図の破

線内は硬い床の範囲である。

覆土は、 I層 のみで、パミスを若千含む黒褐色土

層 (10YR 2/2)であった。

カマ ド

本址は、カマ ドをもたないものであった。      第32図  H

遺 物

本址より検出された遺物は、土師器甕の破片一片のみであった。

時 期

-4号住居址実測図 (|:80)

本址は、伴出遺物がないため、その時期決定が非常に困難である。

なお、その位置関係からは、H-2号 住居址 との配列性が窺えないこともない。よって本址の

時期は、H-2号 住居址の存在していた八世紀第 I四半期の可能性 も残る。

(5) H-5号 住居址
住居址  第33図

H-5号 住居址は、第 I区 ノー33グ リッドにおいて検出された。南北5.15m東西5.lmの 隅丸方

形を呈 し、床面積22.4m2を 測 り、南北軸方向はN-15°―Eを指す。壁高は、15～ 20cmを 測る。壁

溝は認められない。床面は全体に硬質な貼 り床であった。

ピットは、基本的には P5か らP8の 四個が対で存在 していたが、これは柱の立替前の旧ピット

で、これが埋め戻され、新たにPlか らP4の四個のピットが設けられたものとおもわれる。 Plは

35× 30cm務こさ50cm、  P2は 40× 35cmtttさ 65cm、  P3は 37× 32cm湾ヨさ67cm、  P4は 35× 40cm彰果さ60cm、

P5は 30× 30cm深 さ55cm、  P6は 35× 30cm深 さ57cm、  P7は 45× 35cm深 さ60cm、  P8は 42× 40cm深さ55

"

|¬

Ｄ
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Ｄ
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一Ｅ

一
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l 竪穴住居址

cmを 濃1る 。

遺物は、 1の須恵器不が

カマ ド前の床面よりやや浮

いて出土した。また、P7の

西の床面直上からは砥石が

出土した。

覆土は、 I層 のみで、小

粒パ ミスをよく含む黒褐色

土層 (10YR 3/1)で あっ

た。

カマ ド 第34図

カマ ドは、住居址の北壁

中央に存在 しているが、ほ

ぼ全体を破壊された状態に

あった。カマ ドの構材であ

る粘土とカマ ド使用に伴 う

焼土は、カマ ドの東イ員]に流

出していた。

本カマ ドの土層は、 3層

に区分された。 1層 はカマ

ドの構材と考えられる浅黄

橙色粘土層 (10YR 8/3)、

2層は若干のカーボン・焼土

を含む灰黄褐色土層 (10

YR 5/2)、 3層は多量の灰

0     1m

第33図  H-5号 住居址実測図 (|:80)

を含むにぶい黄橙色土層 (10YR 7/2)であった。また、 4層 は、ロームと黒色土の混じる黒色土

層 (10YR 2/3)で、張 り床の層である。

遺 物 第35図

遺物の出土量は、総 じて少ないが、須恵器では蓋・不 。甕、土師器では甕が検出されている。

1は、盤状の須恵器不で、回転ヘラキリの後手持ちヘラケズリのなされた底部をみせている。

2は、須恵器甕である。

時 期

"



Ⅳ 遺構 と遺物

第34図  H-5号 住居址カマ ド実測図 (|

o       50cm

:40)

l0cm

第35図  H-5号 住居址出土遺物 (|:4)

第 7表  H-5号 住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

本住居址は、八世紀第H四半期、十二遺跡第H期に位置付けられる可能性が大である。

(6) H-6号 住居址
住居址  第36図

H-6号 住居址は、第 I区ハー33グ リッドにおいて検出された。

その西半分を掘立柱建物址 F-12に切られて存在 している。

本住居址は、南北5.3m東西4.9mの隅丸方形を呈 し、床面積21.Om2を 測 り、南北軸方向はN一

イθ

図

号

挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 整調 備   考

‐

完

不

須

139
32
H0
体部は直線的に外反し、底部平底の盤状
の器形。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘラキ リの後
全面手持ちヘラケズリ。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y8/1)

２
印

甕

須

(32 1) 口唇部は帯状に縁取られ、胴部肩のやや
張る器形。

外面 胴部叩きの後、日縁部 ロクロヨコナデ。
内面  ロクロヨコナデ。

(ロ クロ右回転 )

完全な環元炎焼成
となっておらま
鞭



1 竪穴住居址

7°一Wを 指す。壁高は、

30～ 35cmを 測る。壁溝は認

められない。床面は全体に

硬質な貼り床であった。

ピットは、 Plか らP4の

四個のピットが対で認めら

れ、また、東北コーナーに

P5が存在 していた。 Plは

50× 40cm:朱 さ30cm、
I P2は

35× 30cm i朱 さ35cm、  P3は

40× 32cm主果さ50cm、  P4は

35× 17cm:果 さ33cm、  P5は

40× 35cm深 さ20cmを 測る。

なお、 Pl・ P2の底面には、

安山岩の礎石が一個づつ認

められた。

遺物は、良好な出土状態

を示すものがなく、いずれ

も覆土中から出土している。

覆土は、 5層 に分層され、

プライマ リーな堆積状況を

示していた。 I層 は黒色土

層 (10YR l.7/1)で 小粒パ

ミスを含み、H層は黒褐色

土層 (10YR 3/1)で小粒パ

ミスをよく含み、Ш層は暗褐

色土層 (10YR 3/3)でパ ミ

ス・スコリアを多量に含み、

0      1m

３
一

Ｂ
一

第36図  H-6号 住居址実測図 (|:80)

Ⅳ層は黒色土層 (10YR l.7/1)で にぶい黄褐色土層 (10YR 5/4)で パ ミス・スコリアをあま

含まない、V層 は褐色土層 (10YR 4/4)で ローム粒子をよく含む層であった。

カマ ド 第37図

カマ ドは、住居址の北壁中央に存在 しているが、ほぼ全体を破壊された状態にあった。

イI



本カマ ドの土層は、 3層に区分さ

れた。 1層 はカマ ドの構材と考えら

れる 2層 を含む灰黄褐色土層 (10

YR 4/2)、 2層 は浅黄橙色粘土層

(10YR 8/3)、 3層は若千のカーボ

ン・焼土を含む黒褐色土層 (10YR

3/2)であった。

遺 物 第38図

遺物の出土量は、総じて少ないが、

須恵器では蓋・不 。甕、土師器では

Ⅳ 遺構 と遺物

|≧

0       50cm

―
第37図  H―

|>

6号住居址カマ ド実測図 (|:40)

「

―

‐

‐

第38図  H-6号 住居址出土遺物 (|:4)

第 8表  H-6号 住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

鯛
鶴

器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

回

杯

須
〈120〉

底部平底。
外 面 体部 ロクロヨコ十デ。底部回転ヘラケズリ

(切離 し方法不明 )
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内面

元全 ほ環 九灸焼灰

となっておらま
橙色 (5YR6/6)
ι″)陥 ^

２

回

杯

土

く164〉
体部は丸味を帯びて外反する。
底部の形状不明

面

面

外

内

ロコナデ (ロ クロ ?)
黒色研磨がなされ るが、一部黒色 とならなし
部分 もある。

胎土は砂粒を含
み橙色
(5YR6/6)

３
ｍ

甕

土

(123)
口縁部は外反 し、 1同部球状を呈す る小形
の器形。あるいは 4と 同一個体か。

外面 口縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は細砂粒を含
み、暗赤褐色
(5YR3/6)

４
ｍ

甕

土
(5 1)

胴部は球状を呈 し、底部平底。
3と 同一個体か。

面
面
外
内
胴部および底部ヘラケズリ
ヘ ラナデ

胎土は砂粒を含み
剛味 馳
(5YR5/6)

５

回

甕

土
□縁部は くの字状に外反す る。

外面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケ ズリ
内面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は比較的精選
さ才二 に3ヾい1翻色
(5YR6/4)

″



1 竪穴住居址

不・甕が検出されている。

1は 回転ヘラキリの須恵器郎、 2は内面黒色研磨のなされた土師器不である。

3～ 5は、土師器甕である。このうち3・ 4の甕は小形なもので、4は球状の胴部を呈してい

る。5は、 くの字状口縁の長胴甕である。

時 期

本住居址は、遺物が少なく時期決定が困難であるが、その西半分を掘立柱建物址F-12に切ら

れて存在していることから、F-12の時期よりは古いものといえそうである。とりあえずは八世

紀第 I四半期、十二遺跡第I期に位置付けておこう。

(7) H-7号 住居址

住居址  第39図

H-7号 住居址は、第 I区 ノー32グ リッドにおいて検出された。

本住居llLは 、南北2.8m東西3.9mの隅丸長方形を呈し、床面積 9。 5m2を 測り、南北軸方向はN一

5°一Wを指す。壁高は、35～ 45cmを 測る。壁溝は認められない。ピットはまったく認められなか

った。床面は全体に平坦で、貼 り床ではないが全体に硬質なものであった。

遺物は、良好な出土状態を示すものがなく、いずれも覆土中から出土している。

覆土は、 I層のみで、パミス。ローム粒子をよく含み、若千の黒色土粒子を含む灰黄褐色土層

(10YR 4/2)で あつた。

カマ ド 第40図

カマ ドは、住居址の北壁

中央に存在 しているが、比

較的良好な状態で検出され

た。

本カマ ドの左右両袖は、

安山岩礫が据えられた後、

若千の黒色土を含む灰白色

粘土層 (2層  10YR 7/1)

が貼られて構築されていた。

また、前方の天丼には面取

り軽石が左右両袖から渡さ

れていた。火床からは、細

0      1m

第39図  H-7号 住居址実測図 (l:80)

イθ



Ⅳ 遺構 と遺物

0                1ocm

第41図  H-7号 住居址出土
遺物 (|:4)

長い安山岩の支脚石が立ったままの状態で検出

された。

カマ ドの覆土は、カマ ドの構材である 2層 (灰

白色粘土層)を含む、黒褐色土層 (10YR 3/1)

であった。

カマ ド中からは、 1の土師器高杯が検出され

た。                        第40図 H-40号住居址カマ ド実測図 (|:40)

遺 物 第41図

遺物の出土量は、きわめて少なく、須恵器では甕の破片 2片、土師器では 1の高不と、甕の破

片十数片が検出されたのみにとどまった。

1は、内面黒色研磨のなされた土師器高不の杯部である。

時 期

本住居址は、 1の土師器高不を手掛かりに、八世紀第 I四半期、十二遺跡第 I期に位置付けら

れよう。

第 9表  H-7号 住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

図
号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備   考

‐

完
杯
Ｄ
高
ζ

152
杯体部は丸味を帯びて外反す る。
脚部の形状は不明。 究悪 薔譲展督量こ轟[:体

部以下ヘラケズリ 胎土は砂粒を多
く含み、浅黄橙
色

(75YR8/4)

０
５

一

(8)  H-8
住居址   第42図

H-8号 住居址は、第

その東半分の一部は、

イイ

号住居址

I区ヌー32グ リッドにおいて検出された。

現在の暗渠排水によって破壊されていた。



本住居址は、南北4.lm東西4.3

mの隅丸方形を呈し、床面積16.0

m2を 測 り、南北軸方向はN-14°一

Eを指す。壁高は、10～ 15cmを 測

る。壁溝は認められない。

ピットは、 Plか らP4の四個の

ピットが対で認められた。Plは推

定55× 45cm深 さ55cm、 P2は 70× 60

cm深 さ60cm、 P3は 70× 50cm筋晨さ55

Cmヽ  P4は 48× 45cm彰果さ60cmを 濃1

る。なお、P3の底面には、自然石

が一個認められた。

遺物は、良好な出土状態を示す

ものがなく、いずれも覆土中から

出土している。

覆土は、 I層のみで、小粒パ ミ

スを含む黒褐色土層 (10YR 2/2)

であった。

カマ ド 第43図

カマ ドは、住居址の北壁中央に

存在しているが、ほぼ全体を破壊

された状態にあり、その構材と考

えられる褐灰色粘土層 (10YR 4/1)

を僅かにとどめるのみであった。

遺 物 第43・ 44図

＼
(II三 _二:IIJ  二王

===」

`ン

雉
o                10cm

第43図  H-8号 住居址
出土遺物 (|:4)

1 竪穴住居址

第42図  H-8号 住居址実測図 (|:80)

2

o 3tt

-

バ
一

一̈
３
一

第44図  H-8号 住居址出土遺物 (2=4:5)

45



Ⅳ 遺構と遺物

第 10表  H-8号 住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

図

号

挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

‐

回

杯

須
〈80〉
底部平底。

外 面

筋芳晶

`男

星呆品F。
底部回転ヘラケズリ

ロクロヨコナデ。 (ロ クロ左回転 )内面

胎土は砂粒を含
み灰自色
(N7/o)

遺物の出土量は、きわめて少なく、須恵器

では不・甕、土師器では不 。甕の破片数十片

が検出されたにすぎない。

第‖表 H-8号 住居址出土遺物一覧表 〈石器〉

挿図番号 器種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重量 備   考

スクレ

イパー
チャー ト

1は、回転ヘラケズリのなされた底部をみせる、須恵器不の小破片である。

2は、チャー トの横長景J片 を素材としたスクレイパーで、そのほぼ全周にわたって表裏両面か

ら刃づけのなされたものである。

時 期

本住居址は、遺物が少なく時期決定が非常に困難であり、ここではその所産期については不明

としておく。

(9) H-9号 住居址

住居址 第46図
H-9号 住居址は、第 I区 ヒー33グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、南北4.85m東西4.8mの いびつな隅丸方形を呈し、床面積20.2m2を 測 り、南北軸

方向はN-7° 一Wを指す。壁高は、

30～ 40cmを測る。壁溝は認められな

い。床面は、貼 り床で全体にかなり

硬質なものであった。

ピットは、 Plか らP4の四個のピ

ットが対で認められた。Plは 50× 45

cm辛果さ60cm、  P2は 55× 45cm:果 さ70

Cmヽ  P3は 45× 35cm:果 さ37cm、  P4は

50× 40cm深 さ76cmを 測る。

遺物は、 3の須恵器高台付不が、

カマ ド西脇の床面直上より正常位で

出土している。この他遺物は、いず

4δ

０ ５。

一

第45図  H-9号 住居址カマ ド実測図 (|:40)



れも覆土中からの出土である。

覆土は、 4層に分層され、

埋土的な堆積状況を示してい

た。 I層は黒褐色土層(10YR

3/1)で スコリアを多く小粒パ

ミスを若千含み、H層は黄橙

色ローム層 (10YR 7/8)で 黒

色土粒子を若干含み、Ш層は

黒色土層 (10YR 2/1)でスコ

リアを多く含み、Ⅳ層は褐色

土層 (10YR 4/6)でローム粒

子を多量に含む層であった。

カマ ド 第45図

カマ ドは、住居址の北壁中

央よりやや東よりにあり、天

井部と左右両袖の一部をとど

めていた。また、東側の袖の

芯には、面取 り軽石がみられ

た。

本カマ ドの土層は、 6層 に

分層された。 1層は焼土等を

まった く含 まない黒色土層

(7.5YR 2/1)、 2層は焼土を

多く含む鈍い橙色土層 (7.5

YR 7/4)、 3層は若千の粘土

が混じるカマ ドの構材である黒褐色土層 (10

YR 2/2)、 4層はカマドの構材であるにぶい

黄橙色粘土層 (10YR 7/4)、 5層はカマ ドの

構材である褐灰色粘土層 (10YR 6/1)6層は

1 竪穴住居址

第46図  H-9号 住居址実測図 (l:80)

第 12表  H-9号 住居址出土遺物一覧表 く石器〉

挿図番号 器 種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重量 備   考

7 石 鏃 黒曜石 17 有茎

０ ‐
ｍ

一

カマ ドの構材で若千の焼土 。灰を含む灰黄褐色土層 (10YR 4/2)で あった。

遺 物 第47図

遺物の出土量は、総 じて少ないが、須恵器では不 。高台付不・甕、土師器では甕が検出されて

3

の
P

に
⑤
R

イ7



Ⅳ 遺構 と遺物

―

0 3cm

-

第47図  H-9号 住居址出土遺物 (|～ 6=|:4 7=4:5)

いる。

1・ 2は回転ヘラキリによる須恵器不で、このうち1は底部全面に手持ちヘラケズリがなされる

ものである。

4は、底部全面に回転ヘラケズリがなされる須恵器高台付不である。

イ∂

■
ぎ



図

号

挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

一
π

不

須

(13 5)
38
92
体部は外反し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘラキ リの後
全面手持ちヘラヶズリ

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み褐灰色
(10YR 4/1)

２

回

沐

須

く14.6〉

く9め
体部は外反す る。

外面 体部 ロクロヨコナ デ。底部回転ヘラキ リのま
ま未調整。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y8/1)

３

完
不

須

15 5
4.0
H2
体部は外反し、底部平底で、高台が貼り
付けられる。

外面 体部・ ク
ロョコナデ。底部回転 ヘラケズ リ

切 り離 し方法不明。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内面

胎土は砂粒を含
み灰白色
(N7/0)

４

回
甕

土

〈20.7〉 □縁部はくの字状に外反し、あまり肩が
張らず弓なりに下降する胴部へと続く。

外面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み明赤褐色
(5YR5/6)

５
ｍ

聖

土

く20.3〉 □縁部はくの字状に外反し、あまり肩が
張らず弓なりに下降する胴部へと続く。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラヶズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい褐色
(75YR5/3)

６

回
理

土

〈25.5〉 口縁部はくの字状に外反し、胴部上半は
直線的に下降する。

外面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 口縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(75YR6/4)

1 竪穴住居址

第 13表  H-9号 住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

5。 6は、 くの字状口縁の土師器甕である。いずれもその回縁部に最大径をもつものである。

7は 、黒日程石の両面加工の有茎石鏃である。

時 期

本住居址は、八世紀第 I四半期、十二遺跡第 I期に位置付けられよう。

(10) H一 10号住居 llL
住居址 第48図

H-10号住居址は、第 I区 ヒー33グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、南北6.Om東西6.4mの 隅丸方形を呈し、床面積28.9m2を 測 り、南北軸方向はN一

11° 一Wを指す。壁高は、30～ 35cmを 測る。壁溝は,幅約20cm深 さ10～ 15cmを 淑1る ものがほぼ全周

する。床面は、貼り床で全体にかなり硬質なものであった。

ピットは、 Plか らP4の四個のピットが対で認められた。 Plは 100× 80cm深さ90cm、 P2は 85×

70cm深 さ80cm、 P3は 125× 90cm深 さ80cm、 P4は 70× 60cm深 さ60cmを 測る。その堀 り方はいずれも

大きいものであった。

遺物は、10の鋤鍬先が西北コーナーから、床面よりやや浮いて出土している。また、カマ ド東

壁際からは、 4の不が出土した。この他の遺物は、いずれも覆土中からの出土である。

覆土は、 4層に分層され、埋土的な堆積状況を示していた。 I層 は黒褐色土層 (10YR 2/2)で

スコリア・小粒パミスを含み、H層は暗褐色土層 (10YR 3/3)で スコリア・月ヽ粒パミス。ローム



Ⅳ 遺構と遺物

第48図  H― 10号住居址実測図 (|:80)

Ш層は大量のロームブロックで構成される明黄褐色土層

スをよく含む褐色土層 (10YR 4/4)で あった。

０‐．

プロックを含み、

ローム粒子・パ ミ

カマ ド 第49図

t5a

(10YR 6/8)、 IV層 は
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０
、

り
一

Ｄ
一

0       50cm

第49図  H― 10号住居址カマ ド実測図 (|:40)

第 14表  H― 10号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

図

号

挿

番 器種 法 量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

完

蓋

須

7 1

偏平な皿状のつまみ部

面

面
外
内

ロクロヨコナデ
ロクロヨコナデ
(0ク ロ右回転)

胎土は砂粒を含
み灰白色
(N7/0)

２
励

不

須

(156〉
33
〈90〉
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘラキ リの後
手持 ちヘ ラケズリ。

内面  ロクロヨコナデ (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色

(10Y8/1)

３

回

椰

須

く13.7〉
34
〈7 6〉
体部はは外反 し、底部平底。

面

　

面

外

　

内

体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 りのまま
未調整。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を含
み灰色
(N6/0)

４

回

椰

須

(13 2)
3.2
(9 4)
体部は外反し、底部平底の盤状の器形。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘラキ リのま
ま未調整。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(7.5YR8/1)
～(7.5 YR8/2)

５
ｍ

不

須

(H2)
3.4
(74)
体部は外反し、底部平底の盤状の器形。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘ ラキ リの後
手持ちヘラケズリ。
ロクロヨコナデ。 (● クロ右回転 )内面

胎土は砂粒を含
み青灰色
(5PB5/1)

６

回

杯

須

〈128〉
40
〈8.0〉
体部は外反し、底部平底の盤状の器形。

面

　

面

外

　

内

体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘラキ リのま

ま未調整。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰自色
(10Y7/1)

７

コ

沐

土

(130〉
4.3

〈7 0〉
体部は外反し、底部平底。

面

面

外

内
□縁部 ヨコナデ。体部下半～底部ヘラケズ リ
ヨコナデの後、体部に放射状暗文。

見込み部にラセ ン暗文を施す。

胎土は赤褐色の砂
粒を特徴拘に含み
に
`長

おヽ
=L

８

回

甕

土

〈143〉 □縁部は強くくの字状に外反する。
胴部は球状を呈するものと思われる。

外面 □縁部 ヨコナデ

胴部ヘラケ ズリ

ロ縁部 ヨコナデ内面

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色を

呈す る。
(5Yp6/4)

９

回

甕

土

22 5
口縁部はゆるくくの字状に外反する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。
内面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(5YR 6/4)
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~               E

第50図  H― 10号住居址出土遺物 (|:4)

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、天丼部 と左右両袖の一部をとどめていた。また、東側の

袖には、礫が埋め込まれていた。

本カマ ドの土層は、10層 に分層された。

1層 はその構材に用いられいた粘土の崩落層である灰白色土層 (10YR 8/2)、  2層 は焼土・カ

ーボンを若千含むにぶい橙色土層 (10YR 7/2)、  3層は橙色焼土層 (5 YR 6/8)、 4層 は焼土。

粘土をよく含むにぶい橙色土層 (5 YR 7/3)、 5層は若千の粘土が混じる黒褐色土層 (10YR 2/

2)であった。      ・

6層以下は、カマ ドの構築土である。

6層は焼土。米占土をよく含むにぶい橙色土層 (5 YR7/3)、  7層は若千の粘土が混じる黒褐色

土層 (10YR 2/2)、 8層は灰が多量に混じる橙色粘土層 (7.5YR 7/6)、  9層は若千の黒色土が混
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第 15表  H― 10号住居址出土遺物一覧表 〈鉄器〉

硼 鵬 器 種 材質 長 さ 厚 さ 重量 備   考

鋤鍬先 鉄 (550)

じる褐灰色粘土層 (7.5YR 5/1)、 10層 はローム

粒子をよく含む黒褐色土層 (7.5YR 3/2)で あ

った。

遺 物 第50・ 51図

遺物の出土量は、総 じて少ないが、須恵器で

は蓋・不 。高台付不・甕、土師器では不・甕が

検出されている。

1は 、須恵器蓋の皿状のつまみ部である。 2

～ 6は、須恵器不である。このうち 3を 除 くも

のは、いずれも回転ヘラキリのまま未調整の底

o          5cm

一第51図  H一 10号住居出土遺物 (l:3)

部をみせている。 3は回転糸切りによる底部をみせるものであるが、他の遺物の状況からみてお

そらく混入品とみなされよう。 7は 、体部に放射状の暗文をもつ畿内系暗文土器である。底部が

ほとんど残っていないためわからないが、見込部にはラセン暗文をもつものと考えられよう。 8

は、土師器小形球胴甕である。 9は、 くの字状口縁の土師器甕である。10は、鉄製の鋤鍬先であ

る。

時 期

本住居址は、八世紀第H四半期、十二遺跡第H期に位置付けられよう。

(||) H― ‖号住居址
住居址 第52図

H-11号住居址は、第 I区 ヒー34グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、南北4.lm東西4.5mのややいびつな隅丸方形を呈 し、床面積15.5m2を 測 り、南北

軸方向はN-25°一Wを指す。壁高は、15～ 35cmを 測る。壁溝は認められない。床面は、貼 り床で

全体にかなり硬質なものであった。

ピットは、Plか らP4の四個のピットが対で認められた。また、東北コーナー・西北コーナーの

それぞれからP5° P6が検出された。Plは 35× 35cm深 さ45cm、 P2は 40× 35cm深 さ52cm、 P3は 30×

28cm深 さ45cm、  P4は 42× 35cm深 さ45cmを 測る。 P5は 70× 60cm深 さ30cm、  P6は 85× 70cm深 さ35cm

“



Ⅳ 遺構 とi量物

を測る。

遺物は、いずれも覆土中から

の出土である。なお、東北コー

ナーには17cmを 計る面取 り軽

石の支脚が残置されていた。

覆土は、 3層 に分層された。

I層 は褐色土層 (10YR 4/6)で

ローム粒子・スコリア・パ ミス

を多く含み、H層は黒褐色土層

(10YR 3/2)でスコリアを多

く含み、Ⅲ層はスコリア・パミ

スを多く含む褐色土層 (10YR

4/3)であった。

カマド 第53図

カマ ドはt住居址の北壁中央

にあり、左右両袖の一部をとど

めているのみで、他の部分は破

壊されていた。その東側の袖に

は、礫が埋め込まれていた。

本カマ ドの土層は、 3層 に分

層された。 1層 はその構材に用

いられいた粘土の崩落層である

灰褐色土層 (10YR 4/2)、 2層

は焼土・灰多量に含む褐色土層

(10YR 4/4)、  3層 はカマ ドの

O     lm

第52図  H― ‖号住居址実測図 (|:80)

構築土で焼土 。灰を含まない褐灰色土層 (10YR 6/1)であった。

遺 物 第54図

遺物の出土量は、総 じて少ないが、須恵器では杯・甕、土師器では不・甕が検出されている。

1は 、 くの字状口縁の土師器甕で、最大径を回縁部にもつものである。 2も 同様な甕の底部 と

みられる。

このほか図示できなかったが、体部に放射状の暗文をもつ畿内系暗文土器の破片も認められた。

時 期

54
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④
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第53図  H― ‖号住居址カマ ド実測図 (|:40)

第54図  H― ‖号住居址出土遺物 (|:4)

第 16表  H― ‖号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

＼

挿図

番号
器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備   考

1

(回 )

甕

土

(197〉
□縁部はくの字状に外反す る。

外面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケ ズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ .

胎土 は砂粒を含
みにぶい橙色

(5YR6/4)

２
Ｄ

甕

土
〈55〉
胴下半部はゆるくすばまり、平底に至 る

外面 胴部および底部ヘラケ ズリ
内面 ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(5YR6/4)

本住居址は、八世紀前半代のものと考えられるが、所属期は不明である。
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Ⅳ 遺構と遺物

(12) H― 12号住居址
住居址 第55図

H-12号住居址は、第

切って存在 している。

本住居址は、南北5.7m

東西5.3mの隅丸方形を

呈 し、床面積26.lm2を 測

り、南北軸方 向は N―

3°―Wを 指す。壁高は、

35～ 45cmを 測る。壁溝は

東壁側のみに認められ、

幅 10～ 15cm深 さ 5～ 10cm

を測る。床面は、貼 り床

で全体にかなり硬質なも

のであった。

ピットは、 Plか らP4

の四個のピットが対で認

められた。Plは 65× 65cm

深さ70cm、 P2は 60× 55cm

深さ30cm、 P3は 60× 55cm

深さ45cm、 P4は 50× 50cm

深さ50cmを 測る。

遺物は、 ドットで上げ

たものは、 3・ 4・ 6・

7・ 10013である。この

うち 3・ 4・ 6は床面よ

り20cm、  7は 5 cm、 10は

13cm、 13は 2cmう いた状態

で検出された。この他の

遺物は、いずれも覆土中

からの出土である。

覆土は、 4層 に分層さ

5δ

I区 ヒー33・ 34グ リッドにおいて検出され、H-41号住居址の大部分を

Ｄ
一

一一Ｄ
一

Ｅ
一

第55図  H― 12号住居址実測図 (|:80)
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第56図  H― 12号住居址出土遺物 (|:4)
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図
号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

1

(完 )

杯
(須 )

体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 り、未調
整

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒をよ
く含み灰白色
(10Y7/1)

２
つ
不
(須 )

体部は外反 し、底部平底。
外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 り、未調
整

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒をよ
く含み灰白色
(75Y7/1)

３
つ

椰

須

14.2
38
66
体部は外反し、底部平底。

外面 体部 ロクロョコナデ。底部回転糸切 り、未調
整

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

元金な環7E食跳
成となっていな
い。にぶい褐色
(75YR 6/4)

４

完

不

須

14.3
3.7
7.0
体部は外反し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 り、未調
整

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を多
く含み灰 自色
(75Y7/1)

５
つ

不

須

13.7
40
65
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデЪ底部回転糸切 り、未調
整

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

完全な環元炎焼
成となっていな
い。にぶい橙色
(75YR7/3)

６
鵬
不
(須 )

(13
4

(5

体部は外反 し、底部平底。
外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 り、未調
整

内面  ロクロョコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

７
働

杯

須

(130)
36
56
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切り、未調
整

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y8/1)

8

(回 )

郎

須

〈126〉
3.3
〈5 2〉

体部は外反 し、底部平底。
外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 り、未調
整

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を多
く含みォ リープ

灰色(25GY6/1)

9

(回 )

不

須

〈135〉
35
(85〉

体部は外反 し、底部平底。
外面 体部ロクロヨコナデ。底部回転ヘラキ リ、未
調整

内面  ロク ロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(N7/0)

‐Ｏ
①

甕

土

〈20 1〉 口縁部はコの字状に外反し、胴部は上半
で3、 くらむ。

外面 口縁部 ヨコナデ。胴部へうケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は比較的精
選され、焼成良

好で、赤褐色
(5YR4/8)

Ｈ
徊

甕
(土 )

〈2o.3〉
□縁部は僅かコの字状に外反する。

外面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズ リ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(75YR7/4)

‐２
①

甕

土

〈204〉 □縁部はくの字状に外反する。
あるいはHと同一個体か。

外面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラヶズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(75YR7/4)

Ⅳ 遺 llYlと 遺物

第 17表  H― 12号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

れた。 I層 は黒褐色土層 (10YR 3/1)で 月ヽ粒  第18表  H一 12号住居址出土遺物一覧表 〈石器〉

暉図番号 器 種 材 質 長 さ 厚 さ 重量 備 考

砥  石 砂  岩 (74) (160) 一部欠損

パミスを含み、H層は中粒パミスを多量に含

む黒色土層 (10YR 2/1)、 Ⅲ層は小粒パミス・

ローム粒子含む褐色土層 (10YR 4/4)、 Ⅳ層はローム粒子を含む黒褐 色土層 (10YR 3/1)であ

った。

カマ ド

カマ ドは、住居址の北壁中央にあるが、ほぼ全体を破壊されていた。その構材に用いられていた

と考えられる安山岩礫が数個住居内に残っていた。

本カマ ドの土層は、 5層 に分層された。 1層 は焼土・灰を多量に含む灰白色土層 (10YR 7/

1)、 2層は焼土。灰よく含む褐灰色土層 (10YR 5/1)、 3層 は灰を若千含む黒褐色土層 (10YR 3/
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1)、 4層 は灰をよく含む黒褐色土層 (10YR 2/2)、  5層は焼土層で黄褐色土層 (10YR 5/8)であ

った。

遺 物 第56図

遺物は、須恵器では蓋・不 。甕、土師器では不・甕が検出されている。

1～ 9は、須恵器不である。このうち切 り離し方法の不明な 9を 除 くすべては、回転糸切 りの

まま未調整の底部をみせている。

10・ 11は コの字状口縁の土師器甕で、最大径を胴部上半にもつものである。 12の 口縁は完全な

コの字とはなっていないが、やはり同様な甕とみられる。

このほか図示できなかったが、内面黒色の土師器不底部も認められた。

石器では、13の砥石が検出されている。

時 期

本住居址は、九世紀前葉、十二遺跡第V期に位置付けられよう。

(13) H― 13号住居址
住居址 第57図

H-13号住居址は、第 I

区ヒー33・ 34グ リッドにお

いて検出された。       ユ

本住居址は、F-16。 F一

17号の 2基の堀立柱建物址

と重複するが、この三者の

切り合い関係は非常に微妙

で、把握することが困難で

あった。あるいはF-16・

F-17は 、本址に先行する

可能性が考えられよう。

本住居址は、南北4.9m東

西5.Omの いびつな隅丸方

形を呈し、床面積21.3m2を

測 り、南北軸方向は N一

0°一Sを 指す。壁高は、

0     1m

第57図  H― 13号住居址実測図 (|:80)
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Ⅳ j董構 と遺物

20～ 30cmを 測る。壁溝は認められない。

床面は、全体に硬質で薄い貼 り床となっ

ている。

ピットは、Pl・ P2のニイ固のピットが対

で認められた。 Plは 40× 35cm深さ65cm、

P2は 33× 25cm深 さ65cmを 測る。

遺物は、 2の須恵器杯が第Ⅳ区床面上

より16cm浮 いて、 8の須恵器不がカマ ド

西脇の床面上より、10の土師器高台付皿

が東北コーナーの床面直上より出土して

いる。この他遺物は、いずれも覆土中か

らの出土である。

覆土は、 2層 に分層された。 I層 は小

粒パ ミス・スコリアを多量に含む暗褐色

土層 (10YR 3/3)II層 は小粒パ ミス・ス

コリアをよく含む黒褐色土層 (10YR 2/

3)であった。

カマ ド 第58図

第58図  H― 13号住居址カマ ド実測図 (|:40)

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、天丼部 と左右両袖の一部をとどめていた。また、左右両

袖の芯には、面取 り軽石 と安山岩が埋められていた。また、その各所にカマ ドの構材である面取

り軽石が露呈していた。

カマ ド本体の上部からは、 5・ 6・ 7の須恵器不が出土している。また、その前庭部からは 3

の須恵器杯が出土した。

本カマ ドの土層は、4層 に分層された。1層 は若千の粘土が混じるカマ ドの構材である褐灰色土

層 (10YR 4/1)、  2層は 1層 の崩落層と考ええられる褐灰色土層 (10YR 4/1)、 3層は焼土。灰。

カーボンをまったく含まない黒色土層 (10YR 2/1)、 4層 は明赤褐色焼土層 (2.5YR 5/8)で あ

った。

遺 物 第59・ 60・ 61図

遺物の出土量は、他の住居址とくらべて多い。須恵器では蓋・不 。高台付不・甕 。四耳壺、土

師器では不・高台付皿・甕が検出されている。

1は須恵器蓋で、宝珠ツマ ミの貼 り付けられる平坦な天丼部には回転糸切 り痕を残している。

2～ 8は、回転糸切 り未調整の底部をみせる須恵器不である。

60

０ ５〇

一

Ｃ
一



1 竪穴住居址

第59図  H― 13号住居址出土遺物 (|:4)

9は、底部に回転糸切 り痕をみせる須恵器高台付不である。

10は、内面黒色研磨のなされた土師器高台付皿である。

11・ 12は土師器小形甕である。

α



Ⅳ i董構 と遺物

第 19表  H― 13号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

挿図

番号
器重 法量 器 徴特の形 整調 考備

‐

回

蓋

須
平らな天丼部に、擬宝珠形のつまみ部が
貼り付けられる。

外面 ロクロヨコナデ。天丼部には回転糸切 り痕が

残 る。体部 と天丼部の変換点には手持ちヘラ
ケズリがなされ る。
ロクロヨコナデ^ ζロクロ若同好ヽ内 面

胎土は砂粒を多
く含み灰白色
(10Y7/1)

2

(完 )

不

須

138
39
68
体部は外反し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 り、未調
整

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は精選 され

ず砂粒を多 く含
み灰自色

３
つ

郎

須
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 り、未調
整

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は精選 され

ず砂粒を多く含
み灰色

(75Y6/1)

４
つ
椰
(須 )

体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 。クロヨコナデ。底部回転糸切 り、未調
整

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(N5/0)

５

回

郎

須

(132)
i36

6.5
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 り、未調
整

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は精選され
ず砂粒を多く含
み灰色
(N6/0)

６
印

椰

須

(13.9)
3.8
69
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 り、未調
整

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は精選 され

ず砂粒を多 く含
み灰白色
(10Y8/1)

７
田

不

須

〈136〉
33
63
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 り、未調
整

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は精選 され

ず砂粒を多 く含
み灰白色

8
(回 )

不

須

〈134〉
4 1
6.4
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 り、未調
整

内面  ロクロョコナデ。 (ロ クロ右回転 ) 神̈̈̈
¨

は
を
色
全
な

腸
議
産

９
つ
杯
(須 )

14 0
6.0
7.4

体部は直線的に外反し、底部には高台が
貼り付けられる。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 りの後、
高台部貼 り付け
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内面

胎土は砂粒を含
み灰色

(10Y6/1)

10
(完 )

皿

土

125 皿部は偏平な盤状を呈する。
底部には高台が貼 り付けられたものと考
え られる。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 りの後、
高台部貼 り付け

内面 放射状のヘラミガキの後、黒色処理
(ロ クロ右回転 )

胎土は比較的精
選され、浅黄橙
色
(75YR8/6)

１

回

甕

土

(12 1) □縁部は僅かコの字状に外反する小形な
器形。

外面 口縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい掲色
(75YR5/4)

‐２
①

甕

土

(142) □縁部はゆるく外反し、胴部球状を呈す
る小形な器形。

外面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。

胎土は砂粒を含
み明赤褐色
(5YR5/6)

３
ｍ

甕

土

く22.6〉 口縁部は僅か コの字状に外反す る。
胴部はゆ るく膨 らむ。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラナデ。

胎土は砂粒を含
み明褐色を呈す
る(75YR5/6)

４
印

璽

土

〈213〉 口縁部は丸味を帯びて外反 し、胴部は球
状に膨 らむ。

外面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。
内面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナ デ。

胎土は砂粒を含
み明赤掲色
(5YR5/6)

‐５
①

甕

土

〈195〉 □縁部はコの字状に外反 し、胴部上半に
最大径が くる肩の張 った器形。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい黄橙色

(10YR 7/3)

16
(回 )

甕

土

〈215〉 □縁部は短 く強 く外反 し、胴部は比較的
直線的に下降す る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み明赤褐色
(5YR5/6)

o       17
0     3cm

第60図  H― 13号住居址出土遺物 (|:3)

2

第20表  H― 13号住居址出土遺物 〈鉄器〉

欄図番号 器 種 材 質 長 さ 厚 さ 重量 備 考

鉄鏃 ? 鉄 (7 5) (63) 基部



一務

1 竪穴住居址

第61図  H― 13号住居址出土遺物実測図 (|:4)

13・ 15。 16は、コの字状口縁の土師器甕である。いずれもその胴上半部に最大径をもつもので

ある。

この他、須恵器四耳壺・土師器不が検出されているが、双方とも図示しえなかった。

17は、鉄鏃の基部と考えられるものである。

時 期

本住居址は、九世紀前葉、十二遺跡第V期に位置付けられよう。

(14) H一 14号住居址
住居址 第62図

H-14号住居址は、第 I区 ヒー34グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、H-15号住居址と重複 とはいえないまでも、きわめて近接 して存在 している。

本住居址は、南北5,7m東西4.95mの隅丸方形を呈 し、床面積23.Om2を 測 り、南北軸方向はN一

2°一Wを指す。壁高は、20～ 30cmを 測る。壁溝は、南壁において60cmほ どとぎれるのみで、ほぼ

住居を全周する。床面は、全体に平坦で硬質な貼 り床となっている。

ピットは、Plか らP4の四個のピットが対で認められた。Plは 42× 32cm深 さ52cm、 P2は 40× 40



Ⅳ 遺構と遺物

cm沼足さ60cm、  P3は 43× 40cm沼こさ40cm、

P4は 40× 35cm深 さ34cmを 測る。

遺物は、 8の上師器高台付皿が第 I

区東壁際の張り床中より、 9の土師器

高台付皿が東北コーナーの張 り床中よ

り出土している。この他遺物は、いず

れも覆土中からの出土である。

覆土は、 3層 に分層された。 I層 は

小粒パ ミス・スコリアを多く含む黒褐

色土層 (10YR 2/3)、 H層は小粒パ ミ

ス・スコリアを含む黒色土層 (10YR

2/1)、 Ⅲ層はローム粒子を多く含む暗

褐色土層 (10YR 3/3)で あった。

カマ ド 第63図

カマ ドは、住居址の北壁中央にある

が、その大半は破壊されており、僅か

に左袖の一部をとどめているのみであ

った。住居址の床面には、その構材で

ある面取 り軽石 と安山岩礫が30個近 く

散舌Lし ている状況にあった。カマ ドの

左袖前方の張 り床中からは、13の刀子

が出土している。

本カマ ドの土層は、 4層 に分層され

た。1層 は若千の粘土・焼土が混じる暗

褐色土層 (10YR 3/4)、 2層は粘土を

多く含むにぶい黄褐灰色土層 (10YR

5/4)、 3層は黄褐色焼土層 (10YR 5/8)、

第62図  H― 14号住居址実測図 (|:80)

4層は若千の粘土が混じるカマ ドの構材である暗褐色

３
一

一Ｃ

Ｃ
一

0     1m

ⅡI   C′

土層 (10YR 3/3)で あった。

遺 物 第64・ 65・ 66図

遺物の出土量は、他の住居址とくらべて多くない。須恵器では蓋・杯 。高台付不・甕 。四耳壺、

土師器では不 。高台付皿 。甕が検出されている。

1は須恵器蓋で、宝珠ツマ ミの貼り付けられるものである。

α

ｂ

ｔ

ζ

9_∝ 兄



2～ 4は、回転糸切 り未調整の

底部をみせる須恵器杯である。

5は 、底部に回転糸切 り痕をみ

せる須恵器高台付不である。高台

部は転用硯 となっており、墨の付

着が著 しい。また、体部には「大」

の墨書がみられる。

6。 7は、内面黒色研磨のなさ

れたロクロ土師器不である。

8。 9は、内面黒色研磨のなさ

れた土師器高台付皿である。

偽

〇

01

第63図  H― 14号住居址カマ ド実測図 (|:40)

1 竪穴住居址
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第64図  H― 14号住居址出土遺物 (|:4)
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Ⅳ 遺構 と遺物

0                10cm

房 く、

11

第65図  H― 14号住居址出土遺物 (|:4)

第21表  H― 14号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

挿図

番号
器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

‐

回
蓋
(須 )

2.7
4 1

〈154〉
つまみ部は偏平な擬宝球形を呈す る。

外面 ロクロヨコナデ。天丼部回転ヘラケズリ
内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含

み灰色(10Y6/1)

墨書 ?あ り

ネ

須

(126)
39
64
体部は外反 し、底部平底。

外面  ロクロヨコナデ。底部回転糸切 りのまま、未
調整

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色

(10Y6/1)

３
Ｄ

不

須

く142〉
39
〈6 6)
体部は外反し、底部平底。

外面 ロクロヨコナ デ。底部回転糸切 り、未調整
ロクロヨコナデ。

(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含

み灰 白色
(10Y8/1)

杯
(須 )

〈137〉
38
〈64〉

体部は外反 し、底部平底。
外面  ロクロヨコナデ。底部回転糸切 り、未調整
内面  ロクロヨコナデ。

(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含

み灰白色
(10Y8/1)

５

回

ネ

須

(141)
62
(7 6)

体部は外反し、底部平底。
底部には高台が貼り付けられる。

外面  ロクロヨコナデ。底部回転糸切 り
内面 ロクロヨコナデ。

(ロ クロ右回転 )

底部には墨の付着
があり転用硯と考
えられる。体部に

「大01の墨書あり

６
鵬

不

土

〈135〉
42
〈64〉

体部は外反 し、底部平底。

外 lm ロクロョコナデ。底剖S回転糸切 り禾調整
内面  ロクロヨコナデの後、黒色研磨
菊花状の暗文がみ られる。
(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
みにぶい黄橙色
(10YR 7/4)

7

(回 )

不

土
(7 8)

体部はゆるく外反 し、底部平底。

外面  ロクロヨコナデ。底部手持ちヘラケズリ
(切 り離 し方法不明 )

内面 黒色研磨。 (ロ クロ左回転 )

胎土は砂粒を含
みにぶい黄橙色
(10YR 7/4)

8
(回 )

皿

土

(H.3)
35
〈6.8〉

体部は外反し、底部には高台が貼り付け
られる。

外面 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 りの後、高
台部貼 り付け

内面 黒色研磨。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(75YR6/4)

９
つ

皿

土

128
体部は外反し、底部には高台が貼り付け
られたものと思われる。

外面 ロクロヨコナデ。底部切り離 し方法不明
内面 黒色研磨 。

(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
みにぶい黄橙色
(10YR 7/4)

‐Ｏ
⑩

甕
(土 )

くH.9〉
口縁部はコの字状に外反する。

外面 □縁部 ヨコナデ
胴部ヘラケズリ

内面 口縁部 ヨコナデ

胎土は砂粒を含
み橙色
(5YR6/8)

‐

回

甕

土

〈198〉
□縁部は僅か コの字状に外反する.

面

面

外

内
口縁部 ヨコナデ。
口縁部 ヨコナデ。

胎土は砂粒を含
み橙色
(75YR6/6)

２
働

甕

土
く41〉

底部平底。
外面 ヘラケズリ
内面 ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み明赤褐色
(5YR5/8)

‐３
０

杯

須
58
底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 り未調整
`

内面  ロクロヨコナデ。
(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色 (10Y
7/1)底部に「十」
の墨書あ り。

δδ



1 竪穴住居址

第22表  H― 14号住居址出土遺物一覧表 〈鉄器〉

第66図  H一 14号住居址出土遺物 (|:3)

10は コの字状口縁の土師器小形甕である。11も 、コの字状口縁の土師器甕である。

13は、底部に回転糸切 り痕をみせ、「十」の墨書がみられる須恵器不である。

14は、錆の付着が著 しく形態がよくとらえられないが、刀子と考えられよう。

時 期

本住居址は、九世紀前葉、十二遺跡第V期に位置付けられよう。

(15) H一 15号住居址
住居址 第67図

H-15号住居址は、第 I区 ヒー34グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、H-14号住居址と重複 とはいえないまでも、きわめて近接 して存在 している。

本住居址は、南北5.9m東西5.95mの隅丸方形を呈し、床面積26.7m2を 測 り、南北軸方向はN一

12° ―Wを 指す。壁高は、40～ 50cmを 測る。壁溝は、西北コーナーおいてとぎれるが、それ以外は

ほぼ住居を巡っており、幅20～ 25cm、 深さ10cmを 測る。床面は、全体にあまり硬質でない、薄い

貼り床となっている。また、南壁際には、入り口部 と何らかの関係があるのであろうか平石が認

められた。

ピットは、 Plか らP4の四個のピットが対で認められた。また、西北コーナーおいては P5が認

められた。 Plか らP4の 四個は主柱穴、 P5は いわゆる粘土土坑かと考えられる。

Plは 60× 33cm筋晨さ56cm、  P2は 65× 50cmttRさ 70cm、  P3は 48× 35cm筋晨さ64cm、  P4は 85× 55cm移晨さ

60cm、  P5は 45× 38cm深 さ28cmを 測る。

遺物は、 5の土師器不がカマ ド西脇の床面直上より、 8の須恵器甕が第Ш区南壁際の床面直上

より出土している。この他遺物は、いずれも覆土中からの出土である。

覆土は、 6層 に分層された。

I層 は小粒パ ミス・スコリアを多く含む黒色土層 (10YR 2/1)、 H層 は小粒パ ミス・スコリア・

ローム粒子を多く含む暗褐色土層 (10YR 3/3)、 Ⅲ層は小粒パ ミス・スコリアを多く含む黒褐色

土層 (10YR 2/2)、 Ⅳ層は小粒パ ミス・スコリアを多く含む黒色土層 (10YR l.7/1)、 V層 は小

粒パ ミス・スコリアを含む黒色土層 (10YR 2/1)、 Ⅵ層は小粒パ ミズ・スコリア・ローム粒子を

―
フ 襴 XI番号 器種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重量 備   考

刃子 ? 鉄 520 一部欠損

δ7



Ⅳ 遺構 と遺物

0     1m

第67図  H― 15号住居址実測図 (|:80)

多く含む褐色土層 (10YR 4/4)で あった。

カマ ド 第68図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、その天丼部は破壊されていたが、左右両袖の一部 と煙道

部天丼、支脚石 (a・ b)を とどめていた。また、住居址の床面には、その構材である面取 り軽

石 と安山岩礫の一部が散乱している状況にあった。カマ ドの左右両袖の芯と支脚石には、角柱状

“



1 竪穴住居址

∪|ち

0       50cm

第68図  H― 15号住居址カマド実測図 (|:40)

に面取 りのなされた軽石が据えられていた。

本カマ ドの土層は、 4層 に分層された。1層 は、 4層の崩落層と考えられる褐色粘土層 (7.5YR

4/6)、 2層は焼土を多く含み若千の粘土の混じる暗褐色土層 (7.5YR 3/4)、 3層は焼土を多く含

み若千の粘土の混じる暗褐色土層 (7.5YR 3/4)、  4層 はカマ ドの構材である焼けた褐色粘土層

(7.5YR 4/6)で あった。

遺 物 第69。 70図

遺物は、須恵器では蓋・不 。高台付杯 。甕、土師器では不 。甕が検出されている。

1は須恵器蓋の皿状のツマ ミ部分である。

2～ 4は、須恵器不である。 2・ 3は回転ヘラキリの後底部全面に手持ちヘラケズリのなされ

たもの、 4は切 り離し方法不明で底部全面に手持ちヘラケズリのなされたものである。

5は、内面黒色研磨のなされた完形のロクロ土師器杯で、底部全面に手持ちヘラケズリがなさ

れているためその切 り離し方法は不明である。その内面には有機物の付着が認められる。

6・ 7は帯状の口唇部をみせる須恵器甕で、同一形態で法量の異なるものである。

9。 10は土師器小形甕である。

11～ 14は くの字状口縁の土師器甕で、15。 16は その胴部以下と考えられるものである。

時 期

本住居址は、八世紀第H四半期、十二遺跡第H期に位置付けられよう。

口
|

Ｆ
一

Ｆ
一

″



Ⅳ 遺構 と遺物

ヽ
6

〕
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第69図  H― 15号住居址出土遺物 (|:4)
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第70図  H― 15号住居址出土遺物 (|:4)
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Ⅳ 遺構 と遺物

第23表  H― 15号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

挿図

番号
器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

回

蓋

須

5.2
つまみ部は偏平な皿状を呈する。

面

面
外
内

ロクロヨコナデ。
ロクロヨコナデ。
(ロ クロ右回転)

胎土は灰白色
(10Y7/1)
内面に「四」のヘ

ラ言己flあ り

2

(回 )

杯

須 体部は外反し、底部平底。
外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘ ラキ リの後
全面手持ちヘラケズリ。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y8/1)

3

(回 )

不

須

(14.4〉
39
〈9 0〉

体部は外反 し、底部平底 。
外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘラキ リの後
全面手持ちヘラケズリ。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色

(10Y6/1)

４
印

杯

須 体部は外反し、底部平底。
外面 体部ロクロヨコナデ。底部手持ちヘラケズリ
切り離し方法不明。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

5

(完 )

杯

須

122
42
74
体部は丸味を帯 びて外反 し、底部平底。

外面 体部ロクロョコナデ。底部手持ちヘラケズリ
切り離し方法不明。

内面 ロクロヨヨナデの後黒色研磨。(ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を含
み浅黄橙色
(10YR8/3)

６
印
甕
(須 )

〈12.5〉 口縁部はゆるく外反 し、日唇部は平担に
縁取 られる。小形な器形。

面
面

外
内

ロクロヨコナデ。
ロクロヨコナデ。
(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
みにぶい赤褐色
(25Y4/3)

７
印
甕
(須 )

(191) 口縁部はゆるく外反 し、□唇部は平担に
縁取 られる。

面

面

外

内
口縁部 ロクロヨコナデ。胴部叩き。
□縁部 ロクロヨコナデ。胴部アテ。
(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

８
つ

費

須 124

底部は丸味を帯びた平底。

胴部は球状を呈する。
外面 胴部～底部格子叩き。
内面  ヨコナデ。

胎土は砂粒を含
み灰色
(75Y6/1)

９

回

裂

土

〈133〉
14 1

54
口縁部 はゆるく外反 し、胴部球状、底部
平底の小形な器形。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色

(75YR6/4)

‐Ｏ
①

饗

土

〈135〉 口縁部は外反し、胴部は球状を呈するも
のと思われる。

外面 □縁部 ヨコナデ。 1同部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。

胎土は金雲母を

特徴的に含み、
にぶい褐色
(7.5YR6/3)

‐

回

製

土

〈202〉
□縁部はくの字状に外反す る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部 ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(75YR7/3)

２
印

甕

土

〈21.8〉
□縁部 はくの字状に外反す る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナテ1胴部ヘ ラナデ。

胎 土は砂粒を含
みにぶい赤掲色
(5YR5/4)

‐３
０
甕
吐

017〉
□縁部はくの字状に外反す る。

外面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み明赤褐色

(5YR5/8)

４
Ｄ

費

土
□縁部はゆるくくの字状に外 反す る。

外面  □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラナデ。

胎土は砂粒を含
み赤掲色
(25YR4/6)

15
(回 )

喪

土
57
胴部は弓なりにゆ るく膨 らみ、底部平底

外面 ヘラヶズリ
内面 ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(5YR7/4)

‐６
①

甕

土
46
底部平底 。

外面 ヘラケズリ
内面 ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(75YR7/4)

‐７
①

甕

土 胴部は球状を呈 し、底部平底。
外面 ヘラケズリ
内面 ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み橙色

(5YR6/6)

η



1 竪穴住居址

(16) H一 16号住居址
住居址 第71図

H-16号住居址は、第 I区フー33グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、F-14号掘立柱建物址を切って存在している。

本住居址は、南北3.4m東西3.Omの小形隅丸方形を呈し、床面積9.Om2を 測り、南北軸方向はN一

0°一Sを指す。壁高は、 5～ 10cmを 測る。壁溝は、認められない。床面は、全体に硬質で、平坦

な貼り床となっている。

ピットは、東南コーナーおいてPlが認められたのみである。

Plは 85× 70cm深 さ10cmを 測る。

遺物は、 3の土師器高台付不がカマ ド北の床面直上より出土している。この他遺物は、いずれ

もカマ ド中からの出土である。

覆土は、 I層のみで、小粒パミス・スコリアをよく含む黒色土層 (10YR 2/1)で あった。

カマド 第71図

カマ ドは、住居址の東壁中央よりやや南よりにあり、完全に破壊されている状況にあった。ま

た、住居址の床面とPl上面には、その構材である面取り軽石と安山岩礫の一部が散乱している状

況にあった。

本カマ ドの土層は、2層 に分層された。1層 。

2層 ともに、焼土を多量に含む橙色土層 (5 YR

6/4)であった。

遺 物 第72図

遺物は、土師器では杯 。高台付不・甕が検出

されている。須恵器は小破片が僅かに検出され

ているのみである。

1は、内外面に黒色処理のなされたロクロ土

師器不で、その法量の比較的大きいものである。

2は、内面黒色研磨のなされたロクロ土師器

不で、底部全面に手持ちヘラケズリがなされて

いるためその切 り離 し方法は不明である。

3・ 4は、内面黒色研磨のなされたロクロ土

師器高台付坑である。

6～ 9は コの字状口縁の土師器甕である。

時 期

Q

0     1m

第71図  H― 16号住居址実測図 (|:80)

簿



Ⅳ 遺構 と遺物

%

第72図  H― 16号住居址出土遺物 (|:4)



図

号
挿
番

器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

一
冗

杯

土 体部は外反 し、底部平底。

面
面
外
内
体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 り
ロクロヨコナデ。 内外面黒色処理
(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み浅黄橙色
(10YR8/3)

2

(完 )

不

土 体部は外反 し、底部平底。

外面 イ本部ロクロヨコナデ。

内面 唇ヂ香言ヨ,みあ覆|り薫2鼎磐
し方法不明)

(ロ クロ右回転 )

胎上は砂粒を含
みにぶい橙色

(75YR7/4)
ほぼ 宇 形 ^

３
つ
婉

土
体部は外反し、底部には高台が貼り付け
られる。

外ltl 杯部 ロク CIヨ コナデ。

底部回転糸切 りの後、高台貼 り付け

内面 ロクロヨコナデの後、 黒色研磨。
rロ クロ右同軒 )

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(5YR7/4)

４

完

婉

土
7.4

体部は外反し、底部には高台が貼り付け
られる。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転糸切りの後、高台貼り付け

内面 ロクロヨコナデの後、 黒色研磨。
(ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(7.5YR7/4)

５

回

甕

土

〈126〉 □縁部はゆるく外反す る。
小形な器形。

外面 □縁部 ヨコナデ。
胴部ヘラケズ リ。

内面 □縁部及胴部粗い刷毛 目状調整

胎土は砂粒を含
みにぶい黄橙色
(10YR 7/3)

６

回

甕

土

〈17.5〉
□縁部はコの字状に外反する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。
内面 口縁部 ヨコナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(75YR7/4)

７

回

甕

土

〈213〉
□縁部はコの字状に外反する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色 ヽ́

(75YR7/3)

８
印

甕

土

〈192〉 □縁部はコの字状に外反し、胴部はやや
肩の張 る器形を呈す る。

外面 □縁部 ヨコナ デ。胴部ヘラケズリ。
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部粗い刷毛 目状のナデ。

胎土は砂粒を含
み橙色
(5YR6/6)

９

回

甕

上

〈206〉 □縁部はコの字状に外反し、胴部はやや
肩の張る器形を呈する。

外面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は比較的精

選 されにぶい橙

色(5YR7/4)

l 竪穴住居址

第24表  H― 16号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

本住居址は、九世紀末葉、十二遺跡第Ⅷ期に位置付けられよう。

(17) H― 17号住居址
住居址 第73図

H-17号住居址は、第 I区 ヒー32グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、南北4.8m東西4.6mの 隅丸方形を呈し、床面積17.8m2を 測 り、南北軸方向はN―

0°一Sを指す。壁高は、15～ 25cmを 測る。壁溝は、幅 10～ 20cm深 さ 3～ 5 cm程度のものが、東壁

のカマ ド北側を除くと住居址をほぼ全周する。床面は、全体にかなり硬質な貼 り床となっている。

ピットは、 Pl・ P2・ P3の三個のピットが認められた。 Plは 35× 35cm深 さ25cm、 P2は 37× 36cm

深さ34cm、  P3は 36× 30cm深 さ18cmを 測る。

遺物は、 2の須恵器高台付不と、10の砥石がカマ ド北側の床面直上より出土している。この他

遺物は、いずれも覆土中からの出土である。

覆土は、 5層 に分層された。 I層 は小粒パ ミス・スコリアを含む黒褐色土層 (10YR 3/2)、 H

層は小粒パミス・スコリアをよく含む黒褐色土層 (10YR 2/3)、 Ⅲ層はスコリアを若千含む黒色

%
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第73図  H― 17号住居址実測図 (|:80)

Ⅳ Jli構 と遺物
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第74図  H― 17号住居址カマ ド実測図 (l:40)



1 竪穴住居址

土層 (10YR l.7/1)、 Ⅳ層はロームプロック、V層は黒色土層 (10YR l.7/1)で あった。

カマ ド 第74図

カマ ドは、住居址の東壁中央よりやや南よりにあるが、ほぼ完全に破壊された状態にあった。

ただし支脚石二個は、ほぼ原位置をとどめていた。また、その各所にカマ ドの構材である面取 り

軽石が散舌ししていた。なお、図の Pl・ P2は ヽ袖石が抜き去られた後のピットと考えられる。

本カマ ドの土層は、3層 に分層された。1層 は多量の灰を含むにぶい黄橙色土層 (10YR 7/4)、 2

層は焼土・灰・カーボンをまったく含まない黒色土層 (10YR 2/1)、  3層は焼土 。灰をまったく

含まずローム粒子を多量に含むカマ ドの構材である黒褐色土層 (10YR 3/4)であった。

遺 物 第75。 76図

遺物の出土量は、他の住居址とくらべると少ない。須恵器では不・高台付不 。甕、土師器では

不・甕が検出されている。

1は、底部に回転糸切 り痕をみせる須恵器不である。

2・ 3は、底部に回転糸切 り痕をみせる須恵器高台付不である。

4は、内面黒色研磨のなされたロクロ土師器杯である。

5。 8は、コの字状口縁の土師器甕である。いずれもその胴上半部に最大径をもつものである。

9は、その胴下半部 と考えられる。

lOcm

◆

0                3cm

第75図  H一 17号住居址出土遺物 (|～ 4=|:4 ‖=4:5)
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簿

第76図  H― 17号住居址出土遺物 (|:4)



図

号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

回
杯
籟

〈138〉
37
77
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み黄灰色
(2.5Y6/1)

２

完

杯

須

10 2

50
63
体部は外反 し、底部には高台が貼 り付け
られる。小形な器形。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 りの後、
高台部貼 り付け。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

３
Ｄ
杯
篠

〈142〉
67
79
体部は外反し、底部には高台が貼り付け
られる。

外 面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 りの後、
高台部貼 り付け。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内面

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

４
団

杯

土

〈14.8〉
4.3

〈78〉
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。底部回転糸切りの後、
手持ちヘラケズリ。

内面 黒色研磨。 (ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を含
み浅黄橙色
(10 YR8/3)

５

回

甕

土

〈21 8〉
27
〈4.1〉

□縁部は僅かコの字状に外反し、最大径
が胴部上半にくる器形。

外面 □縁部 ヨコナデ。
胴部ヘラケ ズリ。

内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み明赤褐色
(5YR5/6)

６
第

甕

土

21 6
□縁部は僅かコの字状に外反 し、最大径
を胴上部に もつ器形

外面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラヶズリ
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は比較的精
選され明赤掲色
(5YR5/6)

７
個

甕

土

く2o2) □縁部はコの字状に外反 し、胴上部の3、
くらむ器形。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラヶズリ
内面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は比較的精
選されにぶい赤
褐色GOYR 5/4)

８
印

甕

土

〈205〉
□縁部は僅かコの字状に外反する。

外面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み明赤掲色
(5YR5/8)

９

回

甕

土
48
胴下半部は除々にすぼま り、底部平底。

面
面
外
内
胴部・底部ヘラケズリ
ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み明赤褐色
(5YR5/6)

1 竪穴住居址

第25表  H― 17号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

10は、四面とも研砥に供されている砂岩の

砥石である。11は、カマ ド中から出土した黒

曜石の石鏃である。

時 期

本住居址は、八世紀第Ⅳ四半期～九世紀初頭、

第26表  H― 17号住居址出土遺物一覧表 く石器〉

十二遺跡第Ⅳ期に位置付けられよう。

(18) H― 18号住居址
住居址 第77図

H-18号住居址は、第 I区 ヒ・フー32グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、南北5.lm東西6.Omの 隅丸方形を呈 し、床面積24.lm.を 測 り、南北軸方向はN一

22° 一Wを指す。壁高は、45～ 55cmを 測る。壁溝は、幅 10～ 30cm深 さ 5～ 10cm程度のものが、西壁

の一部を除 くと住居址をほぼ全周する。床面は、貼 り床ではないが、全体にかなり硬質なものと

なっている。また、カマドと相対する南壁には、入り口部と関連するのだろうか張り出しが認め

られた。
，

η

挿図番号 器 種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重量 備   考

砥  石 砂  岩 425

11 石 鏃 黒曜石 (13) (04) 脚部片側欠損



Ⅳ 遺llYlと 遺物

hl

0     1m

第77図  H― 18号住居址実測図 (|:80)

ピッ トは、 Pl～ P4の 四個の ピッ トが対で認め られた。このほか、カマ ドの西脇には P5が、西

北 コーナーには P6が認め られた。Plは 85× 85cm深さ75cm、 P2は 80× 70cm深 さ78cm、 P3は 73× 70

cm彰果さ65cm、  P4は 85× 80cm彰果さ70cm、  P5は 70× 60cm彰果さ27cm、  P6は 155× 100cm彰果さ15cmを 濃J

る。

遺物は、 1の須恵器蓋が東壁溝中から、 6の土師器不 と 9の土師器甕がカマ ド東側の床面直上

8θ



1 竪穴住居 l■

―
      k7-

H― 18号住居址カマ ド実測図 (|:40)

H― 18号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

⑨
わ

|≧

第78図

第27表

硼
鵬

器種 法量 器 徴特の形 整調 考備

１

一
π

蓋

須

37
24
H8
つまみ部は偏平な皿状を呈し、内面にか
えりを有する小形な蓋。

面

面
外
内

ロクロヨコナデの後、天丼部回転ヘ ラゲズリ
ロクロヨコナデ。

(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色 (loY6/1)

焼成良好

２

回

不

須

(121)
34
(76)

体部は外反し、底部平底の盤状の器形を
呈する。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘラケ ズリ、
切 り離 し方法不明
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内面

胎土は砂粒を含
み灰色(10Y6/1)
焼成良好

３
ｍ

杯

須

〈136)

く7 5)

体部は外反 し、底部は平底を呈す るもの

と思われる。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘラキ リ、未
調整

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色(10Y5/1)

焼成不良

４

回

不

須

(15.4)
37
(122)

盤状の器形を呈し、高台が貼り付けられ
る。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘ ラケズリ
切り離 し方法不明
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内面

胎土は砂粒を含
み灰白色00Y7
/1)焼成良好

５

回
婉
(須 )

〈137)
6 1

56
体部は丸味を帯びて外反し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。体部下半～底部回転ヘ
ラケズリ。切 り離 し方法不明

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

完全な環元炎焼成
とならずにお義ヽ褐
色(75YR6/3)し
かし想島茂は師

６
一九

婉

土

13 5
53
55

体部は丸味を帯びて外反 し、底部 も丸味
を帯びた平底。均整のとれた器形のため
ロクロ整形によるかもしれない。

外 面 □縁部 ヨコヘラミガキ。
体部～底部ヘラケズ リ。
黒色研磨。内面

胎土は砂粒を含
み淡黄色
(2.5Y7/3)

７

回

甕

須

〈2o 6〉 □縁部はくの字状に外反 し、口唇部は平
担に縁取 られる。

外面 胴部格子目叩き。□縁部 ロクロヨコナデ。
内面 ロクロヨコナデ。

(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

８

回

甕

須 胴部は球状を呈 し、底部丸底。

外面 叩き→ ロクロヨコナデ→一部ヘラケズリ
内面  ロクロヨコナデ。

(ロ クロ右 1可転 )

胎■lま砂粒を含み
嚇 ミ胞  (5YR 5
/6)外面は灰色
rlovR/1、

９

完

甕

土

15 3
□縁部はくの字状に外反し、胴部は球状
を呈するものと思われる。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

特徴的に含み、
にぶい褐色
(75 YR6/3)

０

回

聖

土

〈244〉 □縁部はくの字状に外反す る。
最大径は□縁部にある。

面

面
外

内
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラケズ リ
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラナデ。

胎土は精選 され

ずにぶい褐色

(75 YR6/3)

より出土している。この他遺物は、いずれも覆土中からの出土である。

覆土は、分層されず、小粒パ ミス・スコリアを含む黒褐色土層 (10YR 3/2)I層 のみであっ

た。

カマド 第78図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあるが、ほぼ完全に破壊された状態にあった。その付近にカマ

ドの構材である面取り軽石と安山岩礫が散乱していた。

本カマ ドの土層は、 3層に分層された。 1層 はカマ ドの構材である粘土を多く含み若千カーボ

θI



Ⅳ j董構 と遺物

・V                       0                1ocm

第79図  H― 18号住居址出土遺物一覧表 (l:4)

ンを含む灰褐色土層 (5 YR6/2)、  2層 は橙色焼土層 (5 YR6/8)、  3層 は焼土・灰・カーボン

をまったく含まない黒褐色土層 (10YR 2/1)で あった。

遺 物 第79図

遺物は、須恵器では不 。高台付不・婉・甕、土師器では不 。高不・甕が検出されている。

1は、皿状ツマ ミのカエ リのある須恵器蓋である。

"

〃雁πグ

萄



1 竪穴住居址

2・ 3は須恵器不、 4は底部に回転ヘラケズリ痕をみせる須恵器高台付不である。

5は底部に回転ヘラケズリ痕をみせる須恵器婉である。

6は、内面黒色研磨のなされた土師器不である。

7・ 8は須恵器甕9。 10は土師器甕である。      /
時 期

本住居址は、八世紀第 I四半期、十二遺跡第 I期に位置付けられよう。

(19) H― 19号住居址
住居址 第81図

H-19号住居址は、第 I区 ヒー33グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、南北6.Om東西5.7mの 隅丸方形を呈 し、床面積26.9m2を 測 り、南北軸方向はN一

9°一Wを指す。壁高は、40～ 50cmを 測る。壁溝は、幅 15～ 20cm深 さ 5～ 10cm程度のものが、西壁。

東壁 。南壁の一部をめ ぐって

いる。床面は、全体にかなり

硬質な貼り床となっている。

ピットは、 Pl～ P4の四個

のピットが対で認められた。

このほか、カマ ドの両脇には

P5° P6がヽ壁溝 中には P7

～P9が 認められた。Plは90×

75cm深 さ55cm、 P2は 80× 80cm

湯ミさ65cm、 P3は 80cm× 75cm深

さ60cm、 P4は 75× 70cm沸こさ55

Cmヽ P5は 30× 30cm、 P6は 25×

25cm、 P7は 23× 18cm、 P8は 30

×20cm、 P9は 25× 23cmを 濃1る 。

遺物は、 1の土師器盤 。7

の土師器不 。9の土師器小形

甕 。12の磨石が床面直上より

出土している。この他遺物は、

いずれも覆土中からの出土で

l"

|"

0       50cm

Ｄ
一

Ｄ
一

第80図  H― 19号住居址カマ ド実測図 (|:40)

83



Ⅳ i董構 と遺物

ある。

覆土は、 3層に分層

された。 I層は小粒パ

ミスをよく含みスコリ

アを若千含む黒褐色土

層 (10YR 2/3)、 H層

は小粒パミスを若千含

む黒色土層 (10YR l.

7/1)、 Ш層はローム粒

子をよく含む暗褐色土

層 (10YR 3/3)で あっ

た。

カマ ド 第80図

カマ ドは、住居址の

北壁中央にあり、ほぼ

完全に近い状態で遺存

していた。その天丼部

および袖部の芯となる

構材には面取 り軽石が

用いられ、黒色土を若

千含む灰黄色粘土層

(4層  10YR 6/

2)。 黒色土と砂の混じ

る明黄褐色土層 (5層

10YR 6/6)で 固め

られていた。また、煙

道部の煙筒として10の

土師器甕が埋め込まれ

ていた。

Ｂ
一

Ｃ
一

Ｄ
一

本カマ ド内の土層は、
第81図  H― 19号住居址実測図 (|:80)

3層 に分層された。 1

層はカマ ドの構材である粘土を多く含む淡橙色土層 (5 YR8/4)、 2層は焼土を多く含む褐灰色

“

A′
Ａ
一

Ｂ
一

一一



1 竪穴住居歯L

第28表  H― 19住居址出土遺物一覧表 く土器〉

土層 (5 YR4/1)、  3層は橙色焼土層 (5 YR 6/6)で あった。

遺 物 第82・ 83図

遺物は、須恵器では不 。高台付不 。長頸瓶 。甕、土師器では盤・不・甕が検出されている。

1は、内外面ともに黒色研磨のなされた土師器で小形の盤とでも呼びえようか。

2～ 4は須恵器不で、 2は回転ヘラキリ、 3は回転糸切り、 4は切り離し方法不明である。

5は底部に回転ヘラケズリ痕をみせる須恵器高台付不である。

6・ 7は、内面黒色研磨のなされたロクロ土師器杯で、その切り離し方法は不明である。

8は須恵器長頸瓶の底部である。

9は土師器小形甕、10は くの字状口縁の土師器甕である。

12は、磨石の断片と考えられようか。

13は、板状礫の縁片を加工した打製石斧の断片である。

時 期

本住居址は、八世紀 前半代の もの と思われるが、所属期は不明である。

挿図

番号
器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

一
九 (上 )

盤状を呈 し、小形な器形 。
外面 黒色研磨。
内面 黒色研磨

焼成良好で、内
・ 外 。断面とも
に黒色
(10YR17/1)

２

完

ネ

須

14 2
36
96
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘラキ リ、未
調整

内面  ロクロョコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色

(10Y6/1)

３
印

郊

須

〈137〉
4.o

〈8.7〉
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 りの後、
回転ヘラケズリ。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

1台土は比較的精
選 され灰白色

(10Y7/1)
樽成 自17

４
印

ネ

須

〈i33〉
3.5

く68〉
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部切 り離 し方法不明
内面  ロクロヨコナデ。

(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

５

回

不

須

〈138)
39
92
体部は外反し、底部には高台が貼り付け
られる。

外面 体部ロクロヨコナデ。底部切 り離 し方法不明
内面  ロクロョコナデ。

(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み、暗青灰色
(5B4/1)

６

回

杯

土

〈16
4

〈H
体部は丸味を帯びて外反 し、底部平底。

外 lIIl 外部 ロクロヨコナデ。
底部手持ちヘラケ ズリ、切り離 し方法不明

内面  ロクロヨコナデの後、黒色研磨。
(ロ クロ右同好 )

胎土は砂粒を含
み浅黄橙色
(10 YR8/3)

７
・九

不

土
〈8 6〉

体部は丸味をおびて外反 し、底部平底。

外血  体部 ロクロヨコナデr。

底部手持ちヘラケ ズリ、切 り離 し方法不明

内面 ロクロヨコナデの後、黒色研磨
(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み浅黄橙色
(7.5 YR8/4)

８

回

〈66〉

底部には高台が貼り付けられる。
器種は長頸瓶と考えられる。

面

面

外
内

ロクロヨコナデ。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y5/1)

９

回
小形璽
(土 )

(96)
8 1
70
□縁部は直立気味に外反 し、胴部は球状、
底部は丸味を帯びた平底の小形な器形。

外面 □縁部 ヨコナデ。1同部ヘ ラケズリ。
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

月台土はあまり稲選
されず、 1“義ヽ橙
色(5YR6/4)焼
成も良好でない

‐０
０

甕
上

21 8
□縁部はくの字状に外反する。

最大径は口縁部にある。  
｀ 外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラヶズリ

内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み橙色

(5YR6/6)

‐

回

裂

土
46
胴部は弓なりにすばまり、底部平底。

面
面
外

内
胴・底部ヘラケズリ。
ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み明赤褐色
(5YR5/6)

85
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蟄
1

3

が
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86

第82図  H― 19号住居址出土遺物 (|:4)



1 竪穴住居址

第29表  H― 19号住居址出土遺物一覧表 く石器〉

挿図番号 器 種 材 質 長 さ 厚 さ 重量 備   考

磨  石
石
岩

輝
安
(85) (760) 一部欠損

製
斧

打
石

申
を lli岩

ll (77) 一部欠損

ffinr\] KTt
M UW

13

0     3cm

第83図  H― 19号住居址出土遺物 (|:3)

(20) H-20号 住居址
住居址 第85図

H-20号住居址は、第 I区ハー34グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、南北5.3m東西5.6mの 隅丸方形を呈 し、床面積21.7m2を 測 り、南北軸方向はN一

16° 一Wを指す。壁高は、30～ 40cmを 測る。壁溝は、幅 15～ 30cm深 さ 5～ 10cm程度のものが、住居

址を全周している。床面は、全体にかなり硬質な貼 り床となっている。

ピットは、Pl～ P4の四個のピットが対で認められた。このほか、カマドと相対する南壁中央に

はP7が認められた。また、壁溝中にはP5° P6が認められた。P8は カマドの火床部のピットであ

る。

Plは 55× 50cm tttさ 45cm、  P2は

50× 40cm筋晨さ55cm、 P3は 50× 45cm

深 さ60cm、  P4は 60× 50cm辛果さ70

Cmヽ P5は 30× 25cm湯ミさ15cm、 P6は

50× 35cm、  P7は 95× 85cm辛案さ25

Cmヽ  P8は 60× 55cm:果 さ15cmを 濃1

る。

遺物は、 2の須恵器不がカマ ド

脇の床面直上 より、 3の 須恵器

不・ 7の須恵器長頸瓶底部・11の

土師器小形甕が壁溝中より出土し

ている。この他遺物は、いずれも

覆土中からの出土である。

覆土は、 3層 に分層された。 I

01

第84図  H-20号住居址カマ ド実測図 (|:40)

θ7



Ⅳ 遺構 と遺物

0     1m

第85図  H-20号住居址実測図 (|:80)

層は小粒スコリアをよく含む暗褐色土層 (10YR 3/3)、 H層 は小粒スコリアをよく含む黒褐色土

層 (10YR 2/2)、 Ш層はローム粒子をよく含むにぶい黄褐色土層 (10YR 4/3)であった。

カマ ド 第84図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、その大部分を破壊されている状態にあった。ただし、僅

かにその袖部の根本は残っていた。その袖部の芯には面取 り軽石 と溶結凝灰岩が用いられ、褐灰

色粘土層 (7層  5 YR 6/1)で固められていた。また、カマ ドの火床部には、若千の粘土を含む

88

q◎

P 
°
13

θ
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_f≡≡
=≡
≡
平≡≡≡:三塁Ll

｀

:とニニ曇二匡二重曇二1:::::::::【

`

lOcm
9

第86図  H-20号住居址出土遺物 (|:4)

橙色土層 (4層  5 YR6/8)灰褐色土層 (5層  5 YR4/2)灰褐色土層 (6層  5 YR5/2)

が貼られており、この 3層 ともに焼けが激しかった。なお、カマ ドの構材と考えられる安山岩礫

10個がカマ ドの前方に散乱していた。

本カマ ド内の土層は、 3層 に分層された。 1層はカマ ドの構材である粘土を若千含む褐灰色土

層 (7.5YR 4/1)、  2層 もカマ ドの構材である粘土を若干含む黒褐色土層 (7.5YR 3/1)、  3層は

焼土をよく含む褐灰色土層 (7.5YR 4/1)で あった。

遺 物 第86・ 87図

遺物は、須恵器では蓋・不 。高台付不 。長頸瓶・甕、土師器では杯・甕・甑が検出されている。



Ⅳ 遺構 と遺物

第87図

14

H-20号住居址出土遺物実測図 (|:4)

第30表  H-20号住居址出土遺物一覧表 〈石器〉

る。

欄図番号 器 種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重量 備   考

石 錘 輝  石
害 l11岩

5・ 6は底部に回転ヘラケズリ痕をみせる須恵器高台付不である。このうち、 5は高台部より

底部がとび出る形態的特徴をみせている。

7は 、須恵器長頸瓶の底部である。

8～ 10は 非ロクロ調整による土師器杯である。このうち、 9。 10に は内面黒色研磨がなされて

"

ヽ

ヽ

ヽ

、

、

、

、

ヽ

―

―

、

リ

1は、須恵器蓋の皿状ツマ

2～ 4は回転ヘラキリによ

部である。

須恵器好であ

べ

お

熱



1 竪穴住居址

第31表  H-20号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

いるが、10に は体部に放射状 。見込部にラセン状のいわゆる畿内系暗文がみとめられる。

11・ 12は、きわめて小形な土師器甕である。

13は、土師器小形甕に焼成後に三個の穴を穿ち、甑としたものである。

14は くの字状口縁の土師器甕である。

16は、河床礫の縁片の両側を加工 した石錘 と考えられる。

時 期

本住居址は、八世紀第 I四半期、十二遺跡第 I期に位置付けられよう。

図

号

挿

番 器種 法量 徴特の形器 整調 考備

‐

一
九

蓋

須

6.7
つまみ部は偏平な皿状を呈する。

面

面

外

内

ロクロヨコナデ。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含

み灰白色

(75Y7/1)

２
つ

郎

須

13 6
39
74
体部は外反 し、底部平底。

外面  ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラキ リ、未調整。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

元金な嶼虹浚焼収
となっておらず桟
市鼈鵬rL(loYR8/31
を呈する。完形

３

完

杯

須

H6
37
77
体部は外反 し、底部平底 。

外面

内面

ロクロヨコナデ。底部手持ちヘラケズリ、 切

り離 しは回転 ヘラキ リによるものと思われる
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

遊 7よ

…となっておらず浅

黄繹髪LGOYR8/3)
を早する_闘螂

４

コ

杯

須

〈13.6〉
3.9
(9.0)

体部は外反し、底部平底。
2.3と比べ底部から体部への変換点が明瞭

外面 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラキ リの後、若干のナデ。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含

み灰自色

(75Y7/1)

５
ｍ

琢

須

〈163〉
46
〈136〉

体部は外反 し、底部には高台が貼 り付け

られる。底部は高台部よりも飛び出す。

外面  ロクロヨコナデ。底部回転ヘラケズリ
切 り離 し方法不明

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色

(10Y6/1)

６
印

杯

須
(12 8
底部には高台が貼り付けられる。

面

面

外
内
底部回転ヘラケズリ。切 り離 し方法不明。
ロクロヨコナデ。 (0ク ロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(N5/0)

７
つ 88

底部には高台が貼り付けられる。
器種は長頸瓶と考えられる。

外面 底部回転ヘラケズリの後、高台部貼り付け。
切り離し方法不明。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転)内面

胎土は砂粒を含
み灰褐色
(75YR4/2)

８

回

郎

土

〈9.1〉 体部は丸味を帯びて外反する。
底部は丸底となるものと思われる。

外面 体部 ヨコナデ。底部ヘラケズリ
内面  ヨコナデ。

胎土は砂粒を含

みにぶい橙色
(75YR7/4)

９
Ｄ

不

土

く13.0〉
体部はゆるく外反 し、底部は丸底

外面 □縁部 ヨコナ 九
体部
～
底部ヘラケズリ。

内面 黒色研磨
(● クロ整形によるものかどうか不明 )

胎土は砂粒を含
みにぶい黄橙色
(10YR7/4)

０
印

不

土

〈142〉 体部は外反 し、底部は丸味をおびた平
底。

外面 □縁部 ヨコナ デ。
体部～底部 ヘラケズリ。

内面 体部に放射状、見込み部にラセン暗文が施さ
れ ス^里缶 177L□ _

胎土は砂粒を多
く含みにぶい黄
掲色(10YR 7/4)

１

完
饗
＞
形
土
田
曰
一

口縁部は短 く外反 し、胴～底部は球状 を

呈する小形な器形。肉厚。

面
面
外
内
□縁部 ヨコナテЪ 胴～底部ヘラケズリ
□縁部 ヨコナデ。1同 部ヘラナデ。

胎土は精選されず
腑 を多く含み灰

黄褐色(10YR4/2D
内面にスス付着

２
印
小形甕
(土 )

(6 8) □縁部は短 く外反する、肉厚で小形な器
形。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部 ヨコナデ。

16上 は植選され

ず砂粒を多く含

みにぶい赤褐色

‐３
０

甑

土

(121)
156
□縁部は短 く外反 し、胴部は中央でやや

膨 らみ、底部は偏平な丸底を呈する肉厚
な器形。底部には焼成後の 3つの搾孔あり

外面 □縁部 ヨコナ デ。胴部～底部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部～底部ヘ ラナデ。

胎土は稲選され

ず砂粒を多く含
みにぶい黄橙色
(10YR 7/4)

４
印

甕

土

(22 0) □縁部 はくの字状に外反す る。
最大径は □縁部にある。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズ リ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラナデ。

胎土は砂粒を含
み橙色を呈する
(7.5YR7/6)

‐５
０

饗

土
44
底部平底で、肉厚な器形。

面
面
外
内
胴部～底部ヘラケズ リ

胴部～底部ナデ

胎土は相選されず
砂粒を多く含み橙
色(75YR7/6)焼
戯li向ぼ

“

働峻で晰れヽ

θI



Ⅳ 遺構と遺物

(21) H-21号住居址
住居llL 第88図

H-21号住居址は、第 I区 ヒー32グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、 F-23・ F-33号 の 2基の堀立柱建物tlLと 重複するが、この両者に切られて存在

するのが本住居址である。

本住居址は、南北4.lm東西4.lmの 隅丸方形を呈 し、床面積14.3m2を 測 り、南北軸方向はN―

13° 一Wを指す。壁高は、15～ 20cmを 測る。壁溝は認められない。床面は、中央部は硬質で、周辺

部がやや軟弱な貼り床となっている。

ピットは、Pl～ P4の四個のピットが対で認められた。Plは 50× 45cm深 さ55cm、 P2は 33× 30cm

深さ45cm、  P3は 55× 45cm深 さ60cm、  P4は 65× 60cm深 さ60cmを 測る。

F-23

0     1m

∪
ヽ

C       P
O

百 0~

θ2

第88図  H-21号住居址実測図 (|:80)
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0

第89図

o                 10cm

第90図  H-21号 住居址出土遺物 (|:4)H-21号住居址カマ ド実測図 (|:40)

第32表  H-21住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

図
号
挿
番 器種 法 量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

完

婉

須

〈163〉
9 1
(107)

半球状を呈する体部に、高台が貼り付け
られる。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘ ラケズリ
切り離 し方法不明。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は比較的精
選され灰白色
(10Y7/1)
焼成良好

遺物は、いずれも覆土中からの出土である。

覆土は、 3層 に分層され、埋土的な堆積状況を呈していた。 I層はローム粒子・小粒パミス・

スコリアを多量に含む暗褐色土層 (10YR 3/3)、 Ⅱ層はローム粒子・小粒パミス・スコリアを大

量に含む褐色土層 (10YR 4/4)、 Ш層はローム粒子をよく含むにぶい黄褐色土層 (10YR 4/3)で

あった。

カマド 第89図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、ほぼ完全に破壊された状態にあった。その各所にカマ ド

の構材である面取り軽石と安山岩が露呈していた。

本カマドの土層は、 3層に分層された。 1層 は粘土・焼土 。灰・カーボンが混じるにぶい赤褐

色土層 (10YR 4/3)、  2層は赤褐色焼土層 (5 YR4/8)、  3層は火床部の埋土である黒褐色土層

(5 YR 2/1)で あった。

遺 物 第90図

遺物の出土量は、他の住居址とくらべてきわめて少ない。須恵器片十数片と土師器片数十片が

検出されているのみである。

このうち図示し得たのは 1の須恵器坑のみで、半球状の形態を呈するものである。

この他の遺物は、図示しえなかった。

93



Ⅳ 遺構と遺物

時 期

本住居llLは、遺物が少ないため時期決定が非常に困難である。おおよそ八世紀代のものとみら

れるが所属期は不明である。

(22) H-22号住居址
住居址 第91図

H-22号住居址は、第 I区ハー35グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、H-23号住居址の東北コーナーを切って存在 している。

本住居址は、南北4.3m東西3.6mの 隅丸長方形を呈し、床面積12.4m2を 測 り、南北軸方向はN―

20° ―Wを指す。壁高は、30～ 40cmを 測る。壁溝は、東壁においてのみ、幅 10～ 20cm深 さ 5 cmほ ど

のものがみられた。床面は、全体に硬質な貼 り床となっている。

ピットは、 Pl P2のニイ固のビットが

認められたのみである。Plは 30× 28cm

深さ20cm、 P2は 25× 25cm深 さ15cmを 測

る。

遺物は、 1の須恵器蓋が南壁に貼り

付いて、 2の須恵器杯が東北コーナー

の床面より20cm浮 いて出土した。この

他はいずれも覆土中からの出土である。

なお、本住居址西南コーナーには表面

にくぼみのみられる大形の安山岩礫が

据え置かれていた (8)。 工作用にでも

用いられたのであろうか。

覆土は、 3層 に分層された。 I層 は

小粒スコリアを多く含む黒色土層 (10

YR 2/1)、 H層はローム粒子・小粒パ

ミス・スコリアを大量に含む黒褐色土

層 (10YR 3/2)、 Ⅲ層は小粒スコリア・

パミスを多く含む黒色土層 (10YR 2/

1)であった。

カマド 第92図

%

だ
一

Ａ
一

0     1m

B                               B′

第91図  H-22号 住居址実測図 (|:80)

皿
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カマ ドは、住居址の北壁中央にあるが、

ほぼ完全に破壊された状態にあり、僅かに

左右両袖の一部をとどめるのみであった。

本カマ ドの袖には、面取 り軽石 と赤褐色粘

土 (1層  5 YR4/8)が 用いられていた。

なお、前方には、カマ ドの構材である面取

り軽石 と安山岩が散乱していた。

本カマ ド内の土層は、 2層の明赤褐色焼

土層 (5 YR5/8)の みであった。

遺 物 第93図

遺物の出土量は、他の住居址とくらべて

きわめて少ない。須恵器片十数片と土師器
第92図  H-22号住居址カマ ド実測図 (|:40)

|"

０５〇一

]
識

爾

第93図  H-22号住居址出土遺物 (|:4)
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Ⅳ 遺構 と遺物

第33表  H-22号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

挿図
番号

器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

1

(完 )

蓋

須
つまみ部は偏平な擬宝珠形を呈する。

外面 体部 ロクロヨコナ九
天丼部回転ヘ ラケズリ。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は比較的精
選され赤褐色
(5YR4/8)
樺 成 自 17

2

(回 )
郎
(須 )

く139〉
40
(5 9)

体部は外反 し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロョコナデ。 (ロ クロ右回転 )

元 笠 は

―
となっておらず黄

橙色(10YR8/6pの

断面をみせている

３

回

寝

土

くH4〉 □縁部が僅かコの字状 に外反す る小形甕
あるいは台が付けられ るか。

外面 □縁部 ヨコナ デ。胴部ヘ ラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい褐色を
呈する(7 5YR5/4

４

回

甕

土

(149〉 □縁部はコの字状に外反し、胴部は球状
に膨らむ。

外面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み褐色
(75YR4/3)

5

(回 )

裂
(土 )

〈220〉
□縁部はコの字状に外反する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラヶズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(75YR6/4)

６

回

甕

土

〈206〉
□縁部はコの字状に外反する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は比較的精

選 されにぶい橙
色(75YR7/4)

７

回

裂

土

〈207〉
□縁部は僅かコの字状に外反する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(75YR7/4)

片数十片、このほか図示した遺物が検出されているのみである。

1は 宝珠ツマ ミ須恵器蓋、 2は須恵器不である。

3～ 7は 、コの字状口縁をみせる土師器甕である。このうち 3は 台付甕、 4は小形球胴甕 とな

ろうか。

時 期

本住居址は、遺物が少ないため時期決定が困難であるが、とりあえずは、八世紀第Ⅳ四半期～

九世紀初頭、十二遺跡第Ⅳ期に位置付けておこう。

(23) H-23号 住居址
住居址 第94図

H二 23号住居址は、第 I区ハー35グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、H-24号住居址に西北コーナーを、H-22号住居址に東北コーナーを切られて存

在している。

本住居址は、南北4.5m東西5.Omの 隅丸方形を呈 し、床面積16.9m2を 測 り、南北軸方向はN―

9°一Wを指す。壁高は、30～ 40cmを 測る。壁溝は、幅20～ 30cm深 さ10cmほ どのものが全周に認め

られた。床面は、全体に硬質な貼 り床となっている。

なお、住居址 I ttH区 の床面直上には、安山岩礫二十数′点が認められた。なかでもPlに接 して

%



1 竪穴住居址

みられた礫は径60cmを こ

えるもので、大人二人で

ようや く抱えることがで

きるだけの大きさであっ

た。このような礫は、お

そらく住居廃絶後そのく

ぼみに廃棄されたもので

あろうと考えられよう。

ピッ トは、 Pl～ P4の

四個のピットが対で認め

られたほか、P4の脇には

P5がヽ南壁際中央には

P6が認められた。

Plは 60× 50cm沸こさは

推定三
‐
で70cm、 P2は 75× 60

cm深 さは推定
´
C75cm、 P3

は70× 60cm深 さは推定で

75cm、 P4は 75× 60cm深 さ

は推定3‐で70cm、 P5は 25×

25cm、 P6は 35× 30cm深 さ

30cmを 濃Jる 。

遺物は、 6の鎌が壁溝

中から出土している。ま

た、自然遺物として、 7

の馬歯が北壁東側に貼り付いて出土している。これ以外は、いずれも覆土中からの出土である。

覆土は、 8層 に分層された。 I層は小粒スコリアを多く含み小粒パミスを若干含む黒褐色土層

(7.5YR 3/2)、 H層は小粒スコリアを多く含み小粒パミスを若千含み灰を含む黒色土層(10YR

2/1)、 Ⅲ層は小粒スコリアを多く含み小粒パミスを若千含む黒褐色土層(7.5YR 3/2)、 Ⅳ層は小

粒スコリアを多く含み小粒パミスを若千含む黒色土層 (10YR 2/1)、 V層は小粒スコリアを多く

含み小粒パミスを若千含む黒褐色土層 (7.5YR 3/2)、 Ⅵ層は小粒スコリアを多く含み小粒パミ

スを若千含む黒色土層 (10YR 2/1)、 Ⅶ層は小粒スコリアを多く含み小粒パミスを若干含む黒褐

色土層 (7.5YR 3/2)、 Ⅷ層はローム粒子を若干含む褐色土層 (7.5YR 4/3)で あった。

巽ヘダl①  〈
ヘ

ら  つ0名
ざ

Ⅳ vⅥ Ⅶ I

第94図  H-23号住居址実測図 (|:80)



Ⅳ 遺構と遺物

カマ ド 第95図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあ

るが、左右両袖 と天丼部の一部をと

どめるのみで、その他は破壊された

状態にあった。本カマ ドの構材には、

面取 り軽石 と灰黄褐色粘土 (4層

10YR 4/2)が 用いられていた。

本カマ ドの土層は、 3層 に分層さ

れた。 1層 は若千の粘土・焼土が混

じる黒褐色土層 (10YR 2/2)2層は

粘土をよく含む黒褐色土層 (10YR

3/2)、  3層は明褐色焼土層 (7.5YR

5/8)であった。

遺 物 第96・ 97図

遺物の出土量は、他の住居址とく

らべて少ない。須恵器片には蓋・不・

罹

∩
|

0      50cm

Ｆ
一

Ｆ
一

第95図  H-23号 住居址カマ ド実測図 (|:40)

Dミ
」

θθ

第96図  H-23号住居址出土遺物 (|:4)
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第34表  H-23号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

図

号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

回

杯

須

〈156〉
39
〈12.3〉

体部は直線的に外反し、底部には高台が
貼り付けられる。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラケズリ。切り離し方法不明。

内面 ロクロヨコナデ.(ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を含
み灰白色(10Y7
/1)焼成良好

２

回

不

須

〈166〉
4 1

〈12.3〉

体部は直線的に外反 し、底部には高台が

貼 り付け られ る。

面

面

外

内
体部 ロクロヨコナデ。
ロクロヨコナデ

(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y4/1)

３

回

甕

土

〈14.8〉
12 1
□縁部は短く外反し、胴～底部は球状を
呈する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい黄橙色
(10YR7/4)

４

回

寝

土

(222) □縁部はくの字状に外反す る。
この種の製に してはやや肉厚。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラケ ズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含

みにぶい黄橙色
(10YR 7/4)

５

回

甕

土
(9 5)

底部平底。
面
面
外
内
胴部刷毛 目状のナデ。底部ヘ ラナデ。
ヘ ラナデ。

胎土は石英粒子

を特徴的に含み

橙色
(10YR7/4)

第35表  H-23号住居址出土遺物一覧表 〈鉄器〉

躙図番号 器 種 材質 長 さ 厚 さ 重量 備   考

6 鎌 鉄 (%)

5cm

第97図  H-23号住居址出土遺物 (|:3)

高台付杯 。甕が、土師器片には不 。甕が認められた。図示した遺物が主だったものである。

1・ 2は 須恵器高台付杯である。

3は、土師器小形球胴甕である。

4は、くの字状口縁をみせる土師器甕である。 5は外面に刷毛目状調整をみせる土師器甕の底

音るである。

6は、鎌で、先端部の湾曲がさほど強 くないものである。

時 期

本住居址は、八世紀第 I四半期、十二遺跡第 I期に位置付けておこう。

(24) H-24号住居址
住居址 第98図

H-24号住居址は、第 I区ハー36グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、H-23号住居址の西北コーナーを切って存在 している。

99



Ⅳ 遺構と遺物

o      50cm

第98図  H-24号住居址実測図 (|:80) 第99図  H-24号 住居址カマ ド実測図 (|:40)

本住居址は、南北3.Om東西3.Omの 隅丸方形を呈し、床面積7.6m2を 測り、南北軸方向はN―

15°―Wを指す。壁高は、30～ 35cmを測る。壁溝は認められない。床面は、貼り床ではないが、全

体に硬質な床となっている。

ピットは、西北コーナーにPlが、南壁際中央に P2が認められたのみである。

Plは 60× 55cm深 さ15cm、  P2は 22× 15cm深 さ10cmを 測る。

遺物は、いずれも覆土中からの出土である。

覆土は、 6層 に分層された。 I層 は小粒スコリアを多く含む黒褐色土層 (10YR 3/2)、 Ⅱ層は

ローム粒子をまったく含まない黒色土層(10YR 2/1)、 Ⅲ層はローム粒子・パミスを多く含むにぶ

い黄褐色土層 (10YR 4/3)、 Ⅳ層はローム粒子をまったく含まない黒色土層 (10YR l.7/1)、 V

層はパミスをよく含む黒褐色土層 (10YR 3/2)、 Ⅵ層はローム粒子を多く含む暗褐色土層 (10YR

3/4)であった。

カマド 第99図

カマ ドは、住居址の北壁中央よりやや西よりにあるが、左袖の一部をとどめるのみで、その他

ヱθθ

Ｆ
一

Ｆ
一

Ⅳ



1 竪穴住居址

第36表  H-24号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

第100図  H-24号住居址出土遺物 (|:4)

は破壊された状態にあった。本カマ ドの袖の構材には、にぶい橙色粘土 (3層  7.5YR 7/4)が

用いられていた。

本カマ ド内の土層は、2層 に分層された。1層 は灰をよく含み若干カーボンを含む褐色土層 (7.

5YR 4/6)2層は多量の焼土を含む黒褐色土層 (7.5YR 2/2)で あった。

遺 物 第100図

遺物の出土量は、他の住居址とくらべて少ない。須恵器片には杯・甕 。四耳壺が、土師器片に

は不・甕が認められた。図示した遺物が主だったものである。

1は須恵器不で、回転糸切 り未調整の底部をみせている。

2は コの字状口縁をみせる土師器甕である。

4は外面にロクロによるカキロ状調整をみせる土師器甕の底部である。

時 期

本住居址は、九世紀前葉、十二遺跡第V期に位置付けておこう。

図

号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

回
不
綴

〈i39〉
40
〈78〉

体部は外反 し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y7/1)

２

回

製

土

〈193〉
□縁部はコの字状に外反す る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラヶメ リ
内面  □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み明赤褐色
(5YR 5/8)

３

回
甕
吐 46

底部平底。
面
面
外

内
胴部～底部ヘラケズ リ。
ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい黄橙色

GOY R7/4)

４

回

褻

土
一　
一卸
底部平底。

外面 1同部 ロクロヨコナデ。

底部ナデ、切 り離 し方法不明
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内面

胎土は砂粒を含
み橙色
(75YR7/6)

IθI



Ⅳ 遺構と遺物

(25) H-25号住居址
住居址 第101図

H-25号 住居址は、第 I区

ノ・ハー36グ リッドにおいて検

出された。

本住居址は、南北2.7m東西3.

25mの小形隅丸方形を呈 し、床

面積6.5m2を 測 り、南北軸方向は

N-14°一Wを 指す。壁高は、

25～ 35cmを 測 る。壁 溝 は、幅

10～ 15cm深 さ 8 cm程のものが住

居を全周する。床面は、貼 り床

ではないが全体に硬質な床とな

っている。

ピットは、住居の中央付近に

Plが認め られたのみである。

Plは 25× 25cmを 測 り、深さは 7

|口      LI

Ｄ
一

Ｄ
一

0     1m

第 101図  H-25号 住居址実測図 (|:80)

Iθ2

第 102図  H-25号住居址遺物分布図 (|:40)



1 竪穴住居址

cmと きわめて浅い。

遺物は、カマ ド東の東壁際に、きわめて

良好な状態で一括資料が検出された(第 102

図 。図版二十五 )。 7・ 4・ 8・ 13・ 22・

1・ 12・ 11は、いずれも完形もしくはそれに

近い床面直上の出土遺物で、このうち、 1

の不と22石鉢が伏せた状態で、それ以外は

正常位で検出されている。これらの遺物は、

何らかの理由で一括遺棄されたものと考え

られる。また、 3の高台付不もカマ ド前の

床面直上の出土遺物である。なお、これ以

外の18・ 19。 10。 9の大形破片等は、床面

よりやや浮いた状態で検出されている。

覆土は、 5層 に分層され、 2層以上は埋

土的な堆積状況を呈していた。 I層は小粒  第103図  H-25号住居址カマド実測図 (|:40)

パミス・スコリアを含む黒褐色土層 (10YR 3/2)、 H層は大量のローム粒子・スコリアを含むに

ぶい黄褐色土層 (10YR 4/3)、 Ш層はローム粒子をまったく含まない黒色土層 (10YR l.7/1)、

Ⅳ層は口すム粒子を若千含むにぶい黄褐色土層 (10YR 4/3)、 V層はローム粒子を多く含むにぶ

い黄褐色土層 (10YR 4/3)であった。

カマド 第103図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、比較的良好な状態で残っていた。前述した遺物が何らか

の理由で一括遺棄されたのと同様、破壊されずに残されたのかもしれない。その袖部の芯には面

取り軽石と安山岩礫が用いられている。そのなかで、ことにBのエレベーションにみられる面取

り軽石は『状の形態に整形されたものであった。これら芯となる礫は 3層 (粘土)に よって固め

られていた。なお、火床部の中央には面取り軽石の支脚が立っていた。また、カマ ド内からは15

の土師器甕が検出されている。

本カマ ド内の土層は、 2層 に分層された。 1層 は若千の灰・カーボンが混じる黒褐色土層 (10

YR 2/2)、  2層は粘土をよく含み若千の灰を含むにぶい黄褐色土層 (10YR 4/3)で あった。

遺 物 第104・ 105。 106図

本住居tll_は、遺物の出土量は他の住居址とくらべてさほど多いわけではないが、完形もしくは

遺存度の高い遺物が数多く出土している。

1・ 2は、回転ヘラキリによる底部をみせる須恵器不である。

0       50cm

ノ03



Ⅳ 遺構 と遺物

10

第 IⅢ図 H-25号 住居址出土遺物 (|:4)

3・ 4は、回転ヘラケズリによる底部をみせる須恵器高台付不である。

5は、体部に放射状暗文をみせる畿内系の土師器不である。その見込部については、余J落が激

しいが、僅かにラセン暗文が観察された。

104

ノク

ノ.///η



1 竪穴住居址

10cm

第105図  H-25号住居址出土遺物 (|:4)

6は問題 となる資料で、ロクロ整形による土師器杯の破片である。形態的には、 1・ 2な どの

須恵器不のプロポーションが模されたものと考えられる。その切 り離し手法は不明であるが、お

そらくは回転ヘラキリによるものとおもわれる。カマ ド内出土。

7は土師器坑で、内面黒色研磨のなされるものである。

8・ 10は須恵器短頸壺で、 8は小形、10は大形な器形を呈 している。

一ヽ――
――
―‐

Ｒ

Iθ5
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第 106図  H-25号 住居址出土遺物 (l:4 23の み |:3)
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第37表  H-25住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

挿図

番号
器種 法量 器 徴特の形 整調 考備

1

(完 )
椰
(須 )

140
44
94
体部は外反 し、底部は丸味を帯 びた平底

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘ ラキリ、未調整。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色 (10Y
8/1)完 形。

２

一九

郭

須

146
47
81
体部は外反 し、底部は丸味を帯びた平底

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラキ リ、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

完全な環元炎焼
成となっておら
ずにぶい褐色
(75YR5/4)

３
つ

不

須

138
4.1

97
体部は直線的に外反し、底部には高台が

貼り付けられる。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラケズリ、切 り離 し方法不明

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ左回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(75Y7/1)

４

一
冗

不

須

165
46
109
体部は直線的に外反 し、底部には高台が

貼 り付け られ る。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラキ リの後、回転ヘラヶズ リ

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y5/1)

５
Ｄ
不
吐

〈180〉
56
(130)

体部は外反 し、底部は丸味を帯びた平底 ,

□縁部 ヨコナデ。体部～底部ヘラケ ズリ

体部に放射状、見込み部にラセ ン暗文が

施こされ る。

面

面
外
内

胎土は砂粒を含
み橙色
(7.5YR7/6)

6
(回 )

ネ

土

〈135〉 体部は外反し、底部は偏平な丸底を呈す
るものと思われる。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部切り離し方法及び調整不明。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を含
み橙色
(7.5YR7/6)

７

完

婉

上

12.8
4.8
4_6

体部は丸味を帯びて外反 し、底部はやや

偏平な丸底。小形品。

外面 □縁部 ヨコナデ。体部ヘラケズリの後若干の
ヘラ ミガキ。底部ヘラケズ リ。

内面 黒色研磨。

胎土は砂粒を含
み掲色(7.5YR4
/3)完形。

８
つ
短頸瓶
(須 )

】
回
一

□縁部は短 く直立 し、胴部は球状を呈 し

底部は偏平な丸底を呈す る。

小形な器形。

外面 □縁部～胴部 ロクロ ヨコナデ。底部ナデの後

周囲ヘラヶズ リ。切 り離 し方法不明。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内面

月6■ほ砂肛を冨り

灰色 (10Y5/1)底
部に「木」のヘラ
言P晏ふ h^隼柩

９

回

長頸瓶
(須 )
(8 7)

肩の張る感じの胴部となり、底部には高
台が貼り付けられる。

外面  ロクロヨコナデ。自然釉が付着。
底部切 り離 し方法不明。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

臓工ほり租セ冨
み灰色 (10Y5
/1)三段構成の
つなぎ

０
回
短頸壺
(須 )

(13.8)
178
〈136〉

□縁部 は短 く直立 し、肩の張 る胴部。

やや丸味を帯びた平底を呈す る。

外面 胴部は
'pき
の後・ ク ロヨコナデ。

1同下半～底部ヘラケズ リ。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰褐色
(5YR4/2)

Ｈ
続
小形裂
(土 )

〈97〉
67
69

□縁部は短 く外反 し、胴部は球状に膨み

底部は丸味を帯びた平底を呈す る小形な

器形。把手が貼 り付け られ る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部～底部ヘラケズリ。
内面 □縁～胴上半 ヨコナデ。底部ヘラナデ。

胎上は砂粒を含
み暗赤褐色(5Y
R3/4)を 呈する

‐２
０
小形裂
(土 )

□縁部は短 く直立気味に外反 し、丸味を

帯びた平底を呈する。小形で肉厚。ある
いは8のような須恵器短頸壺の模放形態か(

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部～底部ヘラケズリ。
内面 □縁部～胴部 ヨコナデ。底部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み浅黄橙色を呈

する(10YR8/3)
申形品 ^

!3
(完 )
小形甍
(土)

□縁部は短く外反し、1同部は球状を呈し
底部平底の小形で肉厚な器形。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部・ 底部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み暗赤褐色(5Y
R3/4)
車 形 品 ^

４

回
小形甕
(土 )

くH.2〉
lo 7
□縁部はくの字状に外反し、胴部は球状、
底部丸底の小形な器形。

外面 □縁部ヨコナデ。胴部・底部ヘラケズリ
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(5YR6/4)

５

完
裂
(土 )

14.0
127
87
□縁部はくの字状に外反し、胴部は球状
底部平底。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部～底部ヘ ラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい黄橙色
(10YR7/3)を呈
する。完形品。

６

回

寝

土

(21 0〉 □縁部は外反 し、胴部は球状を呈する。

底部の形状は不明。肉厚。

外面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラケ ズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含

みにぶい黄橙色

を呈す る。
r10YR7/4ヽ

７

回

甕

土

く227〉 □縁部は丸味を帯びて外反 し、やや肩の
張 る胴部を呈す る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラヶズリ。
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を多

く含みにぶい褐

色を呈す る。
(75 YR5/3)

18
(完 )

甕

土

22 3 □縁部はゆるく外反し、胴部は比較的直
線的に下降する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラナデ。

肺上は砂肛をク
く含み浅黄橙色
を呈する。

９
つ
迎
(土 )

23 6
□縁劉
`は
くの子状に外反 し、 lll・1副Sは比較

的直線的にすばまる。

最大径は□縁部にある。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラヶズ リ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部 ^、 ラナデ。

胎土は砂粒を多
く含み明赤褐色
(5YR5/6)

Iθ 7



Ⅳ 遺構と遺物

第38表  H-25号 住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

9は須恵器長頸瓶 と考えられるが、頸部を  第39表  H-25号住居址出土遺物一覧表 く石器〉

失っている。

11～ 14は土師器小形甕で、このうち11の片

側には把手が付けられている。

口図番号 器 種 材質 長 さ 厚 さ 重量 備   考

石 鉢 輝 石
害 ||1岩
200 4.20 完形

15は 12～ 14と 比べるとやや大ぶ りであるが、土師器小形甕である。

16・ 17は、胴部の膨らむ、やや肉厚な土師器甕である。

18・ 21は 、口縁部が緩 く短 く外反し、胴部にはタテ方向にヘラケズリの見られるやや肉厚な土

師器長胴甕である。

19。 20は 、 くの字状口縁の土師器甕で、その最大径が口縁部にあるものである。

22は 、河床礫の中央部をくり抜いた石鉢である。23は 、土製紡錘車である。

時 期

本住居址は、八世紀第 I四半期、十二遺跡第 I期に位置付けられよう。

(26) H-26号 住居址
住居址 第107図

H-26号住居址は、第 I区 ノ・ハー36グ リッドにおいて検出された。調査時には湧水が激しく

その精査には困難をきたした。

本住居址は、H-32号住居址大部分を切って存在 している。

本住居址は、南北 5.4m東西 5。 4mの隅丸方形を呈 し、床面積23.5m2を 測 り、南北軸方向はN―

8°一Wを指す。壁高は、50～ 60cmを 測る。壁溝は、住居址をほぼ全周すると考えられるが、湧水

が激しく東壁・北壁においては確認できなかった。確認できた部分で幅20～ 30cm深 さ10cmほ どを

測った。床面は、全体にかなり硬質な貼り床となっている。

'ピ ットは、Pl～ P4の四個のピットが対で認められたほか、南壁際には P5° P6の ピットが対で

認められた。Plは 65× 60cm深 さは推定で55cm、 P2は 60× 55cm深 さは推定で50cm、  P3は 70× 65cm深

Iθ8                        .

図
号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備    考

２０
０

甕

土

234
□縁部はくの字状に外反する。
最大径は□縁部にある。

面

面

外

内
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラケズリ
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ

胎土は砂粒を含
みにぶい赤褐色
(5YR5/4)

２‐
個

甕

土

(23.9)
□縁部は比較的短く外反する。

外面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。
内面 口縁部ヨコナデ。胴部刷毛目状のナデ。

胎土は砂粒を多
く含みにぶい赤
掲色(5YR5/4)



1 竪穴住居址

さは推定:‐C55cm、 P4は 70× 60cm筋晨さ

は推定で50cm、 P5は 35× 35cm深 さ25

Cmヽ  P6は 35× 35cm深 さ20cmを 測る。

遺物は、 8の土師器郎が北壁に貼

り付いて、 1・ 2の須恵器不がカマ

ド前の床面直上に伏せられた状態で

出土した。 6の須恵器高台付不もカ

マ ド脇の床面直上から出土している。

また、15の鎌は、南壁際床面より10

cm上から出土している。この他はい

ずれも覆土中からの出土である。

カマ ド 第108図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあ

り、左右両袖の一部と天丼石をとど

めていた。本カマ ドの煙道部天丼に

は、両脇を面取 り軽石で支えられた

扁平な安山岩礫が伏せられていた。

左右両袖の構材にはにぶい赤褐色粘

土 (1層  5 YR4/4)が用いられて

いた。

遺 物 第109。 110。 111図

遺物は、須恵器では蓋・不 。高台

付不・甕、土師器では不 。鉢 。甕な

どが出土している。また、鉄器とし

て、15の鎌が出土している。

1～ 5は 回転糸切 りによる底部を

みせる須恵器不、 6・ 7は回転糸切
第107図  H-26号住居址実測図 (|:80)

りによる底部をみせる須恵器高台付不である。

8・ 9は、ロクロ整形による土師器で、 8が不、 9は鉢である。 8の不の底部には、回転糸切

りの後手持ちヘラケズリが加えられている。

10も 、ロクロ整形による土師器甕で、回転糸切 りによる底部をみせている。

,11～ 13は土師器甕で、12・ 13は コの字状口縁をみせている。

Q

ヱ09



14は、扁平な河床礫の中央部に穿

孔のなされたもので、紡錘車の使用

時にその軸を受けるためのものと考

えられようか。

15は、大形の鎌で、その基部には

柄の本質部も付着している。

16は、黒曜石の石鏃で、その先端

部が予L頭状に作り出されたものであ

る。

17は、玉石である。ことさらカロエ

の加えられたものではないが装飾品

だったのであろうか。

時 期

本住居址は、九世紀前葉、十二遺

跡第V期に位置付けられよう。

IV 遺構 と遺物

第 108図  H-26号 住居址カマ ド実測図 (|:40)

０５〇一Ｃ
一

Ｃ
一

IIθ

第109図  H-26号住居址出土遺物 (|:4)



l 竪穴住居 l」L

5cm

他は |:4)第|10図  H-26号住居址出土遺物実測図 (15=|:3、

III



Ⅳ 遺構 と遺物

第40表  H-26号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

図

号

挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１
一冗

琢

須

３

４

６

体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含

み灰 白色

(5Y7/2)

２

完

郎

須
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰 白色 (10Y8
/1)完 形品。

３

完
不
(須 )

140
38
6.8
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ左回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(75Y7/1)

４
印

杯

須

〈134〉
45
〈60〉
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回 転 )

胎土は砂粒を多く
含みlこぶい黄褐色
(10YR 5/3)
内姉 に火構

５

回

琢

須

〈148〉
4.4
64
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を多く

含み灰白色

(10Y8/1)

6

(回 )

不

須

(15 3)
47
80
体部は稜 をもって外反 し、底部には高台

が貼 り付けられる。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 りの後、高台部貼 り付け。

内面 体部 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色を呈する
(10Y6/1)

７
一九

不

須

146
61
76
体部は直線的に外反 し、底部には高台が

貼 り付けられ る。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 りの後、高台部貼 り付け。

内面 体部 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含

み灰色を呈す る

(10Y6/1)

８
Ｄ
不
(土 )

76
底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 りの後、手持ちヘラケズリ

内面 黒色研磨。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
みにぶい黄橙色

(10YR7/4)

９
印

鉢

土

〈224) 体部は丸味を帯びて外反し、平底となる
ものと思われる。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部切り離 し方法不明。

内面 ヘラミガキ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は比較的精
選 され明赤褐色
(5YR5/6)

０

回
甕
(土 )

60
胴部はも、くらみ、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含

み橙色
(5YR6/6)

‐

回

甍

土

〈150〉 □縁部はゆるく外反する。
比較的小形な器形。

外面 □縁部 ヨコナデg胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含

みにぶい橙色

(75YR6/4)

２
印

甕

土

く185〉
□縁部はコの字状に外反す る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み明赤褐色を呈

する(5YR5/6)

３
ｍ

理

土

(2o.1〉
□縁部はコの字状に外反す る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい赤掲色
(5YR5/3)

―

恣     

―
  ―

◆    1

0                3cm

第 ||1図  H-26号 住居址出土遺物 (4:5)

f12

第41表  H-26号住居址出土遺物一覧表
〈金属器 0石器〉

挿図番号 器 種 材 質 長さ 厚 さ 重量 備 考

不  明
…安 山 岩

325

鎌 鉄 244 (270)

石 鏃 黒曜石 (20) (1 6)

不 明 チャー ト



1 竪穴住居址

(27) H-27号住居址
住居址 第112図

H-27号住居址は、第 I区 ヒー34グ リッドにおいて検出された。

本住居 l」Lは 、 F-28号掘立柱建物tlLを切って存在 している。本住居址の貼 り床下からF-28の

PIP2が検出されてお り、その切

り合い関係は明確である。

本住居址は、南北3.lm東西3.05

mの小形隅丸方形を呈し、床面積

7.6m2を 測 り、南北軸方向はN― o°

一Sを指す。壁高は、15～ 20cmを

測る。壁溝は認められなかった。

床面は、全体にかなり硬質な薄い

貼 り床となっている。

ピットは認められなかった。

遺物は、 3の土師器不が南壁際

の床面直上より正常位で出土した。

この他はいずれも覆土中からの出

1日

F

0     1m

第 |12図  H -27号住居址実測図 (|:80)

土である。

覆土は、 2層 に分層された。 I層 は小粒パミス

を多量に含む黒褐色土層 (10YR 2/3)、 H層 は小

粒パミスを多く含む黒色土層 (10YR 2/1)であっ

た。

カマド 第113図

カマ ドは、住居址の東壁やや南よりにあるが、

完全に破壊された状態にあり、住居址内にはその

構材である面取り軽石 。安山岩礫が散乱していた。

本カマ ド内の土層は、 3層に分層された。 1層

は焼土を多く含むにぶい赤褐色土層 (5 YR4/

4)、 2層は焼土をあまり含まない黒色土層(5 YR

l.7/1)、  3層は焼土を多く含むにぶい赤褐色土層

(5 YR4/4)で あった。

遺 物 第114図 第 |13図  H-27号 住居址カマ ド実測図 (|:40)

判Ｂ
一

Ａ

一

o       50cm

B'

淵

|口 |ロ

IIθ



Ⅳ 遺 llYlと 遺物

5

第 |14図  H-27号 住居址出土遺物

0                1ocm

(|:4)

第42表  H-27号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

挿図
番号

器種 法 量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

1

(回 )
不
(須 )

く140〉
4.0

〈68〉
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロク ロヨコナデ。底部回転糸切 りの後
周囲手持ちヘラケズリ。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y7/2)

２

回

杯

土

〈132〉
46
〈66〉
体部は丸味を帯びて外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 りの後、
周囲手持ちヘラケズリ。

内面  ロクロヨコナデの後ヘラミガキ。
(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み浅黄橙色
(75 YR3/3)

３

回
不
(土 )

(138)
45
72
体部は丸味を帯びて外 Fxし 、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 り未調整
内面 ロクロヨコナデの後、黒色研磨。

(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色

(7.5YR7/3)

４

回

甕

土

〈147〉 □縁部は丸味を帯びて外反 し、胴部は球
状を呈する

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。
内面  □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含

みにぶい褐色
(7 5YR5/3)

5

(回 )

甕
(土 )

〈192〉
□縁部は僅かコの字状に外反する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラヶズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい赤掲色
(5YR5/4)

６

回

甕

須
〈162〉

底部平底。

外面 叩 きがなされる。

自然釉が全面に付着。
ナデ。内面

胎土は砂粒を多
く含み灰色
(N5/0)

I14



1 竪穴僧i居址

遺物の出土量は総 じて少ないが、須恵器では不・甕、土師器では杯・甕などが出土している。

1は 回転糸切 りによる底部をみせる須恵器不である。

2・ 3は回転糸切 りによる底部をみせるロクロ土師器杯である。

4・ 5は、僅かにコの字状 となる口縁をみせている土師器甕である。

6は、須恵器甕の胴部以下である。

時 期

本住居址は、八世紀第Ⅳ四半期～九世紀初頭、十二遺跡第Ⅳ期に位置付けられよう。

(28) H-28号住居址
住居址 第115図

H-28号住居址は、第 I区 ノー36・ 37グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、南北4.8m東西4.7mの 隅丸方形を呈 し、床面積16.5m2を 測 り、南北軸方向はN一

11° ―Wを指す。壁高は、30～ 40cmを 測る。壁溝は幅 15～ 20cm深 さ 5～ 10cm程度のものが、住居址

を全周している。床面は、全体にかなり硬質な薄い貼 り床となっている。

I

0     1m

Ａ
一

第|15図  H-28号住居址実測図 (|:80)

バ
一
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Ⅳ ,■構と遺物

ピットは、 Pl～ P4の四個のピットが

対で認められたが、これらはいずれも住

居の外側に向かって斜めに開 くものであ

った。また、南壁際には P5が認め られ

た。Plは 50× 40cm移長さ60cm、 P2は 45× 45

cm移晨さ50cm、 P3は 50× 45cm湯晨さ70cm、 P4

は40× 40cm深 さ50cm、 P5は 25× 25cmを 測

る。

遺物は、 7の土師器不がカマ ド東脇北
0       50cm

壁際の床面直上より正常位で、また 5の    ~

須恵器高台付不がカマ ドの火床面直上よ             c
り正常位で出土した。この他はいずれも

覆土中からの出土である。萬年通責はカ

マ ド付近の覆土中からの出土である。

覆土は、 I層 はガヽ粒スコリアを多く含   第|16図  H-28号住居址力

み、極大スコリアを若千含む黒色土層 (10YR 2/1)であった。

Ｂ
一

Ｃ
一

マ ド実測図 (| :40)

カマ ド 第116図

カマ ドは、住居址の北壁中央よりやや東よりにあり、左右両袖の一部をとどめていた。西袖の

芯には面取 り軽石が、東袖の芯には安山岩礫が用いられ、灰褐色粘土 (5層  5 YR4/2)と 黒色

土層 (6層  5 YRl.7/1)で 固められていた。

本カマ ド内の土層は、4層 に分層された。1層 は若千の灰 とカーボンを含む黒色土層 (10YR 2/

1)、 2層 は焼土を多く含む褐色土層 (7.5YR 4/6)、 3層は若千の焼土を含むカマ ドの構材である

褐色粘土層 (7.5YR 4/3)、  4層 もカマ ドの構材であるにぶい褐色粘土層 (7.5YR 5/4)で あっ

た。

遺 物 第117・ 118図

遺物の出土量は総 じて少ないが、須恵器では蓋 。不・高台付不 。甕、土師器では不・坑 。鉢 。

甕などが出土している。

1・ 2は須恵器蓋で、 1は ボタン状のつまみ部、 2は カエ リのあるものである。

3は 回転ヘラキリによる底部をみせる須恵器不である。

4・ 5・ 6は、それぞれ法量の異なる須恵器高台付不である。

7は 土師器坑、 8は土師器鉢 と考えられる。

9。 10は、 くの字状口縁の土師器甕で、最大径が口縁部にあるものである。

IIδ
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第|17図  H-28号住居址出土遺物 (|:4)
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Ⅳ 遺構と遺物

秦
、 ＼

＼

く

‐

0                 1ocm

第 |18図  H-28号住居址出土遺物 (|:4)

第43表  H-28号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

挿図

番号
器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

―

完

蓋

須

36
つまみ部は偏平なボタン状を呈す る。

外面  ロクロヨコナデ。
内面  ロクロョコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y8/1)

2

(回 )

蓋

須

〈189〉
内面にはかえりを有す る。

外面  ロクロヨコナデ。
内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y8/1)

３
印

ネ

須

〈132)
47
〈9 8〉
体部は外反し、底部は丸味を帯びた平底

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラキ リ、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

完全な環元炎焼

成 となっておら
ずにぶい赤褐色

4

(回 )

不

須

〈97〉
36
(62)

体部は直線的に外反 し、底部には高台の

貼 り付けられ る小形な器形。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラケ ズリ、切 り離 し方法不明

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を多
く含み灰色
(10Y6/1)

５

完
郎
(須 )

(122)
40
8 1

体部は直線的に外反し、底部には高台が

貼 り付けられ る。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘ ラケズリ、切 り離 し方法不明

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

完全な環元炎焼
成となっておら
ず橙色を呈する
(5YR7/8)

６

回

杯

須

〈160〉 体部は直線的に外反す る。
底部には高台が貼 り付 けられ るものと思
われる。

外面  ロクロヨコナデ。
内面 ロクロョコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色

(10Y8/1)

7

(完 )

婉
土

156
49 体部は丸味を帯びて外反 し、底部は偏平
な丸底。

外面 □縁部 ヨコナデ。体部～底部ヘ ラケズリ
内面  ヨコナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい赤褐色
(5YR5/4)

８
団

鉢

土

く215〉
体部はゆるく外反す る。ゃや肉厚。
あるいは高郊 となるか。

外面  ヨコヘラミガキ。
内面  ヨコ・ ナナメヘラミガキ。

胎土は砂粒を含
み浅黄橙色
(75YR8/4)

９

回

饗

土

(225〉 □縁部はくの字状に外反し、ゆるく膨ら
む長1同を呈する。最大径は□縁部にある。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。 1同部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含

みにぶい赤褐色
(5YR5/4)

０

回

甕

土

(22 1)
□縁部 はくの字状に外反 し、ゆるく膨 ら
む長胴を呈す る。最大径は□縁部にある

面

面

外

内
□縁部 ヨコナデ。1同部ヘラヶズ リ
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい黄橙色
(10YR 7/4)

Ｈ
徊

饗

土

〈212〉 □縁部は短く外反し、胴上部は比較的直
線的に下降する。
やや肉厚。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部タテヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は精選 され

ずにぶい黄橙色
(10YR 7/4)

２
Ｄ

甕

土

〈22 6〉
□縁部は短 く外反す る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部 ヨコナデ。
内面 □縁部 ヨコナデ。

にぶに黄橙色の

断面をみせる

(10YR 7/3)

11・ 12は、口縁部が短 く緩やかに外反するやや肉厚な土師器甕である。

このほか、萬年通費がカマ ド付近の覆土中から出土しているが、遺存状態がきわめて悪 く図示

できなかった。高年通費の初鋳年は760年 とされているが、本住居址の土器群は八世紀第 I四半期

の様相を呈 しており、両者は噛み合わない。よってこの高年通費は、本住居址に伴わず、流入し

I18



1 竪穴住居址

たものと考えられよう。

時 期

本住居址は、八世紀第 1四半期、十二遺跡第 I期に位置付けられよう。

(29) H-29号住居址
住居址 第119図

H-29号住居址は、

第 I区ハー37グ リッド

において検出された。

本住居址は、南北4.

7m東西5.Omの 隅丸方

形を呈し、床面積18.7

m2を測り、南北軸方向

は N-14° 一Wを指す。

壁高は、50～ 65cmを 測

る。壁溝は認められな

い。床面は、全体に硬

質な貼り床となってい

る。

なお、住居址 I区の

床面直上には、面取 り

軽石 と安山岩礫二十数

点が認められた。これ

らはカマ ドの構材と考

えられるものである。

ピッ トは、 Pl～ P4

の四個のピットが対で

認められたほか、西南

コーナーには隅丸方形

を呈する P5が 認め ら

れ た。

0      1m

P

第 |19図  H-29号住居址実測図 (|:80)
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Ⅳ 遺構と遺物

Plは 50× 50cm深 さ

50cm、 P2は 65× 55cm深

さ50cm、 P3は 80× 70cm

深さ70cm、 P4は 65× 65

cm深 さ50cm、  P5は

145× 95cm深 さ20cmを

測る。

遺物は、 2・ 4の不、

6の小形甕が床面直上

から出土している。ま

た、 1の蓋は壁に張 り

付いて、 8の石器は床

面より5 cm浮いて出土

している。この他は、

いずれも覆土中からの

出土である。

覆土は、 8層 に分層

されたが、 4層以上は

埋土的な様相を呈して

いた。 I層 は黒褐色土

層 (10YR 3/2)、 H層

はパ ミス・ローム粒子

彦

o       50cm

Ｃ
一

Ｃ
一

第120図  H-29号住居址カマ ド実測図 (|:40)

を大量に含む暗褐色土層 (10YR 3/4)、 Ш層はパミス・ローム粒子を多く含む黒褐色土層 (10YR

3/2)、 Ⅳ層はパミス・ローム粒子を多く含む黒褐色土層 (10YR 3/2)、 V層は黒色土層 (10YR l.

7/1)、 Ⅵ層は黒色土層 (10YR 2/1)、 Ⅷ層は黒色土層 (10YR l.7/1)、 VⅢ層は黒色土層 (10YR 2/

1)であった。また、Ⅸ層はローム粒子をよく含む締まりのある張り床で、にぶい褐色土層 (10YR

4/3)であった。

カマド 第120図

カマ ドは、住居t」Lの北壁中央において壁外を大きくえぐり込むような構造となっているが、左

袖と天丼部の一部をとどめるのみで、その他は破壊された状態にあった。本カマ ドの構材には、

面取り軽石および安山岩礫と明灰褐色粘土 (1層  5 YR7/2)が用いられていた。住居址 I区の

床面直上には、カマ ドの構材と考えられる面取り軽石と安山岩礫二十数`点が認められた。

12θ



1 竪穴住居址

月
〃
〃

　

　

７

遺 物 第121図

遺物は、須恵器には蓋・不 。高台付不・甕

が、土師器片には不・甕が認められた。図示

した遺物が主だったものである。

1は須恵器蓋で、扁平なボタン状のツマ ミ

第121図  H-29号住居址出土遺物 (|:4)

第44表  H-29号住居址出土遺物一覧表 く石器〉

挿図番号 器 種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重量 備   考

不  明
輝 石
安山岩

155 1,200

9 不  明
玄岬
安 山 岩

1.4∞

121



Ⅳ 遺構と遺物

第45表  H-29号 住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

部をもつものである。

2～ 4は、回転ヘラキリの後手持ちヘラケズリのなされた底部をみせる須恵器不である。

5は回転ヘラケズリのなされた底部をみせる須恵器高台付不である。

6・ 7は、土師器小形球胴甕である。

この他、図示しえなかったが、畿内系暗文のみられる土師器不の破片も認められた。

なお、 8。 9は扁平な河床礫であるが、その用途は不明である。

時 期

本住居址は、八世紀第H四半期、十二遺跡第H期に位置付けられよう。

(30) H-30号 住居址
住居址 第122図

H-30号住居址は、第 I区ハー36グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、 F-8号 掘立柱建物址に東南コーナーの一部を切られて存在 している。また、そ

の上部は暗渠排水によって破壊されている。

本住居址は、南北3.7m東西3.5mの 隅丸方形を呈 し、床面積8.lm2を 測 り、南北軸方向はN―

15° 一Wを指す。壁高は、50～ 60cmを 測る。壁溝は認められない。床面は、貼 り床ではないが、全

体に硬質な床となっている。

122

図

号
挿
番 器種 法 量 徴特の形器 整調 考備

１
つ

蓋

須

24
25
138
つまみ部は偏平なボタン状を呈す る。

外面  ロクロョコナデの後、天丼部回転ヘラケズ リ
内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を多
く含み灰色
(N6/0)

2

(完 )

不

須 体部は外反し、底部は力,味を帯びた平底
外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラキ リの後、全面手持ちヘラケズリ

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含

み灰 白色
(10Y7/1)

3

(完 )

不
(須 )

14. 6

39
■ 6
体部は外反 し、底部は丸味を帯びた平底

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘラキ リの後、
周囲手持ちヘラケズリ。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を多
く含み灰色
(10Y6/1)

４
つ

跡

須
体部は外反し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部全面手持ちヘラケ
ズリ、切 り離 し方法不明

内面 ロクロョコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を多
く含み灰色

(N5/0)

５
Ｄ

不

須

(137)
35
(HO)
体部は外反し、底部には高台が貼り付け
られる。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘラケズリ
切 り離 し方法不 明

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を多
く含み灰色

(10Y6/1)

６
印
小形甕

(土 )

(9 6) □縁部は直立気味に外反 し、胴部球状を
呈する小形な器形。
あるいは台付甕か。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。
内面  □縁部 ヨコナデ。胴部 ョコナデ。

胎土は砂粒を多

く含み、明灰褐

色(7 5YR7/2)

７
ｍ

甕

土

〈129〉 □縁部はゆるく外反し、胴部は球状を呈
する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を多
く含みにぶい赤
掲∈L(5YR5/4)



1 竪穴住居址

ピットは認められな

かった。

遺物は、 3の土師器

婉が正常位でカマ ド前

の床面直上より出土し

ている。また、同じく

カマ ド前の床面直上よ

り、割れた 4の土師器

甕の_Lに 2の須恵器長

頸瓶の頸部が乗るよう

な状態で検出された。

1の須恵器蓋は、床面

より10cm浮 いて検出さ

れている。この他は、

いずれも覆土中からの

出土である。

覆土は、 4層 に分層

され、埋土的な様相を呈していた。 I

層はスコリアをよく含みパミスを若千

含む黒色土層 (10YR 2/1)、 H層は大

粒パミス・ローム粒子を多量に含む暗

褐色土層 (10YR 3/3)、 Ⅲ層はパミス・

ローム粒子をあまり含まない黒色土層

(10YR l.7/1)、 Ⅳ層はローム粒子・

小粒パミス・小粒スコリアをよく含む

黒褐色土層 (10YR 2/3)あ つた。

カマド 第123図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、

左右両袖と天丼部の一部をとどめてい

た。その袖の芯には面取り軽石が据え

られ、黒色土混じりの灰黄褐 色粘 土

(3層  10YR 4/3)で固められていた

第 122図  H-30号 住居址実測図 (|:80)

o      50cm

|ン

0     1m

キン

３
一

Ｂ
一

第 123図  H-30号 住居址カマ ド実測図 (|:40)
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Ⅳ 遺構 と遺物

第46表  H-30号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

挿図

番号
器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

‐

回

蓋

須
16 8

つまみ部は宝珠形を呈 し、内面にはかえ
りを有する。

面

面

外

内

ロクロヨコナデ。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y7/1)

２

完
長頸瓶
(須 )

10.9

頸部は ラッパ状に開き、素口縁を呈す る
外面  ロクロョコナデ。
内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色を呈する
(10Y6/1)

３
ｍ

塊

土

く123〉
5.0 体部

は丸味を帯びて外反し、偏平な丸底
を呈する。

面

面

外
内

ヘラミガキ。
黒色研磨。

胎土は砂粒を含
みにぶい褐色
(75YR5/3)

４
団

甕

土
(11 0)

胴部は やや肩の張る形状をみせ、底部は

丸味を帯 びた平底。
外面 叩 きの後、ロクロヨコナデ。
内面 黒色研磨 。 (ロ クロ右回転 )

胎土は浅黄橙色
(10YR8/3)

10cm

2

第 |四図  H-30号 住居址出土遺物 (|:4)

本カマ ド内の土層は、 2層 に分層された。 1層 は多量の焼土を含む明黄褐色土層 (10YR 6/

6)、 2層 は明黄褐色焼土層 (10YR 6/6)で あった。

遺 物 第124図

遺物の出土量は、他の住居llLと くらべて少ない。須恵器では蓋・不 。長頸瓶・甕が、土師器に

は坑・甕が認められた。図示 した遺物が主だったものである。

1は須恵器蓋で、宝珠ツマ ミでカエ リのあるものである。鋳師屋遺跡群ではカエ リのある蓋は

数多く検出されているが、いずれもそのツマ ミが皿状のものばか りで、このように宝珠ツマ ミの

ものは極めて少ない。

12イ

翻



1 竪穴住居址

2は、須恵器長頸瓶の頸部である。

3は 、内面黒色研磨のなされた土師器婉である。

4は、内面黒色研磨のなされた土師器甕である。本資料は、ロクロ整形によるもので、その外

面には平行叩きも認められる。須恵器の製作技法を用いて製作された土師器として注目される。

時 期

本住居址は、八世紀第 I四半期、十二遺跡第 I期に位置付けられよう。

(31) H-31号住居址
住居址 第125図

H-31号住居址は、第 I区ハー36グ リッドにおいて検出された。本住居址の上部は暗渠排水に

よって破壊されている。本住居址は、南北3.2m東西3.7mの 隅丸方形を呈 し、床面積8.lm2を 測

り、南北軸方向はN-0° ―Sを指す。壁高は、50～ 55cmを 測る。壁溝は認められない。床面は、

貼 り床ではないが、全体に硬質な床となっている。

ピットは、第H区に Plが認められたのみであった。 Plは 35× 30cm深 さ20cmを 測る。

遺物は、いずれも覆土中からの出土である。

覆土は、 7層 に分層され、埋土的な様相を呈していた。 I層 はパ ミス・ローム粒子を多量に含

むにぶい黄褐色土層 (10YR 4/3)、 H

層はパミス 。ローム粒子を大量に含み

黒色土もプロック状に含む褐色土層

(10YR 4/6)、 Ⅲ層はパミス。ローム

粒子をよく含む黒色土層 (10YR 2/

1)、 Ⅳ層はローム粒子・パミスを大量に

含む黄褐色土層 (10YR 5/6)、 V層は

パミスをよく含む黒色土層 (10YR 2/

1)、 Ⅵ層はローム粒子を多量に含む明

黄褐色土層 (10YR 6/8)、 Ⅶ層はパミ

ス。ローム粒子をよく含む褐色土層 (10

YR 4/6)であった。

カマド 第126図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、

左右両袖と天丼部の一部をとどめてい

0  1m

:80)第125図  H-31号住居址実測図 (|
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た。その袖の芯には面取 り

軽石 と安山岩礫が据えられ、

ローム混じりの黒褐色粘土

(5層  10YR 3/1)で 固

められていた。その煙道部

は、比較的長 く屋外に延び

ており、煙筒として 2の甕

が用いられていた。

本カマ ド内の土層は、 4

層に分層された。 1層はカ

マ ドの構材 と考えられる褐

灰色粘土層 (10YR 5/1)、

2層 はカーボン・焼土を含

む黒褐色 土層 (10YR 3/

1)、 3層は明赤褐色焼土層

(2.5YR 5/8)、  4層 はカ

ーボン・焼土等をまったく

0      50cm

第126図 H-31号住居址カマ ド実測図 (|:40)

2

第 127図  H-31号 住居址出土遺物

耳

12δ

( t : 4)



1 堅穴住居址

第47表  H-31号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

図

号

挿

番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

―

回

甕

土

(206〉
□縁部は外反 し、胴部上半は比較的直線
的に下降する。やや肉厚。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部タテヘラケズリ。
内面  □縁部 ヨコナデ。 1同部ヘラナデ。

胎土は砂粒を多
く含みにぶい橙

色(7.5YR7/4)

２

回

裂

土

〈22.0〉 □縁部はくの字状に外反する。
最大径は□縁部にある。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケ ズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

用台土はに3ヾい黄

橙色を呈す る

(10 YR 7/4)

３

完

硼

土
(8 7)

底部は丸味を帯びた平底。
胴部は球状を呈するものと思われる。

ズ

デ

ケ

ナ
ヘ

ヘ

面

面

外

内

胎土は砂粒を含
みにぶい黄橙色
(10YR7/4)

含まない黒褐色土層 (10YR 2/3)であった。

遺 物 第127図

遺物の出土量は、他の住居址とくらべてきわめて少ない。須恵器では甕の破片一片が、土師器

には甕が認められたのみであった。図示した遺物が主だったものである。

1は、胴部に縦方向のヘラケズリのなされたやや肉厚な土師器甕である。

2は、 くの字状口縁の土師器甕で、煙筒として用いられていたものである。

時 期

本住居址は、八世紀第 I四半期、十二遺跡第 I期に位置付けられよう。

(32) H-32号住居址
住居址 第128図

H-32号住居址は、第 I区ハー36グ リ

ッドにおいて検出された。

本住居址の南半分は、H-26号住居址

によって切られている。

本住居址は、南北 2mが残存、東西4.

3mで、隅丸方形のプランを呈するものと

おもわれ、南北軸方向はN-8° 一Wを指

す。壁高は、55cm前後を測る。壁溝は、西壁

において幅25cm深 さ5 cm程度のものが認め

られた。東壁においては壁溝は確認され

0     1m

9。 2

P
●
1

-26号住居址

第128図  H-32号住居址実測図 (|:80)
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Ⅳ 遺構と遺物

床面は、なかったが、存在した可能性はある。

全体に硬質な貼 り床 となっている。

ピットは、Pl・ P2の二個が認められたが、基

本的には四個のピットが対で存在 していたもの

と考えられる。Plは 60× 60cm深 さ40cm、 P2は 55

×50cm深 さ55cmを 測る。

遺物は、 1の須恵器蓋、 2の須恵器不、 5の

土師器甕が床面直上より出土している。この他

は、いずれも覆土中からの出土である。

カマ ド 第129図

カマ ドは、住居 t」Lの北壁中央にあり、左右両

０
、

Ｄ
一

Ｄ
一

０５〇一第129図  H-32号住居址カマ ド実測図 (|:40)

塚7褥 8

ミ

128

第 130図  H-32号 住居址出土遺物 (|:4)



1 竪穴住居址

第48表  H-32号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

図

号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備   考

―

一
π

蓋

須

23
37
193

つまみ部は径が小さく、偏平な擬宝珠形
を呈する。

外面  。クロヨコナデ。
天丼部 Fpl転 ヘラヶズリ。

内面  ロクロョコナデ。 (ロ クロ右回転 )

完全な環元炎焼

成 となってお ら

ず浅黄橙色

２

完

椰

須
体部は外反し、底部平底 。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラケズリ、切り離 し方法 不明

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色 (7.56/
i)内外面に火
機 きあり

３
Ｄ

琢

須

〈137〉
46
〈6.7〉
体部 は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘ ラケズリ、切 り離 し方法不明

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y5/1)

４
印
不
頓
一　
一日
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロク●ヨコナ デ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(7.5Y5/1)

５

回

甕

土

(23 5)
(3o 5)
70
□縁部はゆるくくの字状に外反 し、胴部
はゆるく弓なりに膨 らみ、底部平底。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズ リ。
内面 □縁部 ョコナデ。胴部 ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(5YR6/4)

袖の一部を僅かにとどめているのみであった。その袖の芯には面取 り軽石が据えられ、灰黄褐色

粘土 (1層  10YR 6/2)で 固められていた。

遺 物 第130図

遺物の出土量は、他の住居址とくらべて少ない。須恵器では蓋 。杯 。甕が、土師器では不・甕

が認められたのみであった。図示した遺物が主だったものである。

1は 、須恵器蓋で、宝珠ツマ ミのものである。

2～ 4は須恵器不で、 4は 回転糸切 りによるもの、 2・ 3の底部には回転ヘラケズリがなされ

ており切 り離し方法は不明である。

5は 、 くの字状口縁の土師器甕である。

時 期

本住居址は、八世紀第Ⅳ四半期～九世紀初頭、十二遺跡第Ⅳ期に位置付けられよう。

(33) H-33号住居址
住居址 第131図

H-33号住居址は、第 I区フー34グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、 F-31号掘立柱建物址・ F-34号掘立柱建物址・ F-48号掘立柱建物址の二つの

掘立柱建物址にその一部を切られて存在 している。

本住居址は、南北4.8m東西4.8mの 隅丸方形を呈 し、床面積19.7m2を 測 り、南北軸方向はN一

10° 一Wを指す。壁高は、30～ 40cmを 測る。壁溝は認められない。床面は、貼 り床ではなく全体に

軟質な床となっている。
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ピットは、南壁際中央にPl

が認められたのみである。

Plは 50× 40cm溺こさ10cmを

測る。

遺物は、 1の高台付不が床

面直上からやや浮いて出土し

ている。この他は、いずれも

覆土中からの出土である。

覆土は、 7層 に分層された

が、全体的にローム粒子をよ

く含む埋土的な様相を呈して

いた。 I層 はパミス 。ローム

粒子を大量に含むにぶい赤褐

色土層 (2.5YR 4/3)、 Ⅱ層は

パミス・ローム粒子を多量に

含む暗赤褐色土層 (2.5YR

3/2)、 Ⅲ層はパミス・ローム

Ⅳ 遺構 と遺物

0     1m

第131図  H-33号住居址実測図 (|:80)

~               0                 1ocm

第 132図  H-33号 住居址出土遺物 (|:4)

第49表  H-33号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

θ
中
％

Ｑ

図
号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

‐

一
元

杯

須

15 3
34
H.9
体部は外反 し、底部には高台が貼 り付け

られる盤状の器形。

外面 体部。クロヨコナデ。
底部回転ヘラケズリ。切り離 し方法不明。

内面 。クロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

2 甕

須 底部丸底。
面

面
外
内
叩き。
ナデ。

胎土は砂粒を含
み灰 白色

(10Y8/1)

Iθθ



1 竪穴住居址

粒子をよく含む暗赤灰色土層 (2.5YR 3/1)、 Ⅳ層はパ ミス・ローム粒子を多く含む暗赤褐色土層

(2.5YR 3/2)、 V層はパ ミス・ローム粒子を大量に含むにぶい赤褐色土層 (2.5YR 4/3)、 Ⅵ層

はパ ミス。ローム粒子をあまり含まない黒色土層 (2.5YR l.7/1)、 Ⅶ層はパ ミス・ローム粒子を

よく含む暗赤灰色土層 (2.5YR 3/1)で あった。

カマ ド

カマ ドは、本住居址においては検出されなかった。

遺 物 第132図

検出された遺物はきわめて少なく、図示した遺物以外には、須恵器片と土師器片数片が認めら

れたのみである。

1は、回転ヘラケズリのなされた底部をみせる須恵器高台付不である。

2は、須恵器甕の底部である。

時 期

本住居址の時期は、僅かな遺物

よりは判断しがたいが、とりあえ

ずは八世紀第 I四半期、十二遺跡

第 I期に位置付けておこう。

(34) H-34号

住居址

住居址 第133図

H-34号住居址は、第 I区ハー

35グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、 F-42号掘立柱建

物址に北壁の一部を切られて存在

している。

本住居址は、南北4.4m東西3.8

mの隅丸長方形を呈し、床面積 14.

6m2を 測 り、南北軸方 向は N一

20° 一Wを指す。壁高は、40～ 50cm

を測る。壁溝は認められない。床

面は、全体に硬質な貼り床となっ

0     1m

第 133図  H-34号 住居址実測図 (|:80)
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Ⅳ 遺構 と遺物

ている。

ピットは、南壁際中央に Plが

認められたのみである。

Plは 90× 40cm沼こさ 5 cmを 濃1

る。

遺物は、 2・ 3の須恵器不が

床面より10～ 15cm浮 いて出土し

ている。また、 8の須恵器高台

付不は床面直上より検出された。

この他は、いずれも覆土中から

の出土である。

覆土は、 6層 に分層され、殊

に 2層以上は埋土的な様相を呈

していた。 I層は小粒スコリア

を多く含む黒褐色土層 (10YR

2/3)、 H層は小粒スコリアを多

く含みローム粒子を多量に含む

褐色土層 (10YR 4/4)、 Ⅲ層は

小粒スコリアを多く含む黒色土
第134図  H-34号住居址カマ ド実測図 (|:40)

層 (10YR 2/1)、 Ⅳ層は小粒スコリアを多く含む黒褐色土層 (10YR 3/2)、 V層は小粒スコリア

を多く含む黒褐色土層 (10YR 2/3)、 Ⅵ層は小粒スコリアを多く含む黒色土層 (10YR 2/1)であ

った。

カマ ド 第134図

カマ ドは、住居址の北壁中央よりやや東にあり、左右両袖の一部をとどめていた。その袖の芯

には面取 り軽石 と安山岩礫が据えられ、黒色土混じりの灰黄褐色粘土 (6層  10YR 4/3)で固め

られていた。また、火床部は、褐色焼土層 (4層  10YR 6/6)と 黒褐色土層 (10YR 3/2)で 構

成されていた。

本カマ ド内の土層は、 3層 に分層された。 1層はにぶい橙色の灰層 (10YR 6/4)、  2層 は灰・

焼土はまったく含まない黒褐色土層 (10YR 3/1)、  3層は灰 。若千の粘土を含むにぶい橙色の灰

層 (10YR 6/4)であった。

遺 物 第135。 136図

遺物の出土量は、他の住居址とくらべてあまり多くない。須恵器では蓋・不・甕が、土師器に

Iθ2

Ol

０５〇一
３
一

Ｂ
一



0                 10Cm

1 竪穴住居lL

第135図 H-34号住居址出土遺物 (|

第50表

◎  12

0     3cm

:4)

H-34号住居址出土遺物一覧表

〈鉄器 0石器〉

１
０

器 種 材 質 長 さ 厚 さ 重量 備   考

不 明 軽  石 490 カマ ト

11 刃 子 鉄 14

鉄 鏃 鉄 基部 ?第136図  H-34号住居址出土遺物 (|
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第51表  H-34号 住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

挿図

番号
器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

―

回

蓋

須
〈200〉

つまみ部の形状不明。
外面  ロクロヨコナデ及びナデ
内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は精選 され

灰色
(10Y5/1)

2

(完 )

琢

須

134
3.8
62
体部は外反し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色

(N6/0)

３

完
郎
(夕百)

体部は外反し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y5/1)

４

回
不
(須 )

(139)
39
(62)
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナ デ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ ク・口右回転 )

完全な環元炎焼
成となっておら
ず、にぶい褐色
(7 5YR6/3)

5

(回 )

郎
(須 )

〈144〉
37
(6 6)
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

完全な環元炎焼

成 となってお ら

ずにぶい褐色
(75YR5/3)

６

回

郎

須

く14
4

〈7
体部は外反 し、底部平底。

外面 体 部 ロクロヨコナデ。

底部回転糸切 り、未調整。
内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

完全な環死炎焼

成 となっておら

ず橙色

`75YR7/6)
7

(回 )

不

須

〈146〉
体部は外反 し、底部は平底 となるものと

思われ る。

外面 体部ロクロヨコナデ。
内面  ロクロヨコナデ。

(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を多
く含み灰白色
(10Y8/1)

８

完

郎

須
73
底部には高台が貼 り付けられる。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 りの後、高台部貼 り付け

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を多
く含み灰色
(10Y6/1)

９

回

郎

上

く14
3

(5

体部は外反し、底部平底。
外面 体部 ロクロヨコナデ。底部全面手持ちヘラケ
ズリ、切り離 し方法不明

内面 黒色研磨。 (ロ クロ右回転 )

胎土は精選され
ず砂粒を多く含
み灰黄褐色
ζ10YR6/2)

は不・甕が認められた。図示した遺物が主だったものである。

1は須恵器蓋である。

2～ 7は 、須恵器不で、いずれも回転糸切 り未調整の底部をみせるものである (た だし、底部

の残らない 7を 除く)。 8も 、回転糸切 りによる底部をみせる須恵器高台付不である。

9は、内面黒色研磨のなされたロクロ土師器郊であるが、その切 り離し方法は不明である。

10は、軽石の中央に穿孔のなされたものであるが、用途は不明である。

11は、刀子で基部を欠損する。 12は鉄鏃の基部であろうか。

時 期

本住居址は、九世紀前葉、十二遺跡第V期に位置付けられよう。

(35) H-35号 住居址
住居址  第137図

H-35号住居址は、第 I区 ヒー36グ リッ ドにおいて検出された。

本住居址は、H-36号住居址 を切 って存在 している。 また、その北壁の上部 を溝によって破壊

Iθ4



1 竪穴住居址

されている。

本住居址は、南北4.6m東西4.

5mの隅丸方形のプランを呈し、

床面積16.5m2を 測 り、南北軸方

向はN-14° ―Wを 指す。壁高は、

25～ 45cm前 後を測る。壁溝は認

められなかった。床面は全体に

硬質な貼り床となっている。

本住居址の南半分の床面上に

は、カマ ドの構材と考えられる

面取 り軽石 と安山岩礫が散乱 し

ていた。

ピットは、第Ш区に Pl・ P2

が認められたのみであった。Pl

は50× 40cm沼ミさ10cm、 P2は 30×

25 cm深 さ 5 cmを 測る。
0     1m

遺物は、 4の須恵器高台付不  D
が西壁際の床面直上より検出さ

れた。その他はいずれも覆土中

からの出土である。
第137図  H-35号住居址実測図 (|:80)

覆土は、 3層 に分層され、埋土的な様相を呈していた。 I層 はパミス・ローム粒子を多量に含

む褐色土層 (10YR 4/4)、 H層はパ ミス・ローム粒子をあまり含まない黒色土層 (10YR 2/1)、

Ⅲ層はローム粒子を多く含む黒色土層 (10YR 2/1)であった。

カマ ド 第 138図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、左右両袖と天丼部の一部をとどめていた。その袖の一部

には扁平な安山岩礫 も用いられ、暗褐色土層 (6層  10YR 3/3)。 褐色土層 (7層  10YR 4/4)。

明赤褐色土層 (5YR 5/8)で構築されていた。また、その煙道部天丼は褐色土層 (5層  10YR

4/4)、 火床部はロームと黒色土の混じられたにぶい赤褐色土層 (4層  10YR 4/4)で構築されて

いた。支脚石 (a)に は細長い河原石が用いられていた。

本カマ ド内の土層は、 3層に分層された。 1層 は若千の粘土を含む明赤褐色焼土層 (5 YR5/

8)、 2層は赤褐色焼土層 (5 YR4/8)、  4層は若千の焼けの認められる赤褐色土層 (10YR 4/6)

であった。

2Q 6。
虜
。
Oυ

◎00
P
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Ⅳ 遺構と遺物

遺 物 第139・ 140図

遺物は、須恵器には蓋・不 。高

台付不・甕が、土師器には不 。甕

が認められた。図示 した遺物が主

だったものである。

1は須恵器蓋で、宝珠ツマ ミを

もつものである。 2は カエリのあ

る須恵器蓋で、おそらく混入品と

考えられる。

3は、須恵器不で、回転糸切 り

未調整の底部をみせるものである。

4は 回転ヘラケズリのなされた

底部をみせる須恵器高台付不であ

る。

5は、内面黒色研磨のなされた

ロクロ土師器不で、回転糸切 り未

調整の底部をみせるものである。

6は須恵器小形壺、 7・ 8は須

恵器甕である。 第138図  H-35号住居址カマ ド実測図 (|:40)

0       50cm

Ｆ
一

Ｆ
一

Iθδ

第139図  H-35号住居址出土遺物 (|:4)



1 竪穴住居址

第140図  H-35号住居址出土遺物 (|:4)

9。 10は土師器甕で、 9は くの字状口縁部である。

時 期

本住居址は、九世紀前葉、十二遺跡第V期に位置付けられよう。

Iθ7



Ⅳ 遺構 と遺物

第52表  H-35号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

挿図
番号

器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

‐
一九

蓋

須

32
40
〈155〉
つまみ部は偏平な擬宝珠形を呈する。

外面 体部ロクロヨコナデ。天丼部回転ヘラケズリ
内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色

(10Y5/1)

２

回

蓋

須
〈!2.7〉

内面にかえりを有す る小形な蓋。
面

面

外

内

ロクロヨコナデ。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰 白色
(10Y7/!)

３
ｍ

不

須

〈144〉
4.1

(6 7)
体部 は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y7/1)

４

一
π

杯

(須 )

〈14.l〉
65
8.3

体部は直線的に外反 し、底部には高台が

貼 り付けられる。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘラケ ズリ
切 り離 し方法不明。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

5

(完 )

杯

(土 )

162
54
6.0
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロョコナデ、一部手持 ちヘラケズリ
底部回転糸切 り、未調整。

内面 黒色研磨 。

胎土は砂粒を含
みにぶい黄橙色
(10YR 7/3)

6

(回 )

壺

須

〈134〉 口縁部はゆるく外反 したのち、口唇部で
立ち上が る。胴部は球状を呈する。

外面 ロクロヨコナデ。
内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は比較的精
選 され灰色
(10Y6/1)

７

回
甕
(須 )

963〉
□縁部はゆるく外反し、□唇部は帯状に

縁取 られる。
外面  ロクロヨコナデ。
内面  ロクロョコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

８

回

甕

須
17 5
底部平底。

外面 格子口pき の後、 ヨコナデ。
内面 ナデ。

胎土は砂粒を多
く含み灰色
(10Y6/1)

９
印

饗

土

〈200〉
□縁部はゆるくくの字状に外反する。

外面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部ヨコナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい赤褐色
(5YR5/4)

Ｏ
ｍ

甕

土
40
底部平底。

外面 ヘラケズ リ
内面 ヘ ラナデ。

胎土は砂粒を含
み 明赤掲色
(5YR5/6)

(36) H-36号住居址
住居址 第141図

H-36号住居址は、第 I区 ヒー36グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、H-35号住居址に切 られて存在 している。また、その北半の上部を溝によって

破壊されている。

本住居址は、南北4.Om東西4.2mの 隅丸方形のプランを呈し、床面積16.Om2を 測 り、南北軸方向

はN-4° ―Wを指す。壁高は、30～ 40cm前後を測る。壁溝は認められなかった。床面は全体に硬

質な貼 り床となっている。

ピットは、 Pl～ P4の 四個のピットが対で認められたほか、南壁際中央には P5が認められた。

Plは 45× 30cm筋晨さ70cm、  P2は 50× 40cm筋晨さ70cm、  P3は 50× 45cm筋晨さ60cm、  P4は 45× 40cm湯ミさ45

Cmヽ  P5は 50× 40cm深さ30cmを 測る。

遺物は、 4の鉄鏃基部かと考えられるものが床面直上から出土している。この他は、いずれも

138



覆土中からの出土である。

覆土は、 2層 に分層された

が、 I層 は埋土的な様相を呈

していた。 I層 は小粒パ ミ

ス 。ローム粒子を多く含む黒

色土層 (10YR l.7/1)、 H層

は小粒パミスをよく含む黒褐

色土層 (10YR 3/2)で あっ

た。なお、I層 。H層 とも極大

パミスを若千含むのが特徴的

であった。

カマド 第142図

カマ ドは、住居址の北壁中

央にあり、左右両袖の一部を

とどめていた。その袖の芯に

は面取り軽石も入れられ、明

赤褐色粘土 (3層  5 YR5/

8)と 黒色土 (4層  10YR l.

7/1)で 固められていた。

本カマ ド内の土層は、 2層

に分層された。 1層 は多量の

粘土と若千の焼土を含む暗赤

褐色粘土 (5 YR3/3)、  2層

は明赤褐色焼土層 (5 YR5/

8)であった。

遺 物 第143図

検出された遺物は少ないが、

須恵器の器種には不・甕が、

土師器片には不 。甕が認めら

れた。図示した遺物が主だっ

たものである。

1・ 2・ 3は くの字状口縁

３
一

H ヽ
一

|ロ

0     1m

Ｂ
一

く
|

o       50cm

第142図  H-36号住居址カマ ド実測図 (|:40)
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Ⅳ 遺構と遺物

第53表  H-36号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

図

号

挿

番 欄 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

―
ロ

甕

土

〈23 9〉 □縁部はくの字状に外反する。
最大径は□縁部にある。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を多
く含み明赤褐色
(5YR5/6)

２

回

甕

土

(21.8) □縁部はくの字状に外反する。
最大径は□縁部にある。

面

面

外
内
□縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
□縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を多
く含み明赤褐色
(5YR5/6)

３

回

甕

土

(re. l)
□縁部はくの字状に外反す る。
最大径は□縁部にある。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み橙色
(5YR6/6)

第54表  H-36号 住居址出土遺物一覧表 〈鉄器〉

畔 器 種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重量 備 考

鉄鏃 ? 鉄 (5 2) (67) 基部 Of     :0
4

～ 3=|:4 4=|:3)

\J 5cm

第143図  H-36号住居址出土遺物 (|

を呈する土師器甕で、最大径が回縁部にくるものである。

5は、須恵器甕の底部の線刻の拓影で、漢字の「公」にも似ている。

4は、鉄鏃基部かと考えられる

時 期

本住居址は、八世紀前半代のものと考えられる。

14θ



1 竪穴住居址

(37) H-37号 住居址
住居址 第144図

H-37号住居址は、第 I区 ヒ。

フー36グ リッドにおいて検出され

た。

本住居址は、南北3.9m東西3.5

mの歪んだ隅丸方形を呈し、床面

積9.9m2を 測 り、南北軸方向はN一

14° 一Wを指す。壁高は、45～ 55cm

を測る。壁溝は東北コーナーから

西南コーナーにかけて認められ、

幅 10～ 15cm深さ 5 cm程度を測る。

床面は、全体に硬質な貼 り床にな

つている。

ピットは、南壁際中央に Plが認

められたのみである。Plは 25× 20

cm深 さ25cmを 測る。

遺物は、 1の須恵器短頸壺が伏

せられた状態で西壁際の床面直上

から出土している。また、 9の甕

の破片は床面よりやや浮いて出土

している。この他はいずれも覆土

中からの出土である。

覆土は、 4層 に分層され、埋土

的な様相を呈していた。 I層 はパ

ミス・ローム粒子を大量に含む褐

色土層 (10YR 4/6)、 H層は径30

mm前後のパ ミスをよく含む黒色土

層 (10YR l.7/1)、 Ⅲ層はパ ミス。

ローム粒子を多く含む黒褐色土層

(10YR 2/3)、 IV層 はパ ミス・ロ

ーム粒子を多 く含む黒褐色土層

Ⅳ 聖
―

III

バ
一

Ａ
一

0     1m

第144図  H-37号住居址実測図 (|:80)

|≧

０ ５〇

一

第145図  H-37号住居址カマ ド実測図 (|:40)
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1 竪穴住居 llL

第55表  H-37号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

挿図

番号
器種 法 量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

一
π

短頸壺
C百 )

45
47
□縁部は短 く直立 し、胴部中央で稜を有
し、胴下半部か ら底部にかけて半球状を
呈する小形な器形。

外面 ロクロ ?ヨ コナデの後、胴下半部から底部に
かけてヘラヶズリ。

内面  ロクロ?ヨ コナデ。

外面には自然釉
がかかる。 胎土
は灰色00Y5/1)

2

(完 )

杯
(土 )

体部は外反し、底部は丸味をおびた平底
を呈する。

外面 体部～底部ヘラケ ズリ。
内面  ヨコナデの後、体部に放射状暗文、見込み部
にはラセン暗文が施 こされる。

胎土は砂粒を多
く含み橙色
(5YR6/6)

３

回
ナ鬼  ?
(土 )

く16.7〉
体部は丸味を帯びて外反す る。

外面 ヘラミガキ。
内面 黒色研磨 。

胎土は砂粒を含
みにぶい黄橙色
(10 YR 6/4)
4ル m― 株ぅ、

４
印

杯

＞土
高
＜
(108

脚部は八の字状に開 く
外面 ヘラミガキ。
内面 裾部ヘラミガキ、胴部ヘラケズリ

臓 上 ほ炒柾そ冨

みにぶい黄橙色

(10YR 7/3)
を 早 オ ろ

５

回

壺

須

〈14.6) □縁部は外反した後、口唇部で縁取られ、
胴部は球状を呈する。

外面  ロクロヨコナデ。
内面  ロク ロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

臓土は砂 F5Eそ言
み灰褐色 (10Y
R5/1)を 呈
オス

６

回

甕

土

(13.3
□縁部が くの字状に外反する小形な器形

外面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナ デ。

臓主ほり 75Eそ 多
く含みにぶい黄
橙色を呈する

`10 VPA/3ヽ
7

(回 )

甕

土

(22.0〉 □縁部はくの字状に外反 し、胴部は球状
を呈す る。やや肉厚。

外面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(7.5YR6/4)

8
(回 )

甕

土

〈23.2)
□縁部はくの字状に外反する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい赤褐色
(5YR5/4)

９

回

甕

土
(5.7
胴部は弓なりに湾曲 し、底部平底。

外面 胴部ヘラケ ズリ。底部ヘラケズ リ
内面 ヘ ラナデ。

胎土は砂粒を含
み橙色を呈する
(5YR6/6)

(10YR 3/2)で あった。

カマド 第145図

カマ ドは、住居址の北壁中央よりやや東にあり、左右両袖の一部をとどめていた。その袖の

芯には面取り軽石と安山岩の小礫が埋められ、灰褐色粘土 (4層  5 YR6/2)、 黒褐色粘土 (5

層 5 YR2/2)で 固められていた。また、その火床部には黄褐色土層 (10YR 5/6)が 貼られて

いた。

本カマ ド内の土層は、 2層 に分層された。 1層 は暗赤褐色焼土層 (5YR 3/3)、 2層はカーボ

ン・焼土・粘土を多量に含む明赤褐色土層 (5 YR5/8)で あった。

遺 物 第146図

遺物の検出量は少ないが、須恵器の器種には杯・短頸壺 。甕が、土師器片には高不・塊・甕が

認められた。図示した遺物が主だったものである。

1は 、須恵器短頸壺で、きわめて小形なものである。

2は、内面体部に放射状 。見込部にラセン状の、畿内系暗文のみられる土師器杯である。

3は、内面黒色研磨のなされた土師器婉である。

4は、土師器高杯の脚部である。

ノイθ



Ⅳ 遺 llY「 と選物

5は、須恵器壺の上半部である。

6は土師器小形甕、 7はやや肉厚な土師器小形甕、 8は くの字状口縁の土師器甕である。

時 期

本住居址は、八世紀第 I四半期、十二遺跡第 I期に位置付けられよう。

(38) H-38号 住居址

0     1m

14イ

第 147図  H-38号 住居址実測図 (|:80)



1 竪穴住居址

住居址 第147図

H-38号住居址は、第 I区フー36グ リッドにおいて検出された。

本住居址の東半分の上部は、H-26号住居址によって切られている。また、本住居址の中央上

部は溝によって破壊されている。

本住居址は、南北4.5m東西4.7mの 隅丸方形を呈 し、床面積 15。 7m2を 測 り、南北軸方向はN―

14° ―Wを指す。壁高は、40～ 50cmを 測る。壁溝は西北コーナーを除き住居址をほぼ全周する。床

面は張 り床ではないが、全体に硬質な床となっている。第 I区では、床面より20cm上 から安山岩

礫 5点が検出されている。カマ ドの構材と考えられようか。

ピットは、 Pl～ P4の 四個のピットが対で存在 しており、カマ ドの東脇には P5がヽ西北コーナ

ーには P6がヽまた、南壁際中央には P7が認められた。

Plは 60× 55cm筋晨さ65cm、  P2は 60× 50cm彰罠さ50cm、  P3は 70× 50cm移照さ50cm、  P4は 70× 45cm筋晨さ

65cm、  P5は 35× 35cm深 さ15cm、  P6は 40× 40cm深 さ15cm、  P7は 40× 35cm深 さ30cmを 測る。

遺物は、 1の須恵器蓋と6の石製品がカマ ド東脇の床面直上より出土している。この他は、い

ずれも覆土中からの出土である。

カマ ド 第148図

カマ ドは、住居址の北壁中央に

あり、左右両袖 と天丼部の一部を

とどめていた。その袖の一部には

面取 り軽石が据えられ、明赤褐色

土 (7層  5 YR5/6)、 暗赤褐色

土 (8層  5 YR5/3)、 粘土とロ

ームの混じる暗赤褐色土 (9層

5 YR5/4)で 固められていた。

本カマド内の土層は、 4層 に分

層された。 1層 は、 8層の崩落土

層である暗赤褐色土層 (5YR 5/

3)、 2層はカーボン・焼土を含む

黒褐色土層 (5 YR 3/1)、 3層は

焼けたにぶい褐色粘土層 (7.5YR

5/4)、 4層は褐色焼土層 (7.5YR

4/6)であった。

遺 物 第149図

く|

50cm

α
一

Ｃ
一

第 148図  H-38号 住居址カマ ド実測図 (|:40)
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号
挿
番 櫛 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

l

(完 )

蓋

須

65 つまみ部は径が大きく、偏平な皿状を呈
する。

面

面
外
内

ロクロヨコナデ。
ロクロヨコナ デ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(N7/0)

２

回

不

須
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転ヘ ラキ リ、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰黄色
(25Y7/2)

３

回

杯

須

(146)
39
(9 2)
体部は外反し、底部平底の盤状の器形。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラキ リ、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(5Y7/1)

４

回

郊

土

(150)
体部は丸味を帯びて外反し、底部は偏平
な丸味を呈するものと思われる。

外面 □縁部 ヨコナデ。
体部～底部ヘ ラケズリ

内面  ヨコナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色

(75YR6/4)

５
ｍ

甕

土

(252) □縁部はくの字状に外反し、胴部は球状
を呈する。

外面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラミガキ。
内面 □縁部 ヨコナデ。
胴部刷毛目状調整。

胎土は砂粒を含
みにぶい黄橙色
(10Y R7/4)

Iイδ



1 竪穴住居址

遺物は、須恵器では蓋・不・甕が、土師

器には杯・甕が認められた。図示 した遺物

が主だったものである。

1は須恵器蓋で、皿状態のツマ ミである。

2・ 3は、須恵器不で、回転ヘラキリの

なされた底部をみせるものである。

第57表  H-38号住居址出土遺物一覧表
〈鉄器 0石器〉

4は、土師器不である。

5は、胴部にヘラミガキのなされた土師器甕である。

6a・ bは、片麻岩片で祭祀遺物と考えられようか。

7は鉄鏃基部と考えられようか。

9は、玉石で、装飾品もしくは祭祀遺物と考えられようか。

時 期

本住居址は、八世紀第 I四半期、十二遺跡第 I期に位置付けられよう。

(39) H-39号住居址

第150図  H-39号住居l■実測図 (|:80)

０ ‐

一

挿図番号 器 種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重量 備   考

不  明 片麻岩 (86) (23) 320) 祭TE遺物か

不 明 片麻岩 (54) (16) (08)

鉄鏃 ? 鉄 (59) 基部

8 不 明 チャート 17

V
ヽ

147



住居址 第150図

H-39号住居址は、第 I区フー

34グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、H-40号住居tlLを

切って存在 している。

本住居址は、南北4.lm東西4.1

mの隅丸方形を呈し、床面積14.3

m2を 測 り、南北軸方向はN-0° ―

Sを指す。壁高は、30～ 40cmを 測

る。壁溝は認められない。床面は

全体に硬質な貼 り床となっている。

ピットは、東北コーナーには Pl

が、西 JLコ ーナーには P2がヽま

た、東壁際中央には P3が認められた。

30cm深 さ20cmを 測る。

Ⅳ 遺構と遺物

第151図  H-39号住居址カマド実測図 (|:40)

Plは 35× 35cm深 さ20cm、 P2は 75× 70cm深 さ30cm、 P3は 35×

遺物は、 1の須恵器蓋が床面より5 cm浮いて出土している。この他は、いずれも覆土中からの

出土である。

覆土は、 5層 に分層され、埋土的な様相を呈 していた。 I層 は小粒パ ミス・スコリアを多く含

みロームをブロック状に含む黒褐色土層 (10YR 2/3)、 H層は小粒パ ミス・スコリアを多く含む

黒色土層 (10YR 2/1)、 Ш層は小粒パ ミス・スコリアを多く含む黒褐色土層 (10YR 2/3)、 Ⅳ層

は小粒パミス・スコリアを多く含みロームをプロック状に含む黒色土層 (10YR 2/1)、 V層 は小

粒パミス・スコリアを多く含みロームをプロック状に含む黒褐色土層 (10YR 3/3)であった。

カマド 第151図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあるが、ほぼ完全に破壊された状態にあった。その構材と考え

られる面取り軽石と安山岩礫がカマ ド近辺に散乱していた。本カマ ドの火床部はローム混じりの

黒色土 (5層  7.5YR l.7/1)で固められていた。

本カマ ド内の土層は、 4層 に分層された。 1層 はカマ ドの構材と考えられる粘土を含む黒褐色

土層 (7.5YR 3/2)、  2層はカマ ドの構材と考えられる粘土を含む褐色土層 (7.5YR 4/3)、  3層

はカーボン・焼土等をまったく含まない黒色土層 (7.5YR l.7/1)、 4層は明赤褐色焼土層 (5 YR

5/8)であった。

遺 物 第152図

遺物の出土量は、他の住居址とくらべて少ない。須恵器では蓋・杯・横瓶 。甕が、土師器では

フイθ



1 竪穴住居址

第152図  H-39号住居址出土遺物 (|:4)

不・甕が認められたのみであった。図示した遺物が主だったものである。

1は、須恵器蓋で、宝珠ツマ ミのものである。

2は 須恵器杯で、回転糸切 りによるものである。

3は 、内面黒色研磨のなされた土師器不である。

4は、土師器小形球胴甕である。

5は、コの字状口縁の土師器甕である。

6は、胴部半分と頸部を失うが、須恵器横瓶である。

時 期

本住居址は、九世紀前葉、十二遺跡第V期に位置付けられよう。

靱
８

／
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‐
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Ⅳ 遺構 と遺物

第58表  H-39号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

H-40号住居址

本住居址は、南北4.8m東西4.8mの 隅丸方形を呈 し、南北軸方向はN-8° ―Wを 指す。壁高

は、50～ 55cm前 後を測る。壁溝は、西壁中央・南壁東・北壁東においてとぎれるが、それ以外に

(40)

住居址 第154図

H丁 40号住居址は、第 I区フー34グ リ

本住居址の北壁は、H-39号住居址に

物址によって切られている。

は幅15～ 25cm深 さ 5 cm程度のも

のが認められた。床面は、全体

にあまり硬質でない薄い張 り床

となっている。

ピットは、 Pl～ P4の 四個の

ピットが対で認められた。

Plは 45× 40cm沸こさ40cm、  P2

は40× 35cm深 さ35cm、 P3は 65×

60cm筋足さ40cm、 P4は 45× 40cm深

さ35cmを 預」る。

遺物はいずれも覆土中からの

15θ

ッドにおいて検出された。

よって切られている。また、南半分は F-53号掘立柱建

0       50cm

:40)

∩
|

Ｅ
一

Ｅ
一

挿図

番号
器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

完

蓋

須

35
4 1
152

つまみ部は擬宝珠形を呈す る。
外面 ロクロヨコナデ。天丼部回転ヘラヶズリ
内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y5/1)

2

(完 )

不

(須 )
体部は外反し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎 土は砂粒を含
み灰色

(10Y5/1)

3

(回 )

郎

土

(17.8)
42
(7 6)
体部は丸味を帯びて外反 し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。底部全面手持ちヘラケ
ズリ、切り離し方法不明。

内面 ヘラミガキ (一部黒色)(ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を含
み明黄掲色
(10 YR 7/6)

４

回

甕

土

〈140〉 □縁部は丸味を帯びて外反し、胴部は球
状を呈する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(75YR6/4)

５

回
甕
(土 )

(2o3)
□縁部はコの字状に外反する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズ リ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含

み橙色
(7 5YR6/6)

6

(回 )

横 瓶
(須 )

胴部はカプセル状を呈する。
外面 叩きの後、 (ロ クロ ?)ヨ コナデ。
内面  (ロ クロ?)ヨ コナデ。

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y5/1)

第153図  H-40号住居址カマ ド実測図 (|



出土である。

カマ ド 第153図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあ

り、左右両袖の一部を僅かにとどめ

ているのみであった。その袖はにぶ

い赤褐色粘土 (4層  5 YR5/3)で

固められていた。

本カマ ド内の土層は、 3層 に分層

された。 1層はカマ ドの構材と考え

られる粘土 と焼土を含む褐色土層

(7.5YR 4/4)、 2層 はカマ ドの構

材と考えられる粘土を含むにぶい褐

色土層 (7.5YR 5/4)、 3層は暗赤褐

色焼土層 (2.5YR 3/6)で あった。

遺 物 第155図

遺物の出土量は、他の住居址とく

らべてきわめて少ない。須恵器では

不・高台付不の破片が、土師器では

不と甕の破片が認められたのみであ

った。図示した遺物が主だったもの

である。

1は、須恵器高台付不で、底部に

1 竪穴住居址

第154図  H-40号住居址実測図 (|:80)
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第155図  H-40号住居址出土遺物 (| 2=|:4 3=4:5)
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Ⅳ 遺構と遺物

第59表  H-40号 住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

図

号

挿

番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備   考

１

回

杯

須

〈146)
33
〈109〉

体部は外反し、底部には高台が貼り付け
られる。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘラケズ リ
切 り離 し方法不明。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内面

胎土は比較的精
選 され灰色
(10Y6/1)

２
つ

不

土

15 1
43
104
体部は外反 し、底部は丸味のある平底。

外面 □縁部ヨコナデ。体部～底部ヘラケズリ。
内面 体部に放射状、見込み部にラセン暗文が施
こされる。

胎土ば情選されず
赤褐色粒子を特徴
的に含み、浅黄橙
色 (10 YR8/3)

は回転ヘラケズリがなされて

おり、切り離し方法は不明で

ある。

第60表  H-40号住居址出土遺物一覧表 〈石器〉

挿図番号 器 種 材  質 長 さ 厚 さ 重」ft 備   考

3 磨製石鏃 llli板 岩 (02) 半分欠損

2は、体部に放射状暗文のみられる土師器不である。見込部は剥落がはげしく暗文の有無が不

明であるが、畿内系土器と考えられる。

3は 、半分を欠損する有孔磨製石鏃である。Ⅲ区覆土中出土。

時 期

本住居址は、八世紀第H四半期、十二遺跡第H期 に位置付けられよう。

(41) H-41号 住居址
住居址 第156図

H-41号住居址は、第 I区フー33・ 34グ リッドにおいて検出された。

本住居址の大半は、H-12号住居址によって切られている。

本住居llLは 、南北60cmが残存、東西は4.5mを 測 り、隅丸方形のプランを呈するものとおもわ

れ、南北軸方向はN-3° 一Wを指す。壁高は、40cm前後を測る。壁溝は認められない。床面は壁

際でもあり軟質であった。

ピットは残存部分には認められなかっ

た。                   ■

遺物はまったく出土していない。

カマ ド

カマ ドの存在は確認されなかった。  △

遺 物

遺物はまったく出土していない。

時 期

152

H-12号住居址

第156図  H-41号住居址実測図 (|:80)



1 竪穴住居址

本住居址の時期は、遺物の出土が無いため、切 り合い関係等をもってしか判断できず、不明と

しておきたい。

(42) H-42号住居址
住居址 第157図

H-42号住居tlLは、第 I区フー35グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、H-38号住居址の上部を切って存在 している。また、その中央部は溝によって破

壊されている。

本住居址は、南北5.4m、 東西は推定で4.4m程度を測るものと考えられる。隅丸長方形を呈する

ものとおもわれ、推定床面積は22.5m2でぁる。南北軸方向はN-0° 一Sを指す。壁高は、最深部

で15cmを 測る。壁溝は、東壁

において僅かに認められた。

床面は全体に硬質な貼り床と

なっている。

ピッ トはカマ ドの西脇に

Plが認められたのみである。

Plは 70× 60cmを 測る。

遺物は、 1の灰釉陶器が正

常位でカマ ド脇の床面直上よ

り出土している。 2の須恵器

杯は、床面より10cm浮 いて検

出されている。また、 6の土

師器不はカマ ド東脇の床面よ

りやや浮いて出土している。

カマ ド中からは 5の土師器不

が正常位で検出された。この

他は、いずれも覆土中からの

出土である。

カマ ド 第158図

カマ ドは、住居址の北壁中

央より東よりにあり、左右両

Ｄ
一

0     1m

153



袖の一部をとどめていた。その袖

の芯には面取 り軽石 (e～ g)と

安山岩礫 (COd)が 据えられ、

また支脚には角柱状の面取 り軽石

二個 (aob)が 用いられていた。

本カマ ドの煙道は、壁外に90cm

ほど細長 くのびていた。

遺 物 第1590160図

遺物の出土量は、他の住居址と

くらべて少ない。灰釉陶器では皿

が、須恵器では不と 。甕の破片が、

土師器には杯・甕が認められた。

図示した遺物が主だったものであ

る。

1は 、灰釉陶器段皿で、内外面

ともに釉は刷毛推卜けによっている。

2～ 4は須恵器不で、いずれも

回転糸切 りによるものである。

5～ 7は 、内面黒色研磨のなさ

れた土師器不で、いずれも回転糸

切 りによるものである。

8～ 10は、コの字状口縁の土師

器甕で、このうち 8。 9は小形球

胴甕である。

第 158図  H-42号 住居址カマ ド実測図 (|:40)
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第159図  H-42号住居址出土遺物実測図 (l:4)



時 期

本住居址は、九世紀後葉、

1 竪穴住居址

第160図  H-42号住居址出土遺物 (|:4)

第61表  H-42号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

」退一一
十 ヽ

ワ

10

10cm

挿図

番号
誦 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

回
皿
仮 89

内面に段を有し、底部には高台が貼り付
けられる。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘラケズリ、

切 り離 し方法不明。
0ク ロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内面

]台土は精選され灰

白色 (10Y8/1)
釉は

'郵

小面に51三E
掛けによる。

２

回

ネ

須
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

３

回

郎

須

(13.3)
39
(7 5)
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。

底部回転ヘラキリ ?未調整
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内 面

胎土は比較的精
選され灰白色
(2.5Y8/2)

４

一
π

郎

須

135
37
66
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

月6■は砂柾を冨
み灰色 (10Y5
/i)内 外面に
火欅きあり
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Ⅳ 遺構 と遺物

第62表  H-42号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

0     1m

５

完

杯

土

14.1

43
57
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。

底部回転糸切 り、未調整。

黒色研磨。内面

胎土は砂粒を含
み浅黄橙色
(75YR8/4)

６

回
杯
(土 )

(14.6)
44
66
体部は外反し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面 黒色研磨 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含

み黄橙色
(10YR8/6)

７

回

杯

土

〈150〉
4.4
(6 0)
体部は外反し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面 黒色研磨 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
みにぶい黄橙色
(10YR 7/4)

８
印

甕

土

〈H5〉 □縁部はコの字状に外反し、胴部は球状
を呈する小形の器形。

外面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい赤褐色
(5 YR5/4)

９
印

報

土

〈146〉 □縁部はコの字状に外反し、胴部は球状
を呈するものと思われる。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズ リ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(75YR6/4)

‐０
０

甕

土

19 2
27 2

(4.7)

□縁部はコの字状に外 反し、胴部は弓な

りに湾曲、底部平底。

最大径は 1同部上半にある。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は比較的精

選 され、明赤褐

色(5YR5/6)
蜂成自好

15δ

第 161図  H-43号 住居址実測図 (|:80)



(43) H-43号 住居址
住居址 第161図

H-43号住居llLは、第Ⅱ区フー31

グリッドにおいて検出された。

本住居址は、H-44号住居址を切

って存在している。また、そのカマ

ドの脇を F-63号 掘立柱建物址の

P4に よって切られている。

本住居址は、南北5.2m東西4.9m

の隅丸方形を呈し、床面積22.lm2を

測 り、南北軸方向はN-0° ―Sを指

す。壁高は、20～ 35cmを 測る。壁溝

は認められない。床面は、全体に硬

質な貼 り床となっている。ピットは

認められない。

なお、本住居址の現プランは拡張

後のものと考えられ、旧プランが現

1 竪穴住居址

第162図  H-43号住居址カマ ド実測図 (|:80)
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第 163図  H-43号 住居址出土遺物 (|:4)
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Ⅳ 遺構と遺物

8

床面下より検出された。旧プランは、南北4.6m東

西4.lmの 隅丸方形を呈し、床面積17.lm2を 測る。

旧プランに伴うピットは、北壁側にPl・ P2が認め

られた。Plは 50× 50cm深 さ15cm、 P2は 40× 30cm深

さ50cmを演Jる 。

遺物は、 5の土師器高台付皿が伏せられた状態

で旧床面直上より出土している。 6も 、旧床面中

からの出土である。これ以外はいずれも覆土中か

らの出土である。

覆土は、 3層 に分層され、埋土的な様相を呈し

ていた。 I層 は細粒パミスを多量に含む褐色土層

(10YR 2/2)、 H層 はローム粒子を多く含む暗褐

色土層 (10YR 3/4)、 Ш層は黒色土層 (10YR l.

7/1)で あった。また、張り床としての埋土はⅣ層。

V層で、Ⅳ層はローム粒子を大量に含む褐色土層

(10YR 4/6)、 V層は黒色土層 (10YR 2/1)で あ

158
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第164図  H-43号住居址出土遺物 (|:4)
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1 竪穴住居址

第63表  H-43号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

図
号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

1

(回 )

不
循

〈13.8)
48
62
体部は外反 し、底部平底で、比較的深い

器形。

外面 体部 ●クロョコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

完全な環元炎焼
成 となっておら
ずにぶい褐色

２
即
杯
(須 )

(14.2)
3.8

(6 5)
体部は外反 し、底部平底 。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰 白色

(7.5Y7/!)
3ル 曰 一 個 休 ヵゝ

３
印
不
(須 )

〈134〉
42
く56〉
体部は外 反し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  。クロョコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰自色
(7.5Y7/:)
,ル 日_佃株崎ゝ

４
団

不

須
(9 1
底部には高台が貼 り付けられる。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラケズリ、切り離し方法不明。

内面 ロクロョコナデ (ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

５
つ

皿
土 偏平な皿の底部に高台が貼 り付け られる

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 りの後、 ヨコナデ。

内面 黒色研磨。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(75YR7/3)

６
印

杯

土

〈17.1〉
54
7.0
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。底部全面手持ちヘラケ
ズリ、切り離し方法不明。

内面 黒色研磨。 (ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を多
く含みにぶい橙
色 (7.5YR7/4)

７
つ
長頸瓶
(須 )

7.5

胴部はやや肩の張 った球状を呈 し、底部
には高台が貼 り付けられ る。

頸部を欠損す る。

外ltl 胴司Sロ クロヨコナデの後、胴部最 下部にヘラ
ケズリ、底部 ヨコナデ。
切 り離 し方法不明。

内面  ロクロヨコナデ6(ロ クロ右回転 )

胎土は比較的稲
選 され灰褐色
(5YR6/2)

８
割

璽

土
10 1

台付甕の脚部 と考えられ、八の字状に開
く形態を呈す る。

外面  ヨコナデ。
内面  ヨコナデ。

胎土は比較的精
選 されにぶい檀
色(7.5YR7/4)

９
Ｄ

理

土

(11.4 □縁部は直線的に内傾 したあと短 く外反
する。小形な器形。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部 ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい褐色
(7.5YR5/3)

‐Ｏ
ｍ

甕

土

(145 □縁部はゆるく外反し、胴部は球状を呈
する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケ ズリ
内面 □縁部 ヨョナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(7.5YR6/4)

Ｈ
徊

甕

土

(21.2)
口縁部はコの字状に外 反し、胴部上半は
球状に膨 らむ。

面

面

外
内
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(7.5YR6/4)

‐２
①

甕
(土 )

(21 3)
□縁部はコの字状に外反す る。

外面 □縁部 ョコナデ。
内面 □縁部 ヨコナデ。

胎土は砂粒を含
み明赤褐色

(5YR5/6)

‐３
①

甕

土

〈2o 3〉
27 5

〈40〉

□縁部はコの字状 に外反 し、胴部は弓な

りに湾曲する。底部平底 。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部～底部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂 粒を含
みにぶい橙色

(5YR6/4)
焼成良好。

った。

カマ ド 第162図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあるが、ほぼ全体を破壊されていた。周囲に散乱していた安山

岩礫がその袖の芯に用いられていたものと考えられる。またその火床はローム混じりの極暗赤褐

色土層 (5 YR2/4)で 固められていた。

本カマ ド内の土層は、 7層 に分層された。 1層は焼土 。灰を含む褐灰色土層 (10YR 6/1)、 2

層は焼土を多量に含むにぶい赤褐色土層 (5 YR5/3)、  3層 は焼土・灰・カーボンを含む灰褐色

焼土層 (5 YR6/2)、 4層 はカーボン・焼土。灰を含む黒褐色土層(5 YR2/1)、  5層 は力ニボン・

焼土・灰を含む黒褐色土層 (5 YR2/2)、  6層 はロームプロック、 7層は焼土を含む赤褐色土層

ノ59



Ⅳ 遺構 と遺物

(5YR 4/6)であった。

遺 物 第163・ 164図

遺物は、須恵器では不・高台付不 。長頸瓶・甕が、土師器では高台付皿・不 。甕が認められた。

図示した遺物が主だったものである。

1～ 3は 、回転糸切 りによる須恵器杯である。 4は、須恵器高台付不で、底部には回転ヘラケ

ズリがなされており切 り離し方法は不明である。

5は、土師器高台付皿で内面黒色研磨のなされたものである。 6は、内面黒色研磨のなされた

土師器不である。

7は 、頸部を失うが須恵器長頸瓶 と考えられる。

8は、土師器台付甕の脚部 と考えられる。

9～ 13は、土師器甕で、このうち11～ 13は コの字状口縁を呈するものである。

時 期

本住居址は、九世紀後葉、十二遺跡第Ⅵ期に位置付けられよう。
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第 165図  H-44号 住居址実測図 (|:80)
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1 竪穴住居址

(44) H-44号住居址
住居址 第165図

H-44号住居址は、第Ⅱ区フー31グ リッドにおいて検出された。

本住居址の西壁は、H-43号住居址によって切られている。

本住居址は、南北4.6m東西3.9mの 隅丸長方形を呈 し、床面積15.7m2を 測 り、南北軸方向はN一

7°一Wを指す。壁高は、40～ 45cmを 測る。壁溝は、東壁のカマ ド脇において、幅10～ 15cm程度の

ものが認められた。床面は、張り床ではないが全体に硬質なものとなっている。

ピットは、非常に小形なPIP2P3の三個が認められた。Plは 8× 6 cm深 さ10cm、 P2は 14× 13cm

深さ13cm、  P3は 12× 12cm深 さ20cmを 測る。

遺物は、1の須恵器杯が床面より15cm上から、11の土師器甕が床面直上より正常位で出土してい

る。この他は、いずれも覆土中からの出土である。

覆土は、 5層 に分層され、埋土的な様相を呈していた。 I層 はローム粒子を若千含む黒色土層

(10YR 2/1)、 H層 はローム粒子を大量に含む暗褐色土層 (10YR 3/3)、 Ⅲ層はローム粒子をよ

く含む黒褐色土層 (10YR 3/2)、 Ⅳ層はローム粒子を大量に含む暗褐色土層 (10YR 3/3)、 V層

はローム粒子をよく含む黒褐色土層 (10YR 3/2)で あった。

カマド 第166図

カマ ドは、住居址の東壁中央よりやや南よりにあるが、ほぼ全体を破壊された状態にあった。

艘
|:△

1曖

|ロ

０ ５〇

一

第166図  H-44号住居址カマ ド実測図 (|:40)
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Ⅳ 遺構 と遺物

7

0                 10cm

第 167図  H-44号 住居址 出土遺物 (|:4)

その構材は、ローム粒子を若千含む褐色土 (7層  10YR 4/4)、 ローム粒子 黒褐色土 白色粘
土を含む灰黄褐色土 (8層  10YR 5/2)、 ローム粒子 黒褐色土を含むにぶい褐色土 (9層  10
YR 4/3)で あった。

本カマド内の土層は、 7層に分層された。 1層・3層は焼土・灰を含む灰褐色土層 (7.5YR 4/

162
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第168図  H-44号住居址出土遺物 (|:4)

第64表  H-44号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

ヽ ご

可~7

挿 図
番号

器 種 法 量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

回

杯

須

(138)
3o
73
体部は外反し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含

み灰色
(10Y6/1)

２
つ

不

須
体部は外反し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。

底部回転糸切 り、未調整。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内面

胎土は精選 され

ず砂粒を多 く含

み灰色銀 4/0)

３
つ

甕

土

!4 4
□縁部は比較的直線的に外反し、胴部は
球状を呈する。

外面 □縁部ヨコナデ。1同部ヘラケズリ
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい赤褐色
(5YR 5/4)

４

回

饗

土

(22 2) □縁部はコの字状に外反し、胴上部の膨
らむ器形。

外面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(7.5YR7/4)

５

回

甍

土

〈202〉 □縁部はくの字状に外反 し、胴上部の膨
らむ器形。

外面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(5YR6/4)

6
(回 )

甕

土

(209)
□縁部は僅かコの字状に外反する。

外面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい赤褐色
(5YR5/4)

７
回

裂

土

(2o.0)
□縁部は僅かコの字状に外反する。

外面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい赤褐色
(5YR5/4)

８

回

翌

土

〈2o.4〉
口縁部はコの字状に外反す る。

外面 □縁部ョコナデ。胴部ヘラケズリ。
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は比較的精
選され浅黄橙色
(10YR 8/3)

９
Ｄ

甕

土

〈19.6)
口縁部は僅かコの字状に外反す る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(5YR6/4)

‐Ｏ
①

甕

土

く196)
□縁部はコの字状に外反する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラケ ズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい赤褐色
(5YR5/4)

Ｈ
徊

甕

土
43
底部平底。

外面 胴～底部ヘラケズリ
内面 ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(7.5YR 7/3)

２
ｍ

杯

須

(145)
34
(7 5)
体部は外反し、底部平底

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転糸切 り未調整〈
内面  ロクロヨコナデ。

(ロ クロ右回転 )

完全な環元炎焼
成となっておら
ま にぶし演橙色
(10YR 7/4)
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Ⅳ j董構 と遺物

2)、 2層 は焼土を多量に含むにぶい赤褐色土層 (5 YR4/4)、  4層 はカーボン・焼土 。灰を含む

褐色土層 (7.5YR 4/3)、  5層 は焼土を含む褐色土層 (10YR 4/6)、 6層 はカーボン・焼土・灰を

含まない褐色土層 (7.5YR 4/3)で あった。

なお、カマ ド部分のPl・ P2は支脚石の抜取 り痕、 P3・ P4は袖石の抜取 り痕である。

遺 物 第167・ 168図

遺物は、須恵器では杯 。甕が、土師器では甕が認められた。図示した遺物が主だったものであ

る。

1・ 2・ 12は、回転糸切 りによる須恵器不である。

3は、土師器小形胴球甕である。

4～ 10は、コの字状口縁の土師器甕で、11は その底部 と考えられる。

時 期

本住居址は、八世紀第Ⅳ四半期～九世紀初頭、十二遺跡第Ⅳ期に位置付けられよう。

(45) H-45号 住居址
住居址 第170図

H-45号住居址は、第H区フー31グ

リッドにおいて検出された。

本住居址は、南北4.8m東西5.2mの

隅丸方形を呈し、床面積20.2m2を 測 り、

南北軸方向はN-9° 一Wを指す。壁高

は、30～ 40cmを 測る。壁溝は、第H区

を除き、幅35～ 15cm深 さ 5～ 15cm程度

を測るものが認められた。床面は、貼

り床ではないが、全体に硬質なもので

ある。

ピッ トは、 Pl～ P4の 四個の ピッ

トが対で認められたほか、P3に付属し

て P5がヽP3の南隣 りに P6がヽ南壁際

中央に P7が認められた。 Plは 55× 35

cm深 さ35cm、  P2は 50× 50cm深 さ40cm、

P3は 65× 55cm彰果さ55cm、  P4は 65× 65

164
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第 169図 H-45号住居址カマ ド実測図 (|:40)



1 竪穴住居址

0     1m

第170図  H-45号住居址実測図 (|:80)

cm沼こさ20cm、  P5は 40× 45cm沼ミさ10cm、  P6は 45× 45cmttξ さ15cm、  P7は 60× 45cm沼ミさ35cmを 浪Jる 。

遺物は、 1の須恵器不が、東壁際床面より36cm上で出土している。この他遺物は、いずれも覆

土中からの出土である。                              、

覆土は、 6層 に分層された。 I層 は黒色土層 (10YR 2/1)で スコリア・細粒パ ミスをよく含

み、H層 は暗褐色土層 (10YR 3/3)でスコリア・糸田粒パ ミス。ローム粒子をよく含み、Ⅲ層は黒

色土層 (10YR 2/1)で スコリア・糸田粒パ ミスをよく含みローム粒子を若千含み、Ⅳ層は黒色土層

(10YR■ .7/1)でスコリア・糸田粒パ ミスをあまり含まない、V層 は黄褐色ロームプロック (10YR
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図

号

挿
番 櫛 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備   考

１
つ

不

須
体部は直線的に外反し、底部は丸味を帯

びた平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部は回転ヘラキ リの後、ナ デ。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
みにぶい赤褐色
(5YR5/3)

Ⅳ 遺構 と遺物

第65表  H-45号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

5/8)、 Ⅵ層は暗褐色土層 (10YR 3/4)でローム粒子をよく含む層

であった。

カマド 第169図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、左右両袖の一部をとどめ

ていた。その袖の芯には、面取り軽石がみられ、灰赤褐色土で固

められていた。

本カマ ドの土層は、 8層 に分層された。 1層はローム粒子をよ
0                 10Cm

く含むカマ ド天丼部の構材と考えられる橙色土層 (5 YR7/6)、

2層 は褐灰色土層 (5 YR4/1)、  3層 は灰褐色土層 (5 YR4/ 
第171図

 壇易
4i旱

守辱甘

出土

2)、 4層はにぶい赤褐色土層 (5 YR4/4)、  5層はにぶい橙色土

層 (5 YR7/4)で いずれも焼土・灰を含むものであった。 6層は黄橙色土層 (5 YR7/8)、  7

層は明赤褐色焼土層 (5 YR5/8)8層 は焼土・灰・カーボンを含む灰褐色土層 (5 YR4/2)で

あった。

遺 物 第171図

遺物の出土量は、総じて少ないが、須恵器では杯・甕、土師器では甕が検出されているが、図

示し得たのは 1のみであった。

1は 回転ヘラキリによる須恵器率である。

時 期

本住居址は、八世紀第 I四半期、十二遺跡第 I期に位置付けられよう。

(46) H-46号 住居址
住居址 第172図

H-46号住居址は、第H区ヘー32グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、 F-64号掘立柱建物址と重複するが、両者の新旧関係はとらえられなかった。ま

た、本住居tlLの西北コーナーは溝によって破壊されている。

本住居址は、南北4.4m東西4.8mの 隅丸方形を呈し、床面積17.8m2を 測 り、南北軸方向はN―

Iδδ



1 竪穴住居址

第172図  H-46号住居址実測図 (|:80)
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第173図  H-46号住居址カマ ド実測図 (|:40)
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第 174図  H-46号 住居址出土遺物 (|:4)
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1 竪穴住居址

第175図  H-46号住居址出土遺物 (|:4)

第66表  H-46号住居址出土遺物一覧表 く石器〉

畔 器 種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重量 備   考

不  明
石

岩山

輝

安 (900)

硬質な貼り床である。

ピットは、 Pl～ P4の四個のピットが対で認められたが、そのあり方は一般 とは異なりP3・ P4

が南壁中にあるものであった。 Plは 30× 30cm深 さ45cm、 P2は 45× 40cm深さ40cm、 P3は 35× 35cm

深さ35cm、  P4は 30× 25cm深 さ30cm、  P5は 65× 45cm深 さ10cmを 測る。

覆土は、 2層 に分層された。 I層 は黒色土層 (10YR 2/1)で 小粒スコリア・糸田粒パ ミスをよく

含み、Ⅱ層は黒色土層 (10YR l.7/1)で 小粒スコリア・細粒パ ミスを若千含む層であった。

カマ ド 第173図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、ほぼ全体を破壊されていた。その構材に用いられいたと

考えられる面取 り軽石 と安山岩礫が住居第 I区に散乱していた。

本カマ ドの Pl・ P2は支脚石の抜取 り痕、 P3～ P5は袖石の抜取 り痕と考えられる。

7°一Wを指す。壁高は、20～ 40cmを 測る。壁

溝は,幅 15～ 25cm深 さ 5 cmを 測るものが、東

壁 。南壁 。西壁に認められた。床面は全体に
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Ⅳ 遺構と,■物

第67表  H-46号 住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

挿図

番号
器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１
一九

蓋

須
つまみ部は偏平な擬宝珠形を呈す る。

外面 ロクロヨコナデの後、天丼部回転ヘラヶズリ
内面  ロクロヨコナデ。

(ロ クロ右回転 )

月6上は砂 柾 そ言
み灰 白色 (10Y
7/1)外面に
「轟 l?の墨書

２

回

蓋
(夕百)

2.9
3.7
(151〉
つまみ部は偏平な擬宝珠形を呈する。

外面  ロクロヨコナデの後、天丼部手持ちヘラケズ
lり 。

内面  ロクロヨコナデ。 (0ク ロ右回転 )

元■7ょ環7曖跳
成となっておら
ずにぶい赤掲色
(5YR5/3)

３
ｍ
蓋
(須 )

3.5
38
〈159〉

つまみ部は偏平な擬宝珠形を呈する。

面

面

外

内

ロクロヨコナデ。
ロクロヨコナデ。
(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色を呈す る
(10Y5/1)

４

完

杯

須

14. 4

4.2
7 1
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は精選され
ず砂粒を多く含
み灰白色
(10Y7/1)

５

を
π

杯

須 体部は外反 し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y7/1)

６

回

不

須

〈13.8〉
40
(69)
体部は外反し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロョコナデ。 (ロ クロ右回転 )

完全な環元炎焼
成 となっておら

ず浅黄橙色
(10Y R 8/4)

７

一
九

杯

須
70
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

月百■ユ〔よFHユ墓さ了し

ず砂粒を多 く含
み灰色
(10Y6/1)

８

回

不

(須 )
58
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

皓上に精選されな
い。完全な環元炎

焼成となっておら
切灰褐色 (5YR5/2〕

9

(回 )

不

須

〈142〉
66
86
体部は直線的に外反し、底部には高台が
貼り付けられる。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラケズリ、切り離 し方法不明。

内面 ロクロヨコナ デ。 (ロ クロ右回転 )

完全な環元炎焼
成となっておら
ずにぶい赤褐色
(5YR5/3)

‐Ｏ
①

椰

須

13 5
体部は外反し、底部には高台が貼り付け
られる。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転ヘ ラケズリ、切 り離 し方法不明。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y7/1)

Ｈ
徊

皿

(土 ?)
(8 2)
底部には高台が貼 り付けられ る。

外面 ロクロョコナデの後、黒色処理。
内面 ロク ロョコナデの後、体部黒色処理。

(ロ クロ右回転 )

胎土は比較的精

選 され、灰白色

(10Y8/1)

２

回

壷

須

(9.9 □縁部は外反 し、胴部球状に呈する小形
な器形。
□唇部は平担に縁取 られる。

外面  ロクロョコナデ。
内面  ロクロョコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色(10Y6/1)
焼成良好

３
ｍ

喪
土

(170 □縁部は短く外反し、胴部はゆるくすぼ
まる。

外面 □縁部 ヨコナデ。
胴部縦方向の刷毛 目状調整。

内面 □縁部 ヨコナデ。
胴部横方向の刷毛目状調整。

胎土は精選 され
ず砂粒を多く含
み灰褐色
(75 YR4/2)

４

回
甕
Ｄ

(129 □縁部はコの字状に外反し、胴部球状を
呈す る小形な器形。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 口縁部 ヨコナデ。1同部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含

みにぶい橙色
(75YR6/4)

‐５
①

甕

土

(155 □縁部はコの字状に外反し、胴部球状を
呈する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。
内面 □縁部ヨコナデ。1同部ヘラナ デ。

胎土は砂粒を含
みにぶい褐色
(75Y5/3)

６
印

褻

土

〈21.2〉
□縁部は ヨの字状に外 反す る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部 ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(75YR7/3)

７
Ｄ

甕

土

〈204
□縁部はコの字状に外反す る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい赤掲色
(5YR5/4)

８
つ

甕

土
3.7
底部平底。

外面 胴部～底部ヘラケズリ
内面 ヘ ラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい赤掲色
(5YR5/3)

‐９０
甕

土
4 1
底部平底 。

外面 胴部～底部ヘ ラケズリ
内面 ヘラナ デ。

胎土は砂粒を含
みにぶぃ赤褐色
(5YR5/3)

I Zθ



1 竪穴住居址

本カマ ド内の 1層 は、暗赤色焼土層 (5 YR3/6)で あった。

遺 物 第174・ 175図

遺物は、須恵器では蓋・不 。高台付不 。甕、土師器では不・甕が検出されている。

1～ 3は須恵器蓋で、 1は 表面に「上井」の墨書のみえるものである。図の網点部分の上は、

はっきりとは判読できなかった。

4～ 8は、須恵器不である。いずれも回転糸切りのまま未調整の底部をみせている。

9。 10は、須恵器高台付杯で、いずれも回転ヘラケズリの底部をみせている。

11は、土師器 ?高台付皿で、内外面が黒色処理されたものである。

12は、須恵器小形壺である。

13は、土師器小形甕で、内外面に刷毛目状調整の認められるものである。このような甕は佐久

平においては一般にみられず、おそらく松本平の系譜を引くものかと考えられる。

14～ 17は、コの字状口縁の土師器甕である。このうち14・ 15は球胴を呈するものである。

20は 、用途不明の扁平な礫である。

時 期

本住居址は、九世紀前葉、十二遺跡第V期に位置付けられよう。

(47) H-47号住居址
住居址 第177図

H-47号住居址は、第H区ヘー31

グリッドにおいて検出された。

本住居址は、 F-60号掘立柱建物

址を切って存在 している。

本住居址は、南北4.3m東西4.8m

のややいびつな隅丸方形を呈 し、床

面積16.3m2を 測 り、南北軸方向は

N-0° 一Sを指す。壁高は、30～ 45

cmを 測る。壁溝は認められない。床

面は、貼り床ではないが、全体に硬

質なものである。

ピッ トは、 Pl～ P4の 四個 の ピ

ットが対で認められたが、そのあり

ω
、

0       50cm

第176図  H-47号住居址カマ ド実測図 (|:40)

Iη



Ⅳ 遺構と遺物

0     1m

第177図  H-47号住居址実測図 (|:80)

方はH-46号住居址と同様で P3P4が南壁中にあるものであった。Plは 45× 40cm深 さ35cm、 P2は

35× 30cm深 さ55cm、  P3は 55× 30cm深 さ50cm、  P4は 40× 30cm深 さ40cmを 測る。

遺物は、 1の須恵器不が P2中 より、 4の土師器不が床面よりやや上で出土 している。遺物は、

いずれも覆土中からの出土である。

覆土は、 5層 に分層された。 I層 は黒褐色土層 (10YR 2/2)で小粒スコリアを多く含み、 H層

は暗褐色土層 (10YR 3/3)で 小粒スコリア。ローム粒子を多く含み、Ⅲ層は黒褐色土層 (10YR

2/2)で小粒スコリアを多く含み、Ⅳ層は黒褐色土層 (10YR 2/3)で 小粒スコリアを多く含み、

V層 は褐色土層 (10YR 4/4)で 小粒スコリア・ローム粒子を多く含む。

カマ ド 第176図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、左右両袖の芯の一部をとどめているのみで、他の部分は

破壊されていた。その袖の芯には、面取 り軽石が埋め込まれていた。また、その構材には粘土を

含む極暗赤褐色土 (5層  5 YR2/3)。 黒色土 (6層  5YRl.7/1)。 黒褐色土 (7層  5 YR
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Ⅳ 遺構 と遺物

第68表  H-47号住居址出土遺物一覧表 〈金属器〉

図

号

挿

番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

完

不

須 体部は外反 し、底部平底。
外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面 ロクロョコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(N7/0)
篠原により字形

２

０

不

須

く134〉
4.7
(5.9)
体部は外反し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転糸切り、未調整。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転)内面

胎土は砂粒を含
み灰白色
(75YR8/2)

３
Ｄ

郭

須

〈151〉
4.1

(8 3)
体部は外反し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘ ラケ ズリ、切り離 し方法不明。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰自色
(75Y7/1)

４

回

沐

土

〈14.8〉
4.8

(9 7)
体部は外反 し、底部平底。

面

面

外

内
□縁部ヨコナデ。体部～底部ヘラケズリ。
体部に放射状、見込み部にラセン暗文ぶ施こ
される。

胎土
`満
調:されず

赤褐色の粒子を特
徴的に含みにバヽ ヽ

黄褐色(10YR7/3b

５

完

不

土
67
底部には高台が貼 り付けられる。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転糸切りの後、高台部貼り付け。

内面 黒色研磨。

胎土は砂粒を含
み橙色
(7.5 YR7/6)

６

回

甕

土

く192〉 □縁部はコの字状に外反し、胴部は弓な
りに湾曲する。

最大径は胴上部にある。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(7.5YR 7/4)

７

回

甕

土

(20 0)
□縁部はコの字状に外反す る。

面

面

外

内
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい赤掲色
(5YR5/4)

８

回

甕

土

(190〉
□縁部はコの字状に外反す る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み橙色

(5YR6/6)

９

回

甕

土

く208〉
□縁部はコの字状に外反する。

外面 □縁部 ョコナデ。胴部ヘラナデ。
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み橙色

(5YR6/6)

0    10
0     3cm

第 179図  H-47号 住居址 出土遺物 (|:3)

第69表  H-47号住居址出土遺物一覧表 〈鉄器〉

挿図番号 器 種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重量 備   考

鉄鏃 ? 鉄 (6 1) (49) 基部

3/1)。 暗赤褐色土 (8層  5 YR3/6)が 用いられいた。

本カマ ドの土層は、 4層 に分層された。 1層は焼土をわずかに含む暗赤褐色土層 (5 YR3/

3)、 2層は焼土をわずかに含む極暗赤褐色土層 (5YR 2/3)、  3層は灰を多量に含む灰褐色土層

(5YR 4/1)、 4層は赤褐色焼土層 (5YR 4/8)で あった。

遺 物 第178・ 179図

遺物の出土量は、総じて少ないが、須恵器では不 。高台付不 。甕、土師器では杯・台付甕・甕

が検出されている。

1・ 2は、須恵器不である。いずれも回転糸切りのまま未調整の底部をみせている。

3は、須恵器不で、回転ヘラケズリの底部をみせており切り離し方法は不明である。

4は、土師器杯で、体部に放射状、見込部にラセン状の暗文をもつ畿内系暗文土器である。

5は、土師器高台付杯で、内面が黒色処理されたものである。
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l 竪穴住居址

6～ 9は、コの字状口縁の土師器甕で、最大径を胴部にもつものである。

10は、鉄鏃の基部かと考えられる。

時 期

本住居址は、九世紀前葉、十二遺跡第V期に位置付けられよう。

(48)

住居址

H-48号住居址

H-48号住居址は、第Ⅱ区ヘー31グ リッドに位置するが、H-49号住居址に大部分を切られて

おり、そのカマ ドの半分がかろうじて存在していた。

あるいは、そのカマ ドは、H-49号住居址の古いカマ ドである可能性も残ろうが、本遺跡群に

おいてはこれまでカマ ドの作り替え移動等の事例が認められないことなどを考慮し、これを別も

のとしてとらえた。

カマド 第180図

本カマ ドは、住居tlLの東壁に位置するものと考えられる。その土層は、 4層 に分層された。

1層 は焼土 。灰を含まない黒褐色土層 (10YR 3/1)、 2層はその構材と考えられる灰褐色粘土

層 (7.5YR 4/1)、  3層は焼土を若千含む灰褐色土層 (5 YR4/2)、 4層は暗赤褐色焼土層 (5YR

3/6)で あった。

なお、本カマ ドの ピッ トニ個は、袖石の抜 き取 り痕 と考えられる。

遺 物

遺物は、本カマ ド内から、コの字もしくはくの

字状口縁をとると考えられる土師器甕の破片三片

が検出されたのみである。

時 期

本住居址は、遺物からの時期決定が非常に困難

である。H-49号住居址に切られておりかつカマ

ドが東側にあることを考慮すると八世紀第Ⅳ四半

紀～九世紀初頭、十二遺跡第Ⅳ期に位置付けられ

よう。

50ё m

第180図  H-48号住居址カマ ド実測図 (|:80)
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Ⅳ 遺構と遺物

(49) H-49号住居址
住居址 第181図

H-49号住居址は、第H区ヘー31グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、H-48号住居址の大部分を切って存在 している。

本住居址は、南北5.6m東西5.Omの 隅丸方形を呈し、床面積21.6m2を 測 り、南北軸方向はN一

9°一Wを 指す。壁高は、40～ 50cmを 測る。壁溝は、幅15～ 20cm深 さ10cm程の ものが住居を全周す

0     1m

I Zδ

第181図  H-49号住居址実測図 (|:80)



1 竪穴住居址

る。床面は全体に硬質な貼り床

となっている。

ピットは、 Pl～ P4の四個の

ピットが対で認められた。Plは

50× 50cm筋晨さは45cm、 P2は 50×

45cm湯晨さは30cm、 P3は 55× 40cm

深さは35cm、 P4は 60× 60cm深 さ

は30cmを 測 りその中には安山岩

礫二点が認められた。

遺物は、 1・ 4・ 6・ 11・ 21

は床面直上の出土遺物、 3・ 20

は、床面よりやや浮いた状態で

検出されている。この他はいず

れも覆土中からの出土である。

覆土は、 5層 に分層された。

I層 は細粒パ ミス・小粒スコ

リアをよく含む黒色土層 (10

第182図  H-49号住居址カマ ド実測図 (|:40)

`YR 2/1)、 H層 は細粒パミス・小粒スコリアをよく含む黒褐色土層 (10YR 2/3)、 Ⅲ層はローム

のプロック状堆積である褐色土層 (10YR 4/6)、 Ⅳ層は細粒パミスを含む黒色土層 (10YR 2/

1)、 V層はロームのプロック状堆積である褐色土層 (10YR 4/6)で あった。

カマド 第182図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあるが、完全に破壊された状態にあり、住居址内にはその構材

である面取り軽石 。安山岩礫が散乱していた。また、その構材には、にぶい赤褐色粘土層 (5層

5 YR5/3)、 暗赤褐色土層 (6層  5 YR5/3)、 赤褐色粘土層 (7層  5 YR5/3)が用いられ

ていたようである。

本カマ ド内の土層は、 4層 に分層された。 1層 は灰を多く含む黒褐色土層 (5 YR3/1)、  2層

は若千のカーボンを含む黒色土層 (5 YRl.7/1)、  3層は焼土を大量に含む暗赤褐色土層 (5

YR 3/1)、 4層は焼土を僅かに含む黒色土層 (5YR l.7/1)であった。

遺 物 第183・ 184・ 185図

遺物は、須恵器では蓋・不 。高台付不・甕、土師器では不 。高台付不・甕が出土している。

1は 、須恵器蓋である。

2～ 10は、回転糸切り未調整の底部をみせる須恵器ネである。

０５〇一
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Ⅳ 遺構 と遺物

第70表  H-49号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

挿図

番号
器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

―
一九

蓋
(須 )

28
37
149

つまみ部は中央部のへこんだボタン状を
呈す る。

外面 ロクロヨコナデ。
切 り離 しは、回転糸切 りによる。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土はあまり精
選 されず灰色
(N4/0)

2

(完 )

ネ
(須 )

体部は外反 し、底部平底。
外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は精選 され

ず砂粒を多く含
み灰色GOY6/1)

３

完
不
(多百)

体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色

(10Y7/1)

４

完

ネ

須 体部は外反 し、底部平底。
外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り。未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含

み灰 白色
(10Y7/1)

５

回

杯

須 体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナ デ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は比較的精

選 され灰白色
(10Y7/1)

６
鵬

不

須

〈128〉
37
(6 6)
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰 白色

(10Y8/1)

７

回

ネ

須

〈139〉
39
(72)

体部は外反 し、底部平底。
外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は精選され

ず砂粒を多く含
み灰白色 0研γ l

８

回

杯

須

〈132〉
36
(64)
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切り、未調整。

内面 体部 ロクロョコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

９

回

杯

須

〈135〉
42
(6 2)
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面 体部 ロクロョコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は精選され
ず砂粒を多く含
み灰色 (10Y6
/1)

Ｏ
ｍ

不

須

〈137〉
38
60
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面 体部 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

完全な環元炎焼成
となっておらず橙
色(7.5 YR7/6)
胎土は精選されず

‐

一
冗

ネ

須

H 7
47
59

体部は比較的直線的に外反 し、底部には

高台の貼 り付けられる小形な器形。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面 体部 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は精選 され

ず砂粒を多く含
み灰色 (10Y6/1)

２

回
杯
篠

〈138〉
65
(79〉

体部 は比較的直線的に外反 し、底部には

高台が貼 り付け られる。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部調整、切 り離 し方法不明。

内面  ロクロョコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

13
(回 )

琢

土

(150〉
35
(7 0)
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部ロクロョコナデ。
底部手持ちヘラケズリ、切 り離 し方法不明。

内面 黒色研磨。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み浅黄橙色
(75YR8/4)

４

回
郎
(上 )

〈124〉
34 体部は丸味を帯びて外反 し、底部は偏平
な丸底 となる。

外面 □縁部 ヨコナデ。体部～底部ヘ ラケズリ
内面  ヨコナデ。

胎土は砂粒を多

く含みにぶい橙
色(75YR6/4)

５
ｍ

甕

土

(l2.l)
□縁部はゆるく外反 し、 1同部球状を呈す
る小形な器形。

面
面
外
内
□縁部 ヨコナデ。 1同部ヘラケズリ
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を多
く含みにぶい橙
色(5YR6/4)

６
即

甕

土

〈216〉
□縁部はかるくコの字状に外反する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(5YR 6/4)

‐７
０

甕

土

2o9
□縁部はコの字状に外反する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は比較的精

選 され浅黄橙色
(75YR8/3)

‐８
０

甕

土

21.2
□縁部 はコの字状に外反す る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は比較的精
選されにぶい橙
色(5YR6/4)

９
つ

饗

土
46

底部平底。
外面 1同部～底部ヘラヶズ リ
内面 ヘ ラナデ。

胎土は比較的精
選されにぶい橙
色(5YR7/4)

18θ



２０
⑩

甕

須

〈338)
〈31 1〉
〈15 6〉

□縁部は短く外反し、口唇部は帯状に縁
取られる。胴部は球状を呈し、底部平底。

外面 胴部平行叩きの後、□縁部ヨコナデ。
内面 1同部格子叩きの後、□縁部ヨヨナデ。

胎土は砂粒を含
み灰色

(lo Y 6/1)

1 竪穴住居址

第71表  H-49号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

第185図  H-49号住居址出土遺物 (|:3)

0:D
I近::::::::,』

)

22

11012は 須恵器高台付杯で、このうち11は

回転糸切 り未調整の底部をみせている。

13は、内面黒色研磨のなされたロクロ土師

器不であるが、その切 り離し手法は不明であ

第72表  H-49号住居址出土遺物一覧表 く鉄器〉

挿図番号 器 種 材  質 長 さ 厚 さ 重量 備   考

鎌 鉄 1∞

鉄鏃 ? 鉄 (03) 基部 ?

る。

14は土師器杯であるが、その形態の古さから本住居址には伴わないものと考えられる。

15は、土師器小形球胴甕である。

16～ 18は、コの字状口縁の土師器甕で、その最大径が胴部にあるものである。

20は 、須恵器甕である。

21は 、先端部の湾曲の比較的強い鎌である。

22は、鉄鏃基部の破片であろう。

時 期

本住居址は、九世紀前葉、十二遺跡第V期に位置付けられよう。

(50) H-50号住居址
住居址 第186図

H-50号住居址は、第Ⅱ区ハー29グ リッドにおいて検出された。

本住居址の中央上部は、新 しい溝に切られている。

――
―
一
― ´
~

Z∂I



本住居址は、南北3.Om東

西2.85mの隅丸方形を呈 し、

床面積6.9m2を 測 り、南北軸

方向はN-7° 一Wを 指す。

壁高は、20～ 30cmを 測る。

壁溝は認められなかった。

床面は、全体にかなり硬質

な貼 り床となっている。な

お、本住居址の中央部には、

軽石 。安山岩礫・集塊岩礫

等数十個が認められた。こ

れらはおそらく本住居址の

埋没後の くぼみに廃棄され

たものであろう。

本住居址に付随するピッ

トは認められなかった。

遺物は良好な出土状態を

示すものがなく、いずれも

覆土中からの出土である。

覆土は、 2層 に分層され

た。 I層 は小粒スコリアを

含む黒色土層 (10YR l.7/

1)、 H層はローム粒子を多

く含む黒褐色土層 (10YR

3/2)であった。

カマド 第187図

第 186図  H-50号住居址実測図 (|:80)

50cm

Ⅳ 遺 l・lYlと 遺物

0     1m

カマ ドは、住居址の東南       第187図  H-50号住居址カマド実測図 (|:40)

コーナーにあり、左右両袖と天丼石の石組をとどめていた。その石組のうち、図上 aが軽石、b

が安山岩、 Cが集塊岩である。また、それらを固定するためにロームを混じた褐色土 (5層  10

YR 4/6)が用いられていた。

本カマ ド内の土層は、 4層 に分層された。 1層 は若干のカーボンを含む黒褐色土層 (10YR 2/

3)、 2層は焼土を僅かに含む褐色土層 (7.5YR 4/3)、 3層は大量のカーボンを含む黒 褐 色土層
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第73表  H-50号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

図
号
挿

番
器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備    考

１

回

不

須

14.7
4.1
9 1
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘ ラキ リの後、手持ちヘ ラヶズリ。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y8/1)

２

回
甕
吐

〈12.4〉 □縁部は外反 し、球胴を呈す る小形な器
形

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含

みにぶい赤褐色

(5YR5/4)

1 竪 穴住居 l■

第188図  H-50号住居址出土遺物 (|

第74表  H-50号住居址出土遺物一覧表

:4)

く石器〉

⇔

09

0 3cm

硼 鶴 器 種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重量 備   考

製
鏃

磨
石

粘板岩 14 カマ ド内出土

(5 YR2/1)、  4層 は焼土・カーボンを僅かに含む暗赤褐色土層 (5 YR3/4)で あった。

遺 物 第188図

出土遺物は、きわめて少なく、須恵器では不 。甕、土師器では甕の破片が出土したのみである。

また、カマ ド中からは 3の磨製石鏃が出土している。

1は 回転ヘラキリののち、手持ちヘラケズリの加えられた底部をみせる須恵器不である。その

形態の古さから本住居址には伴わないものと考えられる。

2は、土師器小形球胴甕である。

3は粘板岩の磨製石鏃で、両面に研磨がなされ両側から一つの穿孔がなされたものである。

時 期

本住居址は、遺物が少ないためその時期決定は困難であるが、八世紀前半代の所産 とみて大過

あるまい。
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(51) H-51号住居址
住居址 第189図

H-51号住居址は、第H区ヘー31グ リ

ッドにおいて検出された。

本住居址は、南北4.Om東西4.2mの歪

んだ隅丸長形を呈 し、床面積 12.O m2を

測 り、南北軸方向はN-11° 一Wを 指す。

壁高は、30～ 35cmを 測る。壁溝は認めら

れなかった。床面は、貼 り床ではないが

全体にかなり硬質な床となっている。

ピットは認められなかった。

遺物は、いずれも覆土中からの出土で

ある。なお、自然遺物として 2の 馬歯が

床面直上から出土している。

Ⅳ 遺 llYlと ,士物

第 189図  H-51号住居址実測図 (|:80)

o       50cm

0     1m

Ｑ

α
一＼
⑥
Ｏ

陣饂
σ

臓

③

０

一一Ｃ

第190図  H-51号住居址カマ ド実測図 (|:40)

覆土は、 4層 に分層された。 I層 は細粒パ ミスを多量に含みローム粒子を含む黒褐色土層 (10

YR 2/2)、 H層は細粒パ ミスを多量に含みローム粒子をよく含む黒褐色土層 (10YR 2/3)、 Ш層

は細粒パ ミスを多量に含みローム粒子を含まない黒色土層 (10YR l.7/1)、 Ⅳ層は細粒パ ミスを
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1 竪穴住居珈L

第75表  H-51号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

多量に含みローム粒子をよく含む黒褐色土層 (10YR 2/3)で あっ

た。

カマ ド 第190図

カマ ドは、住居址の北壁やや東よりにあるが、完全に破壊された

状態にあり、住居址内にはその構材である安山岩礫数個が散乱して

いた。

本カマ ド内の土層は、 4層 に分層された。 1層 は焼土・カーボン

を含む黒褐色土層 (5 YR2/2)、  2層 は焼土を含む赤褐色土層 (5   9      1QCm

YR 4/4)、  3層は焼土を多く含み灰を含む暗赤褐色土層 (5 YR3/  第191図  H-51号住居址

め、 4層 は焼土・灰を含む暗赫 L―L層 (5 YR3/の であった。
  F声 遍κ

遺 物 ・第191図

遺物の出土量は少なく、図示したもの以外には、須恵器では蓋・不・甕の破片十数片、土師器

では甕の破片数十片が出土しているにすぎない。

1は 回転糸切 りによる底部をみせる須恵器不である。

このほか、自然遺物として 2の馬歯一個が床面直上から出土している。

時 期

本住居址は、八世紀後半～九世紀前葉の所産 と考えられる。

(52) H-52号住居址
住居址 第192図

H-52号住居址は、第H区ヘー31グ リッドにおいて検出された。

本住居址はその上部を新しい溝によって破壊されている。

本住居llLは、南北5.2m東西5.Omの 隅丸方形を呈 し、床面積21.8m2を 測 り、南北軸方向はN一

5°一Wを指す。壁高は、20～ 30cmを 測る。壁溝は認められない。床面は、全体にかなり硬質な貼

り床となっている。

ピットは、Pl～ P5の五個のピットが認められた。このうちの、P3～ P5は南壁際にそろって認

185

図
号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備   考

‐

回

不

須

〈12.4
43
72
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (0ク ロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰 白色
(75Y7/1)



Ⅳ i■構と遺物

０‐一

められるものであった。 Plは

45× 35cm筋晨さ35cm、 P2は 40× 40

cm深 さ45cm、 P3は 35× 25cm深 さ

40cm、  P4は 25× 25cm湯にさ40cm、

P5は 40× 30cm深 さ40cmを 測る。

遺物は、 3の土師器甕が床面

より20cm浮 いて、 また、 5の砥

石・ 6の敲石が床面より2 cm浮

いて、 7の鉄製品が床面より10

cm浮 いて出土した。この他はい

ずれも覆土中からの出土である。

覆土は 2層 に分層された。 I

I∂δ

C                       f

第 193図  H-52号 住居址 カマ ド実測図 (|:40)

卜
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層は細粒パミス・ローム粒子を含む黒褐色土

層 (10YR 2/2)、 Ⅱ層は細粒パミスを含む黒

色土層 (10YR l.7/1)で あった。

′カマド 第193図

Ⅳ 遺構 と遺物

第77表  H-52号住居址出土遺物一覧表 〈鉄器・石器〉

挿図番号 器 種 材  質 長 さ 厚 さ 重量 備   考

5 砥  石 砂 岩 (∞ ) 一部欠損

6 不  明 輝 石
安山岩

(790) 一部欠損

7 鉄鏃 ? 鉄 基部

カマ ドは、住居址の北壁中央にあるが、ほぼ完全に破壊された状態にあり、袖石・支脚石の抜

き取り痕が残っているにすぎなかった。なお、その構材には面取り軽石と暗褐色粘土 (5層  10

YR 3/4)が用いられていた。

本カマ ド内の土層は、 4層 に分層された。 1層 は焼土とローム粒子を含む黒褐色土層 (7.5YR

3/2)、  2層 は焼土を含み若千の灰・カーボンを含む極暗赤褐色土層 (5 YR2/4)、  3層は焼土。

灰・カーボンを含み若千の焼土を含む黒褐色土層 (5 YR2/2)、  4層は焼土とローム粒子を含む

赤褐色土層 (5 YR4/6)で あった。

遺 物 第194図

遺物は、須恵器では杯 。四耳壺・甕、土師器では不・甕などが出土している。

1は 回転糸切 りによる底部をみせる須恵器不である。

2は、内面黒色研磨のなされたロクロ土師器不であるが、回転ヘラケズリの加えられた底部を

みせ、その切り離し手法は不明である。

3・ 4は、コの字状口縁の土師器甕で、その最大径が胴部にあるものである。

8は、須恵器四耳壺の破片である。

5は、四面が研砥に供された砥石である。

6は、棒状礫の先端に磨痕 (網′点)のみられるもので、その景J離痕も使用に伴うものと考えら

れる。また、本石器は熱も被っている。

188

第76表  H-52号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

図

号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備   考

１

完
不
篠

14 2
4.1
66
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転糸切り、未調整。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を多
く含み灰白色
(10Y7/1)

２
つ

杯

土 体部は外反 し、底部平底。
外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラヶズリ。

黒色研磨。 (ロ クロ右回転 )内面

胎土は砂粒を多
く含み浅黄橙色

(75YR8/3)

３
つ

甕

土
同
一
一

□縁部はコの字状に外反する。
胴部はやや肩が張った後、すぼまる。

面

面

外

内
□縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
□縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み赤褐色
(5YR4/6)

４

一
九

璽

土

183
28 5
(40

□縁部はコの字状に外反し、胴部は弓な
りに外反し、底部平底。

面

面

外

内
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラナデ。

胎土は比較的精
選され浅黄橙色
(75YR8/3)

８
ｍ
四耳壺
(須 )

胴部上半には断面三角形の凸帯が巡らさ
れ、その上に孔を持たない耳部が貼り付
けられる。

外面 叩きの後、 ヨコナデ。
内面  ヨコナデ。

精
色
＞

動
版
“
ｏ
ｍ選され、い一



1 竪穴住居址

7は 、鉄鏃基部の破片であろう。

時 期

本住居址は、九世紀前葉、十二遺跡第V期 に位置付けられよう。

(53) H-53号住居址
住居址 第195図

H-53号住居址は、第H区フー30グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、 F-69号掘立柱建物址と重複するが、両者の新旧関係はとらえられなかった。

本住居址は、南北4.2m東西4.7mの 隅丸方形を呈 し、床面積12.8m2を 測 り、南北軸方向はN一

6°一Wを指す。壁高は、25～ 35cmを 測る。壁溝は、幅約 15～ 20cm深 さ 5～ 10cmを 測るものが、北

壁の一部を除きほぼ全周する。床面は、貼 り床で全体にかなり硬質なものであった。

ピットは、 Pl～ P4の 四個のピッ トが対で認め られたほか、東北コーナーで P5が検出され

た。 Plは 60× 50cm筋晨さ65cm、  P2は 45× 40cm筋にさ50cm、  P3は 55× 50cm移晨さ50cm、  P4は 45× 35cm深

さ50cm、  P5は 45× 35cmを 測る。

遺物は、 2の土師器甕が、カマ ド手前の床面直上より出土している。また、 3の石材が西壁際

バ
一

Ａ
一

I

0     1m

ゞ
°
こり亀
P

O

第 195図  H-53号住居址実測図 (|:80)
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第 196図  H-53号 住居址カマ ド実測図 (|:40)

θ
10cm

第78表  H-53号住居址出土遺物一覧表 く石器〉

挿図番号 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重量 備   考

不 明 片麻岩 470 祭杷遺物か ?

ヱ

"

第 197図  H-53号住居址出土遺物 (|:4)



1 竪穴住居址

第79表  H-53号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

図

号

挿

番
器種 法 量 器 形 の 特 徴 調 整 備    考

1

(回
・
)

不

須

〈145〉
3.4

(100)

体部は外反 し、底部平底の盤状の器形を

呈す る。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘ ラキ リの後、回転ヘラヶズリ。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は比較的精

選され灰 白色

(10Y7/1)

２
鵬

甕

土

(245
□縁部はくの字状に外反する。

最大径は□縁部にある。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズ リ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を多
く含み橙色
(5YR6/6)

の床面直上より出土している。この他遺物は、いずれも覆土中からの出土である。

覆土は、 I層 のみで小粒パミスをよく含む黒色土層 (10YR 2/1)で あった。

カマド 第196図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、天丼部と左右両袖の大半を破壊されているが、僅か煙道

部の両壁の一部をとどめていた。その煙道部の両壁の芯には、面取り軽石が用いられているが、

中でもBの断面にみられるものは『状に面取りされたものであった。これらの石材を包むのは、

にぶい橙色土層 (5層  7.5YR 7/4)、 灰褐色粘土層 (7層  7.5YR 6/1)であった。また、火床

部には、角柱状に面取りされた軽石の支脚が残置されていた。

本カマ ドの土層は、 4層 に分層された。 1層 は焼土・カーボン・灰を含む黒褐色土層 (7.5YR

2/2)、  2層はロームプロック、 3層は灰を多量に含む赤褐色土層 (5 YR4/6)、 4層はにぶい赤

褐色土層 (5 YR4/3)で あった。

遺 物 第197図

遺物の出土量は少なく、図示したもの以外には、須恵器では不 。甕の破片、土師器では不・甕

破片が検出されているのみである。

1は、回転ヘラキリの後底部全面に回転ヘラケズリがなされる須恵器杯である。

2は、 くの字状口縁の土師器甕で、その口縁部に最大径をもつものである。

このほか、見込部にラセン暗文をもつ畿内系暗文土器底部破片も認められた。

また、 3の片麻岩片は、器種がわからないが、石器の素材にはあまり適していないものである。

祭祀等にかかわる資料であろうか。

時 期

本住居址は、八世紀第 I四半期、十二遺跡第 I期に位置付けられよう。

(54) H-54号住居址
住居址 第198図
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Ⅳ 遺 llVlと 遺物

第198図  H-54号住居址実測図 (|:80)

H-54号住居址は、第H区ヘー30グ リッ

ドにおいて検出された。

本住居址は、H-55号住居址・H-56号

住居址を切って存在 している。また、その

上音5を溝によって破壊されている。

本住居址は、南北4.5m東西5.lmの 隅丸

方形を呈 し、床面積21.lm2を 測 り、南北軸

方向はN-9° 一Wを指す。壁高は、10～ 15

cmを 測る。壁溝は認められない。床面は、

貼 り床で全体にかなり硬質なものであった。

ピッ トはt Pl～ P4の 四個の ピッ トが

対で認められ、ことに P3・ P4は 南壁中に認

められる特徴的なものであった。このほか

192
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第 199図  H-54号 住居址カマ ド実測図 (|:40)



図

号
挿
番

器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備   考

１

回

甕

土

(197)
口縁部はコの字状に外反する。

面
面
外
内
□縁部 ヨコナデ。1同部ヘ ラケズリ
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラナデ。

胎土は砂粒を含
み 明赤褐色
(5YR5/8)

２
ｍ

費

土

〈184〉
□縁部はコの字状に外反する。 外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ

内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。
胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(75YR7/3)

３
ｍ

裂

土

(18.9)
口縁部はコの字状に外反する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラヶズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい赤褐色
(5YR5/4)

第80表

1 竪穴僧ittllL

H-54号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

10cm

3

第200図  H-54号住居址出土遺物 (|:4)

P5が P3の近 くにある。 Plは 45× 35cm深 さ40cm、  P2は 40× 35cm深 さ50cm、  P3は 35× 30cm深 さ50

Cmヽ  P4は 25× 25cm深 さ50cm、  P5は 15× 10cmを 測る。

遺物は、いずれも覆土中からの出土である。

覆土は、 I層 はのみで細粒パ ミスを含む黒色土層 (10YR l.7/1)で あった。

カマド 第199図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあるが、完全に破壊されており、袖石および支脚石の抜き取り

痕をとどめているにすぎなかった。

本カマ ドの土層は、 8層 に分層された。

1層 は灰を多く含む黒褐色土層 (10YR 2/2)、  2層は焼土を多量に含む赤褐色土層 (5 YR4/

6)3層は焼土を若千含む暗褐色土層 (10YR 3/3)、 4層は焼土・粘土を含み灰を多量に含むにぶ

い黄褐色土層 (10YR 4/3)、 5層は焼土・灰を含み僅かにカーボンを含む明赤褐色土層 (5 YR

5/6)、  6層は赤褐色焼土層 (5 YR4/8)、  7層は焼土を若千含む暗褐色土層 (10YR 3/4)、 8層

は灰が多量に混じる褐灰色粘土層 (10YR 4/1)であった。

Iθθ



Ⅳ 遺構 と遺物

遺 物 第200図

遺物の出土量は総 じて少なく、土師器では甕が、須恵器では杯の破片数片が検出されているに

すぎない。

1～ 3は コの字状口縁の土師器甕で、最大径を胴部上半にもつものである。

時 期

本住居址は、時期決定のための遺物に乏しいが、その切 り合いから九世紀第末葉、十二遺跡第

Ⅶ期に位置付けられようか。

(55) H-55号 住居址
住居址 第201図

H-55号住居址は、第Ⅱ区ベー30グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、H-54号住居址に切られて存在 している。

本住居址は、南北3.8m東西3.9mの 隅丸方形を呈 し、床面積13.5m2を 測 り、南北軸方向はN―

5°一Wを指す。壁高は、10～ 25cmを 測る。壁溝は認められない。床面は、貼り床で全体にかなり

0     1m

H-54号
住居址

19イ



l 竪穴住居址

硬質なものであった。

ピットは、Pl・ P2の二個のピットが対で認

められた。また、このほか P3・ P4が検出され

ている。Plは 40× 25cm深 さ15cm、 P2は 40× 30

cm沼宅さ10cm、  P3は 45× 40cm彰果さ35cm、  P4は

25× 25cm深 さ40cmを 測る。

遺物は、 1の灰釉陶器が害Jれて床面よりや

や浮いて、 2・ 3の土師器が床面直上より出

土した。この他は、いずれも覆土中からの出

土である。

覆土は、 3層 に分層された。 I層 は黒色土

層 (10YR 2/1)で スコリア・糸田粒パ ミスを多

く含み、H層は黒色土層 (10YR l.7/1)ス コ

リア・細粒パ ミスを多く含み、Ⅲ層はローム

陣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

濶
曰
曰

口
”

0 50cm

旦      B'

第202図  H-55号住居址カマ ド実測図 (|:40)
粒子を多く含む黄褐色土層 (10YR 5/6)であった。

カマ ド 第202図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、完全に破壊されていた。付近には、その構材に用いられ

ていた安山岩礫 と、13cmを 計る面取 り軽石の支脚が残置されていた。

本カマ ドの土層は、 4層 に分層された。

1層 は暗褐色 (10YR 4/4)焼土プロック、 2層は若千の灰を含む黒褐色土層 (10YR 2/3)、 3

層は多量の焼土を含む褐色土層 (10YR 4/4)、  4層 は褐色焼土層 (10YR 4/4)であった。

遺 物 第203図

遺物は、灰釉陶器坑、須恵器では蓋・甕、土師器では杯・甕が検出されている。

1は、刷毛掛けによる灰釉陶器坑である。

2・ 3は 土師器不で、 3には内面黒色研磨がなされている。

4は土師器小形甕、 5・ 6は土師器台付甕脚部、 7・ 8は コの字状口縁の土師器甕で、最大径

を胴部上半にもつものである。

時 期

本住居址は、九世紀後葉、十二遺跡第Ⅵ期に位置付けられよう。

ノ95
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第203図  H-55号住居址出土遺物 (|:4)
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1 竪穴住居址

第81表  H-55号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

図

号

挿

番
器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

完
坑
恢

15 2
47
75
体部は丸味を帯びて外反 し、底部には高
台が‖占り付け られ る。

外面 体部●クロヨコナデ。底部回転ヘラケズリ。
体部には灰釉が刷毛塗りされる。

内面 ロクロヨコナデ。体部には灰釉が届1毛塗り
される。 (ロ クロ右回転) l議纂籐

２

完

杯

土

体部は丸味を帯 びて外反 し、□縁部でゆ

るやかな変換を もって外反す る。

底部平底。

外 面 体部 ロクロヨコナデ。

底部回転糸切 り、未調整。

黒色研磨。 (ロ クロ右回転 )内面

胎土は砂粒を含み
にあヽ 赤ヽ 褐色

(5YR5/3)

３

回

杯

土

(14 o)
39
6.2

体部は丸味を帯びて外反 し、口縁部でゆ

るやかな変換をもって外反す る。

底部平底。

71・血 倅部 ロクロヨコナデ。

底部回転糸切り、未調整。
ヘラ ミガキ。一部黒色となる。

(ロ クロ右回転 )
内面

胎土は砂粒を含
み浅黄橙色
(10Y R8/3)

４
つ

費

土

139
□縁部は丸味を帯びて外反する小形な器

形。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は比較的精
選されにぶい赤

褐色(5YR5/4)

５

回

甕

＞

付
土
台
ζ

(88
台部はゆるく八の字状に開 く

面

面

外

内
台部 ヨコナデ。

台部 ヨコナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい赤褐色
(5YR5/4)

６
つ
台付甕
(土 )

84
台部は八の字状に開 く

面

面

外

内

ヨコナデ。
ヨコナ デ。

胎土は比較的精

選 されにぶい赤

褐色 (5YR5/4)

７

完

甕

土

197
25.3
(3 8)

□縁部はコの字状に外反 し、胴部上半に

最大径をもち、ゆるくすばま り底部へ と

至る器形。

外面 □縁部 ヨコナデ。 1同部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は比較的精

選されにぶい褐

色(7.5YR6/3)

８

完

甍

土

21.0
25 8
4 1

□縁部はコの字状に外反 し、胴部上半に

最大径を もち、ゆるくすばまり底部へ と

至 る器形。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラナデ。

胎土は比較的精
選されにぶい褐

色(7.5YR6/3)

(56) H-56号住居址
住居址 第204図

H-56号住居址は、第Ⅱ区ヘー30グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、H-54号住居址に僅かに切られて存在 している。また、その上部を溝によって破壊

されている。

本住居址は、南北3.5m東西3.4mの 隅丸方形を呈 し、床面積9.Om2を 測 り、南北軸方向はN一

2°一Wを指す。壁高は、35～ 45cmを 測る。壁溝は全体に認められ、幅 10～ 15cm深 さ 5 cmを 測る。

床面は、貼 り床で全体にかなり硬質なものであった。

ピットは認められなかった。

遺物は、 1の土師器不が床面直上より検出された。この他の遺物は、いずれも覆土中からの出

土である。

覆土は、10層 に分層され、埋土的な様相を呈 していた。 I層 は黒褐色土層 (10YR 2/3)でロー

ム粒子を多量に含み、 H層 はローム粒子をよく含む黒色土層 (10YR 2/1)、 Ⅲ層はローム粒子を

多量に含む黒褐色土層 (10YR 2/3)、 Ⅳ層はローム粒子をよく含む黒色土層 (10YR 2/1)、 V層

はローム粒子を多量に含む黒褐色土層 (10YR 2/3)、 Ⅵ層はローム粒子を多く含む黒色土層 (10

YR 2/1)、 Ⅶ層はローム粒子を僅かに含む黒色土層 (10YR l.7/1)、 Ⅷ層はローム粒子を多量に

197



含む黒褐色土層 (10YR

2/3)、 Ⅸ層はローム粒子

をあまり含まない黒色土

層 (10YR 2/1)、 X層 は

ローム粒子をあまり含ま

ない黒色土層 (10YR 2/

1)であった。

カマド 第205図

カマ ドは、住居址の北

壁中央にあるが、その一

部の石組 (安山岩礫・面

取り軽石)を とどめるの

みで、ほぼ全体を破壊さ

れていた。その構材に用

いられていたと考えられ

る安山岩礫・面取り軽石

十数個が住居内に散乱し

ていた。

本カマ ドの土層は、 6

層に分層された。 1層は

焼土・灰を僅かに含むに

ぶい赤褐色土層 (5 YR

5/3)、  2層は焼土・カー

ボンを僅かに含む極暗赤

褐色土層 (5 YR2/3)、

3層は焼土・灰を含むに

ぶい褐色土層 (7.5YR

5/4)、  4層 は焼土を含む

極暗赤褐色土層 (5 YR

2/4)、 5層は赤褐色焼土

層 (5 YR4/6)、  6層 は

黒褐色焼土層 (7.5YR 3/1)

198

Ⅳ 遺構と遺物
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第205図  H-56号住居址カマ ド実測図 (|:40)



図
号

挿

番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

回

杯

土

〈136〉
4 1
5.4

体部は丸味を帯びて外反 し、□縁部でゆ

るやかな変換をもって外 反す る。

底部平底。

外雨 体部 ロクロヨコナデ。

底部回転糸切 り、未調整。

黒色研磨。 (ロ クロ右回転 )内面

胎土は砂粒を含
み浅黄橙色
(75YR8/3)

２
つ

甕

上

207
□縁部はコの字状に外反 し、胴部上半に

最大径をもつ。

面
面
外
内
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
□縁部 ョコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい褐色

(75YR5/4)

３

回

甕

土

(195
□縁部はコの字状に外反す る。

面
面
外

内

□縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケ ズリ

□縁部 ヨコナデ。胴部へ うナデ。

胎土は比較的精

選 されにぶい褐
色(75 YR6/3)

４

回

甕

土

〈192〉
□縁部はコの字状に外反す る。

外面 □縁部 ヨコナデ。1同部ヘ ラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい赤褐色
(5YR5/4)

第82表

1 竪穴住居址

H-56号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

2

第206図  H-56号住居址出土遺物 (|:4)

遺 物 第206図

遺物は、須恵器では杯 。高台付杯・甕、土師器では杯・甕が検出されている。

1は 、土師器不で、回転糸切 りのまま未調整の底部 をみせている。

2～ 4は コの字状口縁の土師器甕で、最大径を胴部上半にもつものである。

時 期

本住居址は、九世紀後葉、十二遺跡第Ⅳ期に位置付けられよう。

＼
＼

ノ99



Ⅳ 遺構と遺物

(57) H-57号住居址
住居址 第207図

H-57号住居址は、第H区 フー30グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、 F-68号堀立柱建物址 と重複するが、この両者の切 り合い関係は非常に微妙であ

った。とりあえずは、本住居址の確認面上において、 F-68号堀立柱建物址のプランが確認され

なかったので、 F-68が本址に先行する可能性を考えておこう。

0     1m

Ｂ
一

Ｃ
一

Ｂ
一

Ｄ
一

Ｄ
一

ヽ

2θθ

第207図  H-57号住居址実沢1図 (|:80)



1 竪穴住居址

本住居l■Lは、南北4.65m東西4.25mの隅丸長方形を呈し、床面積15.5m2を 測り、南北軸方向は

N-7° 一Wを指す。壁高は、40～ 45cmを 測る。壁溝は認められない。床面は、全体に硬質な貼り

床となっている。住居址の床面には、カマ ドの構材である面取り軽石 と安山岩礫が70個以上散

乱している状況にあった。

Γ

∂む

ピットは、Pl・ P2の二個のピットが対で認

められたほか、カマ ド西脇には P3が認められ

た。Plは 25× 25cm筋晨さ20cm、 P2は 25× 25cm深

さ25cm、  P3は 60× 35cm深 さ10cmを 測る。

遺物は、 1・ 2の須恵器不、 3の須恵器長

頸瓶が床面直上より出土している。この他遺

物は、いずれも覆土中からの出土である。

なお、住居の中央部床面直上より馬歯が出

土した。これは、馬の上下両顎の馬歯 1セ ッ

ト分にあたるものである。これらは出土状況

から考えて、馬の上顎 。下顎が分離した状態

で住居内に廃棄されたものと考え_ら れる。

覆土は、 4層 に分層され、埋土的な様相を

呈していた。 I層は小粒スコリアを

多量に含む黒色土層 (10YR 2/1)、

H層はローム粒子を多量に含む暗褐

色土層 (10YR 3/3)、 Ⅲ層は黒色土

層 (10YR l.7/1)、 Ⅳ層はローム粒

子を大量に含む暗褐色土層 (10YR

3/4)で あった。

カマド 第209図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあ

るが、角柱状に面取りのなされた軽

石の支脚をとどめているのみで、他

の部分は完全に破壊され、住居llLの

床面にはカマ ドの構材である面取り

軽石と安山岩礫が70個以上が散乱し

ている状況にあった。

う
~¬

第208図  H-57号住居址馬歯出土状態 (|:20)

乃
％

バ
一

Ａ
一

０５〇一第209図  H-57号住居址カマ ド実測図 (|:40)

2aI



Ⅳ 遺構と遺物

第210図  H-57号住居址出土遺物 (|:4)

第83表  H-57号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

員 =

＼

図
号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

一
九

不

須 体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は精選 され

ず砂粒を多 く含
み灰色
rlov A/1、

２

完

郊

須
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

幅工 ほ砂柾 を目

み灰色 (10Y6
/1)内外面に
,々櫂 芸 ふ n

３

完
長頸瓶
(須 )

88
頸部か ら□縁部は ラッパ状に外反する。
口唇部は帯状を呈する。

外面  ロクロヨコナデ。
内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

幅工
`よ

磁選ごれる|
完全な環元炎焼成
となっておらず明
赤働色(5YR5/6)

４

完

甕

土

2o3
25 9
38

□縁部は弱 くコの字状に外反 し、胴部上

半に最大径をもち、ゆるくすばまり、底

部に至る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラヶ ズリ
内面 □縁部 ヨコナ デ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み橙色

(7.5YR7/6)

5

(回 )

甕

土

(20 6
□縁部はコの字状に外反す る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ。
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい褐色

(75YR5/4)

6
(完 )
饗
(■ )

37
底部平底。

外面 ヘラケズリ
内面 ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい褐色
(75YR6/3)

2θ2



1 竪穴住居址

なお、その前庭部からは 2の須恵器不が出土した。

本カマ ドの土層は、 1層 が焼土をよく含む黒色土層 (10YR 2/1)、  2層はカーボンを含む黒色

土層 (10YR l.7/1)で あった。

遺 物 第210図

遺物は、須恵器では不 。長頸瓶 。甕、土師器では甕が検出されている。

1・ 2は、回転糸切 り未調整の底部をみせる須恵器不である。

3は、須恵器長頸瓶頸部である。

4・ 5は、コの字状口縁の土師器甕である。いずれもその胴上半部に最大径をもつものである。

時 期

本住居址は、九世紀前葉、十二遺跡第V期に位置付けられよう。

(58) H-58号 住居址
住居址 第211図

0     1m

ｇ
一
バ
　
　
Ｃ
一

Ａ

一　

Ｂ

一
　

Ｃ

一

ぉむ5秒49

Ｑ

ο
雨馴Ｒ

第211図  H-58号 住居址実測図 (|:80)
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Ⅳ 遺構と遺物

H-58号住居址は、第H区 フ・ヘー29グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、南北3.2m東西4.Omの 隅丸長方形を呈し、床面積9.9m2を 測 り、南北軸方向はN―

7°一Wを指す。壁高は、20～ 40cmを 測る。壁溝は認められない。床面は、全体に平坦で硬質な貼

り床となっている。

ピットは、 Pl・ P2が認められた。 Plは 15× 15cm深 さ25cm、 P2は 35× 25cm深 さ20cmを 測 り横に

浅いピットを伴 う。

本住居址は焼失家屋であり、炭化材が住居内に散在 していた(第 212図 )。 材の樹種等については

付編に詳しい報告があるが、ここで簡単にふれておく。図の a・ b・ fは コナラ亜属コナラ節の

樹木、 Cがヤマグワ、 dがヤマグワ類似の樹木、 gohが サクラ属の樹木の一種であった。この

aコ ナラ属 (コ ナラ亜属コナラ節 )の一種

bコ ナラ属 (コ ナラ亜属コナラ節 )の一種

cヤ マグワ

dヤマグワ類似種

fコ ナラ属(コ ナラ亜属コナラ節 )の一種

gサ タラ属の一種

hサ クラ属の一種

―

、

ま,
ミやヽ

IW
ヾ
ミ

204

第212図  H-58号 住居址炭化材及び遺物分布図 (|:40)



他、出土位置は不明であるが、屋根を

ふいたと考えられるカヤ (ス スキ)の

一種、エゴノキ属の一種の樹木が検出

されている。

遺物は、カマ ド東llllよ リー括出土し

た。それらは住居焼失のため原位置に

置き去 りにされたものと考えられる。

このうち 1・ 5。 7の須恵器不は床面

直上より正常位で、 2・ 4・ 6・ 8の

須恵器杯は床面直上に伏せられた状態

で出土している。この他の遺物は、い

ずれも覆土中からの出土である。

覆土は、 3層 に分層された。 I層 は

小粒パ ミスを若千含み小粒スコリアを

多く含む黒色土層(7.5YR 2/1)、 Ⅱ層

はカーボンを含む褐色焼土層 (7.5YR

4/6)、 Ⅲ層は黒色土層(7.5YR l.7/1)

であった。

カマド 第213図

1 竪穴住居址

0 50cm
|+

01≧

Ｃ
一

Ｃ
一

Ｄ
一

Ｄ
一

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、

僅かに西袖の一部を破壊されているの
   第213図

みで、その大半は破壊されず残ってい
H-58号住居址カマ ド実測図 (|:40)

た。その袖の芯には面取り軽石が据えられ、黒褐色土層 (6層  7.5YR 3/2)、 黒色土層 (7層  7.

5YR l.7/1)、 暗褐色土層 (8層  7.5YR 3/2)、 明褐色粘土層 (9層  7.5YR 5/6)、 褐色土層 (10

層 7.5YR 4/4)が 貼られていた。支脚 a・ bも 角柱状に面取りされた軽石である。

本カマ ド内の土層は、 5層に分層された。 1層 は灰を多く含む灰黄褐色土層 (10YR 4/2)、 2

層はカーボン・灰を若千含む黒色土層 (10YR 2/1)、  3層は灰を多く含む灰黄褐色土層 (10YR 4/

2)、 4層はカーボン・灰を若千含む黒色土層 (10YR 2/1)で あった。

遺 物 第214・ 215図

遺物は、須恵器では不 。高台付不・甕、土師器では甕が検出されている。

1～ 7は 須恵器不である。このうち 1・ 3・ 5はヘラキリによる底部をみせるもの、 607は

回転糸切りの後外周手持ちヘラケズリのなされた底部をみせる須恵器不である。土器組成全体か



Ⅳ 遺構 と遺物

第214図  H-58号住居址出土遺物 (|:4)

ら考え、この回転糸切 り痕をみせる須恵器不はきわめて古いものと考えられよう。

8は、底部に回転ヘラケズリ痕をみせる須恵器高台付不である。

9は、土師器小形球胴甕である。

10・ 11は、 くの字状口縁の土師器甕である。

12は、肉厚な土師器球胴甕である。

時 期

本住居 l■Lは、八世紀第H四半期、十二遺跡第Ⅱ期に位置付けられよう。
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1 竪穴住居址

12

第215図  H-58号 住居址出土遺物 (|

0                10cm

:4)

第84表  H-58号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

―

― 、

意

図
号

挿
番 器種 法量 徴特の形器 整調 考備

‐

一
π

ネ

須

138
38
10 0

体部は直線的に外反 し、底部平底の盤状
の器形。

外面 体部 ロクロョコナデ。底部回転ヘラキ リの後
若干の手持ちヘラケズリ。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(N6/0)

２

完

不

須

134
37
78
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部全面手持ちヘラケ
ズリ。切り離 し方法不明。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

３

完

ネ

須

129
46
74
体部は外反 し、底部は丸味を帯びた平底

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘラキ リ、未
調整。平行す る圧痕あり。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色 (10Y5
/1)内 外面の
畑 に自師

４

回

杯

須

〈14.5〉
4.0
95
体部は外反し、底部は丸味を帯びた平底

外面

内面

体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘ ラケズリ。

切り離 し方法不明。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y7/1)

５

完

椰

須

123
4.2
5.9
体部は外反し、底部は丸味を帯びた平底(

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラキ リ、未調整。

内面 体部 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 ) 酪:露露
６

回

不

須

(13.9)
35
6.3

体部は外反 し、底部平底。
底部か ら体部への変換点は明瞭 な稜をな
していない 。

外面 体部ロクロヨコナデ。底部回転糸切りの後、
周囲手持ちヘラケズリ。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

７
印

杯

須

(13.4)
38
55

体部は外反し、底部平底。
底部から体部への変換点は、明瞭な稜を
なしていない。

外面 体部・ ク
ロヨコナデ。底部回転糸切 りの後、

周囲手持 ちヘラケズリ。
●クロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内面

胎土は砂粒を含
み灰色 (10Y6
/1)。 外面に
「器」の火澤きあι「器」の火揮きあり|

2θ7



Ⅳ 遺構 と遺物

第85表  H-58住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

８

完

不

須

15. 2

36
H.8
体部は直線的に外反 し、底部には高台が

貼り付けられる。

外面 体部 ロクロヨコナデ。底部回転ヘラケズリ

切 り離 し方法不明。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内面

胎土は砂粒を含

み灰色

(10Y5/1)

９

完

甕

土

H7
88
体部はゆるく外反 し、胴部は球状を呈 し

底部は偏平 な丸底を呈す る。

小形 な器形。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部～底部ヘラケ ズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(75 YR6/3)

Ｏ
ｍ

裂

土

(23.6)
□縁部はくの字状に外反する。

面

面

外

内

□縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ

□縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい褐色
(75YR6/3)

‐

一
九

甕

土

口縁部はくの字状に外反し、胴部は弓状
に膨らみ、底部平底。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい黄橙色
(10Y R7/3)

(59) H-59号住居址
住居址 第216図

H-59号住居址は、第H

区ヘー30グ リッドにおいて

検出された。

本住居址は、南北3.Om東

西3.Omの 隅丸方形を呈 し、

床面積6.5m2を 測 り、南北軸

方向はN-15°一Wを 指す。

壁高は50cmを 測る。壁溝は

認められない。床面は、貼

り床でなく全体に軟弱なも

のとなっている。なお、住居

内には安山岩礫が30個程認

められた。これらはおそら

く住居廃絶後の I層 もしく

はH層堆積時に住居のくぼ

みに投げ込まれたものと考

えられる。

ピットは、南壁際中央に

Plが認め られたのみであ

った。Plは 25× 25cm深 さ10

208
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陣

　

Ⅳ

0     1m

第216図  H-59号 住居址実測図 (l:80)



1 竪穴住居址

cmを 瀬Jる 。

遺物は、 1・ 2の土師器甕がカマ ド火

床面直上より出土している。この他、遺

物の出土は認められなかった。

覆土は、 4層 に分層され、埋土的な様

相を呈していた。

I層 は小粒スコリアを多く含む黒色土

層 (10YR 2/1)、 H層はローム粒子を多

く含む暗褐色土層 (10YR 3/3)、 Ш層は

ローム粒子を余り含まない黒色土層 (10`

YR l.7/1)、 Ⅳ層はローム粒子を多く含

む暗褐色土層 (10YR 3/3)で あった。

カマド 第217図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、

左右両袖と煙道部天丼・支脚石等をとど

めていた。カマ ドの左右両袖の芯には面

取り軽石と安山岩礫が据えられ、その上

に煙道部天丼として扁平な面取り軽石と

安山岩礫が乗せられ、黒色土 (2層  10

YR 2/1)・ 褐色ローム (2層  10YR 4/

6)。灰褐色粘土 (10YR 4/1)が貼られて

いた。また、焚口部には『状に面取りさ

れた軽石が左右に配され (C・ d)、 四角

柱に面取りされた安山岩礫 (a)がその

上に乗せられていたものと考えられる。

o      50cm

第217図  H-59号住居址カマド実測図 (|:40)

支脚石には角柱状に面取 りのなされた軽石が据えられて

いた。

本カマ ドの火床面には、焼土を多く含む黒褐色土層 (1層  10YR 2/2)の 堆積が認められた。

また、 1・ 2の土師器甕がカマ ド火床面直上より出土している。

遺 物 第218図

遺物は、図示 したカマ ド火床面直上出土の土師器甕以外には、まったく検出されていない。

1は完形の土師器小形球胴甕である。

2は くの字状口縁の土師器甕で、口縁に最大径をもつものである。 1
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挿図
番号

器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備    考

1

(完 )

甕

土

130
126 □縁部は直立気味

に外反 し、胴～底部は

球状を呈する小形な器形。

面

面
外
内
□縁部 ヨコナデ。胴～底部ヘラケズリ

□縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

内面には炭化物が付着。

胎土は精選され

ず砂粒を含みに

ぶい褐色
(75YR5/3)

２

完

甕

上

235
27 5

□縁部はくの字状に外反 し、胴罰
`上
半で

膨 らんだ後、底部にかけてすばまる。

底部は平底 となるもの と思われ る。

最大径は□縁部 にある。

外面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を多
く含み明赤褐色
(5 YR5/8)

Ⅳ 遺構と遺物

第86表  H-59号 住居址出土遺物一覧表 く土器〉

第218図  H-59号住居址出土遺物 (|:4)

時 期

本住居址は、 1。 2の上師器甕以外には遺物がまったく検出されていないため時期決定が困難

であるが、八世紀後半のものとみて大過あるまい。

(60) H-60号住居址
住居址 第219図

H-60号住居址は、第H区ヘー30グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、南北3.75m東西3.55mの小形隅丸方形を呈し、床面積11.4m2を 測 り、南北軸方向

はN-4° 一Wを指す。壁高は、20～ 25cmを 測る。壁溝は認められない。床面は全体に硬質な貼り

床となっている。

ピットは、カマ ド東。東北コーナーおいて Plが認められたのみである。Plは 80× 60cm深さ10cm

21θ

み

強



1 竪穴住居址

を測る。

遺物は、 1の土師器不が

カマドの火床面直上より出

土している。この他遺物は、

いずれもカマ ド中からの出

土である。

覆土は、 4層 に分層され、

埋土的な様相を呈していた。

I層 は小粒パミス・小粒ス

コリア・ローム粒子を若干

含む黒色土層 (10YR 2/

1)、 H層はローム粒子を多

量に含む暗褐色土層 (10

YR 3/3)、 Ⅲ層はローム粒

子を僅かに含む黒色土層 (10YR l.7/1)、 Ⅳ層

はローム粒子を多量に含む暗褐色土層 (10YR

3/4)であった。

カマド 第220図

カマ ドは、住居址の北壁中央よりやや東より

にあり、左右両袖の芯の一部 (面取り軽石 。安

山岩礫)と 支脚石 (角柱状面取り軽石)を とど

めるが、その他は破壊されている状況にあった。

また、カマ ドの前方の床面上には、その構材で

ある面取り軽石と安山岩礫の一部が散乱してい

る状況にあった。

本カマ ドの土層は、 1層が焼土をよく含む極

暗褐色土層 (7.5YR 2/3)、 2層は褐色焼土層 (7.

5YR 4/6)であった。          、

遺 物 第221図

第219図  H-60号 住居址実測

■
|

ぐ

2~熙ノ£
′

も9どp

第220図  H-60号 住居址カマ ド実測図 (|:40)

遺物は、須恵器では高台付不 。甕、土師器では不 。高台付杯・台付甕 。甕が検出されている。

1は、内面に黒色研磨のなされたロクロ土師器不で、回転糸切り未調整の底部をみせるもので

ある。

］
Ｑ

0      1m

o       50cm

Ч
が
｀

Ｄ
一

Ｄ
一
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獅邊珍

Ⅳ 遺構と遺物

＼

第221図  H-60号住居址出土遺物 (|:4)

2は、須恵器甕底部である。

3は、土師器小形甕底部で、外面に条痕状の調整痕の認められるものである。

4は、コの字状口縁の上師器小形甕である。

5は√土師器小形台付甕である。――  ―

6・ 7は、ユの字状口縁の土師器小形甕で、胴部上半に最大径をもつものである。

‐
時 期        ~

本住居址は、九世紀末葉、十二遺跡第Ⅷ期に位置付けられよう。
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1 竪穴住居址

第87表  H-60号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

図

号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

ｌ
Ｄ

杯

土

く14.4)
5.3
69
体部は丸味を帯びて外反し、底部平底。

外 面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

黒色研磨。 (ロ クロ右回転 )内面

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(5YR 7/4)

２
つ

饗

須
139
底部平底。

外面 胴部には叩きがなされ る。底部ヘラケズリ
内面 ヘラナデ。

胎土は精選され
ず砂粒を多く含
み灰色(N6/0)

３
つ (土 ) 63

器種不明。
底部平底。

面
面
外
内
体部には平行す る条痕がみられる。
ヨコナデ。

胴■ほ硝選ご孔丁

砂粒を多量に含み

淡黄色(25Y8/
3)焼成不良

４
つ
小形甕
(土 )

□縁部はコの字状に外反 し、胴部は弓な

りに湾曲、底部平底の小形な器形。

面

面

外

内
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズ リ。
□縁部 ヨヨナデ。胴部ヘラナデ。

じ轟暮夢爵庭讐ず
にぶい橙色

議麿
6/の

５
か
台付甕
(上 )

H7
16 3
87

□縁部はゆるく外反し、胴部は球状を呈
し、底部には八の字状に開く高台部が貼
り付けられる。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
脚部 ヨコナデ。

内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は比較的精選
されこぶい赤褐色
(5 YR5/3)

６
つ

甍

上

183
□縁部はコの字状に外反し、胴部上半に
最大径をもつ

面

面

外

内
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
□縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

月台土は比較的精選

されにぶい橙色
(5YR6/4)
燎成 自17^

７
Ｄ

裂

土

(194) 口縁部はコの字状に外反するが、ことに
その口唇部は強く巻き込むような状態で
外反する。

外面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズ リ。
内面 □縁部 ョコナデ。胴部ヘ ラナデ。

胎土は比較的相
選 され焼成良好
浅黄橙色
(75YR8/3)

８
つ

理

土
35
底部平底。

面

面

外
内
胴・ 底部ヘラケズリ
ヘ ラナデ。

幅工ほ瓦軟tr・J柑
選され焼成良好
にぶい橙色
(75YR7/3)

(61) H-61号住居址
住居址 第222図

H-61号住居址は、第H区 ヒー30グ リッドにおいて検出されたが、H-62号住居址にその大部

分を切られており、そのカマド部分を含む一部がかろうじて存在していた。

本住居l■は、隅丸方形を呈するものと

おもわれ、南北軸方向はN-21° 一Wを指

す。壁高は10cm程度を測る。壁溝は現存

部には認めらない。床面は全体に硬質な

貼り床である。

ピットは認められない。

遺物は、 1の甕が床面直上より出土し

ている。この他遺物は、いずれもカマ ド

からの出土である。

覆土は、 I層 は黒色土層 (10YR 2/1)

でローム粒子をよく含み、H層はローム

0      1m

-62号住居址

第222図  H-61号住居址実測図 (|:80)

21θ



Ⅳ 遺構と遺物

第88表  H-61号 住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

図

号

挿

番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備    考

l

(回 )

甕

土

〈172〉
□縁部はくの字状に外反する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズ リ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(75YR7/3)

＼  ~

＼

ル    (

IUCM

第223図  H-61号住居址出土遺物 (|:4)9   59cm

粒子をよく含む床の構築土である暗褐

色土層 (10YR 3/3)、 Ш層はローム粒

子をよく含む床の構築土である黒色土

層 (10YR l.7/1)で あった。

カマ ド 第224図

カマ ドは、住居址の北壁にあり、ほ

ぼ全体を破壊されていた。
第224図  H-61号住居址カマ ド実測図 (|:40)

本カマ ド内の土層は、 5層 に分層された。 1層 は灰を多量に含み粘土をよく含む褐色土層 (7.

5YR 4/3)、  2層は焼土 。灰・カーボンを含まない黒色土層 (7.5YR l.7/1)、  3層 は焼土をよく

含む黒色土層 (7.5YR 2/1)、  4層は焼土を大量に含む極暗褐色土層 (7.5YR 2/3)、  5層 はカマ

ドの火床部を構成する黒色土層 (7.5YR 2/1)で あった。

遺 物 第223図

遺物は、図示した 1の土師器甕以外に、土師器甕の破片数片が検出されているのみである。

1は 、口縁部がゆるくコの字状に外反する土師器甕である。

時 期

本住居llLは、遺物からの時期決定が非常に困難である。本住居址は、H-62号住居址以前のも

のであることは間違いない。おおよそは八世紀代の住居とみることができる。
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1 竪穴住居址

(62) H-62号住居址
住居址 第225図

H-62号住居址は、第Ⅱ区ヒー30グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、H-61号住居址の大部分を切って存在する。また、本住居址の西南コーナーは溝

によって破壊されている。

本住居址は、南北3.25m

東西3.5mの 隅丸方形 を呈

し、推定床面積 10m2を 測 り、

南北軸方向は N-21° 一W

を指す。壁高は、15～ 20cm

を測る。壁溝は認められな

い。床面は全体に硬質な貼

り床である。

ピットは認められない。

覆土は 5層 に分層され、

埋土的な様相を呈していた。

I層 は黒褐色土層 (10YR

2/2)でローム粒子を若千含

み、H層 は黒褐色土層 (10YR

3/2)でローム粒子を多く含み、

Ⅲ層は黒色土層 (10YR 2/1)で

小粒スコリアをよく含み、Ⅳ層

は黒褐色土層 (10YR 3/2)でロ

ーム粒子を多く含み、V層は黒

褐色土層 (10YR 2/2)でローム

粒子を若千含む層であった。

カマ ド 第226図

カマ ドは、住居址の東壁中央

よりやや南よりにあり、大部分

を破壊されていた。ただし、A・

Bの断面にはその袖石である面

取 り軽石 と安山岩礫が、 Cの断

第225図  H-62号住居址実測図 (|:80)

0       50cm

0      1m

第226図  H-62号 住居址カマ ド実測図 (|:40)
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図

号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備   考

1

(回 )

饗

土

〈200〉
□縁部は僅かコの字状に外反する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケ ズリ。
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は比較的精
選され焼成良好
橙色(5YR6/6)

Ⅳ 遺構 と遺物

第89表  H-62号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

面には面取り軽石の支脚石が残っていた。これ以外

は、面取り軽石と面取り安山岩礫がカマ ドの南脇に

集積されていた。

遺 物 第227図

遺物の出土はきわめて少ない。須恵器では不・甕

の破片数片、土師器では甕が検出されているいるの

みにとどまっている。このうち図示し得たのは 1の

みである。                     第227図  H-62号住居址出土遺物 (|:4)

1は、口縁が僅かコの字状に外反する土師器球胴甕である。

時 期

本住居址は、遺物からの時期決定が非常に困難である。本住居址が、H-61号住居址 を切 り、

カマ ドが東にあることを考え、九世紀前葉、十二遺跡第V期に位置付けておこう。

(63) H-63号住居址
住居址 第228図

H-47号住居址は、第

H区ヘー31グ リッドにお

いて検出された。

本住居址は、 F-60号

掘立柱建物址を切って存

在している。

本住居址は、南北3.Om

東西3.6mの 隅丸方形 を

呈 し、床面積8.9m2を 測

り、南北軸方 向は N―

10° 一Wを指す。壁高は、

21δ

】
」 く

や い

0                10cm

Ａ
一

0     1m

だ
一

I

第228図  H-63号 住居址実測図 (|:80)



1 竪穴住居址

30～ 35cmを測る。壁溝は認められない。

床面は全体に硬質な貼り床である。

ピットは認められない。

遺物は、 1・ 3が床面より30cm上で出

土している。また、 204が が床面直上

より出土している。この他の遺物は、い

ずれも覆土中からの出土である。

覆土は 2層に分層され、埋土的な様相

を呈していた。 I層 は黒褐色土層 (10YR

2/3)で ロームブロックを多量に含み、H

層は黒色土層 (10YR 2/1)で ローム粒

子・小粒スコリアを多く含む層であった。

カマド 第229図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、

O Sot'n
+

第229図  H-63号 住居址カマ

第230図  H-63号住居址出土遺物 (|:4)

第90表  H-63号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

ド実測図

図

号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備   考

１

回

不

須
体部は比較的直線的に外反し、底部には

高台が貼り付けられる。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部ヨコナデ。切り離し方法不明。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転)

元笠 な環九欠駐

成 とな って お ら

ず明赤 褐色
r'RYPR/6ヽ

２
団
郊
頓

(14F
45
10 7

体部は直線的に外反し、底部には高台が

貼り付けられる。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラケズリ。切り離し方法不明。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転)

粒を特徴的に含
み灰自色
(10Y7/1)

３
Ｄ 177

器種不明。

底部平底。

外面 胴部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 りの後、周囲手持ちヘラケズリ

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y8/1)
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Ⅳ 遺構 と遺物

左右両袖と煙道部天丼・面取り軽石の支脚 (a・ b)を とどめている。その袖の芯には、面取り

軽石が埋め込まれていた。また、その構材にはにぶい黄褐色ローム (5層  10YR 5/4)。 黒色土

(6層  10YR 2/1)。 にぶい黄橙色粘土 (7層  10YR 6/3)。 黒色土 (8層  10YR l.7/1)・ 褐

色土 (9層  10YR 4/6)が用いられていた。

本カマ ドの上層は、 4層に分層された。 1層 は暗褐色土層 (10YR 3/4)、  2層は粘土を含む黒

褐色土 (10YR 2/3)、  3層は焼土・カーボンをわずかに含む暗赤褐色土層 (5YR 3/4)、  4層 は

灰を多量に含みカーボンを含む灰褐色土層 (5YR 5/2)で あった。

遺 物 第230図

遺物の出土量は、総じて少ないが、須恵器では杯 。高台付不・甕、土師器では甕が検出されて

いる。

1・ 2は、須恵器高台付不で、回転ヘラケズリの底部をみせており切り離し方法は不明。

3は須恵器であるが、器種は不明である。回転糸切りの底部をみせている。

時 期

本住居址は、八世紀第Ⅳ四

半期～九世紀初頭、十二遺跡

第Ⅳ期に位置付けられよう。

(o+; H-64号

住居址

住居址 第231図

H-64号住居址は、第H区

ハー30グ リッドにおいて検出

された。

本住居址は、南北3.3m東西

3.2mの 隅丸方形を呈し、床面

積8.3m2を 測 り、南北軸方向は

N-12°一Wを 指す。壁高は、

20～ 30cmを 測る。壁溝はカマ

ドの両脇を除いてほぼ住居址

の全周に認められ、幅 10～ 15

cm深 さ 5 cm程度を測る。床面

218

0     1m

0

R°  pR

第231図  H-64号住居址実測図 (|:80)



1 竪穴住居址

は、全体に硬質な貼 り床となっている。

ピットは、東北コーナーからPlが、南

壁際中央にP2・ P3が対で認められた。

Plは 35× 25cm溺こさ10cm、  P2は 10× 10cm

深 さ15cm、  P3は 15× 15cm彰果さ20cmを 浪1

る。

遺物は、 2・ 3の上師器甕がカマ ド東

脇の床面直上から出土している。また、

4が P3に 接 した床面直上から出土 して

いる。この他はいずれも覆土中からの出

土である。

覆土は、 3層 に分層され .埋土的な様

相を呈していた。 I層 はロームブロック

をよく含む黒色土層 (10YR l.7/1)、 H

層はロームプロックを多量に含む黒色土

層 (10YR 2/1)、 Ⅲ層はローム粒子を若

千含む黒色土層 (10YR l.7/1)で あっ

た。

カマ ド 第232図

カマ ドは、住居llLの北壁中央にあり、

左右両袖は破壊され、その構材である面

取 り軽石 と安山岩礫が住居内に認められ

た。カマ ドの残された基部側をみると面

取 り軽石と安山岩礫が埋められ、黒褐色

土 (10層  10YR 3/2)、 褐色土 (11層  10YR 4/6)で固められていた。また、その火床部には黒

褐色土 (7層  5 YR2/1)。 褐色土 (8層  10YR 4/6)力 韻占られていた。

本カマ ド内の土層は、 6層 に分層された。 1層は粘土を含むにぶい黄褐色土層 (10YR 5/4)、

2層 は焼土を僅かに含む黒褐色土層 (10YR 2/2)、 3層は灰を多量に含みカーボンを若千含む

にぶい褐色土層 (7.5YR 5/3)、 4層 は灰褐色土層 (7.5YR 4/3)、 5層 は褐色土層 (10YR 4/

6)、 6層はカーボン・焼土・灰を含む暗赤褐色土層 (5 YR3/4)で あった。

遺 物 第233図

遺物の検出量は少ないが、須恵器の器種には不・甕が、土師器には甕が認められた。図示した
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第232図  H-64号住居址カマ ド実測図 (|:40)

第91表  H-64号住居址出土遺物一覧表 〈石器〉

挿図番号 器  種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重量 備   考

4 磨  石
石
岩

輝
安

1,780



Ⅳ 遺構と遺物

第92表  H-64号 住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

図

号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

‐
一九

杯

須 体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y8/1)

２
つ

甕

土

99
102
59
□縁部はゆるく外反し、球胴を呈し、底
部平底の小形な器形。肉薄。

外面 □縁～胴部 ロクロヨコナデ。
胴部最下位ヘ ラケズリ。
底部回転糸切 り、未調整。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

1台■_lま精選されず
砂粒を多く含みに
メ■ヽ NttL(7.5YR
5/4)嚇 自

３
つ

裂

土
□縁部はくの字状に外反し、胴部球状。
底部平底の小形な器形。肉薄。

外 lEl □縁 ^V月同部 ロク ロヨコナ デ。
胴部 下位ヘ ラケ ズ リ。

底部回転糸切り、未調整。
内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を含
みにぶい褐色
(75YR5/4)

５
Ｄ

甕

土

〈206〉
口縁部は僅か コの字状に外反する。

外面 口縁部 ョコナデ。胴部ヘラケズ リ
内面  口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(10YR 6/4)

22θ

第233図  H-64号 住居址出土遺物 (|:4)



1 竪穴住居址

遺物が主だったものである。

1は須恵器不で、回転糸切 り未調整の底部をみせるものである。

2・ 3は、ロクロ土師器小形甕で、回転糸切 り未調整の底部をみせるものである。

5は、くの字状口縁の土師器甕である。                _

4は、器体全体に摩減痕を有する磨石である。

時 期

本住居址は、九世紀前葉、十二遺跡第V期に位置付けられよう。

(65) H-65号住居址
住居址 第234図

H-65号住居址は、第H区 ノー30グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、南北3.lm東西2.9mの 隅丸方形を呈 し、床面積7.4m2を 測 り、南北軸方向はN一

13° 一Wを 指 す。壁 高 は、

30～ 35cmを 測る。壁溝は認め

られない。床面は全体に硬質

な貼 り床となっている。

ピットは、Pl・ P2のニイ固の

ピットが南壁際中央に対で認

められた。 Plは 25× 15cm深

さは20cm、 P2は 20× 15cm筋晨さ

は 5 cmを 測る。

遺物は、 1の須恵器蓋がカ

マ ドの東袖に貼 り付いて検出

されている。この他はいずれ

も覆土中からの出土である。

覆土は、 8層 に分層された。

I層 は黒色土層 (7.5YR

2/1)、 H層 は褐色焼土層 (7.

5YR 4/6)、 Ⅲ層は黒色カー

ボン層 (7.5YR l.7/1)、 IV層

はローム粒子をよく含む黒褐

0     1m

凸
R◎ OR」

第2Mtt H-65号住居址実測図 (|:80)
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IV 遺構と遺物

色土層 (7.5YR 3/1)、 V層は黒色土層 (5 YRl.7/1)、 Ⅵ層はローム粒子を大量に含む黒褐色土

層 (7.5YR 3/2)、 Ⅷ層は黒色土層 (5 YR l.7/1)、 VⅢ層はローム粒子を若千含む黒褐色土層 (7.

5YR 3/2)であった。

このセクションをみると、Ⅱ層が焼土層、

はおそらく、Ⅳ層堆積後の住居の くぼみにお

いて火が焚かれたことを示すものと考えられ

る。また、住居中央に認められる礫数′点はそ

の時点でくぼみに投げ込まれたものと考えら

れた。

カマ ド 第235図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、左右

両袖をとどめていた。その袖の芯には面取 り

軽石が据えられ、粘土の混じる黒色土 (6層

10YR 2/1)が貼られていた。 6の土師器甕は

その西袖中に埋め込まれていたものである。

また、面取 り軽石の天丼石が火床部に崩落し

ていた。

本カマ ド内の土層は、 5層 に分層された。

Ⅲ層がカーボン層であることが注意される。これら

0       50cm

第235図  H-65号住居址カマ ド実測図 (|:40)

第93表  H-65号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

|"

Ｄ
一

Ｄ
一

Ｅ
一

Ｅ
一

図

号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

‐

一
π

蓋

須

つまみ部は偏平な擬宝珠形を呈 し体部は

偏平、径が非常に大きな器形。

外面 体部 ロクロヨコナデの後、中央部回転ヘラケ
ズリ。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

２
０

杯

須 体部は外反し、底部平底。
外面 ロクロヨコナデ。底部全面手持ちヘラケズリ

切 り離 し方法不明。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内面

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y8/1)

３
①

不

土

(11 2)
3.8
体部は丸味を帯びて湾曲 し、底部は偏平
な丸底。

外面 □唇部ヨコナデ。
体部～底部ヘラケズリ
ヨコナデ。内面

胎土は比較的精
選されにぶい黄
橙色
(10YR 7/4)

４
Ｄ

琢

土

〈12.2〉
体部は丸味を帯びて湾曲する。

外面 □唇部ヨコナデ。
体部～底部ヘラケズリ
ヘラミガキ内面

胎土は砂粒を含
む浅黄橙色
(10YR3/3)

５
Ｄ

鉢

土

(15.8〉
86
5.5
体部は外反 し、底部平底。

面

面

外

内

ヘラミガキ。
ヘラミガキ。黒色処理。

胎土は砂粒を多
く含み灰白色
(5Y7/2)

６
つ

甕

土

240 □縁部は くの字状に外反する。その変換
点はシャープである。最大径は日縁部 に

ある。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズ リ。
内面  □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色

(75 YR6/4)

７
Ｄ

甕

土

く254〉
口縁部はゆるく外反する。

外面 口縁部ヨコナデ。胴部ヨコヘラミガキ。
内面 口縁部ヨコヘラミガキ。胴部ヨコヘラミガキ

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色を
呈する。
(75YR7/4)
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1 堅穴住居址

1層 は粘土を多量に含む灰褐色土層 (7.5YR 4/2)、  2層は黒色土層 (7.5YR l.7/1)、  3層は粘

土を多量に含み灰を含む灰褐色土層 (7.5YR 4/2)、  4層は焼土・カーボンを含む黒色土層 (7.5

YR 2/1)、  5層は褐色焼土層 (7.5YR 4/6)で あった。

遺 物 第236図

遺物は、須恵器では蓋・不・甕、土師器では不 。甕が出土している。

1は須恵器蓋で、比較的法量の大きなものである。

2は、手持ちヘラケズリのなされた底部をみせる須恵器不で、その切り離し手法は不明。

3・ 4は、体部が湾曲する土師器不である。

5は内面黒色研磨のなされた土師器鉢である。

6は、くの字状口縁の土師器甕で、その最大径が口縁部にあるものである。

7は 、内外面にヘラミガキのなされた土師器甕で、頸部のくびれが強くないものである。

時 期

本住居址は、八世紀第 I四半期、十二遺跡第 I期に位置付けられよう。
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第236図  H-65号住居址出土遺物 (|:4)



Ⅳ 遺構と遺物

(66) H-66号住居址
住居址 第237図

H-66号住居 t■Lは、第H区 ノー30グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、南北3.Om東西4.lmの 隅丸長方形を呈し、床面積9.8m2を 測 り、南北軸方向はN一

8° ―Wを指す。壁高は、20～ 25cmを 測る。壁溝は、カマ ドの西脇より西壁にかけて、幅20cm深 さ

5 cm程度のものが認めら

れた。床面は、貼り床で

はないが、全体にかなり

硬質な床となっている。

本住居址に付随するピ

ッ トは、 35cm× 30cm筋にさ

10cmを 測る Plが認め ら

れたのみであった。

遺物は、 2が床面直上

より検出されている以外

は、良好な出土状態を示

すものがなく、いずれも

覆土中からの出土である。

覆土は、 2層 に分層さ

れた。 I層 は細粒パ ミス

を多く含む黒色土層 (10

YR 2/1)、 H層は細粒パミス

を若千含む黒色土層 (10YR

l.7/1)であった。

カマド 第238図

カマ ドは、住居址の北壁中

央にあり、左右両袖の一部を

とどめるのみで、その他の部

分は破壊されていた。その構

材の一部である軽石 。安山岩

はPlの付近に散舌ししていた。

また、その袖の構材にはにぶ

224

0       50cm

バ
一

Ａ
一

３
一

0     1m

|≧

３
一

Ｂ
一

"唸

◎ P。
P Sc

I

第238図  H-66号住居址カマ ド実測図 (|:40)



図

号
挿
番 器種 法 量 器 形 の 特 徴 調 整 備   考

‐

完

琢

須

149
46
95
体部は外反 し、底部は丸味を帯びた平底
器形のゆがみが激 しい。

面

面

外
内

ロクロヨコナデ。底部回転ヘラキ リ。未調整
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

２
つ H8

長頸瓶の高台部か。
面

面

外

内

ロクロヨコナデ。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を含
み灰色

(10Y6/1)

３
つ

裂

土
□縁部はくの字状に外反す る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい褐色

(7.5YR 5/3)

1 竪穴住居址

第94表  H-66号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

う
日
~

T
|

第239図  H-66号 住居址出土遺物 (|:4)

い褐色土 (5層  7.5YR 5/4)が 用いられていた。

本カマ ド内の土層は、 4層 に分層された。 1層 は若千の灰を含む黒褐色土層 (7.5YR 4/2)、  2

層は多量の灰を含み焼土を若千含むにぶい赤褐色土層 (5 YR4/3)、  3層 はカーボンを若干含む

暗褐色土層 (10YR 3/4)、 4層 は暗赤褐色焼土層 (5 YR3/6)で あった。

遺 物 第239図

出土遺物は、須恵器では杯 。長頸瓶 。甕、土師器では不・甕が出土している。

1は 回転ヘラキリのなされた底部をみせる須恵器不である。

2は 、須恵器長頸瓶の高台部である。

3は 、 くの字状口縁の土師器甕である。

時 期

本住居址は、八世紀第 I四半期、十二遺跡第 I期に位置付けられよう。
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Ⅳ 遺構 と遺物

(67) H-67号住居址
住居址 第240図

H-67号住居址は、第H区ネー30グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、H-70号住居址の大部分を切って存在 している。

本住居址は、南北4.Om東西3.9mの隅丸方形を呈し、 床面積13.lm2を 測 り、南北軸方向はN―

8° ―Wを指す。壁高は、30～ 35cmを 測る。壁溝は認められなかった。床面は全体にかなり硬質な

貼 り床となっている。なお、本住居址中には軽石・安山岩礫が50個以上も認められた。これらは

おそらく、埋没途中の本住居の くぼみに一括して廃棄されたものと考えられる。 7の砥石・ 8の

石鉢もまたこれと同様に本住居の くぼみに一括して廃棄されたものと考えられる。

ピットは認められなかった。

遺物は、 1の須恵器杯がカマ ド西脇の床面直上から出土している。この他の遺物はいずれも覆

土中からの出土である。

覆土は、 3層 に分層された。

I層 は極大パ ミスを若干含み

細粒パ ミスを多量に含む黒褐

色土層 (10YR 2/3)、 H層は

ローム粒子を多量に含む暗褐

色土層 (10YR 3/4)、 Ш層は

小粒スコリア・細粒パ ミスを

よく含む黒褐色土層 (10YR

2/3)であった。

カマ ド 第241図

カマ ドは、住居址の北壁中

央よりやや東よりにあり、左

右両袖をとどめていた。その

左右両袖の芯には面取 り軽石

と安山岩礫が用いられ、黒褐

色土 (5・ 6層  10YR 2/3)

が貼られていた。

本カマ ド内の土層は、 4層

に分層された。 1層は焼土・

粘土を僅かに含む極暗赤褐色

22δ
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第 240図  H-67号 住居址実測図 (|:80)



1 竪穴住居址

土層 (5 YR2/4)、 2層 は赤褐色焼土層 (5 YR

4/6)、  3層は褐色土層 (10YR 4/6)、  4層 は焼

土・灰を若千含む黒褐色土層 (10YR 3/1)で あ

った。

遺 物 第242図

遺物の出土量は少なく、図示したもの以外に

は、須恵器では不・甕の破片、土師器では不 。

甕の破片が出土しているにすぎない。

1～ 4は須恵器不で、このうち 1・ 4は 回転

ヘラキリによる底部をみせるが、 2・ 3の切 り

離 し手法は不明。

5は、内面体部に放射状暗文 。見込部にラセ

ン暗文のみえる畿内系暗文土師器不である。

6は、くの字状口縁の土師器甕である。

7は 、大形の砥石で、二面が研砥に供された

第95表  H-67号住居址出土遺物一覧表 〈石器〉

麟 号 器 種 材  質 長 さ 厚 さ 重量 備   考

砥  石 砂 岩 (2080

8 石 鉢 輝 石
安山岩
(H5 (165 75 (660)

陣Q

第241図  H-67号住居址カマ ド実測図 (|:40)

第96表  H-67号住居址出土遺物一覧表 く土器〉

o       50cm

Ｂ
一

３
一

Ｄ
一

Ｄ
一

図

号

挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

1

一
冗

郎

須

13 1
42
64
体部は外反 し、底部平底。

外 面 体部 ロクロョコナデ。
底部回転ヘラキ リ、未調整。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内面

元釜 な¨

となっていない。
胎土は相選されず
沼
=岩
色L(25Y8/3)

２
鵬

ネ

須

〈157〉
45
80
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラケズリ。切 り離 し方法不明。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色

(10Y6/1)

３
ｍ

ネ

須

(146〉

く7 1〉
体部は外反 し、底部平底 。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部手持 ちヘラケズリ。切 り離 し方法不明。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色

(10Y7/1)

４
Ｄ

杯

須

〈147〉
39
(8 0)
体部は外反し、底部平底。

外 面 体部 ロクロヨコナデ。

底部回転ヘラキ リの後、回転ヘラケズ リ
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )内面

胎土は砂粒を含
み灰白色
(75Y7/1)

５
ｍ

杯

土

(139〉
4.1

〈94)
体部は外反 し、底部平底。

面

面
外
内
□縁部 ヨコナデ。体部～底部ヘラケズリ。
ヨコナデ。体部に放射状暗文、見込み部にラ
セ ン暗文が施こされ る.

胎土は赤褐色の
粒子を特徴的に
含みにぶい黄橙
色(10YR 7/4)

６
Ｄ

甕

土

〈2o.2〉
□縁部はゆるくくの字状に外反する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み橙色を呈する
(5YR6/6)

227



第242図

ものである。

8は、石鉢の断片である。

時 期

本住居址は、八世紀第H四半期、

228

Ⅳ 遺構 と遺物

H-67号住居址出土遺物 (|:4)

十二遺跡第Ⅱ期に位置付けられよう。



1 竪穴住居址

(68) H-68号住居址
住居址 第243図

H-68号住居址は、第Ⅱ区ネー30グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、南北4.8m東西4.7mの 隅丸方形を呈 し、床面積19.6m2を 測 り、南北軸方向はN―

2・―Eを指す。壁高は、25～ 30cmを 測る。壁溝は認められない。床面は、貼り床ではないが全体

にかなり硬質な床となっている。

ピットは、 Pl～ P7の七個のピットが認められた。このうち Pl～ P4の四個が住居内に対で、

"V"

0      1m

３
一

Ｂ
一

qd P R
R  °        R

229



P5° P6は 南壁中にそろって認められ

るものであった。また、P7は 南壁際中

央に認められた。Plは 20× 20cm深 さ40

Cmヽ P2は 35× 30cmttξ さ30cm、 P3は 25×

25cm彰果さ20cm、  P4は 20× 20cm辛果さ25

Cmヽ P5は 25× 25cmttξ さ25cm、 P6は 25×

25cmttξ さ25cm、 P7は 20× 20cm移晨さ 5 cm

を測る。

遺物は、 1の須恵器郎が床面に伏せ

られた状態で、また、 6の石器が床面

直上より出土した。この他はいずれも

覆土中からの出土である。

覆土は 4層 に分層された。 I層 は細

粒パ ミスを多く含む黒色土層 (10YR

2/1)、 H層 はローム粒子を若千含む黒

褐色土層 (10YR 2/2)、 Ⅲ層はローム

粒子を多量に含む黒褐色土層 (10YR 3/2)、

Ⅳ 遺構 と遺物

0        50cm

第244図  H-68号住居址カマド実測図 (|:40)

Ⅳ層はローム粒子を含まない黒色土層 (10YR l.7/

1)であった。

カマド 第244図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、左右両袖 。天丼石 (C)。 支脚石 (a・ b)を とどめてい

た。その袖の芯には面取り軽石 。安山岩・砂岩が据えられ、粘土とロームの混じる13層 ・にぶい

黄褐色土 (14層  10YR 4/3)が 貼られていた。また、火床を構成するのは黒褐色土 (11層  10YR

2/2)である。なお、天丼石 (C)に用いられていたのは角柱状に面取りされた砂岩、支脚石 (a・

b)に用いられていたのは角柱状に面取りされた軽石である。

本カマ ド内の土層は、10層 に分層された。 1層 は焼土・灰を僅かに含む黒褐色土層 (10YR 2/

3)、 2層は粘土 。灰を僅かに含む黒色土層 (10YR 2/1)、 3層は粘土 。焼土 。灰を含む褐色土層

(7.5YR 4/4)、  4層は焼土・灰・カーボンを含む暗褐色土層 (10YR 3/4)、 5層は焼土・灰・カ

ーボンを含むにぶい黄褐色土層 (10YR 4/3)、  6層は焼土を含む暗褐色土層 (10YR 3/3)、  7層

は赤褐色焼土層 (5 YR4/6)、  8層 は焼土・カーボンを含む黒色土層 (10YR 2/1)、 9層 は焼土

を含む黒褐色土層 (5 YR2/1)、 10層は赤褐色焼土層 (5 YR4/6)で あった。

遺 物 第245図

遺物は、須恵器では不 。甕、土師器では甕などが出土している。

2θθ



0

2θI

10cm

第245図  H-68号 住居址出土遺物 (|:4)



Ⅳ 遺構 と,世物

第97表  H-68号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

図

号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

l

(完 )

杯

須

128
35
7.5
体部は外 反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨョナデ。
底部回転ヘラケズリ。切 り離 し方法不明。

内面 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は自色砂粒
を特徴的に含み

灰色(N6/0)

２

回

不

須

〈139〉
4.1

(7 3)
体部は外反し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラキリ、未調整。
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転)内面

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y7/1)

３
Ｄ

甕

土

(260
□縁部はくの字状に外反する。

面

面

外

内
□縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
□縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(5YR6/4)

４

回

甕

上

く350〉
□縁部はくの字状に外反す る。

外面 □縁部ヨコナデ。1同部ヘラケズリ
内面 □縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(75YR7/4)

５
Ｄ

裂

土

〈151〉 □縁部はゆるく外反し、胴部は球状を呈
する。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズ リ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい掲色
(7.5YR6/3)

７
つ

甕

土

210
口縁部はくの字状に外反する。

最大径は口縁部にある。

外面  □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズ リ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を多
く含み橙色 (5
YR6/6)を 呈
する。

. 1・ 2は須恵器杯で、 1は 回転ヘラケズ   第98表  H-68号住居址出土遺物一覧表 〈石器〉

りの加えられた底部をみせ切 り離 し手法は

不明、 2は 回転ヘラキリによる底部をみせ

ている。

3・ 4・ 7は 、くの字状口縁の土師器甕である。

5は、土師器小形球胴甕である。

6は、器種がわからないが、未加工の角柱状礫である。

時 期

本住居址は、八世紀第Ⅱ四半期、十二遺跡第Ⅱ期に位置付けられよう。

(69) H-69号住居址
住居址 第246図

H-69号住居址は、第H区 ヌー30グ リッドにおいて検出された。

本住居址は、南北4.5m東西4.7mの いびつな隅丸方形を呈し、床面積19.Om2を 測 り、南北軸方

向はN-11°一Wを指す。壁高は、10cmを 測る。壁溝は認められない。床面は全体に硬質な貼 り床

となっている。

ピットは、Pl～ P4の四個のピットが対で認められた。Plは 55× 40cm深さは50cm、 P2は 55× 50

cm深 さは65cm、  P3は 50× 45cm深 さは50cm、  P4は 45× 40cm深 さは40cmを 測った。

232

挿図番号 器 種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重量 備   考

不  明 輝 石
安山岩

3.C∝



1 竪穴住居址

0      1m

陣 Q
颯

賣

233

第247図  H-69号 住居址カマ ド実測図 (|:40)



Ⅳ i査構 と遺物

一 ¬

/

1日|

O 10cm

-r

第248図  H-69号住居址出土遺物 (|:4)

第99表  H-69号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

0)＼

(ヽ
き ヽ

図

号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

1

(回 )

甕

土

〈236〉
□縁部はくの字状に外反す る。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい橙色
(5YR6/4)

２
Ｄ
甍
(土 )
(5 0)

底部平底。
面
面
外
内
胴・底部ヘラケズリ
ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい掲色

(75YR5/3)

５
０

甕

土

(233)
□縁部はくの字状に外する。
最大径は□縁部にある。

外面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズ リ
内面  口縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラナデ。

含

　
＞

一̈̈を呈する。2θイ



1  竪 クヽ liJ計力L

遺物は、 4の石鉢は床面直上の出土、 3

の砥石は P3中 からの出土、5の甕はカマ ド

東脇に埋め込まれた状態で検出されている。

この他はいずれも覆土中からの出土である。

覆土は、細粒パ ミス・小粒スコリアをよ ・

第100表  H-69号住居址出土遺物一覧表 く石器〉

庫鵬 器 種 材  質 長 さ 厚 さ 重量 備   考

3 砥  石 砂 岩 半分欠損

4 石 鉢 輝 石
安山岩

(710) 破片

く含みローム粒子を若干含む黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

カマ ド 第247図

カマ ドは、住居址の北壁中央にあるが、ほぼ完全に破壊された状態にあった。その袖に用いら

れていた面取 り軽石。安山岩礫が認められた。また、その構材には、黒褐色土層 (1層  10YR 2/

2)も 用いられていた。

遺 物 第248図

遺物の出土量は少なく、須恵器では蓋・不・甕の破片が、土師器では不・甕の破片が出土して

いるのみである。

1・ 5は、 くの字状口縁の土師器甕で、その最大径が口縁部にあるものである。 2は土師器甕

の底部である。

3は、砂岩の砥石で、四面が研砥に供されたものである。半分を古 く欠損する。

4は、石鉢で、完形の四分の一程度の破片である。

時 期

本住居址は、八世紀第H四半期、十二遺跡第H期に位置付けられよう。

(70) H-70号住居址
住居址 第249図

H-70号住居 t」Lは 、第H区ネー30グ リッドにおいて検出された。

本住居址の大部分は、H-67号住居址に切られている。

本住居址は、推定南北3.9m東 西4.Omの 隅丸方形を呈 し、床面積13.9m2を 測 り、南北軸方向は

N-8° 一Wを指す。壁高は、40～ 50cmを 測る。壁溝は認められなかった。床面は、全体に硬質な

貼り床となっている。

ピットは、Pl～ P4の四個のピットが対で認められた。Plは 40× 40cm深 さは15cm、 P2は 45× 40

cm深 さは35cm、  P3は 35× 30cm深 さは30cm、  P4は 35× 35cm深 さは35cmを 測った。

遺物は、カマ ド中からのみ出土しているが、良好な出土状態を示していない。

覆土は、ローム粒子を多量に含む黒褐色土層 (10YR 3/2)の I層 のみであった。

2θ5



Ⅳ 遺 llVlと 遺物

0     1m

カマ ド 第250図

第249図  H-70号住居址実測図 (|:80)

カマ ドは、住居址の北壁中央にあり、左右両袖の一部 と支脚石をとどめていた。その袖の芯に

は面取 り軽石・安山岩・集塊岩が用いられ、その上には灰黄褐色粘土 (7層  10YR 4/6)・ 黒色

土 (8層 10YR l.7/1)・黄褐色土 (9層  10YR 5/8)が 貼られていた。また、火床には黒褐色

土層 (6層  5 YR2/2)が員占られていた。

本カマ ド内の土層は、 5層 に分層された。 1層 は焼土。米占土を含む褐色土層 (7.5YR 4/3)、  2

層は粘土 。カーボンを僅かに含む黒褐色土層 (7.5YR 3/2)、  3層は焼土・灰・カーボンを含む褐

色土層 (7.5YR 4/6)、  4層は灰を多量に含みカーボンを含む灰褐色土層 (5 YR4/2)5層は赤

褐色焼土層 (5 YR4/6)で あった。

2θδ



o       50cm

第250図  H-70号住居址カマ ド実測図 (|:40)

第101表  H-70号住居址出土遺物一覧表 〈土器〉

oll∪

10cm

第251図  H-70号住居址出土遺物 (

期に位置付けられよう。

0_|

Ｂ
一

３
一

遺 物 第251図

遺物はカマ ド中から土師器甕の破片が数片出土

したのみである。

1は くの字状口縁の土師器甕で、その最大径が

口縁部にあるものである。

時 期

本住居址は、H-67号住居址に切られているこ

とも考慮すると、八世紀第 I四半期、十二遺跡第 I

1

|:4)

2θ7

図

号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備   考

‐

回

甕

土

(21.3)
□縁部は くの字状に強 く外反す る。

外面 E!縁部 ヨコナデ。胴部ヘラケズリ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
み橙色
(75YR7/6)



Ⅳ 遺構 と遺物

0     1m

第252図  H-71号住居址実測図 (|:80)

(71) H-71号 住居址
住居址 第252図

H-71号住居址は、第H区ハー29グ リッド

において検出された。

本住居址は、南北 3.Om東西 3.Omの 隅丸

方形を呈 し、床面積7.8m2を 測 り、南北軸方向

はN-15° 一Wを指す。壁高は、20～ 30cmを 測

る。壁溝は認められなかった。床面は全体に

かなり硬質な貼 り床となっている。

ピットは認められなかった。

遺物は、覆土中から一点出土しているのみ

である。

覆土は、 3層 に分層された。

―ム粒子をよく含む黒色土層

1)であった。

カマド 第253図

238

第253図  H-71号 住居址カマ ド実測図 (|:40)

I層は細粒パミスをよく含む黒色土層 (10YR l.7/1)、 H層はロ

(10YR 2/1)、 Ⅲ層は中粒パミスをよく含む黒色土層 (10YR l.7/

Ａ
一

０ ５〇

一



1 竪穴住居址

カマ ドは、住居址の東壁やや南よりにあり、左右両袖の一部と天丼部をとどめていた。その袖

の芯には面取り軽石。安山岩が用いられ、その上には明褐色土 (7層  10YR 5/6)。 黒褐色土 (8

層 10YR 3/2)。 にぶい黄褐色土 (9層  10YR 4/3)が貼られていた。

本カマ ド内の土層は、 6層に分層された。 1層 は焼土を含む褐色土層 (7.5YR 4/4)、  2層は暗

褐色土層 (10YR 3/4)、 3層は焼土を多量に含む暗赤褐色土層 (5 YR3/4)、  4層は焼土・カー

ボンを含む極暗褐色土層 (7.5YR 2/3)、  5層は赤褐色焼土層 (5 YR4/6)、  6層は焼土・カーボ

ンを含む極暗褐色土層 (5 YR2/4)で あった。

遺 物

遺物は、土師器甕の破片一片が出土しているのみで、図示し得なかった。

時 期

本住居址は、遺物の出土が無いにひとしいため時期決定がし難いが、カマ ドが住居址の東壁や

や南よりにあることを考慮すると、さほど古いものとはおもわれない。とりあえずは九世紀代の

所産とみて大過あるまい。
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2 掘立柱建物址

(|) F― 1号掘立柱建物址
第254図

F-1号掘立柱建物址は、第 I区ネー33グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物llLの約半分は、調査対象外地区である西側にのびておりその全容をつかみ得なか

ったが、いずれにしてもやや不規則なピットの配置をみせるものであった。

一８一
①
Ｒ

◎
Ｂ

一

′
Ｖ ′8

Ｃ
一

調
査
対
象
外
地
区

一Ｖ
　

　

　

　

　

　

Ｃ

一
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IV 遺構 と遺物

その南北軸方向は、N-12°―Eを指す。

柱間は、 Pl P2間で1.8m、 PIP5間で1.6mを 測る。

各ピットの掘 り方のプランは、いずれも円形ないしは楕円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、全 く出土していない。

(2) F-2号 掘立柱建物址
第255図

F-2号 掘立柱建物址は、第 I区 ノー33グ リッドにおい

て検出された。

本掘立柱建物址の半分以上は、調査対象外地区である西

側にのびておりその全容をつかみ得ず、ピット3個が確認

されたのみであった。

その南北軸方向は、N-5° 一Wを指す。

柱間は、 PIP3間で、1.Om、 P2P3間で2.5mを 測る。

各ピットの掘 り方のプランは、いずれも円形ないしは楕

円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層

(10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスク

リーントーンで示したが、明確にとらえられるものではなかった。

遺物は、全く出土していない。
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第 255図  F-2号 掘立柱建物址

実測図 (|:80)

(3) F-3号 掘立柱建物址
第256図

F-3号 掘立柱建物址は、第 I区 ノー33グ リッ ドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 2間 × 2間の側柱式の掘立柱建物址で、南北4.Om東西3.2mの矩形のプラ

ンを呈 し、床面積 12.8m2を 測る。柱間は、南北列では 1。 2～ 1.6m、 東西列では1.8～ 2.Om測 る。
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2 掘立柱建物址
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第256図  F-3号 掘立柱建物址実測図 (|:80)

なお、本址に伴うかどうかわからないが、ほぼ直線上に並ぶP9～ P llの 3個のピットも認められ

た。

本址の南北軸方向は、N-12° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、いずれも円形ないしは楕円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、全く出土していない。
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Ⅳ 遺構と遺物
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第257図  F-4号 掘立柱建物址実測図 (|:80)

(4) F-4号 掘立柱建物址
第257図

F-4号掘立柱建物址は、第 I区ノー33グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、H-3号住居址の北側を切って存在している。

本掘立柱建物址は、 2間 ×3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.4m東西5.2mの矩形のプラ

ンを呈し、床面積17.7m2を 測る。柱間は、南北列では1.2～ 1.9m、 東西列では1.7mを 測る。

本址の南北軸方向は、N-11° ―Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形 。楕円形・隅丸方形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、ピットの埋土中より、奈良 。平安時代の須恵器不・甕、土師器甕の破片 4片が出土し

ている。よって本掘立柱建物址所産期は、遺物の示す奈良・平安時代かそれ以降であることが少

なくともいえよう。
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2 掘立柱建物址
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第258図  F-5号 掘立柱建物址実測図 (|:80)

F-5号掘立柱建物址

F-5号 掘立柱建物址は、第 I区 ノー33グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 2間 × 3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.4m東西4.4mの矩形のプラ

ンを呈し、床面積15.Om2を 測る。柱間は、南北列では1.4m、 東西列では1.6～ 1.8mを 測る。

本址の南北軸方向は、N-7° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形もしくは楕円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。なお、 Pl。 の上面には礫 5個が認められた。

遺物は、 P2の埋土中より、奈良。平安時代の土師器甕の破片 5片が出土している。よって本掘

立柱建物址所産期は、遺物の示す奈良・平安時代かそれ以降であることが少なくともいえよう。
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Ⅳ 遺構 と遺物
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第259図  F-6号 掘立柱建物址実測図 (|:80)

(6) F-6号 掘立柱建物址
第259図

F-6号 掘立柱建物址は、第 I区 ノー33グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址の P7は Fヽ-7号 掘立柱建物址の P5に切られている。よって本掘立柱建物址は

F-7号 掘立柱建物址より古いものといえる。

本掘立柱建物址は、 2間 × 2間の恨l柱式の掘立柱建物址で、南北2.8m東西3.6mの矩形のプラ

ンを呈 し、床面積10.lm2を 測る。柱間は、南北列では1.4～ 1.6m東西列では1.4～ 1.6mを測る。

本址の南北軸方向は、N-2° 一Eを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形もしくは楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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2 掘立柱建物址

第260図  F-7号 掘立柱建物址実測図 (|:80)

第 102表  F-7号 掘立柱建物址出土遺物一覧表 〈石器〉

挿図番号 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 fil 備   考

l 砥  石 砂  岩
“

P10出土

(7) F-7号 掘立柱建物址

第260図

ｐ
Ｑ

①
ド

の
巨

―
瑕
鶉
饉
『

ｏ
第261図 F-7号 掘立桂建

物址出土遺物

(|:4)
F-7号 掘立柱建物址は、第 I区 ノー33グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址の P5は ヽF-6号 掘立柱建物址の P7を切って存在 し

ている。よって本掘立柱建物址はF-6号掘立柱建物址より新しいものといえる。本掘立柱建物

址は、 2間 ×3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.2m東西4.4mの歪んだ矩形のプランを呈し、

床面積13.5m2を 測る。柱間は、南北列では0.8～ 2.Om東西列では1.6mを 測る。

本址の南北軸方向は、N-10° 一Eを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形もしくは楕円形・方形を呈している。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。なお、P2中 には炭化材が認められた。

遺物はP7の埋土中より、第261図 1の砥石が検出された。また、P3の埋土中より奈良・平安時代

の土師器甕の破片が出土している。よって本掘立柱建物址所産期は、遺物の示す奈良 。平安時代

かそれ以降であることが少なくともいえよう。
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Ⅳ 遺構と遺物
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第262図  F-8号 掘立柱建物址実測図 (l:80)

F-8号掘立柱建物址

F-8号掘立柱建物址は、第 I区ハー36グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、H-30号住居址の東側と重複するが、両者の新旧関係はとらえられなかっ

た。また、その一部を暗渠排水によって破壊されている。

本址は、 2間 ×3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北4.Om東西5.6mの矩形のプランを呈し、

床面積22.4m2を 測る。柱間は、南北列では1.6～ 2.2m、 東西列では1.8～ 2.Omを測る。

本址の南北軸方向は、N-17° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形もしくは楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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2 掘立柱建物址
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(9) F-9号 掘立柱建物址
第263図

F-9号 掘立柱建物址は、第 I区 ノー33グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 2間 × 3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.2m東西3.8mの矩形のプラ

ンを呈し、床面積12.2m2を 測る。柱間は、南北列では0.8～ 1.8m、 東西列では1.4～ 1.8mを 測る。

なお、北列のピットの配置は不規則なものであった。

本址の南北軸方向は、N-3° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形もしくは楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は出土していない。
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第2“図 F― 10号掘立柱建物址実測図 (|:80)

(10)

第264図

F― 10号掘立柱建物址

F-10号掘立柱建物址は、第 I区ハー33グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、2間 ×3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.4m東西4.4mの矩形のプラン

を呈し、床面積15.Om2を 測る。柱間は、南北列では1.4m、 東西列では1.6～ 1.8mを測る。

本址の南北軸方向は、N-17° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形・楕円形もしくは方形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は出土していない。
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2 掘立柱建物址
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F― ‖号掘立柱建物址
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F-11号掘立柱建物址は、第 I区ノー33グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 2問 ×2間の側柱式の掘立柱建物址で、南北4.2m東西4.2mの方形のプラ

ンを呈し、床面積17.6m2を 測る。柱間は、南北列では2.2m東西列では2.Omを測る。

その南北軸方向は、N-8° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、いずれも円形ないしは楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、全く出土していない。
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第266図  F― 12号掘立柱建物址実測図 (|:80)

(12)

第266図

F― 12号掘立柱建物址

F-12号掘立柱建物址は、第 I区ハー33グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物llLは、H-6号 住居llLの東側を切って存在 している。

本址は、 2間 ×2間の総柱式の掘立柱建物址で、南北3.2m東西3.2mの 方形のプランを呈 し、

床面積10.2m2を 測る。ピットの配置は、北列においてやや不規則である。柱間は、南北列では1.

4～ 2.Om、 東西列では1.2～ 1.6mを 測る。

その南北軸方向は、N-11° ―Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、いずれも円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーン トーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、 P8の埋土中より、奈良。平安時代の土師器甕の破片 3片が出土している。よって本掘

立柱建物址所産期は、遺物の示す奈良・平安時代か、それ以降であることが少なくともいえよう。
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2 掘立柱建物址
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第267図

第267図  F― 13号掘立柱建物址実測図 (|:80)

F― 13号掘立柱建物址

F-13号掘立柱建物址は、第 I区ハー36グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、F-50号掘立柱建物址と重複するが、両者は直接的な切り合い関係を持た

ないためその新旧はとらえられなかった。

本掘立柱建物址は、 1間 × 1間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.2m東西3.2mの方形のプラ

ンを呈し、床面積10.2m2を 測る。柱間は、南北列 。東西列共に3.2mを 測る。

本址の南北軸方向は、N-17° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、いずれもほぼ方形を呈しており、その長径はおおよそ lm前後

を測る大きなものであった。

その埋土は、スコリア・パミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、全く出土していない。
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IV 遺構と遺物
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第268図  F― 14号掘立柱建物址実測図 (|:80)

F― 14号掘立柱建物址

F-14号掘立柱建物址は、第 I区フー33グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、H-16号住居llLに切られて存在 している。

本掘立柱建物址は、 2間 × 3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.4m東西4.4mの矩形のプラ

ンを呈 し、床面積15.Om2を 測る。柱間は、南北列では1.4～ 1.6m、 東西列では1.6～ 1.8mを測る。

本址の南北軸方向は、N-14° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形ないしは楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、全 く出土していない。
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2 掘立柱建物址

0      1m

第269図  F― 15掘立柱建物址 (|:80)

(15)

第269図

F― 15号掘立柱建物址

F-15号掘立柱建物址は、第 I区ネー32グ リッドにおいて検出された。そのプランの東側は調

査対象外地区にのびており、全体を検出するには至らなかった。

本掘立柱建物址は、西列が 2間 となる側柱式の掘立柱建物址で、南列では幅 lm前後の浅い溝

をもつ。南北3.8mを測る。柱間は西列では1.8～ 2.Omを 測る。

本址の南北軸方向は、N-6° 一Eを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、全 く出土していない。
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Ⅳ 遺構と遺物
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第270図  F一 16号掘立柱建物址実測図 (|:80)

(16) F一 16号掘立柱建物址
第270図

F-16号掘立柱建物址は、第 I区 ヒー34グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、H-13号住居址と重複するが、その新旧関係は把握できなかった。

本掘立柱建物址は、2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物址で、南北4.0～ 4.8m東西3.6mの 歪んだ

矩形のプランを呈し、床面積16.Om2を 測る。柱間は、南北列では1.8～ 2.Om西列では1.8～ 2.2m

を測る。

本址の南北軸方向は、N-17° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形もしくは楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーン トーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。遺物は、出土していない。
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(17)

第271図

2 掘立柱建物址

F― 17号掘立柱建物址

F-17号掘立柱建物址は、第 I区 ヒー33グ リッドにお

いて検出された。

本掘立柱建物址は、H-13号住居址と重複 しその新旧

関係は微妙であったが、一応本掘立柱建物址はH-13号

住居址に先行 して存在するものと把握された。

本掘立柱建物址は、2.6mを 測る東列の 2間が検出され

H-35号
住居址

晟
磋
侭
澳
澳
燒

』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

IR

◎Rたのみで、その柱間は、1.2～ 1.4mを 測る。

本址の南北軸方向は、N-14° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形もしく

呈 している。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含ま

ない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 であった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず

図中にはスクリーントーンで示したが、明確

にとらえられるものではなかった。

遺物は、出土していない。

(18)F― 18号掘立柱建物址
第272図

F-18号掘立柱建物址は、第 I区 ヒー32グ

リッドにおいて検出された。

本址は、P9が不規則な配置をみせるが、基

本的には 2間 × 2間の側柱式の掘立柱建物址

で、南北3.6m東西3.6mの方形のプランを呈

し、床面積13.Om2を 測る。柱間は、南北列で

は1.8m、 東西列では1.8～ 2.Omを 測る。

本址の南北軸方向は、N-12° 一Wを 指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形もしく

は楕円形を呈していた。
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F― 17号掘立柱建物址実測図 (|:80)

0      1m

第272図  F― 18号掘立柱建物址実測図 (|:80)
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Ⅳ 遺構と遺物

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、 P2の埋土中より、奈良・平安時代の土師器甕の破片 4片が出土しているほか、八世紀

第Ⅱ四半期に特徴的な須恵器不の破片も認められた。よって本掘立柱建物址所産期は、遺物の示

す八世紀第H四半期か、それ以降であることが少なくともいえよう。

(19)

第273図

F― 19号掘立柱建物址

F-19号掘立柱建物址は、第 I区 ヒー32グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、東列 1間 ×西南北列 2間の側柱式の掘立柱建物址で、南北2.4m東西2.4m

の方形のプランを呈し、床面積5.8m2を 測る。柱間は、南北列では1.0～ 1.4m、 東西列では0.8～ 2.

4mを 測る。なお、本址の周囲にいくつかのピットが認められるが、本址に付随するものかどうか

はわからない。
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第273図  F一 19号掘立柱建物址実測図 (|:80)



2 掘立柱建物址

本址の南北軸方向は、N-12° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形もしくは楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は出土していない。

(20)

第274図

F-20号掘立柱建物址

F-20号掘立柱建物址は、第 I区 ヒー33グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は不規則なピットの配置をみせているが、一応、総柱式の掘立柱建物址ととら

えられよう。南北4.Om東西2.6～ 3.4mの歪んだ矩形のプランを呈 し、床面積11.5m2を 測る。

本址の南北軸方向は、N-16° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形・楕円形もしくは方形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パ ミヌ.を全 ぐ含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーン トーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は出土していない。
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(21)

第275図

Ⅳ 遺構と遺物

F-21号掘立柱建物址

F-21号掘立柱建物址は、第 I区フー33グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 2間 × 3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北4.2m東西3.4mの矩形のプラ

ンを呈 し、床面積14.3m2を 測る。柱間は、南北列では1.6m、 東西列では1.2～ 1.6mを測る。

その南北軸方向は、N-9° ―Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、いずれも歪んだ円形ないしは楕円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、 P7の埋土中より奈良。平安時代の土師器甕の破片 1片が出土している。よって本掘立

柱建物址所産期は、遺物の示す奈良 。平安時代かそれ以降であることが少なくともいえよう。
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第275図  F-21号 掘立柱建物址実測図 (|:80)



(22)

第276図

2 掘立柱建物址

F-22号掘立柱建物址

F-22号掘立柱建物址は、第 I区フー33グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 2間 ×3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.8m東西4.8mの矩形のプラ

ンを呈し、床面積18.2m2を 測る。柱間は、南北列では1.4～ 1.8m、 東西列では1.8mを 測る。

その南北軸方向は、N-1° ―Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、いずれも円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、ピットの埋土中より、奈良時代の須恵器不 。高台付不・土師器甕の破片が出土してい

る。よって本掘立柱建物址所産期は、遺物の示す奈良時代かそれ以降であることが少なくともい

えよう。
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Ⅳ 遺構と遺物
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第277図

第277図  F-23号掘立柱建物址実測図 (|:80)

F-23号掘立柱建物址

F-23号掘立柱建物址は、第 I区 ヒー32グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、H-21号住居址およびF-33号掘立柱建物址の東側と重複するが、両者と

の新旧関係はとらえられなかった。

本掘立柱建物址は、 2問 × 2間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.8m東西3.2mの矩形のプラ

ンを呈 し、床面積12.2m2を 測る。柱間は、南北列では1.6m、 東西列では1.8～ 2.Omを 測る。

本址の南北軸方向は、N-20° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、いずれも円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーン トーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、ピットの埋土中より、奈良 。平安時代の土師器甕の破片 2片が出土している。よって

本掘立柱建物址所産期は、遺物の示す奈良 。平安時代かそれ以降であることが少なくともいえよ

う。
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2 掘立柱建物址
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第278図  F-24号掘立柱建物址実測図 (|:80)

(24)

第278図

F-24号掘立柱建物址

F-24号掘立柱建物址は、第 I区ヌー32・ 33グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物llLは、東西北列 2間 ×南列 3間の側柱式の掘立柱建物址で、西列にはいわゆる廂

をもっている。南北2.8m東西3.4mの矩形のプランを呈し、床面積9.5m2を 測る。柱間は、南北列

では0.8～ 2.Om、 東西列では1.4～ 1.2mを 測る。なお廂部は西列より約 lm離れて存在する。

本址の南北軸方向は、N-9° ―Eを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形ないしは楕円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、ピットの埋土中より、奈良 。平安時代の須恵器不 。甕、土師器甕の破片 4片が出土し

ている。よって本掘立柱建物址所産期は、遺物の示す奈良 。平安時代かそれ以降であることが少

なくともいえよう。
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Ⅳ 遺構 と遺物

0     1m

第279図  F-25号掘立柱建物址実測図 (|:80)

(25) F-25号掘立柱建物址
第279図

F-25号掘立柱建物址は、第 I区ヌー32グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 1間 × 1間の側柱式の掘立柱建物址で、南北2.4m東西2.4mの 方形のプラ

ンを呈 し、床面積5.8m2を 測る。なお、本掘立柱建物址の周囲にはいくつかピットが認められるが

(P5～ P7)ヽ 本址に伴うものかどうかはわからない。

本llLの南北軸方向は、N-9° ―Eを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形もしくは楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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2 掘立柱建物址
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第280図  F-26号 掘立柱建物址

(26)

第280図

F-26号掘立柱建物址

F-26号掘立柱建物址は、第 I区フー33グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 1間 × 1間の側柱式の掘立柱建物址で、南北2.Om東西2.Omの方形のプラ

ンを呈し、床面積4.Om2を 測る。なお、本址には図の P5P6が付随する可能性がある。

本llLの南北軸方向は、N-1° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形もしくは楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、ピットの埋土中より、奈良。平安時代の須恵器不 。甕、土師器甕の破片が出土してい

る。よって本掘立柱建物址所産期は、遺物の示す奈良。平安時代かそれ以降であることが少なく

ともいえよう。
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Ⅳ 遺構と遺物
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第281図  F-27号掘立柱建物址実測図 (|:80)

(27)

第281図

F-27号掘立柱建物址

F-27号掘立柱建物址は、第 I区ハー33グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 2間 × 3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.2m東西4.8mの矩形のプラ

ンを呈し、床面積15.4m2を 測る。柱間は、南北列では1.6m東西列では1.6mを 測る。

本址の南北軸方向は、N-14° ―Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形もしくは楕円形 。方形を呈している。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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2 掘立柱建物址
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第282図  F-28号掘立柱建物址実測図 (|:80)

第103表  F-28号掘立柱建物址出土遺物一覧表 〈土器〉

0                10Cm

F-28号掘立桂建物址 出土遺物 (

0     1m

|:4)

2δ7

図

号

挿

番 器種 法fl 器 形 の 特 徴 調 整
備   考

‐

回

饗

土

く21 0〉
口縁部はコの字状に外反する。

外面 口縁部 ヨコナデ。用い部ヘラケズ リ
内面 口縁部 ヨコナデ。胴部ヘラナデ。

胎土は砂粒を含
みにぶい褐色

(75 YR 5/3)

(28) F-28号掘立柱建物址
第282図

F-28号掘立柱建物址は、第 I区 ヒー34グ リッ

ドにおいて検出された。

本掘立柱建物 t■はH-27号住居址と重複するが、

本掘立柱建物址が古いものとしてとらえられた。

本址は、 2間 ×3間の側柱式の掘立柱建物址で、第283図



Ⅳ 遺構と遺物

南北4.Om東西5.6mの矩形のプランを呈し、床面積22.4m2を 測る。柱間は、南北列では1.6～ 2.2

m、 東西列では1.8～ 2.Omを測る。

本址の南北軸方向は、N-7° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、P5の埋土中より第283図 1の平安時代のコの字状口縁土師器甕の破片が出土している。

よって本掘立柱建物址所産期は、遺物の示す平安時代のある時期かそれ以降で、また、H-27号

住居l」Lの所産期以前であることが少なくともいえよう。

(29)

第284図

F-29号掘立柱建物址

F-29号掘立柱建物址は、第 I区ハー35グ リッドにおいて検出された。
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第284図  F-29号 掘立柱建物址実測図 (|:80)



2 掘立柱建物址

本掘立柱建物址は、 2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.3m東西3.3mの方形のプラ

ンを呈し、床面積11.Om2を 測る。柱間は、南北列では1.4～ 1.7m、 東西列では1.2～ 2.Omを測る。

なお、Plの 脇には小形のピットP9が付随する。

本址の南北軸方向は、N-14° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は出土していない。

(30)

第285図

F-30号掘立柱建物址

F-30号掘立柱建物址は、第 I区ハー33グ リ

ッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、2間 ×2間 の掘立柱建物

址で、P9が付随すれば総柱式、P9が付随しなけ

れば佃l柱式のプランとなる。南北2.8m東西3.2

mの矩形のプランを呈 し、床面積9.Om2を 測る。

柱間は、南北列では0.6=2.6m、 東西列では1.4

mを 測る。

本址の南北軸方向は、 N-17° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形・楕円形

もしくは方形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まな

い黒色土層 (10YR l,7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図

中にはスクリーントーンで示したが、明確にと

らえられるものではなかった。

遺物は出土していない。

V◎ Q
ド
Ｑ
‐
Ю
Ｐ

Ｂ

一

◎

Ｐ

０‐．

鰊
ｆ
∝
ＲＩ
一
Ｐ

第285図  F-30号 掘立柱建物址実測図 (|:80)



Ⅳ 遺構と遺物
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第286図

第286図  F-31号掘立柱建物址実測図 (|:80)

F-31号掘立柱建物址

F-31号掘立柱建物址は、第 I区フー34グ リッドにおいて検出された。

本址は、H-26号住居址を切って存在 している。またF-48号掘立柱建物址 と重複するが、両

者の新旧関係はとらえられなかった。

本掘立柱建物址は、西列 2間 。東列 3間 ×北列 3間 。南列 4間の側柱式の掘立柱建物址で、南

北3.8m東西4.8mの方形のプランを呈し、床面積18.2m2を 測る。柱間は、南北列では0.8～ 1.6m、

東西列では0.8～ 2.2mを測る。

その南北軸方向は、N-0° 一Sを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形・楕円形ないし方形を呈していた。

その埋土は、ロームを多量に含む褐色土層 (10YR 4/4)で、その柱痕部分は黒色土 (10YR l.

7/1)と して明確にとらえられ、図中にはスクリーントーンで示した。

遺物は、 P5の埋土中より、奈良・平安時代の土師器甕の破片が出土している。よって本掘立柱

建物址所産期は、遺物の示す奈良・平安時代か、それ以降であることが少なくともいえよう。
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第287図  F-32号掘立桂建物址実測図 (|:80)

(32) F-32号掘立桂建物址
第287図

F-32号掘立柱建物址は、第 I区ハー36グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址はH-32号住居址と重複するが、新旧関係はとらえられなかった。

本掘立柱建物址は、 2間 × 2間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.Om東西3.Omの方形のプラ

ンを呈し、床面積9.Om2を 測る。柱間は、南北列では1.4～ 1.6m東西列では1。 3～ 1.6mを 測る。

その南北軸方向は、N-12° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、歪んだ円形ないし楕円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。

-32号住居址



Ⅳ 遺構と遺物
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第288図  F-33号掘立柱建物址実測図 (|:80)

F-33号掘立柱建物址

F-33号掘立柱建物址は、第 I区 ヒー32グ リッドにおいて検出された。

本址は、H-21号住居址を切って存在している。またF-23号掘立柱建物址 と重複するが、両

者の新旧関係はとらえられなかった。

本掘立柱建物址は、 2間 × 3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.8m東西4.8mの矩形のプラ

ンを呈し、床面積18.2m2を 測る。柱間は、南北列では1.4～ 1.8m東西列では1.6～ 2.Omを 測る。

本址の南北軸方向は、N-22° ―Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、いずれも円形ないし楕円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、 P7の埋土中より、奈良・平安時代の須恵器甕の破片が出土している。よって本掘立柱

建物址所産期は、遺物の示す奈良 。平安時代か、それ以降であることが少なくともいえよう。
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2 掘立柱建物址
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第289図  F-34号掘立柱建物址実測図 (|:80)

F-34号掘立柱建物址

F-34号掘立柱建物址は、第 I区 ヒー34グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址はH-33号住居址と重複するが、本址が新 しいものとしてとらえられた。

本掘立柱建物址は、 2間 ×2間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.2m東西3.8mの矩形のプラ

ンを呈し、床面積12.2m2を 測る。柱間は、南北列では1.8～ 2.Om、 東西列では1.6～ 1.8mを 測る。

本址の南北軸方向は、N-5° 一Wを指す。

ピットの掘 り方のプランは、 P7を 除いて円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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第290図

第290図  F-35号掘立柱建物址実測図 (|:80)

F-35号掘立柱建物址

F-35号掘立柱建物址は、第 I区ハー36グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、東列 2間 。西列 3間 ×北列 2間 。南列 3間の側柱式の掘立柱建物址で、南

北3.4m東西4.3mの矩形のプランを呈 し、床面積14.6m2を 測る。柱間は、南北列では1.4～ 2.Om、

東西列では0.8～ 1.6mを 測る。

本址の南北軸方向は、N-17° ―Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形・楕円形もしくは方形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、 Plの埋土中より、奈良。平安時代の須恵器甕の破片が出土している。また、第291図 1

は奈良 。平安時代の須恵器模倣の土師器蓋で、内面黒色研磨のなされたものである。よって本掘

2″



図

号

挿

番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１

完

蓋

土
〈170〉

須恵器蓋の模倣かと考え られる。

外面  ロクロヨコナデ。
内面 黒色研磨

(ロ クロ左回転 )

胎土は砂粒を含

みにぶい褐色

(75YR 5/4)

2 掘立柱建物址

第 104表  F-35掘 立柱建物址出土遺物一覧表 〈土器〉

第291図  F-35号掘立柱建物址出土遺物 (|:4)

立柱建物 l■所産期は、遺物の示す奈良 。平安時代か、それ以降であることが少なくともいえよう。

(36)

第292図

F-36号掘立柱建物址

F-36号掘立柱建物址は、第 I区 ヒー36グ :リッ

ドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 1間 × 1間の側柱式の掘

立柱建物址で、南北 2.2m東西 2.2mの方形のプ

ランを呈し、床面積4.8m2を 測る。なお、本址の

P2は 暗渠リト水によってその一部を破壊されてい

る。

本址の南北軸方向は、N-15° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形もしくは

楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まな

い黒色土層 (10YR l,7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図

中にはスクリーントーンで示したが、明確にと

らえられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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第292図  F-36号掘立柱建物址 (|:80)
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(37)

第293図

Ⅳ 遺構と遺物

F-37号掘立柱建物址

F-37号掘立柱建物址は、第 I区ハー36グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 1間 × 1間の側柱式の掘立柱建物址で、南北2.Om東西2.Omの 方形のプラ

ンを呈 し、床面積4.Om2を 測る。なお、本址の P3は 暗渠排水によってその一部を破壊されている。

本址の南北軸方向は、N-14° ―Wを指す。

P4を 除 く各ピットの掘 り方のプランは、円形ないし楕円形を呈している。

その埋土は、スコリア・パミ

スを全く含まない黒色土層 (10

YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、

とりあえず図中にはスクリーン

トーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。

第293図  F-37号掘立柱建物址実測図 (|:80)

(38)  F-38号

掘立柱建物址

第294図

F-38号掘立柱建物址は、第 I区 ヒー35グ リッドに

おいて検出された。

本掘立柱建物址は、 1間 × 1間の側柱式の掘立柱建

物址で、南北1.8m東西2.2mの矩形のプランを呈し、

床面積4.Om2を 測る。

本址の南北軸方向は、N-14° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色

土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中には

スクリーントーンで示したが、明確にとらえられるも

のではなかった。
第294図

2Zδ

④ 引
可

◎

Ｐ

０

到

　

‐ｍ

卜
（関同∨Ｒ

一Ｖ

　

　

　

　

　

　

　

ｇ

一

③
Ｐｌ
⑤
Ｐ

Q一′Ｖ
|

Q
0     1m

F-36号掘立柱建物址実測図 (|:80)



2 掘立柱建物址
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第295図  F-39号掘立桂建物址実測図 (|:80)

遺物は、出土していない。

(39)

第295図

F-39号掘立柱建物址

F-39号掘立柱建物址は、第 I区ハー35グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 2間 ×3間の総柱式の掘立柱建物址で、南北4.8m東西3.8mの矩形のプラ

ンを呈 し、床面積18.2m2を 測る。柱間は、南北列では1.6～ 1.9m東西列では1.4～ 2.2mを測る。

なお、図の P13～ P16は本址に伴 うものかどうかわからない。

本址の南北軸方向は、N-15° 一Wを指す。
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Ⅳ 遺構と遺物

各ピットの掘り方のプランは、円形ないしは楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は出土していない。

(40)

第297図

F-40号掘立柱建物址

F-40号掘立柱建物址は、第 I区ハー37

グリッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址の西列は調査対象地跡 こ

のびてしまっているが、 2間 × 3間の側柱式

の掘立柱建物址となるものとおも'われ、南

北3.7mの矩形のプランが推定される。

本址の南北軸方向は、N-6° 一Wを 指

す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形を呈

していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含

第296図  F-40号掘

V

(D

一◎
Ｒ
一③
Ｒ

一
′
Ｖ Ov

lP
調
査
対
象
外
地
区

Ｂ
一

第297図  F-40号掘立柱建物址実測図 (|:80)

第105表  F-40号掘立柱建物址出土遺物一覧表 〈土器〉
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図

号

挿

番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

1

(回 )

ネ

須

〈153〉
4 1

〈100〉
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘ ラケズ リ、切 り離 し方法不明

内面 体部 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰白色
(10Y7/1)

2沼



2 掘立柱建物址

まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、 P5の埋土中より、奈良時代の須恵器不 。甕、土師器甕の破片が出土している。また、

第296図 1は P2よ り出土した奈良時代 (八世紀後半)の須恵器不である。よって本掘立柱建物址所

産期は、遺物の示す奈良時代 (八世紀後半)か、それ以降であることが少なくともいえよう。

(41)

第298図

F-41号掘立柱建物址

F-41号掘立柱建物址は、第 I区 ノー36グ リッ

ドにおいて検出された。

本址は、H-26号住居址と重複するが、両者の

新旧関係はとらえられなかった。

本掘立柱建物址は、東列 2間の掘立柱建物址で、

南北4.Omを 測る。柱間は、東フ1では2.Omを 測る。

その南北軸方向は、N-12° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形・楕円形な

いし方形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない

黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中

にはスクリーントーンで示したが、明確にとらえ

られるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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第298図  F-41号掘立柱建物址実測図 (|:80)

(42)

第299図

F-42号掘立柱建物址

F-42号掘立柱建物址は、第 I区ハー35グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物 l■Lは H-34号住居址と重複するが、本址が新 しいものとしてとらえられた。

本掘立柱建物址は、 2間 × 3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北4.Om東西6.Omの矩形のプラ

2η



Ⅳ 遺構と遺物

い |

◎
Ｒ
一
ＰＯ
ざ
刊

”

0~⊆ド

◎―③旦

０

１

◎

Ｒ ⑨

Ｒ

・Q―
|"

0      1m

第299図  F-42号掘立柱建物址実測図 (|:80)

ンを呈し、推定床面積24.Om2を 測る。柱間は、南北列では2.0～ 2.6m東西列では2.Omを 測る。な

お、図の P ll～ P13は これに伴うものかどうかわからない。

その南北軸方向は、N-16° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、歪んだ円形ないし楕円形を呈していた。

その埋土は、ロームを多量に含む褐色土層 (10YR 4/4)I層のみであった。また、各ピットに

おける柱痕部分は、黒色土 (10YR l.7/1)と して明確にとらえられた。図中にはスクリーントー

ンで示した。

遺物は、出土していない。
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2 掘立柱建物址
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第300図  F-43号掘立柱建物址実測図 (l:80)

F-43号掘立柱建物址

F-43号掘立柱建物址は、第 I区ハー36グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 2間 × 3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北4.2m東西4.2mの方形のプラ

ンを呈し、床面積17.6m2を 測る。柱間は、南北列では0.8～ 1.8m、 東西列では2.0～ 2.4mを 測る。

なお、その南北列の P2・ P7はややずれた配置をみせている。また、 P ll・ P12は本址に伴うもの

かどうかはわからない。

本址の南北軸方向は、N-17° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、いずれも円形ないし楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。     ′

遺物は、出土していない。
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Ⅳ 遺構と遺物
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(44) F-44号掘立柱建物址
第301図

F-44号掘立柱建物址は、第 I区 ヒー35グ リッドにおいて検出された。

本址は、 F-46号掘立柱建物と重複するが、両者の新旧関係はとらえられなかった。

本掘立柱建物址は、 1間 ×2間の側柱式の掘立柱建物址で、南北2.6m東西2.6mの 方形のプラ

ンを呈 し、床面積6.8m2を 測る。柱間は、南北列では1.0～ 1.4m、 東西列では2.6mを 測る。

本址の南北軸方向は、N-20° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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2 掘立柱建物址
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第302図  F-45号掘立柱建物址実測図 (|:80)

F-45号掘立柱建物址

F-45号掘立柱建物址は、第 I区ハー36グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物 l■は、 2間 × 2間の側柱式の掘立柱建物址で、南北4.Om東西4.Omの方形のプラ

ンを呈し、床面積16.Om2を 測る。柱間は、南北列では2.0～ 2.2m、 東西列では1.2～ 2.8mを 測る。

本址の南北軸方向は、N-14° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形もしくは歪んだ楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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Ⅳ 遺構と遺物
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第303図  F-46号掘立柱建物址実測図 (|:80)

F-46号掘立柱建物址

F-46号掘立柱建物址は、第 I区 ヒー35グ リッドにおいて検出された。

本址は、 F-44号掘立柱建物址と重複するが、両者の新旧関係はとらえられなかった。

本掘立柱建物址は、南 。北 。東列 2間 ×西列 3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北4.6m東西4.

6mの方形のプランを呈 し、床面積21.2m2を 測る。柱間は、南北列では2.2～ 2.4m、 東西列では1.

2～ 2.4mを 測る。

本址の南北軸方向は、N-19° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形もしくは楕円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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2 掘立柱建物址

0     1m

第304図  F-47号 掘立柱建物址 (|:80)

(47)

第304図

F-47号掘立柱建物址

F-47号掘立柱建物址は、第 I区フー34グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 1間 × 1間の側柱式の掘立柱建物址で、南北2.6m東西2.6mの方形のプラ

ンを呈 し、床面積6.8m2を 測る。

本址の南北軸方向は、N-10° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形を呈 している。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、 Plの埋土中より、奈良・平安時代の土師器甕の破片が出土している。よって本掘立柱

建物址所産期は、遺物の示す奈良 。平安時代か、それ以降であることが少なくともいえよう。
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第305図  F-48号掘立柱建物址実測図 (|:80)

F-48号掘立柱建物址

F-48号掘立柱建物址は、第 I区フー34グ リッドにおいて検出された。

本址は、 F-31号掘立柱建物址と重複するが、両者の新旧関係はとらえられなかった。また、

本掘立柱建物址はH-33号住居址と重複するが、本址が新しいものとしてとらえられた。

本掘立柱建物址は、 2間 × 3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北5.4m東西5.Omの矩形のプラ

ンを呈 し、床面積27.Om2を 測る。

本llLの南北軸方向は、N-22° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。
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各ピットにおける柱痕部分は、

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。

2 掘立柱建物址

りあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら
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第306図  F-49号掘立柱建物址実測図 (|:80)

(49)

第306図

F-49号掘立柱建物址

F-49号掘立柱建物址は、第 I区フー35グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 2間 ×3間の側柱式となるものと考えられるが、そのプランの北側は調査

対象地区外へのびてしまっており、全容がつかめない。東西4.7m、 柱間は、南列では1.4～ 1.8m、

東西列では1.8mを 測る。

本址の南北軸方向は、N-13° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形ないしは楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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Ⅳ 遺構と遺物

第307図  F-50号 掘立柱建物址実測図 (|:80)

(50)

第307図

F-50号掘立柱建物址

F-50号掘立柱建物jILは 、第 I区ハー36グ リッドにおいて検出された。

本址は、 F-13号掘立柱建物址と重複するが、両者の新旧関係はとらえられなかった。

本掘立柱建物址は、 1問 × 1間の側柱式の掘立柱建物址で、南北2.4m東西2.4mの 方形のプラ

ンを呈し、床面積 5。 8m2を 測る。

本址の南北軸方向は、N-15° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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2 掘立柱建物址
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第308図  F-51号 掘立柱建物址実測図 (|:80)

F-51号掘立柱建物址

F-51号掘立柱建物址は、第 I区フー34グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、南 。北 。西列 2間 ×東列 3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.Om東西

3.Omの方形のプランを呈し、床面積9.Om2を 測る。柱間は、南北列では0.8～ 1.4m、 東西列では

0.8～ 1.6mを 測る。

その南北軸方向は、N-9° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形ないし楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、 P4・ P9の埋土中より、奈良。平安時代の土師器甕の破片が出土している。よって本掘

立柱建物址所産期は、遺物の示す奈良 。平安時代か、それ以降であることが少なくともいえよう。
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Ⅳ 遺構と遺物
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第309図  F-52号掘立柱建物址実測図 (|:80)

(52)

第309図

F-52号掘立柱建物址

F-52号掘立柱建物址は、第 I区フー34グ リッドにおいて検出された。

本址は、 F-57号掘立柱建物址と重複するが、両者の新 1日関係はとらえられなかった。

本掘立柱建物址は、 1間 × 1間の側柱式の掘立柱建物址で、南北2.2m東西2.2mの方形のプラ

ンを呈し、 床面積4.8m2を 測る。

その南北軸方向は、N-10° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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第310図

F-53号掘立柱建物址

F-53号掘立柱建物址は、第 I区 ヒー34グ リッドにおいて検出された。

本址は、 F-70号掘立柱建物址と重複するが、両者の新旧関係はとらえられなかった。また、

本掘立柱建物址はH-40号住居址と重複するが、本址が新 しいものとしてとらえられた。

本掘立柱建物址は、 2問 × 3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北4.Om東西6.Omの矩形のプラ

ンを呈し、床面積24.Om2を 測る。柱間は、南北列では1.4～ 2.4m東西列では1.8mを測る。

本址の南北軸方向は、N-2° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、楕円形ないし隅丸方形を呈 していた。

その埋土は、ロームをよく含む褐色土層 (10YR 4/4)I層で、各ピットにおける柱痕部分は黒

第310図  F-53号掘立柱建物址実測図 (|:80)

29■



Ⅳ 遺構 と遺物

色土 (10YR l.7/1)と して明確にとらえられ、図中にはスクリーントーンで示した。

遺物は、 Plの埋土中より、奈良・平安時代の土師器甕。須恵器甕の破片が出土している。よっ

て本掘立柱建物址所産期は、遺物の示す奈良 。平安時代か、それ以降であることが少なくともい

えよう。
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第311図  F-54号 掘立桂建物址実測図 (|:80)

(54)

第311図

F-54号掘立柱建物址

F-54号掘立柱建物址は、第 I区 ヒー33グ リッドにおいて検出された。

本址は、H-9号 掘立柱建物址と重複するが、両者の新旧関係はとらえられなかった。

本掘立柱建物址は、北。東。西列 2間 ×南列 3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.6m東西4.2m

の矩形のプランを呈 し、床面積 15。 lm2を 測る。柱間は、南北列では0.8～ 2.lm、 東西列では1.8～ 2.

2mを測る。

本址の南北軸方向は、N-17° ―Wを指す。
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2 掘立柱建物址

各ピットの掘り方のプランは、円形もしくは楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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第312図  F-55号 掘立柱建物址実測図 (|:80)

(55)

第312図

F-55号掘立柱建物址

F-55号掘立柱建物址は、第 I区 ヒ

「

33グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址の南側は、旧河川によって破壊されておりそのプランの全容をつかみ得なかっ

た。ちなみに、北列は3.6m、 その柱間は1.5～ 2.Omを 測る。

本址の南北軸方向は、 N-12° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーン トーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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Ⅳ 遺構 と遺物
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第313図  F-56号掘立柱建物址実測図 (|:80)

(56)

第313図

F-56号掘立柱建物址

F-56号掘立柱建物址は、第 I区フー34グ リッドにおいて検出された。

本址は、 F-57号掘立柱建物址 と重複するが、本址が新 しいものとしてとらえられた。また、

本址の北半分は、水田造成により削平されてしまっている。よって本掘立柱建物址は、南列 と東

列の一部が検出されたにすぎない。ちなみに南列は 4間で4.4mを 測る。

本址の南北軸方向は、N-8° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、P7P8の埋土中より、奈良・平安時代の土師器甕の破片 4片が出土している。よって本

掘立柱建物址所産期は、遺物の示す奈良・平安時代か、それ以降であることが少なくともいえよ

う。

294



一

，
Ｖ

◎

一

P

V

い
|

一⑩▼
P

|ロ

vO―

「

Ｏ

ＲＯ
Ｂ

P

◎

Ｒ

③

Ｒ１
０

到
一

(D一

P

|

・(]ヽ
|"

C

0     1m

(57)

第314図

第314図  F-57号掘立柱建物址実測図 (|:80)

F-57号掘立柱建物址

F-57号掘立柱建物址は、第 I区フー34グ リッドにおいて検出された。

本址は、F-56号掘立柱建物址と重複するが、本址が古いものとしてとらえられた。

本掘立柱建物址は、 2間 ×3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.6m東西4.Omの矩形のプラ

ンを呈し、床面積14.4m2を 測る。柱間は、南北列では1.0～ 2.Om、 東西列では1.6mを 測る。

本址の南北軸方向は、N-2° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、歪んだ円形・楕円形ないし方形を呈している。

その埋土はロームをよく含む褐色土層 (10YR 4/4)I層で、各ピットにおける柱痕部分は黒色

土 (10YR l.7/1)と して明確にとらえられ、図中にはスクリーントーンで示した。

遺物は、P3P10の埋土中より、奈良・平安時代の土師器甕の破片が出土している。よって本掘

立柱建物址所産期は、遺物の示す奈良・平安時代かそれ以降、F-56号掘立柱建物址所産期以前

であることが少なくともいえよう。



Ⅳ 遺構 と遺物
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第315図

第315図  F-58号掘立柱建物址実測図 (|:80)

F-58号掘立柱建物址      ・

F-58号掘立柱建物址は、第H区フー32グ リッドにおいて検出された。

本tlLは、その西列を暗渠排水によって破壊されているが、 2問 ×3間の側柱式の掘立柱建物址

で、南北3.8m東西4.2mの矩形のプランを呈し、床面積16.Om2を 測るものと推定される。柱間は、

南北列では1.6m、 東西列では1.6～ 2.Omを測る。なお、本址の周辺には幾つかのピットが認めら

れるが (P ll～ P17)、 本址に伴うものかどうかはわからない。

本址の南北軸方向は、N-14° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

29δ



2 掘立柱建物址

第 106表  F-58号 掘立柱建物址出土遺物一覧表 〈土器〉

図
号
挿
番 器T_i 法置 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

1

(回 )

甕

土

(151) □縁部は僅かコの字状に外反し、胴部球
状を呈する小形の器形。

外面 □縁部 ヨヨナデ。胴部ヘ ラケズ リ
内面 □縁部 ヨコナデ。胴部ヘ ラナデ。

胎土は砂粒を含

み橙色

(75YR 6/6)

えられるものではなかった。

遺物は、 P llの埋土中から、第316図 1の土師器甕が検出

されている。ただし、 P llが本址に伴うものかどうかはわ

からないので、この遺物が時期決定の手推卜かりとはなり得

ない。

(59)

第317図

F-59号掘立柱建物址

,V

I∞

V◎―
P

1Ocm

第316図  F-58号 掘立柱建物址出土遺物
(|:4)
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第317図  F-59号掘立柱建物址実測図 (|:80)
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Ⅳ 遺構と遺物

F-59号掘立柱建物址は、第H区フー35グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 2間 ×3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北4.2m東西4.8mの矩形のプラ

ンを呈し、床面積20。 2m2を 測る。柱間は、南北列では1.6m、 東西列では2.Omを測る。なお、や

や列から外れるがP8の脇に P llが付随する。

本址の南北軸方向は、N-6° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l,7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は出土していない。

第318図  F-60号 掘立柱建物址実測図 (|

F-60号掘立柱建物址

ml

0      1m

:80)

(60)

第318図

F-60号掘立柱建物址は、第 lI区ヘー31グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址はH-47号住居址と重複するが、本址が古いものとしてとらえられた。

本掘立柱建物址は、 1間 × 1間の側柱式の掘立柱建物址で、南北2.6m東西2.8mの ほぼ方形の

プランを呈 し、床面積7.3m2を 測る。

本址の南北軸方向は、N-8° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形を呈していた。

ハS

-47号住居址



2 掘立柱建物址

その埋土は、スコリア・パミスを全 く含まない黒色土層

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスク

えられるものではなかった。

遺物は出土していない。
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Ｒ
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(10YR l.7/1)I層 のみであった。

リーントーンで示したが、明確にとら
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第319図

第319図  F-61号掘立柱建物址実測図 (|:80)

F-61号掘立柱建物址

F-61号掘立柱建物址は、第H区ハー31グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、東・西列 2間 ×北列 3間 。南列 4間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.4m

東西4.2mの矩形のプランを呈し、床面積14.3m2を 測る。柱間は、南北列では0.8～ 1.4m、 東西列

では1.6～ 1.8mを 測る。

その南北軸方向は、N-8° 一Eを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。



Ⅳ 遺構 と遺物

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、 P4の埋土中より、奈良・平安時代の土師器甕の破片が出土している。よって本掘立柱

建物址所産期は、遺物の示す奈良・平安時代か、それ以降であることが少なくともいえよう。
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第320図

第320図  F-62号掘立柱建物址実測図 (|:80)

F-62号掘立桂建物址

F-62号掘立柱建物址は、第Ⅱ区フー32グ リッドにおいて検出された。

本址は、その西側を暗渠排水によって破壊されているため、全体のプランをつかめなかった。

南北 3間で3.8m、 柱間は1.6mを 測る。

その南北軸方向は、N-14° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。

300



2 掘立柱建物址
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第321図

第321図  F-63号掘立柱建物址実測図 (|:80)

F-63号掘立柱建物址

F-63号掘立柱建物址は、第H区 フー31グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址はH-43号住居址と重複するが、本址が新 しいものとしてとらえられた。

本掘立柱建物址は、 1間 ×2間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.6m東西3.6mの方形のプラ

ンを呈 し、床面積13.Om2を 測る。柱間は、東西列では1.6～ 1.8mを 測る。

本址の南北軸方向は、N-14° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。

(64)

第322図

F-64号掘立柱建物址

F T64号掘立柱建物址は、第 I区ヘー32グ リッドにおいて検出された。

本址は、H-46号住居址と重複するが、両者の新旧関係はとらえられなかった。

本掘立柱建物址は、1間 × 1間の側柱式の掘立柱建物址で、南北2.4～ 2.8m東西3.6mの歪んだ

θθI



Ⅳ 遺構 と遺物

矩形のプランを呈し、床面積9.Om2を 測る。

本址の南北軸方向は、N-5° 一Wを 指

す。

各ピットの掘り方のプランは、円形もし

くは楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全 く含

まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみで

あった。

各ピットにおける柱痕音5分は、とりあえ

ず図中にはスクリーントーンで示したが、

明確にとらえられるものではなかった。

遺物は、 P2の埋土中より、奈良。平安時

代の土師器甕の破片が出土している。よっ

て本掘立柱建物址所産期は、遺物の示す奈

良 。平安時代か、それ以降であることが少

なくともいえよう。

(65)   F-65号

掘立柱建物址

第323図

F-65号掘立柱建物址は、第H

区ヘー30グ リッドにおいて検出さ

れた。

本掘立柱建物址は、 1間 × 1間

の側柱式の掘立柱建物址で、南北

2.2m東西2.0～ 2.lmのやや歪ん

だ方形のプランを呈 し、床面積4.

6m2を 濃Jる 。

本址の南北軸方向は、N-6° 一

Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、

θθ2

0      1m

第322図  F-64号掘立柱建物址実測図 (|:80)
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2 掘立柱建物址

第 107表  F-65号 掘立柱建物址出土遺物一覧表
〈鉄器〉

庫聯 器 種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重量 備  考

l 不  明 鉄
鉄鏃基部 ?
P2出土

第324図  F-65号 掘立柱建物址出土遺物
(|:3)

歪んだ円形を呈していた。その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/

1)I層のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、 P2の埋土中より、奈良・平安時代の土師器甕の破片が出土している。よって本掘立柱

建物址所産期は、遺物の示す奈良・平安時代か、それ以降であることが少なくともいえよう。ま

た、第324図 1は P2の埋土中より出土した鉄器で、鉄鏃の基部であろうか。

(66)

第325図

F-66号掘立柱建物址

⑫

F-66号掘立柱建物址は、第 I区

ヘー31グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 1間 × 1間の

側柱式の掘立柱建物址で、南北1.8m

東西1.8mのやや歪んだ方形のプラ

ンを呈 し、床面積3.3m2を 測 る。な

お、本址 P3は ガ`河川によって破壊さ

れている。

本址の南北軸方向は、N-15° 一W

を指す。

各ピットの掘 り方のプランは、歪

んだ円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを

全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/

|"
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い
|

◎ P▼
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ノ
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第325図  F-66号 掘立柱建物址実測図 (|:80)
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Ⅳ 遺構と遺物

1)I層のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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第326図

第326図  F-67号掘立柱建物址実測図 (|:80)

F-67号掘立柱建物址

F-67号掘立柱建物址は、第H区フー30グ リッドにおいて検出された。

本址は、F-69号掘立柱建物址と重複するが、両者の新旧関係はとらえられなかった。

本掘立柱建物址は、 1間 × 1間の慣l柱式の掘立柱建物址で、南北2.3m東西2.3mの方形のプラ

ンを呈し、 床面積5.3m2を 測る。

本llLの南北軸方向は、N-6° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、歪んだ円形・楕円形ないし方形を呈している。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、Plの埋土中より、平安時代の須恵器杯の破片が出土している。よって本掘立柱建物址

所産期は、遺物の示す平安時代かそれ以降であることが少なくともいえよう。
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第327図

第327図  F-68号 掘立柱建物址実測図

F-68号掘立柱建物址

F-68号掘立柱建物址は、第H区 フー31グ リッド

において検出された。

本址は、 2間 × 2間 の側柱式の掘立柱建物址

旧関係はとらえられなかった。

本址は、 2問 ×2間の側柱式の掘立柱建物址で、

南北3.9m東西3.7mの矩形のプランを呈し、床面積

14.4m2を 測るものと推定される。柱間は、南北列で

は1.7m、 東西列では2.Omを 測る。本址の北東コー

ナーには、炉址かと考えられるP3が検出された。

なお、本址の P5の隣には P7が認められるが、本址に伴 う

本址の南北軸方向は、N-9° 一Wを指す。

(|:80)

Q可

司Q

◎ P

第328図  F-68号 掘立桂建物址
炉址実測図 (|:40)

ものかどうかはわからない。

0       50cm
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Ⅳ 遺構と遺物

各ピットの掘り方のプランは、円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。ま

たヽP3の 覆土は、 I層 が焼土を含む黒色土層 (10YR 2/1)、 Ⅱ層がカーボンを含む黒色土層 (10

YR 2/1)、 Ш層はロームを大量に含む褐色土層 (10YR 4/6)で あった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、 P2の埋土中より、奈良。平安時代の土師器甕の破片が出土している。よって本掘立柱

建物址所産期は、遺物の示す奈良 。平安時代か、それ以降であることが少なくともいえよう。

(69)

第329図

F-69号掘立柱建物址

F-69号掘立柱建物址は、第H区フー35グ リッドにおいて検出された。

本址は、 F-67号掘立柱建物址・H-47号住居址と重複するが、これらとの新旧関係はとらえ

られなかった。

本掘立柱建物址は、 1間 × 1間の側柱式の掘立柱建物址で、南北2.2m東西2.2mの 方形のプラ

ンを呈し、 床面積4.8m2を 測る。

なお、 Plの脇には P5が付随す

る。

本址の南北軸方向は、N―

6°一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、

円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パ ミ

スを全 く含まない黒色土層 (10

YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は

とりあえず図中にはスクリーン

トーンで示 したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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第329図  F-69号掘立柱建物址実測図 (l:80)



(70)

第330図

2 掘立柱建物址

F-70号掘立柱建物址

F-70号掘立柱建物址は、第 I区 ヒー34グ リッドにおいて検出された。

本址は、 F-67号掘立柱建物址と重複するが、これとの新旧関係はとらえられなかった。

本掘立柱建物址は、 2間 × 2間の総柱式の掘立柱建物址で、南北3.6～ 4.Om東西3.4～ 3.6mの

歪んだ方形のプランを呈 し、床面積13.4m2を 測る。柱間は、南北列では1.2～ 1.8m、 東西列では

1.6～ 2.2mを 測る。

本址の南北軸方向は、N-3° 一Eを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、歪んだ円形ないし楕円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、P4の

埋土中より、奈

良 。平安時代の

須恵器坑の破片

が出土している。

よって本掘立柱

建物址所産期は、

遺物 の示 す奈

良 。平安時代か、

それ以降である

ことが少なくと

もいえよう。
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Ⅳ 遺構と遺物
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(71)

第331図

第331図  F-71号掘立柱建物址実測図 (|:80)

F-71号掘立柱建物址

F-71号掘立柱建物址は、第H区 ヒー30グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、東。西列 2間 ×北列 2間 。南列 3間の側柱式の掘立柱建物址で、南北3.4m

東西3.4mの方形のプランを呈し、推定床面積11.6m2を 測る。柱間は、南北列では0。 8～ 1.8m東西

列では1.6～ 1.8mを 測る。

その南北軸方向は、N-21° ―Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形 。楕円形ないし方形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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2 掘立柱建物址
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(72)

第332図

F-72号掘立柱建物址

´ F-72号掘立柱建物址は、第H区ハー29グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、P4～ P3を 除 くピットは不規則な配置をみせるものであるが、基本的には 2

間× 3間の側柱式の掘立柱建物址と考えられる。南北3.8m東西2.6～ 3.6mの歪んだ矩形のプラン

を呈し、推定床面積11.8m2を 測る。

本址の南北軸方向は、N-0° ―Sを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、歪んだ円形ないし楕円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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Ⅳ 遺構と遺物

0      1m

第333図  F-73号 掘立柱建物址実測図 (|:80)

(73)

第333図

F-73号掘立柱建物址

F-73号掘立柱建物址は、第H区ハー30グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址の西半分は調査対象地区外にのびるが、 1間 × 1間の方形のプランを呈する側

柱式の掘立柱建物址と推定される。南北2.6mを測る。

本址の南北軸方向は、N-11° 一Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、いずれも円形ないし楕円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。

(74) F-74号掘立柱建物址
第334図

F-74号掘立柱建物址は、第Ⅱ区 ヒー29グ リッ ドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、 2間 × 3間の総柱式の掘立柱建物址で、南北3.2m東西4.6mの矩形のプラ
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2 掘立柱建物址
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第3"図  F-74号掘立柱建物址実測図 (|:80)

ンを呈し、床面積14.7m2を 測る。柱間は、南北列では1.2～ 2.Om、 東西列では1.4～ 1.8mを 測る。

なお、本址の北東コーナーは小河川によって破壊されていた。

本址の南北軸方向は、N-21° ―Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形を呈していた。

その埋土は、スコリア・パ ミスを全 く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、とりあえず図中にはスクリーントーンで示したが、明確にとら

えられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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Ⅳ 遺構 と遺物

0     1m

第335図  F-75号掘立柱建物址実測図 (|:80)

(75)

第335図

F-75号掘立柱建物址

F-75号掘立柱建物址は、第H区 ヒー30グ リッドにおいて検出された。

本掘立柱建物址は、不規則なピットの配置をみせる側柱式の掘立柱建物址で、南北3.6m東西5.

2mの矩形のプランを呈 し、床面積18.7m2を 測る。

本址の南北軸方向は、N-3° 一Wを指す。

各ピットの掘 り方のプランは、円形もしくは歪んだ楕円形を呈 していた。

その埋土は、スコリア・パミスを全く含まない黒色土層 (10YR l.7/1)I層 のみであった。

各ピットにおける柱痕部分は、明確にとらえられるものではなかった。

遺物は、出土していない。
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長径 短径 深 さ

F―-1

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

65

55

55

80

65

55

60

55

55

55

60

60

50

40

40

30

35

15

30

25

10

F-2

Pl

P2

P3

25

40

40

25

35

35

10

15

25

F-3

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

PH

50

55

50

45

45

40

55

45

20

20

20

45

50

45

35

45

40

45

45

20

15

20

20

20

20

20

15

15

20

20

35

15

20

F-4

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P3

P9

P10

50

50

65

50

35

55

55

50

50

50

45

45

40

45

20

50

45

45

40

40

20

20

15

20

10

30

30

35

30

15

F-5

Pl

P2

P3

P4

P6

P6

P7

P8

65

70

55

90

85

90

70

70

55

60

60

60

70

55

65

55

30

45

45

25

45

35

30

40

2 掘立柱建物址

第 108表 掘立柱建物址ピットー覧表 くその |〉

長径 短径 深 さ

F-5
P9

Pl(

６５

“

F-6

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

４０

４０

４５

４０

４５

４０

６

４０

40

35

45

40

45

30

40

40

４０

３５

４０

３０

２０

３０

３０

３０

F-7

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

7o

55

50

60

55

55

50

45

55

50

65

50

50

55

50

50

30

40

50

45

30

25

35

35

55

30

20

40

20

F-8

Pl

P2

P3

P5

P6

P7

P8

P9

P10

５５

５０

８０

４０

５５

３５

５０

５５

３０

55

45

50

40

50

35

45

50

25

55

20

45

10

50

30

15

35

10

F-9

Pl

P2

Pj

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

60

35

55

60

50

60

50

45

50

50

55

30

50

55

45

55

45

35

45

45

35

15

25

30

20

35

20

25

50

40

長径 短径 深 さ

F―-10

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

65

70

75

65

65

65

70

95

60

60

55

50

55

50

60

55

55

50

50

55

25

30

35

40

25

35

25

40

40

30

F一●11

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

55

50

50

40

55

45

50

40

50

45

50

35

45

40

45

35

25

35

30

30

35

30

40

40

F-12

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

40

35

40

45

40

30

35

40

30

３５

２ ０

３５

２０

３０

３０

２５

F―-13

Pl

P2

P3

P"

110

100

95

95

55

55

50

70

F‐-14

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

(60)

(55)

55

60

55

65

50

60

(55)

(50)

50

50

50

50

50

50

(30)

(25)

20

30

30

30

35

30
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Ⅳ 遺構 と遺物

第 108表 掘立柱建物址ピットー覧表 くその 2〉

長径 短径 深 さ NQ 長径 短径 深 さ 長径 短径 深 さ

F-14
P9

P10

70

(60〕

65

(50)
F-19

P12

P13

２５

　

４５

一　

　

一

F-2
P9

P10

５５

”

F-15

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

50

50

50

55

45

40

50

50

50

50

45

２５

３０

２５

３５

３５

F―-20

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

PH

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

Plc

4o

35

45

35

50

40

45

45

25

25

30

30

40

45

25

50

45

60

30

35

35

40

3o

45

40

40

40

20

20

30

25

35

30

25

35

35

45

25

２０

２５

万

４０

３０

３０

％

２０

．

．

．

．

一

一

一

一

一

２５

‐５

F―-23

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

45

35

45

45

45

45

45

45

40

35

45

40

45

40

45

40

F―-16

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

40

30

45

25

50

35

55

35

25

45

25

45

30

45

15

10

25

20

40

20

45

F―-24

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

PH

50

45

50

40

55

30

45

40

50

35

35

40

40

45

35

45

3o

45

40

40

3o

30

30

30

25

15

30

5

50

20

50

F―-17

Pl

P2

P3

40

45

50

35

45

35

２０

”

２０

F-18

Pl

P2

F3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

75

70

60

65

55

55

70

65

55

“60

55

55

45

50

65

55

50

25

20

4o

20

25

10

35

30

30

F―-21

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

Pl(

100

55

60

65

70

75

65

70

60

110

45

45

50

55

60

60

55

65

60

50

40

20

30

30

35

40

15

20

40

40

F―-25

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

７０

６０

６０

６０

３０

６０

∞

60

50

55

55

30

55

55

“50

45

40

F―-19

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

PH

75

40

50

50

40

40

55

45

40

40

40

45

40

40

40

4o

4o

30

40

40

%

35

40

20

30

35

35

45

20

20

15

F―-26

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

５０

∞

５０

５５

５５

４０

４０

６０

５０

５０

５５

３５

20

25

30

30

25

F■22

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

６０

６０

５０

５０

５５

５０

”

５０

55

50

50

45

50

50

45

45

30

30

20

20

25

40

25

40

F一‐27

Pl

P2

P3

P4

P5

55

60

70

60

60

45

"
55

50

60

３０

２０

２０

２０

２０

※単位はcm
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2 掘立柱建物址

第 108表 掘立柱建物址ピットー覧表 くその 3〉

長径 短径 深 さ 長径 短径 深 さ 長径 短径 深 さ

F-27

P6

P7

P8

P9

Pl,

70

70

50

55

50

55

55

50

55

40

35

35

20

25

25

F―-31

P6

P7

P8

P9

P10

P ll

P12

105

100

70

100

80

45

55

６０

５０

“

６０

６０

４０

５０

65

65

45

45

60

30

65

F―-35

P7

P8

P9

Pl。

50

45

45

50

35

30

50

40

F―-36

Pl

P2

P3

P4

５５

∞

30

20

25

30

F-28

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P ll

(50

(60

50

45

50

60

50

45

55

50

(45

(55

45

45

40

45

50

6
45

45

(40)

(35)

“55

40

45

40

40

40

35

F―-32

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

70

35

95

70

70

110

70

55

30

65

50

50

60

55

３５

加

３５

２０
F―-37

Pl

P2

P3

P4

”

７０

５０

７０

“

４５

４５

４５

F―-38

Pl

P2

P3

P4

７０

∞

６０

７５

60

60

60

75

25

20

30

40

F―-33

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

５５

６５

７５

７０

５

５０

５５

５５

６０

５０

４５

６０

６０

６５

５５

４５

４５

５０

５５

”

４０

５０

５５

５

４０

５０

４０

３５

３５

３０

F―-29

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

35

30

35

45

40

35

45

35

15

35

30

30

40

35

35

35

35

15

25

15

30

45

30

25

30

30

10 F-39

ヨ

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

PH

P12

P13

P14

P15

P16

70

65

75

55

50

50

60

75

95

75

“80

55

45

65

45

70

60

60

50

45

45

50

70

70

70

55

65

45

45

55

45

45

40

50

30

45

50

45

40

30

45

25

25

15

F―∞

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

45

65

60

50

50

40

45

45

30

４０

５５

４５

４０

４０

３０

４０

４５

２５

45

20

45

35

30

20

30

25

F―-34

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

50

45

45

50

55

70

105

65

４５

４５

４５

５０

４５

５５

５５

５０

５０

３５

２５

３０

３０

３０

３０

３０

F―-40

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

５０

６０

６５

６５

６５

７５

６５

50

60

55

∞

55

50

55

３５

３５

∞

４５

４０

４５

F―-35

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

90

70

80

45

75

60

５５

６０

７０

０

５５

５５

45

35

60

5

45

50

F―-31

Pl

P2

P3

P4

P5

70

80

60

70

100

70

65

60

60

55

※単位はcm

θ15



長径 短径 深 さ

F―-41

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

４５

８０

７５

６０

“

４０

５

４５

45

45

55

50

40

35

25

35

30

40

30

40

40

F―-42

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P ll

P12

P13

75

75

65

60

75

75

60

90

80

50

60

35

65

75

60

60

65

70

55

75

75

40

55

30

５０

５０

４０

“

４５

４５

F―-43

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

PH

P12

６０

３０

２５

５ ０

５０

５０

５０

３５

４５

５０

３０

４０

60

30

25

50

45

45

40

30

45

45

30

35

２５

一

‐５

３０

２５

３０

．

１０

２５

２５

一

一

F-44

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

６ ０

２５

５５

５５

５０

６０

55

25

50

55

45

50

50

30

35

35

10

50

Ⅳ 遺構 とJll物

第 108表 掘立桂建物址ビットー覧表 〈その 4〉

長径 短径 深 さ

F―-45

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

60

30

45

35

65

70

55

20

５０

３０

０

３０

４

４０

５

”

35

25

40

15

30

10

35

F―-46

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

５５

５０

５０

０

６０

０

”

４０

∞

５０

”

４５

％

４５

３５

４５

３５

２５

４０

３０

４５

３５

４５

４０

４５

４０

２５

F-47

Pl

P2

P3

P4

６０

”

５０

５５

30

35

30

30

F―-48

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P ll

35

35

35

35

40

45

50

40

20

30

30

30

30

30

35

40

45

45

40

20

30

∞

15

10

15

25

25

25

25

40

10

10

10

F-49

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

７０

５５

６０

５０

５０

６０

５０

５０

６０

５０

”

６０

35

25

45

25

15

35

F―-50 Pl

m 長径 短径 深 さ

F-50
P2

P3

P4

５０

５０

５

45

45

45

45

35

50

F―-51

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

６５

４０

％

５０

５５

４５

５０

３５

５０

40

40

50

45

50

40

45

30

50

10

20

4o

25

45

15

45

10

40

F―-52

Pl

P2

P3

P4

55

45

45

50

F―-53

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

85

85

75

90

90

85

80

90

65

55

55

70

50

40

45

50

７０

５５

５０

５５

４０

５５

５０

４５

F一-54

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

45

50

75

55

45

75

75

65

65

45

45

55

50

40

70

55

50

55

20

45

30

20

15

25

45

25

F-55

Pl

P2

P3

７０

６０

５５

15

15

35

θlδ

※単位はcm



長径 短径 深 さ

F¬56

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

７５

４５

５０

“

８０

”

６５

０

５０

４５

∞

４０

30

35

50

20

45

20

F―-57

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

７０

６５

８０

８０

５５

８０

７５

７０

７０

９５

５５

“

６５

５５

４５

６０

∞

５

６０

５５

50

30

20

40

50

45

60

35

50

45

F―‐58

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P ll

P12

P13

P14

P15

P16

P17

65

55

70

65

55

45

55

55

60

45

25

55

55

70

60

55

45

55

50

55

40

20

30

25

15

２５

２５

∞

２０

．

二

一

二

一

F―-59

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

70

65

65

60

60

60

３０

３０

”

３５

３５

４０

2 掘立 lli建物址

第 108表 掘立柱建物址 ピッ トー覧表 〈その 5〉

長径 短径 深 さ

F-59

P7

P8

P9

P10

PH

６０

６５

６０

５５

４０

６０

“

５５

５０

４０

45

45

40

30

F―-60

Pl

P2

P3

P4

60

70

70

“

６０

30

50

45

F-61

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P ll

50

45

50

45

40

40

45

45

50

45

45

45

40

50

45

40

40

40

40

45

45

40

40

30

20

45

30

30

25

25

35

35

20

F―-62

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

45

40

40

45

50

45

30

35

45

45

２０

３５
　
％

F―

“

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

45

40

55

45

45

45

40

411

55

45

35

35

20

15

45

25

20

20

F―-64

Pl

P2

P3

P4

70

45

55

50

５０

“

５０

４５

F 65

Pl

P2

P3

∞

65

55

50

55

45

40

50

55

※単位は釧

θ′7

NQ 長径 短径 深 さ

F―-65 P4

F-66

Pl

P2

P3

P4

５０

３０

“

４０

30

15

20

∞

F―-67

Pl

P2

P3

P4

４５

９０

５５

５５

２５

２０

”

３０

F―-68

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

40

45

40

35

35

40

35

75

30

40

35

35

35

35

35

60

35

35

35

15

20

10

20

F-69

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

50

45

40

50

50

65

45

40

40

45

40

40

30

30

25

40

50

F―-70

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P ic

65

65

70

70

85

50

80

65

55

55

60

55

55

65

50

50

75

55

40

45

５０

４５

３０

３０

４０

４０

３０

％

“

F-71

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

50

65

75

65

65

75

40

55

70

60

60

60

10

25

15

15

15

20



Ⅳ j士構と遺物

第 108表 掘立柱建物址 ピッ トー覧表 〈その 6〉

NQ 長径 短 径 深 さ

F―-71

P7

P8

P9

75

75

65

20

25

10

F―-72

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P ll

55

65

40

15

20

30

25

15

40

25

35

40

25

25

15

20

25

25

15

35

25

30

25

30

30

5

10

10

10

5

20

15

30

F―-73
Pl

P2

∞

５０

25

25

F二‐74

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P ll

30

30

30

35

30

25

40

30

3o

25

25

30

30

25

25

35

30

25

15

10

25

20

40

25

25

30

15

F-75

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

20

20

20

25

15

30

20

30

25

20

15

20

20

15

20

15

20

20

10

10

15

20

10

10

15

15

θ18



3井 戸 址

(|) I― 1号井戸址
遺 構 第337図

I-1号 井戸址は、第 I区 ヒー33グ リッドにおいて検出された。

本址は、径2.8～ 3.Om深 さ1.8m前後を測る素掘 りの井戸である。その脇には50× 40cm深 さ25cm

を測るピットが付随する。

井戸のある地表面から1.3mほ ど下位は、透水層であるPlの礫層で (図の網′点部 )、 本址はこの

層を50cmほ どくり抜いて設けられている。その湧水の状況は図版百五十二からもわかる。

その覆土は、激しい湧水のため分層が不可能で、とりあえず上位にパ ミス下位に砂・小石を多

量に含む黒色土層 (10YR l.7/1)と してとらえた。

遺 物 第336図

本址から検出された遺物には、主なものに第336図 1・ 2・ 3の須恵器が、この他須恵器蓋・不・

甕の破片、土師器不 。甕の破片が検出されている。

第336図 1は、ほぼ完形の須恵器不で、その底部は切 り離しの後全面に手持ちヘラケズリのなさ

れたものである。その形態的特徴から、八世紀前半の遺物と考えられよう。井戸使用中に過って

井戸内に落してしまったものであろう。

2は、回転糸切 りによる須恵器杯底部である。八世紀末から九世紀初頭の遺物と考えられる。

3は、高台付の須恵器底部で、器種は長頸瓶 となろうか。

時 期

本井戸の使用期間は、少なくとも 1の遺物の示す八世紀前半から2の遺物の示す八世紀末～九

世紀初頭と考えておこう。つまりこの期間を通 じて集落に本井戸から水が供給されたものと想定

しておこう。

θ19



Ⅳ 遺構と遺物

第 109表  |― 1号井戸址出土遺物一覧表 〈土器〉

図
号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

１
つ

不

須 体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘ ラキ リの後、全面手持ちヘラケズリ。

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

含

Ｙ
水

を

１０
に

ｏ

粒
く
体

い

砂
色
全
し

は
自
＞
激

腱
級
И
齢

２
鵬

杯

須
70
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転糸切 り未調整
ロクロヨコナデ。
(ロ クロ回転方向不明 )

内面

胎土は砂粒を含
み圧色
(10Y6/1)全 体
に水磨が激 しい

３
つ (須 ) 78

底部には高台が貼り付けられる。

外面  ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラケズ リ、切 り離 し方法不明

内面  ロクロヨコナデ。
(ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1)

2

第336図  |― 1号井戸址出土遺物 (|:4)

○
|"

0     1m

第337図  |一 |

32θ

号井戸址実測図 (|:80)



4

(|) D― 1号土娠
第338図

D-1号 土墳は、第 I区 ノー33グ リッドにおいて検出された。

本土疲は、長径1.15m短径 lmを測る歪んだ楕円形を呈し、

深さ10cm程のきわめて浅いものでその底面に楕円形のピットを

もつものである。

その覆土は、パ ミス・スコリア・ローム粒子を含まない黒色

土層 (10YR l.7/1)で あった。
第338図  D

(| :80)

なお、本土疲からは遺物が一`点 も出土していない。したがってその時期判定も難しいが、いず

れにしてもこの奈良 。平安時代の集落のある時期に付随するものとみられようか。

(2) D-2号 土娠
第339図

D-2号 土墳は、第 I区 ヒー36グ リッドにお

いて検出された。

本土疲は、その上面のプランは長径2.55m短

径1.lmを 測る長楕円形を呈 し、下面のプランは

長径1.65m短径0.5mを 測る長方形を呈 してい

る。その断面は、逆凸状を呈 しており深さ85cm

を測った。

0     1m

第339図  D-2号 土嬢実測図 (|:80)

本土疲からは遺物が一`点 も出土していない。したがってその時期判定も難しいが、いずれにし

てもこの奈良。平安時代の集落のある時期に付随するものとみられようか。

(3) D-3号 土塘
第340図

D-3号 土墳は、第 I区 ヒー36グ リッドにおいて検出された。

321



Ⅳ 遺構 と遺物

本土墳は、東西1.4m南北1.lmを 測る不整楕円形を呈して

いる。その断面は、逆台形状を呈 しており深さ60cmを 測った。

なお、土疲の底面中央はテラス状に一段高 くなっていた。

本土疲からは遺物が一点も出土していない。したがってそ

の時期判定も難 しいが、D-1・ 2と 同様にこの奈良・平安

時代の集落のある時期に付随するものとみられようか。

(4) D-4号 土塘
第341図

D-4号 土墳は、第H区ネー30グ リッドにおいて検出され

た。

本土墳は、長径2.5m短径1.4mを 測る隅丸方形を呈してい

る。その断面は、逆台形状を呈しており深さ40cmを 測った。

その覆土は、 I層 が小粒スコリアを多量に含み、焼土・カ

ーボンをまったく含まない黒色土層 (10YR 2/1)、 Ⅱ層が焼

土を多量に含む黒褐色土層 (10YR 3/2)、 Ⅲ層が若千のカー

ボン・ローム粒子が混入する黒色土層 (10YR 2/1)で あっ

た。この覆土の堆積状況から察して、本土墳においては火が

焚かれたことが推察される。

本土疲からは遺物が一′点も出土していな

い。したがってその時期判定も難しいが、

この奈良・平安時代の集落のある時期に付

.随するものとみられようか。

(5) D-5号 土墳
第342図

D-5号 土疲は、第H区 ノー30グ リッド

において検出された。

本土墳は、その上面のプランは長径2.85

m短径2.Omを 測る長楕円形を呈し、下面の
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4 土  壌

プランは長径2.lm短径0.85mを 測る長楕円形を呈している。その断面は、逆凸状を呈しており深

さ120cmを測った。そのプランはD-2・ D-6に近似している。
その覆土は、 I層 がスコリアを若千含み、ローム粒子をまったく含まない黒色土層 (10YR l.

7/1)、 Ⅱ層がローム粒子を多量に含む黒褐色土層 (10YR 3/2)、 Ш層が砂層であった。

本土疲からは遺物が一点も出土していない。したがってその時期判定も難しいが、いずれにし

てもこの奈良 。平安時代の集落のある時期に付随するものとみられようか。

(6) D-6号 土墳
第343図

D-6号 土疲は、第H区ハー30グ リッド

において検出された。

本土疲は、その上面のプランは長径2.6m

短径1.9mを 測る楕円形を呈し、下面のプラ

ンは長径1.7m短径0.9mを測る楕円形を呈

している。その断面は、逆凸状を呈してお

り深さ lmを 測った。そのプランは D一

2・ D-5に 近似している。

その覆土は、 I層 がローム粒子を若千含

み粘性のある黒褐色土層 (10YR 2/2)、 H

0     1m

第

“

3図  D-6号 土塘実測図 (|:80)

層がローム粒子を多量に含む褐色土層 (10YR 4/6)で あった。

本土墳からは遺物が一点も出土していない。したがってその時期判定も難しいが、いずれにし

てもこの奈良 。平安時代の集落のある時期に付随するものとみられようか。
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5 溝状遺構

(|) M一 1号溝状遺構
遺 構 第345図

M-1号 溝状遺構は、第 I区ヌ 。ネ 。ノー32・ 33グ リッドにおいて検出された南北に延びる長

い溝状遺構である。

本溝状遺構は、発掘調査地区において検出された部分は60m程であるが、その北側は旧河川に

接続し、また南側にはさらに延びるものと考えられよう。その幅は50～ 130cmを測った。

溝の底面には、図版に見るように礫が幾つか認められる箇所があった。

その覆土は、 2層に分層された。 I層 は砂を含まない黒色土層 (10YR l.7/1)、 Ⅱ層は砂を含

む黄橙色砂層 (10YR 8/6)であった。H層 の存在から本溝状遺構の機能時には水流があったこと

が認められる。その機能は、旧河川より引水した水路であることも考えられよう。

遺 物 第344図

本溝状遺構の底面から検出された遺物を第344図に示した。

1は、回転ヘラキリによる底部をみせる須恵器不である。

2は、回転ヘラケズリによる底部をみせる須恵器高台付不で、その底部は高台部より若千とび

出ているのが特徴である。

3は須恵器長頸瓶の頸部で、二条の沈線が施されている。

時 期

本溝状遺構の底面から検出された 1・ 2の遺物は、本溝状遺構機能時に混入したものと考えら

lOcm

雉
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第桝4図  M一 1号溝状遺構出土遺物 (|:4)



る。遺物自体は八世紀前半の

ものと考えられるので、本溝

状遺構が機能していた時期を

八世紀前半以降と推定できる。

なお、竪穴住居址等その他の

遺構が本遺構を避けて分布す

る傾向も見受けられないこと

もない。したがって本遺構が

集落の存続期間に機能してい

た可能性も残る。

しかし一方で、本溝状遺構

のたどり着 く旧河川が九世紀

以降の所産である可能性 も残

るため、その時期は微妙であ

る。

5 溝状遺構

第■5図  M― 1号溝状遺構実測図 (|:300)

餞
′

第|10表  M― 1号掘立柱建物址出土遺物一覧表 〈土器〉

図

号

挿

番 器種 法tl 徴特の形器 整調 考備

‐

回

杯

須

〈H8〉
37
〈60〉
体部は外反 し、底部平底。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラキ リ未調整

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は砂粒を含

み灰色

(10Y6/1)

２
つ

不

須

体部は外反する。

底部には高台が貼り付けられるが、高台

部より底部が突出する。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラケズ リ、切 り離 し方法不明

内面 体部 ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は比較的精
選され焼成良好
灰色(10Y6/1)
を呈する。

３
つ
長頸瓶
(須 )

頸部はラッパ状に広がる。

中間には二本の沈線が施こされる。

外面  ロクロヨコナデ。
内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

胎土は精選され
灰色(10Y6/1)
外面には自然釉
が付着する。
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6 1日

'可

りH

遺 構 第346図

第H区から第 I区 にかけては、自然流路と考えられる比較的大きな旧河川跡が検出された。

第H区 29。 30列において二又に分かれていたものが、31列以降合流し、西へと延びるものであ

った。その幅は、二又時においては最大 5m～最小 lm、 それ以西では最大12m～最小 5m、 深

さは33列付近で lm前後を測った。本跡の堆積土層は、河川堆積に特有な多量な砂利層であった。

遺 物 第347図

本跡の堆積層からは、第347図 1・ 2の須恵器不の他、馬歯 1点が検出されている。

1・ 2は、回転糸取 りによる須恵器杯の底部である。

時 期

本跡から検出された 1・ 2の遺物は、本跡機能時に混入したものと考えられる。遺物自体は八

世紀末から九世紀にかけてのものと考えられるので、本溝状遺構が機能 していた時期を八世紀末

から九世紀以降と推定できる。また、本跡はH-61・ 62号竪穴住居址・ F-55号掘立柱建物tlLの

一部を破壊 している。H-62は 九世紀以降の所産である。

一方、それ以外の竪穴住居址・掘立柱建物址が、本遺構を微妙に避けて分布する傾向も見受け

ヽ０
¨
ヽ
ヽ
―
′
‐

才

32δ

第■6図  旧
'可

川



6旧 河 川

第||1表 旧河川出土遺物一覧表 〈土器〉

図
号

挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備    考

1

(完 )

琢

須

二

６７
底部平底。

面

面

外

内

ロクロヨコナデ。底部回転糸切り、未調整
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を含
み灰色
(N6/0)

2

(完 )

不

須
一　
一局
底部平底。

面

面

外

内

ロクロヨコナデ。底部回転糸切り、未調整
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転)

胎土は比較的精
選され赤灰色
(5R6/1)

。Ⅱ区

o                 10cm

第桝7図  旧河川出土遺物 (|:4)

られないこともない。したがって本遺構が集落の存続期間に機能していた可能性も残しておかね

ばなるまい。
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7 表面採集遺物

遺 物 第348図

表面採集遺物は数多くあるが、図示し得たのは第348図 1・ 2・ 3のみであった。

1は 、 I区で採集された須恵器長頸瓶頸部である。

2は、Ⅲ区で採集された須恵器高台付坑で、底部の切り離し方法は不明である。

3は、長い足のついた高台付の須恵器で、その器種は不明である。

いずれの遺物も、奈良・平安時代の遺物といえるが、細かな時期決定するにはいたらなかった。

この他、 4の鎌、 5の石鏃が採集されている。

第
"8図
 表面採集遺物 (|:4)

第|12表 表面採集遺物一覧表 〈土器〉

2.Ⅲ 区 3.Ⅲ 区

図
号
挿
番 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備    考

l

(完 )

長頸瓶
(須 )

頸部はラッパ状にひろがる。
外面  ロクロヨコナデ。
内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転 )

含
ω

は
け
る
。採
。

は
色
す
表

土
灰
呈
区

胎
み
を
１

２
Ｄ
婉
頓

く151〉
94
(8 4)

体部は丸味を帯びて外反 し、底部には高

台が貼 り付けられる。

外面 体部 ロクロヨコナデ。
底部回転ヘラケズ リ (切 り離 し方法不明 )

内面  ロクロヨコナデ。 (ロ クロ左回転 )

胎土は砂粒を含
み灰色 (N6/0)
を呈する。
Ш区表採。

３
Ｄ (須 )

く148〉

器種不明

底部には高台が貼 り付けられる。

面

面

外

内
胴部ロクロヨコナデ。底部切り離し方法不明
ロクロヨコナデ。 (ロ クロ右回転)

胎土は砂粒を含
み灰白色を呈する。
(N7/0)
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捕図番号 器 種 材  質 長 さ 厚 さ 重量 備  考

5 石 鏃 流紋岩 Ⅱ区表採

4 鎌 ? 鉄 (228) I区表採

7 表面採集遺物

第|13表 表面採集遺物一覧表 〈石器・鉄器〉

θ
     μ
o   lCm    4.I区

0               3Cm

第馴9図 表面採集遺物 (4=|:3 5=4:5)

― 5。 Ⅱ区
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1 十二遺跡における土器様相

(|) はじめに
十二遺跡は、奈良 。平安時代の集落址である。したがって、そこから検出された遺物もまた当

然のことながら奈良 。平安時代のものである。ここでは、その奈良 。平安時代の土器様相を把握

することを目的とする。

十二遺跡における奈良 。平安時代の土器様相を把握するにあたっては、次の方法′手順を用い

る。

① 出土した土器すべてについて、統一した観点からの器種・形態分類をおこなう。

② 分類した器種・形態の特徴的組成を、遺物の一括性・共伴頻度を考慮したうえで導き出す。

③ その特徴的組成の時間的関係を、遺構の切り合い関係および形態変遷の妥当性などに基づ
いて把握する。

④ 遺物の特徴的組成を、あらためて土器様相としてとらえなおす。
なお、この検討を進めるにあたっては、本遺跡と隣接する前田遺跡において把握された土器様

本目 (堤 1987)か ら教えられる部分も少なくない。

(2) 器種・形態分類
十二遺跡から検出された土器の種類としては、土師器・須恵器・灰釉陶器がある。いわゆる黒

色土器は、黒色土師器として土師器の範疇でとらえた。

一般に土器は、その機能に基づいて、基本的には「共献具 (食膳具 )」 ・貯蔵具 。煮炊具に分類

されるという。無論、この三分類がすべての土器の機能のカバーし得るものとは思われないが、

ここではとりあえずその分類・序列に従い、十二遺跡の土器の器種・形態について論じることに

しよう。

|)蓋

1 須恵器蓋 第350図

須恵器蓋は25`点 を図示した。これらはさらに、①内面のかえりの有無、②つまみ部の形状、③

扁平度の二つの視点から形態分類が可能である。



V 総  括

第350図 須恵器蓋分類図 (|:6)

形態 A

宝珠形のつまみ部を有し、内面にかえりのあるもの。 1点のみしか検出されていない (1)

形態 B

径が大きく中央のくぼむ皿状のつまみ部を有し、内面にかえりのあるもの (2。 3等 )。

形態 C

宝珠形もしくはその潰れた形状のつまみ部を有し、内面にかえりのないもの。

さらに形態 Cは、その中央部において器高の高まるCl(1～ 14等 )と 、器高が高まらず扁平

なC2(15)と に分類される。ちなみにClは 14′点を図示した。

なお、ここでは認められなかったが、径が大きく中央の くぼむ皿状のつまみ部を有し内面にか

えりのない形態の蓋の存在も予測できる。

2 土師器蓋 第351図

須恵器の蓋を模倣したと考えられる土師器蓋が 1′点検出されている。

つまみ部の形状は不明であるが、ロクロ整形により内面黒色研磨のなさ

れたものである。

第351図  土師器蓋

(|:6)

2) i不

1 須恵器不 第353図

須恵器不は、十二遺跡の土器群中にあってもっとも普遍的に認められる器種である。
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1 十二遺跡における土器様相

これらはさらに、 口径 。深さ 。体音6外

傾度による法量分化 (第 352図 )か ら、次
500

のA・ Bの二者に形態分類が可能である。

このA・ Bは前田遺跡の須恵器不の形態

分類と共通する。

形態 A                “
0

体部が外反し、底部が平底 となる

器形。形態 Bと 比べ口径 と底径に差

があり、体部の外反度が強い。     300

回径 12.3～ 15.7cm、 底径5.2～ 9.8cm、

深さ3.0～ 4.8cm、 外傾度 115～ 140度    ミ

の範囲におよぶものを本形態とする。   0

本形態は図示したうちでは91個体を

数える。

形態 B

第352図  須恵器不の法量分化

体部が外反し、底部が平底となる器形。形態Aと 比べ口径 と底径に差がなく、体部の外傾

度が弱いいわゆる盤状の形態を呈する。口径11.2～ 14.8cm、 底径7.4～ 11.6cm、 深さ3.2～ 4.

lcm、 外傾度117～ 125度の範囲におよぶものを本形態とする。本形態は図示したうちでは21個

体を数える。

第353図 須恵器不分類図 (|:6)

2 須恵器高台付不 第354図

須恵器高台付不も、須恵器不についで普遍的に認められる器種である。

これはさらに口径・底径・深さによる法量分化 (第355図 )か ら、次のA・ BoC Eの五者
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V 総  括

第354図 須恵器高台付不の法量分化

第355図  須恵器高台付不 A(● )巨 (▲ )C(□ )D(■ )E(△ )法量分化

に形態分類が可能である。このうちA・ BoCは前田遺跡の須恵器高台付不の形態分類と共通す

る。

形態、 A

体部が外反し、底部が平底となる小形な器形。形態BoDと 相似形をなす。一点検出され

ているのみであり (1)、 口径9.7cm、 底径6.2cm、 深さ3.6cmを 測る。

形態  B

体部が外反し、底部が平部 となる大形な器形。形態 A・ Dと 相似形をなす。日径13.8～ 14.

6cm、 底径7.4～ 8.6cm、 深さ5.7～ 6.6cmの 範囲におよんでいる。本形態は図示したうちでは 7

個体 (2～ 8)を数えるが、その法量はばらつきが少なくまとまった分布をみせる。
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1 十二遺跡における土器様相

形態 C

体部が外反し、底部が平底となる、いわゆる盤状の形態を呈する。中には底部が高台部よ

り飛出してしまっているものもある。形態 Eと 相似形をなす。口径13.7～ 16.6cm、 底径8.0～ 13

cm、 深さ3.3～ 4.7cmの範囲におよんでいる。本形態は図示したうちでは15個体を数える (9

～16)。

形態 D

体部が外反し、底部が平底となる器形。形態A・ Bと 相似形をなす。 3′点 (17～ 19)検出

されたのみであるが口径10.2～ 12.2cm、 底径 5。 9～ 8.lcm、 深さ4.0～ 5.Ocmの 範囲におよんで

いる。

形態 E

体部が外反し、底部が平底となる器形。形態 Cと 相似形をなす。一′点 (20)検出されてい

るのみであり、口径 12.3cm、 底径8.4cm、 深さ3.3cmを 測る。

なお、形態D・ 形態 Eの法量分化はさほど顕著 とはいえず、この両者を同一形態におけるばら

つきの範囲でおさえておくことも可能かと考えられる。

3 土師器不 第356図

土師器不は、その整形におけるロクロの使用・未使用、およびその形状からA・ BoC・ Dの

四者に形態分類が可能である。さらにその四形態下においても幾つかの相違がみられる。

形態 A

ロクロ未使用。体部は湾曲し、底部は扁平な丸底となる器形。形態 Bと 比べ肉薄である。

外面口縁部はヨコナデ、それ以下はヘラケズリによる。内面はヨコナデによる。本形態は図

示したうちでは 4個体を数えるのみである (1～ 4)。

形態 B

ロクロ未使用。体部は湾曲し、底部は扁平な丸底となる器形。形態Aと 比べ肉厚である。

Bl 外面口縁部ョコナデそれ以下はヘラケズリ、内面はヨコナデによるもの (506)

B2 内面に黒色研磨がなされるもの (7～ 10)。

本形態は図示したうちでは 6個体を数えるのみである。

形態 C
ロクロ未使用。体部は外反し、底部は平底。底部と体部は稜をもって変換する。

外面口縁部はヨコナデ、それ以下の体部・底部はヘラケズリによる。内面は、体部には一団の

放射状暗文が施されている。また、見込部の観察できるものについてはラセン暗文が認めら

れた。内面黒色処理のなされたものも一点ある (14)。

θθ7
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法 量

口

ク

口

未

　

使

　

用

A

3 H-49・ 14

BI

5 H-65。 3 H-28・ 7

7 H-20・ 9 8 H-25'7 9 H-30・ 3 10 H-18・ 6

C
1l H-10・ 7

H-20 16 H-37・ 2 17 H-25・ 5

19 H-27・ 2 D2

20 H-15・ 5 21 H-52・ 2 H-19・ 6

: _'L:"j -_-l
23 H-14・ 6 24 H-34・ 9

25 H-56・ 1 26 H-55・ 3 H」■ _」 28 H-43・ 6

|

ID3
33 H-26・ 9

13 H-47・ 4

32 H-16・ 1

ロ

ク

口

使

用

D
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1 十二遺跡における土器様相

本形態は、畿内系暗

文土器 (堤 1987)と

認識されるものである。 10

7個体検出された。

形態 D

ロクロ使用。体音5は   5

外反し、底部は平底。

底音6と体音5は稜をもっ

て変換する。      o

形態 Dは 、その法量を

5                 10                 15                20 cln

第357図 土師器不形態 Dの法量分化

l H-18・ 5

みると、おおよそ三つの分化が認められる。これをDlD2 D3と する (第 357図 )。

Dl 口径 12～ 16cm、 器高3.5～ 5.5cmの 範囲におよぶもの。 14′点を図示した (18～ 27)

D2 口径 16～ 17cm、 器高4.0～ 6.Ocmの 範囲におよぶもの。 5′点を図示した (28～ 32)

D3 口径22.4cm、 器高6.6cmの 範囲におよぶもの。 1′点のみを図示した (33)。

この中には、口径 と底径に比較的差のあるものと、差のないものの両者が認められる。ま

た、その体部から口唇部にかけて微妙な屈曲をみせるものも注意される (25～ 28)。

それらの調整をみると、内外面ともにロクロヨコナデをみせているものが 2例 (18032)

あるが、それ以外は外面ロクロヨコナデ内面ヘラミガキのなされるものである。

また、内面黒色処理のなされるものが17例、内外面ともに黒色処理のなされるものが 1例

(32)、 内外面ともに黒色処理のなされないものが 2例認められた。

3) 1,こ

1 須恵器婉 第358図

形態 A
ロクロ整形によ

点のみ図示し得た

形態 B

ロクロ整形によ

るもの。不類にく

3)。

り、体部は湾曲し、底部平底の無台のもの。 1

(1)。

り、体部は湾曲し、底部平底の高台のつけられ

らべ深い法量をもつ。 2`点 のみ図示し得た (2・

3   表採2

第358図  須恵器塊 (|:6)
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2 土師器婉 第359図

形態 A

ロクロ整形により、体部は湾曲し、平底に高台のつけられるも

の。2′点のみ図示し得たが、2点 とも黒色研磨がなされていた(1

等)。

2 灰釉陶器婉 第360図

H-55号住居址で 1′点検出されているのみである (1)。
H-55・ 1

ロクロ整形により、体部は湾曲し、平底に高台のつけられるものであ  第360図 灰釉陶器婉
る。釉は、内外面体部および見込部に刷毛掛けされる。胎土は、H-42 ( t : 6)

号住居址出土の灰釉陶器の段皿に比べるとやや精選されていない感があり灰色味が強い。

なお、本灰釉陶器は、名古屋大学斎藤孝正氏の鑑定によると、猿投窯・黒笹 -90号窯式期の製

品であるということであった。

1 土師器皿 第361図

形態 A

ロクロ整形により、扁平な形状を呈し、底部に

高台のつけられるもの。 4点のみ図示し得たが、

4′点とも内面黒色研磨がなされている (1～ 4)。

2 灰釉陶器皿 第362図

H-16・ 3

第 359図  土師器塊

(|:6)

l H-13・ lo

3 H-14・ 9 4 H-14・ 8

第 361図  土師器皿 (|:6)

l H-42・ 1

第362図  灰釉陶器皿

(|:6)

白色味が強い。

光 ケ丘 1号窯式期の製

4) 皿

H-42号住居址で 1点検出されているのみである (1)。

ロクロ整形により、扁平な形状を呈 し、底部に高台のつけられる

もの。内面には段を有するいわゆる「段皿」である。

釉は、内面全体および外面口辺部に刷毛推卜けされる。胎土は、H―

55号住居址出土の灰釉陶器の婉に比べると精選されている感があり、

なお、本灰釉陶器は、名古屋大学斎藤孝正氏の鑑定によると、東濃窯・

品であるということであった。

θイθ



1 十二遺跡における土器様相

5) 高 不

1 土師器高不 第363図

土師器高杯は数点検出されたのみであり、このうち全体の器形を知り得る

のは図示した1のみであった。その不部内面にはヘラミガキのなされ、外面

はヘラケズリの後、赤色塗彩がなされている。

1

第363図

H-1・ 3

土師器高不

(|:6)

6) 鉢

瓶

1 土師器鉢 第364図

土師器鉢は図示した 1が検出されたのみである。逆八の字状の形態を呈

し、内面黒色研磨のなされたものである。 l H-65・ 5

第 3“図 土師器鉢

(| : 6)

1 須恵器長頸瓶 第365図

須恵器長頸瓶は全部で 6′点検出されているにすぎず、いずれも部分のみで全体の器形を知り得

る資料ではない。

そのなかで、胴部の残るものについては、 3の ように肩の張るものと、 4の ようにそうでない

ものもある。この両者にはいずれも高台が付されている。また、その口縁部は、 1の素口縁とな

るものと、 2の帯状の受け口口縁となるものも認められた。

7)

l H-30・ 2 3 H-25。 9

第365図  須恵器長頸瓶 (l:6)

2 須恵器横瓶

カプセル状の胴部をみせる須恵器横瓶は、H-39号住居址において 1′点のみ認められたが、そ

4 H-43・ 7
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の口縁部は残っておらず全体の形状は不明である。

壺 0甕

1 須恵器短頸壺 第366図

須恵器短頸壺は図示し得たも

のは 3点ある。その法量は大中

小と各自様々である。

8)

2 須恵器壺 第367図

須恵器甕に比べ頸部のすぼま

点ある。それらを一瞥した限り

2  H-25・ 8

第366図 須恵器短頸壺 (|

りの著しいものを須恵器壺とした。そのう

でも、その法量に大中小が認められる。

3 H-25・ 10

:6)

ち図示し得たものは 6

l H-46・ 12 2 H-35・ 6

第367図  須恵器壺 (|:6)

3 H-15・ 7

3 須恵器画耳壺 第368図

須恵器四耳壺の破片が、H-13お よびH-52号住居址

において検出されている。このうち、H-52号住居址の

ものを図示した。これはいわゆる凸帯付四耳壺で、断面 H-52・ 8

第 368図  須恵器四耳壺 (|:6)三角形状の凸帯に耳の付されるものである。

その耳は、断面 D字状を呈する無穿孔のもの (笹沢 1986)で あった。

4 須恵器甕 第369図

須恵器壺に比べ頸部のすぼまりの著しくなく、広口ものを須恵器甕とした。そのうち図示し得

たものは何点かあるが、全体の形状がわかるものは少なかった。

9) 甕

l H-37・ 1 H-25・ 8

θイ2



1 十二遺跡における土器様相

第369図 須恵器甕 (|:6)

土師器長胴甕

1類 (厚形)第 370図

土師器長胴甕で肉厚なものを I類 とする。

I類は、図示できたもので 3点あるのみで、いずれも全体の形

状を知り得るものではない。その口縁部はゆるく外反し、胴部は

比較的直線的に下降するのが特徴で、その外面には息、の長い縦方

向のヘラケズリがなされている。

2 H-49,20

H-31・ 1

第370図  土師器長胴甕 1類

外面胴部～底部がヘラケズリ、内面胴部が

‖類  (薄形)第 371・ 372図

土師器長胴甕で肉薄なものをH類 とする。

H類は橙の色調をみせ、口縁部内外面がヨコナデ、

ヘラナデの調整によっている。

H類はさらに形態A・ 形態 Bの二者に分類できる。

形態 A

口縁部が「くの字」状に外反するもの。Al・ A2に細分される。

Al 最大径が口縁部にあり、A2に比べ胴の張りが顕著でなく器高の長いもの。図示したも

ので12個体確認された (1～ 3)。

A2 口縁部と胴部の径がほぼ等しく、Alに比べ胴上部の張りが顕著で器高の短いもの図

示したもので21個体確認された (4～ 6)。

形態 B

H-35・ 7

θイθ
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A

H-9

H-28・ 9
AI

H-32・ 5 H-58・ 11 H-59

)ミキ|

ざ

一術
資
ヾ
ヾ

B

8 H-57・ 4BI 7 H-17・ 5 9 H-55・ 7

θイイ

第371図 土師器甕 ‖類分類図 (|:6)



1 十二遺跡における土器様相

第372図 土師器甕 ‖類分類図 (|:6)

口縁部が「コの字」状に外反するもの。Bl・ B2・ B3に細分される。

Bl 回縁部と胴部の径がほぼ等しく、胴上部の張りが顕著なもの。日縁部はA2B2と の中

間的な形状を取り、「コの字」の屈曲はさほど顕著でないもの。図示したもので26個体確

認された (7γ 9)。

B2 最大径が口縁部から胴部上半に移り、肩の張った感が強くなる。「コの字」の屈曲は顕

著である。図示したもので25個体確認された (10～ 12)。

B3「コの字」状口縁の端部が上方に向かって微妙に折り返し、いわゆる受け口状となる

もの。図示したもので 7個体確認された (13～ 15)。

2 土師器球胴甕

1類  (厚形)第 373図

土師器球胴甕で肉厚なものを I類 とする。

I類は、図示できたもので数′点あるのみでいずれも全体の形状を知り得るものではないが、四

７

ヽ

‐

／

／

10 H-43・ 13

＼
ヽ

＼

＼

ヽ

、

B
1l H-55・ 8 12 H-47・ 6

14 H-13・ 16

B3 13 H-16・ 7

ヽ
ニ

糞`
/で
ソ
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第373図 土師器球胴甕 1類分類図 (|:6)

A C D

2 H-59・ 1 3 H-19,9

第374図 土師器球胴甕‖類分類図 (|:6)

者に分類できる。

形態 A

大形なものを形態Aと する。その胴部の調整には、ヘラミガキ 。ヘラケズリ。刷毛目状調

整がなされている。 5個体を図示した (1)。

形態  B

形態A・ 形態 Cの中間の法量をもつものを形態 Bと する (2・ 3)。

形態 C

小形なものを形態 Cと する。 1個体確認されたのみである (4・ 5)

形態  D

小形で把手付きのものを形態Dと する。 1個体確認されたのみである (6)。

A C D

H-25・ 15

H-25・ 13

6 H-25・ 11

(

θイδ



1 十二遺跡における土器様相

‖類  (薄形)第 374図

土師器球胴甕で肉薄なものをH類 とする。

H類は橙の色調をみせ、口縁部内外面がヨコナデ、外面胴部～底部がヘラケズリ、内面胴部が

ヘラナデの調整によっている。

H類はさらに形態A・ 形態 B・ 形態C・ 形態 Dの四者に分類できる。

形態 A

大形なものを形態Aと する。2個体確認されたのみである (1)。

形態 B

形態A・ 形態Cの中間の法量をもつものを形態Bと する (2)。

形態 C

小形なものを形態Cと する。 2個体確認されたのみである (3)。

形態 D
ロクロ整形によるもの。図示した 4点のうち 3点の底部は回転糸切りによっている (4)。

3 土師器台付甕 第375図

土師器台付甕は図示したものは5点 あるが、このうち全体の器形を知り得

るものは1のみであった。その口縁部は僅かコの字状を呈し、胴部上半に最

大径をもち、八の字状の脚台部のつけられるものであった。

4 土師器その他の甕 第376

土師器甕で、その他のものを幾つかあげておく。
1

第 375図

H-60・ 5

土師器台付甕

クロロと並イ子

うか。

4 H-25。 13

1は 、須恵器甕の模倣 と考えられるもので、ロクロ整形により、その外面にはロ

叩き目が認められる。内面は黒色研磨がなされている。

2は、内外面に刷毛目状調整の認められるもので、松本平の系譜を引く甕であろ

3は、厚手の広口甕である。

4は、須恵器の小形短頸壺の模倣形態であろ

H-65,7

l H-30・ 4

第376図 土師器その他の甕 (|:6)
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5 土師器甑 第377図

土師器甑は、H-25に おいて一′点検出されたのみである。小形の土師器甕

の平底に焼成後に二つの穿孔がなされたものである。

(3) 土器組成の抽出とその段階的把握

|) はじめに 第377図  土師器甑

ここまででは、十二遺跡における奈良 。平安時代の土器の器種およびその形態をとらえてみた。

それでは、その器種・形態はどのような組み合わせをみせるのか、そしてその組み合わせはどの

ように段階的把握されるのかを考えてみよう。

さて、本遺跡と隣接する鋳物屋遺跡群前田遺跡の発掘調査報告書が昨年刊行された (御代田町

教育委員会 1987)。 そこにおいては、奈良時代を中心とする土器様相が四つの画期をもって把握

され、それぞれ八世紀第 I四半期・八世紀第H四半期・八世紀第Ш四半期・八世紀第Ⅳ四半期～九

世紀初頭の土器様相として時間的に位置づけられた(堤 1987a)。 また、同1987年の11月 にシン

ポジウム「信濃における奈良時代を中心とした編年と土器様相」が開催され (長野県考古学会

1987)、 前田遺跡においてとらえられた奈良時代を中心とする土器様相を骨子に佐久地方における

の奈良時代を中心とする土器様相が明らかにされた (堤 1987b)。

現時点においては、それら (堤 1987a)(堤  1987b)の 成果に基づいて十二遺跡における奈

良時代を中心とする土器様相を把握することがもっとも妥当と考えられ、かつ、矛盾点も見出し

得ないので、奈良時代についてはその成果に基づいて述べてゆくことにする。

まずここで、佐久地方におけるの奈良時代を中心とする土器様相について簡単にふれておく必

要があろう (第 378図 )。

八世紀第 |四半期

須恵器不はいずれも回転ヘラキリによるもので、形態Aでは中央のやや突出する底部をみせる

のが特徴的である。須恵器蓋ではカエリのある形態Bが存在している。土師器杯では形態Aがみ

られる。また、土師器高杯も残っている。土師器長胴甕では頸部の変換′点が明瞭で口縁部に最大

径をもつ形態Alが特徴的である。

八世紀第‖四半期

須恵器不形態Aでは、回転ヘラキリの後全面手持ちヘラケズリの底部をみせるものが特徴的で

ある。須恵器蓋ではカエリのある形態 Bも 残るが、環状ツマミでカエリのないものも存在してい

る。土師器不では畿内系暗文を有する形態Cがみられる。土師器長胴甕では形態Aが認められる。

θイ∂
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時期
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l 十二遺跡における土器様相 (1987 堤 )

第378図  佐久地方における奈良時代を中心とした土器編年 (|:8)(堤  1987b)
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1 十二遺跡における土器様相

八世紀第Ⅲ四半期

須恵器不形態Aでは、回転糸切 りの後周囲手持ちヘラケズリの底部をみせるものが特徴的であ

る。須恵器蓋ではカエ リのある形態 Bが消失し、環状ツマ ミでカエ リのないものもか、形態 Cが

存在 している。土師器不ではロクロ整形による形態 Dがみられる。土師器長胴甕では形態A2が認

められる。

八世紀第Ⅳ四半期～九世紀初頭

須恵器不形態Aでは、回転糸切 り未調整のものがほとんどとなる。須恵器高台付不では形態 B

の存在が顕著となる。須恵器蓋は形態 Cのみとなる。土師器杯ではロクロ整形による形態Dがみ

られる。土師器長胴甕は形態 Blが認められる。

以上が八世紀第 I四半期～九世紀初頭にかかる土器様相である。十二遺跡の当該期については、

これまでにとらえられた様相にスライドさせて考えることとしよう。

さて、問題はそれ以降であるが、遺物の一括性 。共伴関係の妥当性を考慮したうえで土器組成

の抽出を試みれば、土器様相の把握もさほど困難なものとはおもわれない。

そこでまず、遺物の一括性 。共伴関係の妥当性を検証しなければならないが、これについては

統計学的方法によって各遺物の伴出頻度をみることで解決されよう。具体的には松村が用いたよ

うな共伴関係頻度表 (松村 1977)を 用いることである。

その共伴関係頻度表にも基づいて抽出された十二遺跡の特徴的な土器組成を、遺構の切り合い

関係 。遺物の形態変遷の妥当性に基づいて段階的に把握したのが以下である。

2) 土器組成の諸段階

1 第 1段階

前述 した八世紀第 I四半期の土器様相を示す段階。

須恵器不はいずれも回転ヘラキリによるもので、形態Aでは中央のやや突出する底部をみせる

のが特徴的である。須恵器蓋ではカエ リのある形態 Bが存在 している。土師器不では形態Aがみ

られる。また、土師器高不も残っている。土師器長胴甕では頸部の変換点が明瞭で口縁部に最大

径をもつ形態Alが特徴的である。

2 第 2段階

前述した八世紀第H四半期の土器様相を示す段階。

須恵器不形態Aでは、回転ヘラキリの後全面手持ちヘラケズリの底部をみせるものが特徴的で

ある。須恵器蓋ではカエリのある形態 Bも 残るが、環状ツマミでカエリのないものも存在してい
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る。土師器不では畿内系暗文を有する形態Cがみられる。土師器長胴甕では形態Aが認められる。

3 第 3段階

前述した八世紀第Ⅳ四半期～九世紀初頭の土器様相を示す段階。

須恵器不形態Aでは、回転糸切り未調整のものがほとんどとなる。須恵器高台付不では形態B

の存在が顕著となる。須恵器蓋は形態Cのみとなる。土師器不ではロクロ整形による形態Dがみ

られる。土師器長胴甕は形態Blが認められる。

4 第 4段階

須恵器杯形態Aでは、回転糸切り未調整の不のみとなる。この形態は、前段階の口径 :底径比 (底

径÷口径×100)が 50以上の数値を示す場合が多かったのに対し、日径 :底径比の数値が45程度と

低くなってくる特徴をみせる。つまり底径がより月ヽさくなっていることがとらえられる。また、

その体部の形態も湾曲ぎみなものからより直線的へと変化するようである。

須恵器高台付不では形態Bが引続き顕著に存在するが、その法量が小形となる傾向が看取され

る。須恵器蓋は形態Cがある。土師器杯ではロクロ整形による形態Dがみられる。この他土師器

の高台付皿も登場する。土師器長胴甕はコの字化がより強くなった形態B2と なる。土師器小形甕

では、ロクロ整形による形態Dが登場している。

5 第 5段階

猿投窯黒笹90号窯式、東濃窯光ケ丘 1号窯式の灰釉陶器を伴う段階。

杯類は、須恵器不形態Aにかわり土師器不形態Dが主体をなすようになる。その土師器不形態

Dの 口唇部をみると、灰釉陶器もしくは緑釉陶器の回唇を模倣したかのような微妙な屈曲をみせ

るものが特徴的にみいだせる (第 356図 25～ 28)。 また、須恵器高台付不の形態Bは消滅してしま

っているものとおもわれる。

土師器長胴甕は、コの字化の強い形態B2が存在する。

6 第 6段階

不類は、土師器不形態Dが主体をなすが、そのうちでも内外面に黒色処理のなされたものが認

められるようになる。

また、土師器高台付坑が登場している。

土師器長胴甕は、コの字化の強い形態B2が存在するとともに、その回唇部が受け口状になる形

態 B3の存在も認められる。
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1 十二遺跡における土器様相

灰釉陶器は実際には出土していないが、当然伴ってくる段階である。

奈良・平安時代の土器編年

1 時期設定

以上、第 1段階から第 6段階までの土器組成を提示した。この各段階については、時期と言い

換えてとらえることもできる。したがって、その第 1段階から第 6段階までを、第 2段階と第 3

段階の間の空白期も仮に一時期とみなし、それぞれ第 I期から第Ⅶ期としてとらえなおすことと

しよう。

2 実年代の想定

ここでこの各時期に実年代を想定しておくこととしたい。このうち第 I期～第Ⅳ期については

前述した年代観 (堤 1987b)を 用いておくことにする。

第 I期 八世紀第 I四半期  (第 1段階)

理由  (堤 1987b)の 年代観による。

第Ⅱ期 八世紀第H四半期  (第 2段階)

理由  (堤 1987b)の 年代観による。

第Ш期 八世紀第Ш四半期  (段階設定なし)

理由 具体的には本期に属する土器様相をみいだし得なかったが、所属期不明のもの

が本期に属する可能性もあるためとりあえず時期設定しておいた。もし仮にいず

れの所属もみられない場合は空白期としてあつかう。

第Ⅳ期 八世紀第Ⅳ四半期～九世紀初頭  (第 3段階)

理由  (堤 1987b)の 年代観による。

第V期 九世紀前葉  (第 4段階)

理由 土器様相の継続性から、第Ⅳ期に後続し第Ⅵ期に前出した年代があたえられる
べきである。なお本時期と並行させて考えられる野火付遺跡第H期の土器群は神

功開贅を伴っており、少なくとも本時期がその初鋳年代である765年 を遡ることは

ない。

第Ⅵ期 九世紀後葉  (第 5段階)

理由 土器様相の継続性から、第V期に後続し第Ⅵ期に前出した年代があたえられる
べきである。なお本時期は猿投窯黒笹90号窯式、東濃窯光ケ丘 1号窯式の灰釉陶

器を伴う時期である。灰釉陶器の年代観については斎藤孝正の指摘にもあるよう

3)



V 総  括

第|14表  十二遺跡竪穴住居址の所属期

年

代

時

期
所 属 住 居 所 属 期 不 明 住 居

I

H-lH-7H-20H-28H-33H-53

11: Ittil 11二 ::111:II二:::三 :: HT70 H-18
H-5H-50
H― H

H4~36

H-8

H-21

Hァ 41

H-3

H-4

H-10H-29H-58H 68H-15H… 69H-40H-67
↑ ↑ H-19

Ⅲ H-59

H r61

Ⅳ H-17H-22H-27H-6〔 H下4り
戸
48

ノ
上

↓
↑
―
―

Ｈ H-51

H-62V 督I:::三 ::1三 :;~1≡ ll::::::::H126‖」:: H -71

Ⅵ

|

H-56            H-43 H-55

|

|

H 42

←矢印は切り合いによ

旧関係を表す。

る新
Ⅶ H-16 H-60

|

H-54

に約50年近いズレがあり(斎藤 1987)、 実年代の比定にあたってそれを用いるの

には現段階では困難をともなう。したがってここでは実年代の想定に灰釉陶器の

年代観を用いることはしなかったが、土器様相の継続性等から結果的には灰釉陶

器を古くみることとなる。

第Ⅶ期 九世紀末葉  (第 6段階)

理由 土器様相の継続性から、第Ⅵ期に後続した年代があたえられるべきである。な

お、本時期と並行させて考えられる根岸遺跡H-13号住居tlLは饒益神責を伴出し

ており、少なくとも本時期がその初鋳年代である859年 を遡ることはない。ちなみ

に根岸遺跡H-13号住居址は東濃窯光ケ丘 1号窯式の灰釉陶器も伴っている。

3 各竪穴住居址の所属期 について

さて、その各時期に所属すると考えられる竪穴住居址を第114表に示した。無論この所属期は遺

物が住居址に伴うと仮定したうえでのものである。なお、遺物が少なくその所属期の明確でない

ものについては別枠に示した。遺構の切り合い関係から把握される各時期の前後関係については、

←印をもって示している。

この表をみると各時期の竪穴住居址の軒数が一様でなく、かなりばらつきがあることが窺えよ
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1 十二遺跡における土器様相

う。ちなみに各期の軒数は、第 I期 20軒、第H期 8軒、第Ⅲ期 0軒、第Ⅳ期 7軒、第V期 15軒、

第Ⅵ期 4軒、第Ⅶ期 3軒 となった。時期不明は15軒 ある。

4 奈良・平安時代の上器編年 付図 2

ここまでの所見を奈良 。平安時代の土器編年として付図 2に示す。

土師器高杯・土師器甑の消滅、須恵器蓋のカエリの消失とつまみ部の変遷、須恵器杯における

切り離し手法の変化 (回転ヘラキリ→回転糸切り)、 土師器不におけるロクロ使用、須恵器高台付

不形態Bの登場、土師器長胴甕口縁における「くの字」から「コの字」の変化、ロクロ使用の土

師器甕の登場、灰釉陶器の登場、土師器杯における内外面黒色処理 (いわゆる黒色土器の登場)、

土師器坑 (磁器・灰釉陶器模倣形態)の登場、須恵器不の消滅等といった土器様相の変化を、十

二遺跡の奈良 。平安時代の土器編年の中からみいだすことができる。

1 
ヾ
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2 十二遺跡の石器・鉄器等について

(|)石 器
本遺跡から検出されている石器には、砥石・磨石・台石・敲石・石錘・石鉢・磨製石鏃

。打製

石鏃 。打製石斧・スクレイパー等がある。

このうち磨製石鏃・打製石鏃 。打製石斧・スクレイパー等が、奈良・平安時代の所産であるか

どうかは不明である。

これに対し、砥石 。磨石・台石・敲石 。石錘・石鉢等は当該期の石器としてよいものであろう

(第 379・ 380)図。

711石 は、砂岩製のものが 7′点検出されている (第 379図 )。 これらは、別に検出されている鉄器

(鎌・刀子等)の研砥に共されたものと考える。

□|
l

‐
‐

　

・
５

　̈

昇

日 4H12・ 13

R―瑕
|ヨ
7F7・ l
1目|…
第379図 十二遺跡出土砥石 (|:4)

||:::::::::::ill

2 H-1・ 5

356

6 H-67・ 7



2 十二遺跡の石器 。鉄器等について

2 台石 ?(H-29・ 8)

1 磨石 ?(H-29・ 9)

6 紡錘車 (H-25・ 23)

5 (H-52・ 6)

4 石鉢 (H-25・ 22)

第380図 十二遺跡出土遺物 (6は |:3,そ の他 |:4)

磨石 。石鉢は、食物の磨潰しに用いられたものと考えられよう。石錘は編物用の重りに用いら

れたのであろうか。

(2) 土製品
このほか土製品の紡錘車 1′点が検出されている (第 380図 6)。 径4.4cm。 厚さ2.5cm。 重量54g

を測るもので、その外面は黒色研磨のなされたものである。

θ57
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l H-49・ 21

第381図 十二遺跡出土鎌 (|:3)

(3) 鉄器
本遺跡から検出された鉄器には、鎌 3、 鋤鏃先 1、 刀子

2、 鏃 ?8点がある (第 381・ 382図 )。

鎌は、比較的屈曲の強い 1も あれば、屈曲の弱い 3、 そ

の中間の 2も あり様々である。その大きさは、 2が大形の

ものといえる。

さて、出土鉄器がどの時期に帰属するかを示したのが第

115表である。この表にはあわせて鉄器の研砥に共したと考

えられる砥石の帰属 も示した。

鉄器の遺存率の悪さを考慮したうえでこの表をみると、

鉄器の保有率は、時期的に差異があるとみるよりむしろ住

居址の数に比例しているものと解釈 したほうが妥当かと考

えられる。また、砥石の存在から鉄器の存在を類推するこ

ともでき、現出土点数以上に鉄器が存在 したことを考慮し
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2 H-23・ 6

3 H-26・ 15

第 |15表  各期における鉄器の保有

櫻鎌
鋤

鍬

先

刃
　
　
子

鏃

砥

　

石

住
居
軒
数

I 1 1 1

Ⅱ 1

Ⅲ

Ⅳ 1

V

Ⅵ

Ⅶ

不明 1

計



2 十二遺跡の石器・鉄器等について

第|16表  遺跡毎における鉄製農具出土数

遺 跡 堅 穴 数 掘 立 数 鋤 鍬 先 鎌

十  二 1

前 田 ※

山田水呑 1

村  上

井  頭 1

鳶  尾 1

向  原 184 1

※ただ し前田遺跡佐久市分を除 く。

l  H-10・ 10

第 382図  十二遺跡出土鋤鍬先 (|:3)

ておかねばなるまい。

ちなみに第116表には、当該期の幾つかの東国集落における鉄製農具の出土数を示しておいた。

この表から、各遺跡において鎌の出土数は竪穴数にほぼ比例していることがわかる。また、鋤鍬

先の出土は、村上の 3例を除くといずれも 1例のみと意外に少ないこともわかる。

かつて原島礼二は、鉄製農具は六世紀以降には大家族のもとにまとめて私有され、国分期にな

って各竪穴単位に私有が移行したとした (原島 1965)。 一方、鬼頭清明は八世紀当時の集落では

どの竪穴住居においても鉄製農工具が使用されたとみている (鬼頭 1985)。

本遺跡における鉄器の出土状況をどのように解釈したらよいかはまだまだ検討の余地が残ろう

が、いずれにしても当該期のごく一般的なあり方を示していることにはかわりあるまい。
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3 十二遺跡における遺構および集落の様相

(|) 竪穴住居址の形態
十二遺跡においては、八世紀～九世紀末にかかる奈良・平安時代の竪穴住居址71軒が検出され

ている。

これら71軒の竪穴住居址の形態を、幾つかの分類基準をもってとらえてみよう。

|) 火拠 のあ り方

まず、火拠のあり方を問題にすると次の二者がある。

1 住居の一隅にカマ ドを有するもの。67軒ある。

‖ 住居内にカマ ドを有さないもの。H-3、 H-4、 H-33の 3軒がある。

2) 主柱穴のあり方
次に、主柱穴のあり方であるが、基本的には次の 5種 とその他がある (第 383図 )。

A 屋内に 4個の主柱穴が規則的に配されるもの。26軒ある。

B 屋内に 2個の主柱穴が、その対壁に 2個の主柱穴が規則的に配されるもの。 3軒ある。

C 屋内に 2個の主柱穴が対で配されるもの。 3軒ある。

D 壁中に 2個の主柱穴が対で配されるもの。 1軒ある。

E 主柱穴の認められないもの。31軒ある。

F その他。 3軒ある。

主柱穴の認められないEがもっとも多く、次いでAの屋内に 4個の主柱穴が規則的に配される

ものが多いことがわかる。また、これ以外は若千認められるにすぎない。
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3 十二遺跡における遺構および集落の様相

3) 平面形

その平面形では次の三者があ

る (第 384図 )。

| カマ ドを有する壁が長

辺となる矩形を呈するも

の。10軒 ある。

2 カマ ドを有する壁が短

辺となる矩形を呈するも

の。10軒 ある。

3 正方形を呈するもの。

48軒ある。

このなかでは、 3の正方形を

呈するものが48軒 ともっとも多

いことが窺えよう。 また、失巨形

する。

小形 10m2以下のもの。20軒ある。

中形 1lm2以上～18m2以下のもの。

24軒ある。

大形 19m2以上のもの。23軒ある。

一方これを主柱穴のあり方と対応さ

せてみるとどうだろう。

4個の主柱穴をもつAではその面積

の分布は13～ 29m2(中形 。大形)にお

よんでいることがわかるが、そのなか

でより大形の24m2以上のものはこのA

第3“図 竪穴住居の長幅比

を呈するものも1・ 3あ わせて20軒ほど認められるわけであるが、その長辺と短辺の比が3:2

をこえるような極端なものはないようである。

4) 面積分布
さて、その面積の分布は、主柱穴のあり方とも対応させて第385図 に示した。

まず、図の最下段の全体の分布をみると、そのピークがおおよそ二つに分離されることが理解

されよう。これを小形 。中形 。大形と
A「

____T一 一一一T一一二
・
■三二_二導二三二二_」墨二」≒__

B

E 
。.::::。 8。 8… 。 ¨

計
    。。::::.8:::::8::::88 .: .

第385図  竪穴住居の形態別面積分布
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のみに限られている。これとは対称的に無柱穴 Eの面積の分布は10m2未満に集中することが注意

される。

つまり、より大形のものは 4個の主柱穴を確実にもち、小形の住居では無柱穴の Eタ イプがほ

とんどであると言い換えられよう。

このように主柱穴のあり方は、住居の大きさとも深 く関連 していることが窺えよう。

5) カマ ド
本遺跡のカマ ドのほとんどには、面取りした軽石がその芯に用いられていることが非常に特徴

的である。面取り軽石が多用されるのは、本遺跡の基盤でもある第 1軽石流層中に軽石が豊富に

含まれることに起因しよう。また、軽石は加工し易かったこともその要因であろう。

カマ ドの前方部両軸には『状に面取りされた軽石が、このほかには直方体状に面取りされた軽

石が、支脚石には角錘状に面取りされた軽石が用いられ、粘土で覆われているものが一般的であ

る。

カマ ドの位置をみると次の二者がある。

① 北壁中央にあるもの。58軒ある。

② 東壁のやや南よりまたは東南コーナーに位置するもの。9軒ある。
なお、 4個の主柱穴をもつAはすべて北壁中央にカマドがあるものであることが注意される。

(2) 竪穴住居址の形態変遷
各時期における竪穴住居址の構造については付表 1に示した。

また、主柱穴のあり方に主 I長 をおいた竪穴住居址の形態変遷については、付図 3・ 第117表 に示

しておいた。

ここから、幾つか窺えることを以下にあげておこう。

① 4個の主柱穴をもつAは第I期～第V期にかけて認めら

れるが、第V期以降には衰退することが窺える。

② 無柱穴のEタ イプは、当初の第I期より第Ⅷ期まで顕在
化 している。

③ 壁中に2個の主柱穴が対で配されるDは第Ⅵ期に1軒あ
るが、前田遺跡における竪穴住居址の形態変遷からすると

(堤 1987a)こ の形態は八世紀第Ⅳ四半期以降に顕在化

するタイプであり、前田遺跡の所見と矛盾しない。      ※この也■多態の1■たちitな ヽヽものが4ヽやある。

第 |17表  時期別住居形態一覧表

夭 A B C D E F 計
1

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V 1

Ⅵ 1

Ⅶ 1

不 明 6 1

計 1
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④ カマドの位置をみると、第 I期 。第H期にかけてはすべて北壁中央にあるが、第V期以降
には東壁やや南よりに位置するカマドも登場するようである。

(3)掘 立柱建物址 の形態

十二遺跡において検出された75棟の掘立建物址の形態についてみてみよう。

まず、掘立柱建物址は次の二式に分類される。

① 総柱式

② 側柱式
また、その平面形も二者がある。

| その平面形がおおよそ正方形を呈するもの。

‖ その平面形がおおよそ矩形を呈するもの。

次、柱 (穴)の配置による間数には、以下のようなあり方が認められた。

① 総柱式
A 2間 ×2間で、中央に 1本の柱が配されるもの。

B 3間 ×2間で、中央に 2本の柱が配されるもの。

C 3間 × 2間で、中央に 1本の柱が配されるもの。

② 側柱式  ｀

A l間 × 1間 となるもの。

B 2間 × 1間 となるもの。

C 2間 × 2間 となるもの。

Ｔ
上 II

A 圏
F-12 A F-39

B F-74

C F-70

第386図 掘立柱建物址 (総柱)形態一覧
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Ｔ
■

Ｔ
■
Ｔ
■

A
F-13 F-25 F-36 F-37
F-47 F-50 F-52 F-65
F-66 F-67 F-69

A
F-38 F-60 F-64

B
F-63

B
F-44

C
F-1l F-29 F-45

C
F-3  F-6  F-16 F-23
F-30 F-32 F-34

D
F-18 F-46 F-51 F-71

D
F-54

E
F-43

E
F-4 F-5 F-7  F-8
F-9  F-10 F-14 F-21
F-22 F-27 F-28 F-33
F-42 F-48 F-53 F-57

F
F-35

G
F-59 F-61

そ
の
他

F-19 F-20 F-72 F-75

H
F-31

不

　

明

F-l  F-2 F-15 F-17
F-40 F-41 F-49 F-55
F-56 F-58 F-62 H-68
F-73

|

F-24

第387図 掘立柱建物址 (側柱)形態一覧

D 3間 。2間 × 2間 となるもの。

E 3間 × 2間 となるもの。

F 3間 。2間 × 3間・ 2間 となるもの。

G 4間 ・ 3間 × 2間 となるもの。

H 4間 ・ 3間 × 3間 ・ 2間 となるもの。

1 3間 ・ 2間 × 2間 で、いわゆる廂をもつ もの。

その他 不規則な柱 (穴 )の配置をみせ るもの。
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不 明 プランが不明なもの。

以上の分類基準に基づくと、①の総柱穴の掘立柱建物址は第386図のように、②の側相1式の禰1立

柱建物址は第387図のようにあてはまる。

これをみると、総柱式の建物では以下のことがとらえられる。

① 総柱式の建物は4棟認められるのみで、形態的にはIA・ HA・ HB・ HCがそれぞれ1

棟ずつ存在していることがわかる。

次に、側柱式の掘立柱建物址についてみてみよう。

① 側柱式の掘立柱建物址は合計で71棟認められている。

② l間 ×1間となるAは 14棟ときわめて特徴的に認められるが、そのなかでも方形のプラン

を呈するIが多い。

③ 2間×2間 となるCも 、方形のI類 4棟・矩形のH類 6棟の計10棟認められている。

④ 3間×2間 となるEで矩形のH類が16棟ときわめて特徴的に認められている。

⑤ ②③④をふまえると、本遺
跡の側柱式の掘立柱建物址の

総柱

A   A  C   B
基本的形態は、 IttA o C。

H tt Eであるといえよう。

⑥ いわゆる廂をもつものも1
棟認められた (I)。

次に、各形態別の面積の分布を

A
A
A
AA      D    E
AAAAA DAC DB  C C  D

側柱巨ヨ

みてみると以下がとらえられよう。              F E

(算彗388E])                              A   R  iき
  :5Eic  :  G  E  E   E IRll主

□

① 側柱式の形態Aは、いずれ  も 1~古 1~ も'1 も'`J011'J5'~'お静
も10m2以下の面積をみせる小

形のものである。
第388図 掘立柱建物址形態別面積分布

② 側柱式の形態Cは、9～ 18
m2の面積をみせるいわば中形のものである。

③ llll柱式の形態Eは、12m2以上の面積をみせる全体の中では大形のものである。

(4) 掘立柱建物址の時期               。

掘立柱建物址の時期については、結論的にいえば、本遺跡において検出された75棟の掘立柱建

物址はすべて竪穴住居llLの帰属する第 I期～第Ⅷ期に位置付けられるものと想定している。
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第|18表  掘立柱建物址の帰属期の可能性

これらの掘立柱建物址の幾つかは、竪穴住居址との切り合い、および柱穴中に時期のわかる出

土遺物があるものについては、ある幅をもってその時期推定することが可能であり、そのような

ものについては帰属の可能性のある時期を第118表に示した。

しかしそれ以外については、時期の明確な遺構との配置関係をもってしか時期を類推する術が

なく、それとて危険性をはらんだ位置付けと言わざるをえない。

各時期において竪穴住居址と併存する掘立柱建物址の姿を想像しておくこととして、個々の掘

立柱建物址の時期について詳しく言及することはその危険性から後に譲ろう。

(5) 集落の様相
黒井峰症候群とでも言おうか、群馬県黒井峰遺跡の発掘調査によって当時 (古墳時代)の集落

の具体像が実に鮮明に描き出されつつあり、我々に大きな衝撃をあたえている。また、そこでは

ごく一般的な遺跡において我々がとらえることのできる遺構以外の、幾つかの遺構が当時の集落

には存在していたことが判明しており、改めて集落景観復元の困難さを教えてくれている。

我々の眼に見えない遺構の存在性をどのように考慮し、また、同時併存の遺構をどれだけ厳密

に抽出できるかが、より正確な集落景観復元につながる課題であろう。

したがって、本十二遺跡においても、とうてい正確な集落景観復元にはおよばないが、これま

で述べてきた遺構のあり方から導きだされる集落様相の一端を垣間見ることとしよう。

第389図には、各期における竪穴住居址の分布を示しておいた。実際にはここに掘立柱建物址の

分布が加わらなければならないのだが、前述したように掘立柱建物址の時期決定がきわめて困難

であることから片手落ちではあるがその分布は省いておいた。

この図をみると、第 I期では竪穴住居址の分布が調査区のほぼ全域におよんで認められる。こ

れに対し、それ以降の第Ⅳ期～第Ⅷ期では、旧河川を目安とするとその南側に竪穴住居址の分布が

θ66

＼ 28 F-35 FくЮ

I

II

IⅡ

Ⅳ

V
Ⅵ

Ⅶ

※帰属の可能性のある時期には●をもって示した
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第389図 竪穴住居址の時期別分布
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偏る傾向が看取されよう。

また、これに付随する掘立柱建物址のあり方を想定すると、竪穴住居l」Lと 掘立柱建物址の占地

が極端に分離的でもない限り、竪穴住居址と同様な分布傾向を示すものと考えられよう。その数

の増減も竪穴住居址の数と連動させて考えてよいかとおもう。各期の集落には、掘立柱建物址の

基本的形態と考えられる側柱式の I ttA、 C、 Htt Eが認められたとみておこう。

この他、 1基のみ認められた井戸は、少なくとも第Ⅱ期～第Ⅳ期にかけては使用されていたも

のとみられよう。また、残念ながら土疲の所属期は明らかでない。旧河川は遺構の分布と照らし

合わせると、第V期以降に存在したものと考えられよう。

当該期集落には、竪穴住居址のなかに掘立柱建物l■が散見されるあり方と、竪穴住居t」Lと 掘立

柱建物址がほぼ同等数認められるあり方の 2類型があるとされるが (中田 1983)、 本遺跡の集落

は後者の類型でとらえられるものであろう。

(6) 集落と可耕地の問題
さて、集落と可耕地の問題についてふれておく。

この集落の性格付けは別としても、ここに住んだ人々はよほど特別な事情でもない限 り自らの

生活の糧でもあり租税の対象でもあった稲作を基本的に為 していたと考えるのは自然であろう。

ではいったい彼らの耕地はどこにあったのか。

この問題を解決するために本遺跡付近の可耕地を探してみると、まず遺跡の東に隣接する広大

な低地が水稲耕作の可耕地として有力視されてくる (第 390図 )。

この低地について水田遺構が認められないかどうか試掘 トレンチをいれてみたが、水田遺構の

検出はできなかった。

368

第390図  十二遺跡の集落と可耕地 (低地)(網点 )
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これ以外の方法で水稲耕作の可能性を探るために、付編に掲載したプラントオパール分析 と花

粉分析、また、土壌観察を行なってみた。

まず、当該期の土層中に、水稲耕作に伴 う特有の、鉄 。マンガンの溶脱・集積するいわゆる水

田土壌の形成が認められないかどうかを、長野県農事試験場の梅村弘先生に観察していただいた。

その結果は、幾つかの土層断面においてそのような水田土壌の観察はまったくできず、水田土壌

学の立場からはこの低地における水稲耕作の可能性は考えにくいということであった。

一方、付編 1に掲載した帯広畜産大学近藤錬三先生のプラントオパール分析結果によると、集

落形成以後の土層中 (第Ⅲ区Ⅶ層試料NQ l)においてはイネ起源のイチョウ形珪酸体は全ファン

型珪酸体中の1.5%あ り「イネ栽培が行なわれていた公算大」といえるということであった。ただ

し、集落存在時に対応できる土層中 (第Ⅲ区X層試料NQ 2)に あってはそれは 1%以下と低い数

値をみせており水稲耕作の可能性を説くには微妙ともいえる結果となった。

他方、付編 2のパリノサーヴェイ備による花粉分析結果のみからは、低地の土壌においてイネ

科花粉以外の花粉が高率に出現すること、水田雑草といわれる水性植物の花粉がまったく検出さ

れないことを考え合わせると水稲耕作の可能性は想定しにくいということであった。

以上を総合すると、可耕地として有力視される低地における水稲耕作の可能性を説くにはやや

不利な状況にあるといえよう。

集落と耕地の関係については「隣接型」。「分離型」の二者が想定されようが、本遺跡の東に隣

接する広大な低地に水田がなかったとすると、本集落のそれは「分離型」の可能性を残している

ともいえそうである。

(7) 集落の性格
本集落の性格を考えるうえで、その歴史的背景をさけて考えるわけにはいかないであろう。

奈良 。平安時代にあっては、本鋳師屋遺跡群の北隣には『延喜式』記載の御牧「塩野牧」が、

東方には「長倉牧」が展開していたものと思われる (第 391図 )。

「塩野牧」は、東は濁川、西は蛇掘川、北は浅間山に画される範囲 (現在の小諸市乗瀬、御代

田町塩野・清万地区)を想定でき、南は牧場の入り回といった意味にも由来するかと考えられる

柵口 (現在の馬瀬口)付近におよんでいたものとおもわれる。この「塩野牧」の遺構として、い

わゆる駒飼の土堤ともいわれる土居状遺構が塩野舟ケ沢の標高1000m付近に残されている (塩野

山遺跡 。第391図 2)。

一方、律令制にともなって整備された新しい東山道が、少なくとも本遺跡群より4 km以内を通

過していたものとも考えられる。ただしそのルー トは三つほど想定されているが (第 391図 A塩野
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第391図 鋳師屋遺跡群付近の歴史地図

ルー ト・B馬瀬ロルー ト・C小田井ルー ト)、 いまだ決着をみていない。イヽ田井ルー ト説では、そ

の駅家の一つである「長倉駅」が本遺跡群の近 くに設置された (第 391図 3)と いう見解もだされ

ている (一志 1957)。

前二者の御牧では、少なくとも100頭前後の馬が飼育されていたものとみられる (堤  1986)。

また、「長倉駅」には15頭の駅馬が置かれたと『延喜式』にみえる。

このような歴史的環境のなかで、本遺跡群野火付遺跡において平安時代の埋葬馬5頭が検出さ

れたのを皮切りに、鋳師屋 。前田の各遺跡から馬歯 。馬骨が数多く検出され始めた。また、本十
1  1

二遺跡からも3軒の住居址と旧河川から馬歯が検出されている。本遺跡群と馬との深い関わりあ

いが街彿させられるのである。

そのようなことを考え合わせ、本鋳師屋遺跡群が、御牧「塩野牧」か、あるいは「長倉駅」の

経営にあたった人々の残した集落ではなかったかという仮説を提示してみた(堤  1987)。 そして

その仮説の検証を本遺跡群調査の今後の課題とした。

ちなみに、静岡県浜松市伊場遺跡は遠江国栗原駅家 と推定されているが、ここか らはそれを証

θη
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明するかのように「栗原駅長」。「馬長」。「□駅家」等といった墨書土器が検出されている (浜松

市教育委員会 1975)。

また、山梨県北巨摩郡武川村宮間田遺跡は、『延喜式』記載の御牧「真衣野牧」の比定地にもあ

たるが、その90軒以上にもおよぶ竪穴住居址と掘立柱建物址のなかの 1軒から、「牧□」と墨書さ

れた土器が検出されており (山梨文化財研究所 1987)、 集落と牧との深い関連性を証明してい

る。

遺跡の性格を決定づけるこのような直接的な資料が、本遺跡群において現在検出されていない

のが不利な状況といえるが、今後、いくつかの肯定的要件・否定的要件を提示したうえで本遺跡

群の性格の実像に迫らねばなるまい。

θη









自然科学分析にあたって

(|) はじめに
十二遺跡では、より総合的な見地からの遺跡 。遺物の性格解明にあたり、自然科学分析を実施

し、 1～ 4の付編として以下に掲載した。

その付編掲載にあたっては、分析資料の性格および分析の目的について、予めふれておく必要

があると考えられるため、ここで若千の補足説明を加えておくこととする。

(2) 付編 | 十二遺跡土壌の植物珪酸体分析にあたって
ここでは、奈良 。平安時代の十二遺跡における水田耕作の可能性を、土壌中の植物珪酸体分析

によって探ってみることが目的である。

十二遺跡において水稲耕作が可能な地区として、集落の西、第Ⅲ区～第V区 (第 1図網点部分 )

が考えられるので、分析試料はその地区より採取した。採取地′点の層序も第 1図に示してある。

3 第田区ノー26グ リッド付近の上層断面図 4 第 V区ハー10グ リッド付近

冊層 嗜赤掲色砂利層 (5YR 3/6).
Ⅳ層 熙18色砂層 (10YR 3/2)。

Vll層  鳳色砂層 (10YR 2/1)。
Ⅷ層 鳳色砂層 (10VR 2/1).
IX層  黒色砂層 (10YR 2/1)。
X層  鳳褐色砂利層 (10VR 2/3)。
Xl層 黒口色土層 {10YR 3/2)。

‖層 水田床上の黒掲色土層 (:OVR 2/2).
田田 点色土層 (10YR l.7/1)。
:Vtt lS黄 目色シル ト層 (:OVR 4/2}.

Ⅵ層 鳳色土層 (10YR 2ノ 1)。
Vll層  鳳色土層 (10YR 2/1).
プラントオパール分析および花粉分析

の試74サ ンプルNo l採 取 .

鳳色土層 (10YR l.7/1).

照色砂質層 (10YR l,7/1)。

Nol ai>tt)\-tufi6ttuftnfi6
o&t{rf >7tv\ozfrN.

No2

第 1図 十二遺跡植物珪酸体分析および花粉分析サンプル採取位置

θ75
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試料 1は、第Ⅲ区第 1地′点 (ノ ー26グ リッド)ⅥI層中よリサンプリングした。Ⅶ層は、第 I・

H区 との土層対比から集落存続期をやや下る堆積層と推定される。

試料 2は、第Ш区第 1地′点 (ノ ー26グ リッド)X層 中よリサンプリングした。X層 は、第 I。

H区 との土層対比からおよそ奈良 。平安時代の堆積層と推定される。

試料 3は、第Ⅲ区第 2地′点 (ノ ー26グ リッド)で第 1地′点X層 に対応できる河川覆土 (自 然流

路か人工か不明)層 中よリサンプリングした。

試料 4は、第V区第 1地点 (ハ ー10グ リッド)測層中よリサンプリングした。Ⅲ層の堆積年代

は残念ながら不明であるが、第Ш区との土層対比から奈良 。平安時代の堆積層とも考えられる。

(3) 付編 2 十二遺跡の花粉分析にあたって
十二遺跡の花粉分析にあたっては、ひとつは植物珪酸体分析と同様な目的、つまり花粉分析か

ら窺い知ることのできる水田耕作の可能性について考えてみることにした。このため試料 1～ 4

は、植物珪酸体分析試料 1～ 4と 共通する同一地′点同一層序のものである。したがってその状況

については前項を参照いただきたい。

一方、奈良・平安時代の集落をとりまく古環境の復元もその目的とした。上記 1～ 4以外のサ

ンプル5～ 7は 、切り合い関係をもつ竪穴住居址のうち古いほうの住居址覆土から採取した。こ

のサンプルは、古いほうの住居址の廃絶以後～新しい住居址の構築以前と位置付けられ、そこか

ら得られたデータはおおよそ奈良。平安時代の集落存続期のものとみなされよう。

(4) 付編 3 十二遺跡出土炭化材の樹種 同定にあたって

十二遺跡第H ttH-58号は焼失家屋であり、その上屋と推定される炭化材が多数検出された。

その炭化材の樹種同定をおこない、上屋に用いられた材の種類を知ることが目的である。

(5)付 編 4 十二遺跡 出土須恵器 の蛍光 X線分析 にあた って

十二遺跡出土の奈良・平安時代の須恵器の主なものについて、蛍光X線分析を実施しその原産

地同定を試みることが目的である。

一方で、地元の主要な須恵器窯の製品の化学的特性を示す分析値を把握 し、また、数ある在地

窯について、分析値による製品の相互識別が可能かどうかを検証 してみたい。

そのうえで十二遺跡の須恵器の分析値と他を対比し、十二遺跡の須恵器が在地のものか搬入品

かをみきわめられればと考える。そして、十二遺跡の須恵器が搬入品であるとすれば、いったい

いずれのものなのかが推定されないだろうか。また、十二遺跡における須恵器の在地品・搬入品

の供給割合を時期別に追ってみれればとおもう。
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付  編 1

十二遺跡土壌の植物珪酸体分析

帯広畜産大学環境土壌学研究室

近藤 錬三

(|)植 物珪酸体の分離・定量法
分析に供した試料は、十二遺跡Ⅲ区 (7層 、10層 )お よびV区 (11層 )セ クションから採取し

た。

これらの試料を風乾し、 2 mmの節いに通過 した後、植物珪酸体分析用試料 とした。

植物珪酸体の分離・調整法は近藤 (1981)の方法に準 じ以下のように行った。

風乾細土 (<2.Omm)10gを 500mlト ールビーカに取 り、過酸化水素、熱塩酸および超音波処理

後、節いと沈降法によって10～ 200ノの粒径画分を得た。この画分試料0.5～ 1.Ogを マル ト・クイ

ックセパレーター用遠心管に取 り、比重2.3の ツーレ重液20mlと よく混合 した。1500～ 2000回転で

約 5分間遠心分離した後、遠心管上の浮上物 (植物珪酸体)を 前もって用意した濾紙に移 した。

この操作は、浮上物が肉眼で認められなくなるまで繰 り返した (ほぼ 5回 )。 小型蒸発皿に濾紙上

の植物珪酸体を移し、乾燥させた。

植物珪酸体の形態別組成は、上記の植物珪酸体の少量をスライ ドグラス上に取 リカナダバルサ

ムで固定した後、佐瀬 。近藤 (1974)、 近藤 。隅田 (1978、 1981)の分類に準 じ、偏光顕微鏡 と走

査型電子顕微鏡で同定した。

(2)植 物珪酸体の形態的特徴
供試試料から分離した植物珪酸体は、その形態的特徴に基づいて、 I).イ ネ科草本起源珪酸

体、Ⅱ).樹木起源珪酸体、Ш).未記載 (又は未分類)珪酸体に区分 した。

プ リッケルヘアー、長細胞などに由来する大型珪酸体に二大別した。さらに、小型珪酸体はタ

ケ型、キビ型、ヒゲシバ型、ウシノケグサ型およびその他珪酸体に細別 した。

樹木珪酸体は、その形態的特徴から広葉樹と針葉樹に二大別されるが、ここでは一括して樹木

起源珪酸体 として表示した。

未記載珪酸体の中には、植物珪酸体の破片、風化物、前述の I)に属するが未だ分類されてい

ない珪酸体、カヤツリグサ科起源珪酸体および起源不明の珪酸体が含まれている。

つぎに、図版を用いて各珪酸体の特徴を解説する。
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Ⅵ 付  編

図版 |～ 3

a)タ ケ型

タケ亜科 (タ ケ類、ササ類)お よび一部のダンチク亜科の葉身表皮細胞に特徴的に観察される

長座鞍型珪酸体である。

b)キ ビ型 (図版 l a～ e)

暖地型イネ科草本であるキビ亜科 (ス スキ、チガヤ、 トウモロコシなど)お よび一部のダンチ

ク亜科 (ダンチク、ヌマガヤなど)の葉身表皮細胞に特徴的に観察される亜鈴形、複合亜鈴形お

よび十字形珪酸体である。試料中に検出されるキビ型珪酸体の給源植物は、エノコログサ属、ス

スキ属 (b)、 イヌビエ属 (a)、 チカラシバ属 (c)な どである。

C)ヒ ゲシバ型 (図版 l g)

スズメガヤ亜科 (シバ、ヒゲシバ、ォオニワホコリなど)お よび一部のダンチク亜科 (ト タシ

バ、ヨシなど)の葉身表皮細胞に特徴的に観察される短座鞍型珪酸体である。試料中に検出され

るヒゲシバ型珪酸体の給源植物は主にヨシである。

d)ウ シノケグサ型 (図版 l f)

寒地型イネ科草本であるイチゴツナギ亜科 (ウ シノケグサ、ノガリヤス、ムギ類など)の葉身

表皮細胞に特徴的に観察される矩形、楕円形、ボー ト状および星状形態の珪酸体である。

e)フ アン型 (図版 2 1～ 0)

イネ科草本の葉身表皮細胞にのみ特徴的に観察される機動細胞由来の扇状 (または食パン状 )

形態の珪酸体である。ファン型珪酸体は科、属、あるいは一部種の間で形態的違いが認められる。

試料中に検出されるファン型珪酸体の大部分はキビ亜科に由来するものであるが、一部ダンチク

亜科およびイネに由来するものもある。 a～ oは イネのファン型珪酸体であり、 i～ 0は非タケ

亜科ファン型 (ススキ、 トウモロコシなど)珪酸体である。
f)ポ イント型 (図版 2 S)

イネ科草本葉身表皮細胞のprickle hairに 由来する矢尻状、またはかぎ状形態の珪酸体である。

この種の珪酸体は、タケ亜科およびイチゴツナギ亜科に多く含有されている。

g)棒状型 (図版 2 p、 q)

イネ科草本葉身表皮細胞の長細胞に由来する棒状形態の珪酸体である。棒状型珪酸体は小型珪

酸体 と異なり、イネ科植物分類グループとさほど関係が認められない。

h)樹木起源珪酸体 (図版 2・ 3 r、 t、 u)

樹木起源珪酸体の大部分は、葉部の表皮細胞、表皮毛、表皮毛基部および維管束細胞に由来す

る。試料中には、広葉樹由来の「はめ絵パズル」、「くの字」状珪酸体が検出される。

i)未記載 (ま たは、未分類)珪酸体
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十二遺跡土壌の植物珪酸体分析

この種の珪酸体は、①.給源が全く不明な珪酸体、②.カ ヤツリグサ科由来の珪酸体、③。前

述のa)～ h)に分類されない珪酸体、および④o ①～③の珪酸体の破片あるいは風化物が包含

される。

(3)植 物珪酸体の形態別組成
表-1で明らかのように、同定される植物珪酸体の大部分 (57～ 72%)は イネ科草本に由来す

るものであり、樹木起源珪酸体は 1～ 3%を 占めるにすぎない。

イネ科草本起源珪酸体の中では、大型珪酸体が圧倒的に多い (78～ 84%)。 とくに、棒状型とフ

ァン型珪酸体が顕著である。小型珪酸体ではキビ型が比較的多く含有されている。タケ型は極め

て少なく、NQ 4試料では全 く含有されていなかった。

これらの結果から、試料中の植物珪酸体の給源植物はススキ、チガヤなどのキビ亜科イネ科草

本が主体であったと思われる。NQ 2、  3試料ではヨシに由来するヒゲシバ型およびファン型珪酸

体が含まれており、試料採取地点が湿性環境であったことが推測される。ファン型珪酸体 もスス

キなどのキビ亜科に由来するものが多い。また、NQ 4以外の試料全てにイネ起源のイチョウ形フ

ァン型珪酸体 (写真図版 :i～ k)がごく僅かに検出された。

第 1表 十二遺跡土壌の植物珪酸体分析 (%)

※ 試料 1は 第Ⅲ区第 1地点、Ⅷ層試料 2は 第Ⅲ区第 1地点 X層 、試料 3は 第Ⅲ区第 2地点試
料 2と 同一層と考えられる層で、河川流路 (自 然か人工か不明)よ り採取した。また試料

4は 第V区第 1地点測層より採取した。

豪

試 料

イ ネ 0科 草 本 起 源 珪 酸 体

ノ
1ヽ 型 Ji酸 体   1大 型 Ji酸 体

樹 木

起 源

珪酸体

未記載

珪酸体

計測数

(個 )タケ型 キピ型券了基 じバ釜 ダ
ン
垂 その他ファ理ギ

イ
≦ 棒状型

1

2

3

4

0.5   4.5   0.4   0.7   05   6.6

06   4.5   1.4   1.0        2.5

1.2   2.0   1.2   1.2         3.1

5.5   0.6   0.5   0.5  4.0

19.0   7.0  21.4

16.4    8.8   25.4

18.4    6.7   23.6

25.1   12.3   23.4

2.8

1.5

2.0

1.1

36.6

37.9

40.6

26.9

752

763

509

967

θη
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試料中最も多くイネ起源ファン型珪酸体を含有した試料は、NQ lで全ファン型珪酸体の1.5%で

あった。NQ 2、 および 3は 1%以下であった。長野農業試験場の水田土壌表層のイネ起源ファン

型珪酸体は全ファン型の 9%、 また、イナワラ堆肥連用 (8年間、500kg/10a/年 )の水田土壌

表層のそれは16%であった。このデータだけでは採取地点が水田土壌であったか否かは不明であ

るが、少なくとも採取地′貞付近でイネ栽培が行われていた公算大である。

引用文献

1)近藤錬三 (1981)弁天橋遺跡土壌の植物珪酸体分析、 p.67-71、 弁天橋遺跡調査報告書、

八王子市弁天橋遺跡調査研究会

2)近藤錬三・隅田友子 (1978)樹木葉のケイ酸体に関する研究 (第 1報 )、 裸子植物および単子

葉被子植物樹木葉の植物ケイ酸体について、土肥誌、49、 p.138-144

3)近藤錬三・ピアスン友子 (1981)樹木葉のケイ酸体に関する研究 (第 2報 )、 双子葉被子植物

樹木葉の植物ケイ酸体について、帯畜大研報、12、 p.217-229

4)佐瀬 隆 。近藤錬三 (1974)北海道の埋没火山灰土腐植層中の植物珪酸体について、帯畜大
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図版 |～ 3

試料 lia、 i、 j、 n、 o～ q、 v～ x、   試料 2:b、 c、 f、 h、 k、 m、 r、
試料 3:u、   試料 4:d、 e、 g、 1、 s、 t

a～ e:キ ビ型、 flウ シノケグサ型、 giヒ ゲシバ型、hia～ g以外の小型短細胞珪酸体、
i～ 0:フ ァン型、 p、 q:棒状型、 Siポイント型、 r、 t、 u:樹木起源珪酸体、V～ X:

淡水性ケイ藻
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試料 | キビ型

1 1遺跡 1;壌の植物 II酸体分析

試料 2 a～ g以外の小
型短細胞珪酸体

試料 2 キビ型 試料 2 キビ型

試料 4 キビ型 試料 4 キビ型

試料 2 ウシノケグサ型 試料 4 ヒゲシバ型

試料 | ファン型 試料 | ファン型 試料 2 ファン型

図版 | 十二遺跡植物珪酸体顕微鏡写真
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試料 1 棒状型 試米斗1  棒1大型

試料 2 樹木起源珪酸体 試 *斗 3 ポイン ト型
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図版 2 十二遺跡植物王圭酸体顕微鏡写真



試料 4 樹木起源珪酸体

十 二遺跡土壌の植物珪酸体分析

試料 3 樹木起源珪酸体 試料 l 淡水性ケイ藻

試料 1 淡水性ケイ藻

試料 1 淡水性ケイ藻

図版 3 十二遺跡植物珪酸体顕微鏡写真

θ&9





付  編 2

十二遺跡の花粉分析

パ リノ・サー ヴェイ株式会社

(|)目 的

分析に供した試料は、奈良 。平安時代 ?の堆積物と考えられている低地の堆積物 (4′点)と 、

奈良・平安時代の住居址 (3軒 )の覆土 (3′点)である。低地堆積物の試料では当時の植生と水

田耕作の可能性について、住居址の覆土試料では当時の集落周辺の古植生について解析すること

を目的とする。

(2)  言式 米斗

分析に供した試料は、第1表に示す 7′点である。土質は分析に先立って、当社にて観察した結

果を示してある。なお、試料 1～ 4は奈良。平安時代において水田耕作の可能性のある地′点の土

壌である。

第 1表 十二遺跡花粉分析試料一覧表

試料番号 土 質 採 取 地 点

黒褐色粘土混じり砂質シルト

黒褐色砂混じり粘土質シル ト

黒褐色砂混じり粘土質シルト

黒褐色シルト質砂

黒色砂混じり粘土質シルト

黒褐色砂混じり粘土質シルト

低地の堆積物 (Ⅲ 区)

″  (Ⅲ 区)

″  (Ⅲ 区)

″  (V区 )

H-44号住居址覆土

H-61号住居址覆土

根岸遺跡 H-22号住居址覆土

(3) 分析方法
花粉。胞子化石の抽出方法は、以下に示す方法で行なった。

|)秤量

試料をポリエチレン製ビーカーに各15～ 20g秤量する。

2)HF(フ ッ化水素)処理

本処理は、試料中のケイ酸質の溶解と、試料の泥化を目的とする。

① 試料に48%HFを 20ml加えて、振とう式ホットプレートで60分間加熱攪拌する。
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② 処理後、試料を50mlの遠沈管に移しかえ、遠心分離 (1500回転)し、上澄み液を捨てる。
③ 蒸留水を加え、攪拌し、遠心分離を行ない上澄み液を捨て処理液を取り除く (以下、水洗
いとする)。 この作業を2回行なう。

3)重液分離

本処理は、試料中の花粉 。胞子化石などの有機物を、比重の違いを利用して分離する。花粉・

胞子化石の比重は1.3～ 1.8以下で、鉱物質は 2以上である。

① ZnBr2(臭化亜鉛)を 10%塩酸 (HCI)に 溶かし、比重を2.2に調整する。その重液
を、HF処理の終わった残澄に20ml加 えて、よく攪拌する。

② 遠心分離器により、800回転で15分間、続けて2500回転で10分間遠心分離する。
③ 遠心分離後の浮上物を別の遠沈管に移し、蒸留水を加え比重を下げ、遠心分離する。
④ 水洗を3回行なう。
4)ア セトリシス処理

エル ドマン (1934)が考案した方法で、植物遺体中のセルロースを加水分解する。

① CH3C00H(氷酢酸)10mlを加えよく攪拌し、残湾の脱水を行なう。遠心分離する。上
澄み液を捨てる。

② 残澄に、(C H3C O)20(無 水酢酸)9部にH2S04(濃硫酸)1部を混入した酷化液を
10ml加え、ウォーターバスで5分間湯せんする。冷却後遠心分離し、上澄み液を捨てる。

③ 水洗を3回行なう。
5)KOH処 理

腐植酸の溶解 を目的 とする。

① 10%KOH(水酸化カリウム)を 10ml加え、ウォーターバスで15分間湯せんする。

② 水洗を3回行なう。
6)封入

分析処理後の残澄をマイクロピペ ンヽトで花粉 。胞子数を調整し、グリセリンゼ リーで封入し、

´ 検鏡した (グ リセリンゼ リーは、屈折率が1.43で、北米やわが国でよく使われる封入剤である)。

7)検鏡方法および結果の表示方法

検鏡においてはプレパラー ト全面を走査 し、その間に出現 したすべての種類 (Taxa)を 同定

し、その個数を計数 した。その結果は第 2表に示し、第 2表をもとに各試料における花粉 。胞子

化石の出現率を算出し、第 1図 (十二遺跡試料花粉化石群集分布)を 作成した。

図表において複数の種類をハイフォン (― )で結んだものは、その間の区別が明確でないもの

である。また、第 1図における出現率は、樹木花粉が樹木花粉の合計、草本花粉とシダ類胞子が

樹木花粉・草本花粉・シダ類胞子の合計を基数 とした百分率である。なお、樹木花粉の合計が百
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十二遺跡の花粉分析

第 2表 十二遺跡試料花粉分析結果
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十二遺跡の花粉分析

個体未満の試料については、データが歪曲されるおそれがあるので図示しなかった。

(4)結 果

花粉分析の結果、 7′点の試料から樹木花粉が27種類、草本花粉が21種類、シダ類胞子が 3種類

検出された。花粉・胞子化石の産出は、NQ lと NQ 2試料が比較的良好に産出したものの、その他

の試料は非常に少なかった。

以下に各試料について述べる。

ONo.1試ホ斗

樹木花粉は、コナラ亜属・ハシバ ミ属・クリ属・イチイ科―イヌガヤ科一

に出現 し、ハンノキ属・カバノキ属・スギ属・コウヤマキ属などを伴なう。

リグサ科が非常に多く、イネ科・ヨモギ属・タンポポ亜科などを伴なう。

ONo 2言式米斗

樹木花粉・草本花粉共にNQ l試料 と良 く似た花粉組成を示 している。

ONQ3へ′7言式本斗

これらの試料は、いずれも花粉 。胞子化石の産出が非常に少ない。そのう

多く、花粉組成はNQ l・ NQ 2試料に似た傾向がみられる。

ヒノキ科などが高率

草本花粉は、カヤツ

ちNQ 3は産出がやや

(5)考 察

今回の花粉分析は、奈良。平安時代の住居址覆土試料 3点 (NQ 5～ NQ 7)、 及びほぼ同時代とみ

られている低地堆積物試料 4′点 (NQ l～ NQ 4)について実施 した。分析の結果、低地堆積物試料

2点 (NQ1 0NQ2試 料)以外は花粉・胞子化石の産出が少なく、古植生の解析には至らなかった。

目的のひとつであった住居址覆土の分析結果から集落とその周辺の古植生を解析する試みは果

たせなかった。

ここでは、低地堆積物試料 2′点の分析結果をもとに、奈良・平安時代 (?)の低地及びその周

辺の古植生と、当時の低地における水田耕作の可能性について検討する。また、NQ 3～ NQ 7試料

については、花粉・胞子化石の産出が少なかった原因に触れておきたい。

|)植生について

両試料共に、花粉組成が良 く似ている。樹木花粉 と草本花粉を比べると、草本花粉が樹木花粉

の約 3倍であり、草本花粉が非常に多い。このことは、低地にはあまり樹木が存在せず、比較的

開けた空間が存在していたと考えられる。その低地には、カヤツリグサ不ゞ|を はじめとしてイネ科。

ヨモギ属・タンポポ亜科・カラマツソウ属などの草本植物が存在 し、生育していたと推定される。



Ⅵ 付  編

そして、樹木は低地に散在していたか、周辺の台地に存在していたと考えられ、ナラ類・ハシ

バミ属やクリ属などの落葉広葉樹が多く、これらに混じってイチイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科や

スギなどの針葉樹やカシ類の照葉樹も存在していたといえよう。なお、クリ属の花粉は虫媒花で

飛散力が小さいところから、採取地付近に存在していたと考えられる。

2)水田耕作の可能性について

分析の結果イネ科花粉が比較的多く出現したが、カヤツリグサ科の方がはるかに多く出現する

点、その他の草本花粉も高率に出現する′点を考慮すると、低地において稲作が行なわれていた可

能性は推定し難い。また、水田が存在していた場合、水田雑草と言われる水生植物の花粉 (例え

ば、オモダカ属・ミズアオイ属・サンショウモなど)が検出される可能性は高いものと考えられ

る。しかし、両試料から水生植物はまったく検出されておらず、水田という水の影響を想定しが

たい。

以上のように、今回の花粉分析結果のみからは、低地において水田耕作が行なわれていた可能

性を想定し難い。

3)花粉・胞子化石の産出が非常に少なかったNo.3～ No.7試料について

土壌中から花粉・胞子化石が少ししか産出しない原因として、一般に以下のような条件が想定

される。

① 堆積物の堆積時に花粉が取り込まれなかった。
② 堆積後、堆積物の粒子が粗いため (砂等)水の移動に伴なって花粉・胞子化石が流去して
しまった。

③ 堆積時あるいは堆積後、直射光と酸素によって酸化分解され、消失してしまった。

今回の分析試料の内、NQ 4～ NQ 7試料は特に砂分が多かった。このような試料では、②のよう

な原因で花粉。胞子化石が流去してしまった可能性が強い。また、台地上の試料であるNQ 5～ NQ 7

などでは、③のような酸化分解による消失の可能性も考えられる。一方、花粉・胞子化石が豊富

に産出したNQ l・ NQ 2試料同様の低地の堆積物で、土質もほぼ同一であるNQ 3試料の化石産出が

少なかった原因としては、①のように本来取り込まれる花粉・胞子が少なかった、③のように堆

積後酸化分解し消失した状況が推定される。

以上のように、花粉・胞子化石の産出状況に関与したと想定される要因はいくつか指摘されて

いるが、いまだ未知の部分も多い。またこれらの要因が複合して影響している状況も、十分に考

えられることである。今後は、背景となる堆積環境を知り得る珪藻分析等を併用し、検討されれ

ば良いかと思われる。
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